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茨城県は　昭和諏年に筑波研究学園都市計画地域の指定を受け

て以来9　我が国最大のサイエンスシティとして学　田や民間の研究

機関学　太学習　また関連の工場等を集中的に誘致し9　日本の科学技

術の研究開発の核として9　さらに9　国際交流の拠点としての国際

都市にふさわしい町づくりを進めております。

この新しい町づくりに欠かせない新しい鉄道である常磐新線の

整備は9つくばと東京圏を直結し，人の物◎情報の交流を盛んにす

るだけでなら　地域活性化の太　な力となります。そこでタ　平成

6年7月に県9　番9　地権者の三者協議が合意し9　新線開発と沿線

開発を一体的に進める土地区画整理事業が進められております。

この予定地内に熊の山遺跡が存在していたため9　財団法人茨城

県教育財団は9　茨城県から埋蔵文化財発掘調査についての委託を

受け9　平成7年4月から翌年3月まで発掘調査を実施いたしまし

た。この調査によって貴重な遺構9　遺物が確認され　つ　ば市の

歴史を解明する上に多大を成果をあげることができました。

本書は9　熊の山遺跡の調査成果を収録したものであります。本

書を研究資料としてほもとより9　郷土史の理解を深め9　ひいては

教育，文化の向上の一助として広く御活用いただければ幸いです。

なお9　発掘調査及び報告書の刊街に至るまで9　委託者である茨

城県からいただいた多大なる御協力に対し心から御礼申し上げま

す。

また9　茨城県教育委腰会9　つくば市教育委眉会をはじめ，関係

各機関及び関係各位から御指亀　御協力をいただいたことに9　衷

心より感謝の意を表します。

平成9年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本
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1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成7年4月から平成8年3月まで発掘調査

を実施した茨城県つくば市大字島名1611－1ほかに所在する熊の山遺跡の発掘調査報告書である。

2　熊の山遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　　　 事　　　 長 橋　 本　　　 昌 平成 7年 4 月～

副　 理　 事　 長

小　 林　 秀　 文 平成 6 年 4 月～平成 8r年 3 月

中　 島　 弘　 光 平成 7 年 4 月～

斎　 藤　 佳　 郎 平成 8 年 4 月～

常　 務　 理　 事
一　 木　 邦　 彦 平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月

梅　 津　 秀 ‘夫 平成 8 年 4 月～

．事　 務　 局　 長
斎　 藤　 紀　 彦 平成 7年 4 月～平成 8年 3 月

小　 林　 隆　 郎 平成 8 年 4 月～

埋 蔵 文 化 財 部 長
安　 戒　 幸　 重 平成 5 年 4 月～平成 8 年 3 月

沼　 田 ．文　 夫 平成 8 年 4 月～

埋蔵文化財部長代理 河　 野　 佑　 司 平成 6 年 4 月二

企

1画

管

理

課

課　　　　　 長

課　 長　 代　 理

水 ．飼　 敏　 夫 平成 4 年 4 月～平成 8 年 3 月

小　 幡　 弘　 明 平成 8 年 4 月～

根　 本　 達　 夫 平成 7 年 4 月～

係　　　　 長 清　 水　　　 薫 平成 8 年 4 月～

主 任 調 査 員 海老津　　　 稔 平成 6 年 4 月～平成 8 年 3 月

小　 高　 五十三 平成 8 年 4 月～

経

理

課．

課　　　　　 長

主　　　　 査

課　 長 ＿代　 理

1小　 幡　 弘 ′明 平成 5 年 4 月～平成 8 年 3 月

河　 崎 ‘孝　 典 平成 8年 4 月～

鈴　 木　 三　 郎 平成 7年 4 月～平成 8年 3 月

田　 所　 多佳男 平成 8 年 4 月～

大　 高　 春 ・夫 平成 7 年 4 月～

・主　　　　　 任 ・小　 池　　　 孝 平成 7 年 4 月～

主 ．　　　 事 軍　 司　 浩　 作 平成 5 年 4 月～平成 8 年 3 月

柳　 津　 松　 雄 平成 8 年 4 月～

調

査

課　　　　　 長 阿久津　　　 久 平成 7年 4 月～平成 8年 3 月

調 査 第 一 社 長 後　 藤　 哲 ‾也 平成 7 年 4 月～

主 任 調 査 員 新　 井　　　 聡 平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月　 調査

課
主 任 調 査 ．貞 川　 津　 法　 伸 平成 7 年 4 月～平成 7 年 9 月　 調査

主 任 調 査一月 川　 村　 満 ′博 平成 7 年10月～平成 8 年 3 月　 調蚕



3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，編集は新井が行い，第1章～3章第2乳　第3節1の調査2区と4区，2～7は川村

が執筆し，第3章第3節1の1区と3区，第4章は新井が執筆し，新井が補筆訂正を加えた。

5　本書の作成にあたり，第61号住居跡内出土の赤色顔料（ベンガラ）は，国立歴史民俗博物館助教授の永嶋

正春氏に分析をしていただいた。また，第7号土坑　第45号土坑出土の和鏡は国学院大学講師の青木豊氏に

鑑定をしていただいた。ノ須恵器については湖西市教育委員会の後藤建一氏に御教示をいただいた。

6　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。

7　遺跡の概略

ふ　 り　が　 な （かしょう）しまなeふくだつぼち〈とちくかくせいりじぎょうちないまいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ

書　　　　 名 （仮称）島名 e福田坪地区土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書

副　 書　 名 熊の山遺跡

巻　　　　 次 I

シ リー ズ名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号 第120集

著　 者　 名 新 井　 聡　　 川 村 満 博

編　集　機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310　茨城県水戸市見和 1 丁目356番地の 2　　 T E L O29－225－6587

発　 行　 日 1997 （平成 9 ）年 3 月25 日

ふ　 り　が　 な

所 収　遺　 跡

ふ　　 り　　 が　　 な

所　　　 在　　　 地
コー ド 北　 緯 東　 経 調査期間 調査面積 調 査 原 因

くまのやまいせき いばらきけんつく　ばしおおあざ

08220 36度 140度 19950401 17，167m 2

（仮称）島名 e

熊の 山遺 跡 茨城 県つ く　ば 市 大 字 福田坪地区土

しまな　　　　 ばんち　　　　 ほか －214 3 分 3 分 ・．－ヽヽ．＿．－・ 地区画整理事

島名 16 1 1番地の 1 ほか 40秒 50秒 19960331 業に伴う埋蔵

文化財記録保

存のための発

掘調査



所 収 遺 跡 名 種　 別 主な時代 主　 な　遺　構 主　 な　遺　物 特　 記　 事　 項

熊　の　山　遺 跡 集落跡 古　　 墳

奈良平安

中 ・近世

時期不明

竪穴住屠跡47軒 土師器　 須恵器 古墳時代～平安時代の集落跡及

土坑　　　 1 基

竪穴住屠跡77軒

方形竪穴　 3 基

墓墳　　　 30基

地下式墳　 4 基

井戸　　　 6 碁

溝　　　 11条

竪穴住居跡10軒

土坑　　　 70基

支脚　 上玉　 勾

玉　 切子玉　 紡

錘車　 双孔円板

銑鉄

土師器　 須恵器

鉄鉱　 刀子　 鏡

陶器片　 五輪塔

煙管　 古銭

び中世の墓跡等の複合遺跡である



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋57，400m，Y軸＝＋54，000m

の交点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲

内を東西南北各々40m四方の大調査区に分

割し，さらに，この大調査区を東西，南北　A

に各々10等分し，4m四方の小調査区を設

定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用

数字を用い，北から南へA，B，C…・，

西から東へ1，2，3…・とし，「Al区」，

「B2区」のように呼称した。大調査区内の

小調査区は，北から南へa，b，C…・j，西

から東へ1，2，3・‥・0とし，名称は，大

調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2

区」のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次

のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　　土坑－SK

不明遺構－SX　　井戸－SE

1　　　　　　　　2　　　　　　　　3

ali2 3 4 5 6 7 8 9 0
b

c
d

e

f
g
h

l
J

■
■

第1図　調査区呼称方法概念図

清一SD　　ピットーP

遺物　土器・陶器－P　　土製品－DP　　石製品－Q　　金属製品・古銭－M　　拓本土器－TP

自然遣物－N

土層　　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

焼土・粕薬 黒色処理

●　土器　　　　□　石器・石製品　　　　○　土製品　　　　△　金属製品　　　☆　拓本記録土器

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は縮尺200分の1，住居跡や土坑，不明遺構は60分の1に縮尺し掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々にS＝1／○と表示した。

（3）「主軸方向」は長径方向とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で

表示した（例　N－100－E，　N－100－W）。なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A一口径　B一器高　C－底径　D－高台径　E一高台高　F－つまみ径　G－つま

み高とし，単位はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測（P）番号，出土位置及びその他必要と思われる事項を記

した。
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PL24　第77－B号住居跡遺物出土状況，第78号

住居跡，第83e84号住居跡

PL25　第85号住居跡，第86号住居跡，第88号

住居跡遣物出土状況

PL26　第89号住居跡，第89号住居跡遺物出土状況9

第90号住居跡

PL27　第91号住居跡，第92号住居跡。第68e74号

土坑，第92号住居跡遺物出土状況

PL28　第93号住居跡。第30号土坑，第94号住居跡，

第95。111号住居跡

PL29　第95号住居跡遺物出土状況，第96号住居跡。

第43号土坑e第2号井戸，第97号住居跡e

第3号井戸

PL30　第98号住居跡。第44号土坑，第100号住居跡，

第100号住居跡遺物出土状況

PL31第101号住居跡e第27号土坑，第102号

住居跡，第103号住居跡。第56号土坑

PL32　第105号住居跡，第105号住居跡遺物

出土状況，第106号住居跡

PL33　第107－Ae BelO8elO9号住居跡

PL34　第110el12弓14号住居跡

PL35　第116号住居跡，第117号住居跡e第93e

127号土坑，第118e130号住居跡

PL36　第119号住居帆　第120号住居跡遺物出土状

汎第121号住居跡e第75elO5el13号土坑

PL37　第122号住居眺　第122号住居跡遣物

出土状況，第123号住居跡

PL38　第124号住居跡，第124・125号住居跡，

第124号住居跡遺物出土状況

PL39　第124号住居跡遣物出土状況，第126－A e

B号住居跡，第1号方形竪穴遺構

PL40　第2号方形竪穴遺構，第3号方形竪穴遺構，

第7号土壌遺物出土状況

PL41第18号土境，第45号土壌遺物出土状況，

第78号土墳

PL42　第11・14・17号土墳

PL43　第40・41・88・95号土壌

PL44　第96号土壌，第107号土壌，第10号土坑

PL45　第13号土坑，第15号土坑，第20号土坑遺物

出土状況

PL46　第27e3巨38。39号土坑

PL47　第46の47e52e53号土坑

PL48　第54・58・60号土坑

PL49　第61・62・63号土坑

PL50　第64e65e66号土坑

PL51第71e72e73号土坑

PL52　第76。8巨82号土坑

PL53　第83e91e92号土坑

PL54　第94elO8el13号土坑

PL55　第1号地下式境，第2号井戸，第3号井戸

PL56　第1号溝e第1号土坑，第1号塚，第1号

塚遺物出土状況

PL57　第1。2号住居跡出土遺物

PL58　第2～4。6号住居跡出土遺物

PL59　第4・7・9－A・B・13－A・B～15・

18e20号住居跡出土遺物

PL60　第22。25e26。29e31～34号住居跡出土遺物

PL61第32e36・37号住居跡出土遺物

PL62　第35e36e38－42号住居跡出土遺物

PL63　第46。48～50e54号住居跡出土遺物

PL64　第55－57e59e61号住居跡出土遺物

PL65　第59～62号住居跡出土遺物

PL66　第59。60e64。65号住居跡出土遺物

PL67　第64・66・68・69・72－B～74号住居跡出

土遣物



PL68　第74e75e77－B。80・82。83号住居跡出

土遺物

PL69　第88e89e95号住居跡出土遺物

PL70　第91e95。97elOOelO2・103elO5elO8

号住居跡出土遣物

PL71第108ellO～112el15－B e C el17号住

居跡出土遺物

PL72　第117e122～126－B e130号住居跡出土遣

物

PL73　出土土器。磁器

PL74　出土土器e土製品

PL75　出土土製品。石製品

PL76　出土石製品

PL77　出土石製品e金属製品

PL78　出土金属製品

PL79　出土金属製品

PL80　出土古銭e鉄棒e瓦・自然遺物



第盈章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経過

茨城県では，西暦2000年開通をめざし，常磐新線の建設とそれに伴う沿線開発に取り組んでいる。

当遺跡のある島名地区については，平成6年8月18日，茨城県知事は茨城県教育委員会あてに，常磐新線沿

線地域の土地区画整理事業地城内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて照会した。

これに対して茨城県教育委員会は，平成6年9月19日から27日にかけて現地踏査を行った。平成7年3月8

日，茨城県教育委員会から茨城県知事に，常磐新線沿線地域の島名e福田坪土地区画整理事業地城内に熊の山

遺跡が所在する旨回答した。

同日，茨城県知事から茨城県教育委員会あてに，島名e福田坪特定土地区画整理事業に係わる熊の山遺跡

（17，167m2）の取扱いについて協議があり，文化財保護の立場から再三協議を重ねた。

その結果，現状保存が困難であることから，平成7年3月9軋　茨城県教育委員会から茨城県知事あてに，

熊の山遺跡を記録保存とする旨回答し，調査機関として，財団法人茨城県教育財団が紹介された。

第2節　調査経過

熊の山遺跡の発掘調査を，平成7年4月1日から平成8年3月30日までの1年間にわたって実施した。以

下，調査経過について，その概要を記述する。

4月　　発掘調査を開始するため，現場倉庫の設鼠　調査器材の搬入e作業員募集等の諸準備を行った。

5月　11日に発掘調査の円滑を推進と安全を祈願して，鍬入れ式を挙行した。

5月　17日に事務所を開設し，18日から作業員を投入して表採e試掘を開始した。土捨て場確保のため、2

区東側斜面部の表土除去を人力で行い，26日に遺構確認調査を行った。

6月　　2日に3区の人力による表土除去及び遺構確認を行う。5軒の住居跡を確認し，ベルトを設定し掘込

みを開始した。また，12日から2区の試掘を開始した。

7月　　3区の人力による表土除去・遺構確認を引き続き行うとともに，2区東側斜面の遺構調査を実施し，5

号住居跡までの調査をほぼ終了した。

8月　1。2e4区の重機による表土除去と遺構確認を開始し，98軒の住居跡と120基の土坑を確認した。

また，3区の遺構調査も始め，20号住居跡までの調査をほぼ終了した。18日には，つくば市市長公室広

報公聴課による見学会が行われ，38名の見学者が訪れた。

9月　　7日，作業員研修を実施し，整理センター，ひたちなか市三反田遺跡を見学した。36号住居跡まで調

査し，3区の遺構調査をほぼ終了した。3区は奈良時代を中心とする集落跡であることが確認できた。

10月　1区の遺構調査に入り，北側から調査を開始した。土坑はほとんど確認できなかったが，住居跡は重

複が激しく，調査に困難を極めたが，60号住居眺　6号溝までの調査をほぼ終了した。

11月　1区の調査をほぼ終了した。1区は，古墳時代後期を中心とする集落跡であることが確認できた。

12月　　2区の遺構調査と1区の補足調査を始めた。8日，つくば市市長公室広報公聴課による遺跡見学会が

実施され，20名の見学者が訪れた。100号住居軌55号土坑，10号溝までの調査をほぼ終了した。
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1月　117号住居軌　85号土坑までの調査を終え，2区の遺構調査をほぼ終了した。7号土坑から山吹双鳥

鏡と骨粉が，45号土坑から瑞花八稜鏡と骨粉が出土し，平安時代末から中世初期の墓場とかんがえられ

る。2区には他にも遺物や平面形から墓墳と思われる土坑が多数あり，奈良。平安時代の住居跡と中世

の墓城であることが確認できた。

2月　　4区の調査を開始したが，西側が土取りによりほとんど撹乱されていたが，東側は中世の墓境と考え

られる土坑が多数あり，中世の墓域であることが確認できた。下旬には4区の調査をほぼ終了し，遺跡

全景の撮影や現地説明会に向けての諸準備を行った。29日にはつくば市市長公室広報公聴課による見学

会があり，40名の見学者が訪れた。

3月　　2日に当遺跡の現地説明会を行った。7日には航空写真撮影を実施し，14日から撤収の準備を開始し

た。19日には遺構調査が終了した。現場事務所では諸帳簿や諸記録の点検，調査区では安全対策を行い，

22日には現場事務所を閉鎖した。
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第2章　位置　と　環境

第1節　地理的環境

熊の山遺跡は，茨城県つくば市大字島名1611－1ほかに所在している。昭和62年11月の4町村合併（桜村，

谷田部町，大穂町，豊里町，昭和63年3月に筑波町も編入）によるつくば市誕生以前は，筑波郡谷田部町に属

していた。

つくば市は，茨城県南西部に位置し，北は真壁郡明野町，同郡真壁町，新治郡八郷町に，東は同郡新治村，

土浦市，南は牛久市，稲敷郡茎崎町，筑波郡伊奈町，同郡谷和原村に，西は水海道市，結城郡石下町，同郡千

代川村，下妻市に接している。

つくば市の地形は，北は茨城県と福島県境にある八溝山から南に伸びる八溝山地の南端部に位置する筑波山

を中心とする筑波山塊に接し，東の東流して霞ヶ浦に流入する桜川と，西端を緩流して利根川に合流する小貝

川に挟まれた，筑波。稲敷台地上にあり，市街地の大部分がここに形成されている。この台地は常総台地の一

部をなし，竜ヶ崎屑と呼ばれる砂層。砂礫層が主体をなし，その上に板橋層または常総粘土層と呼ばれる灰白

色粘土層（0。3～5。Om），その上に関東ローム層（0。5～2。5m）が堆積し，最上部は腐食土層となっている。

標高は河川流域に展開する沖積低地や浸食谷を除けばどこも20m前後を示しており，ほとんど高低差のない平

坦な地形である。

当遺跡は，筑波研究学園都市の西側を南北に流れる東谷田川右岸の標高約19mの台地上に立地している。こ

の台地は東を東谷田川，西を西谷田川に挟まれ，牛久沼まで南東方向に細長舌状に伸び，両河川等が開析し，

沖積低地を形成している。低地は主に水田に利用されている。今回調査した1区は台地の東側斜面部，2，3，

4区は台地の東側端部にあたり，東谷田川を挟んだ対岸は，科学万博つくば85の会場となった水堀地区である。

水田との比高は約4m。調査前の現況は畑であった。

第2節　歴史的環境

つくば市谷田部地区には，東谷田川，西谷田川流域の台地上縁辺部や中央部と，東谷田川支流の蓮沼川右岸

台地上に遺跡が数多く存在しているが，これまでの谷田部地区の遺跡分布調査の結果では，縄文時代以降の遺

跡のみで，旧石器時代の遺構はまだ確認されていない。
さかいまつかいづか　　やまだいせき

縄文時代の遺跡は，境松貝塚く1〉，山田遺跡く3〉など中期から後期にかけての遺跡が中心である。境松貝塚

は谷田部地区の代表的な貝塚であり，縄文時代中期から後期の土器や石器が出土している。貝類は，オキシジ

ミ，ヤマトシジミ，ムラサキガ有　シオフキなど，淡鹸両産で構成されている。山田遺跡からは縄文時代中期

から後期の土器や石器が広範囲にわたって出土し，大規模な集落跡の可能性が予想される。熊の山遺跡周辺で
まえのいせき

は，当遺跡から約1km南下した東谷田川と西谷田川に挟まれた台地の中央部に前野遺跡く2〉，さらに500m南
いっちょうだいせき

にタカドロ遺跡く20〉，一町田遺跡く21〉が確認されている。タカドロ遺跡と一町田遺跡からは中期から後期にか

けての遺物が出土しており，小貝川右岸の台地と東谷田川，西谷田川に挟まれた台地では縄文時代中期から

人々の生活が営まれていたと考えられる。

弥生時代の遺跡は，2か所確認されているが，熊の山遺跡周辺にはない。
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しもよこばいせき　おものいこふんぐん　せきのだいこふんぐん　　しもかわらざきこふんぐん

古墳時代の遺跡は，下横場遺跡，面の井古墳群，関の台古墳群く8〉，下河原崎古墳群く10〉などの中小の古墳

群が数多く確認されている。古墳は大半が径7～25mの円墳である。
しまなくまのやまこふんぐん

熊の山遺跡周辺では，当遺跡のすぐ北側に島名熊の山古墳群く15〉，約1km北に関の台古墳群と関の台遺跡
やくしいせき　　　　　　　　　えのきうちいせき

く24〉がある。当遺跡の南東約500mには薬師遺跡く5〉，南東約1。5kmには榎内遺跡く6〉がある。どの遺跡も東谷

田川左岸の台地上に位置している。また，対岸の台地上には，東南東約1kmに水掘遺跡く25〉，南東約工5kmに
やなはしいせき

柳橋遺跡がある。特に島名熊の山古墳群は，当遺跡1区のすぐ北に位置しており，径7～12m，高さ0。5～1。2

mの円墳が11基群在している。1区は古墳時代後期の遺構が数多く確認されており，当遺跡との関連が考えら

れる。

平安時代は，「和名類衆抄」によれば，谷田部地区は河内郡八部郷といい，仁徳天皇の妃，荒笛業這民芸のた

め八田部を置いた所と言われる。また，島名も「和名類衆抄」にある「嶋名郷」に比定されている。

奈良e平安時代の遺跡はこれまで確認されていなかったが，平成7年凰　茨城県教育財団の調査により，熊
じんでんいせき　　　　　　　　にしくりやまいせき　　　ねさきいせき

の山遺跡の他に，当遺跡から北東約3kmの神田遺跡く27〉，約3。5km南の西栗山遺跡く29〉，根崎遺跡く28〉にこの

時代の遺構が存在することが明らかになった。平安時代末には苅間，谷田乳　小野崎などに開発領主が出現し

たという言い伝えもあり，今後の調査の成果が期待できる。
つねやすほ　みなみのまき

12世紀後半には，常陸西南部をおおう広大な常安保は南野牧とともに村田荘の一部であったが，南野牧の分

離とともに村田荘そのものになり，12世紀末にはさらに下妻荘，田中荘を分出し，八条院領として伝領された。
たいらのなおもと　　　　　　　　　　　　　　げすしき

谷田部地区の大部分は田中荘城に入る。常安保の開発領主は平直幹と考えられ，下妻荘，村田荘の下司職は
たけよしもと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はったとも

下妻広幹に，田中荘の下司職は多気義幹に伝えられたと推測されている。しかし，鎌倉幕府の成立後，八田知

蒙の入部により義幹は没落し，田中荘は小田氏の支配下に入る。嘉子滝義（1285年）により，一時当は毒憲蒙

の手に移るが，室町時代になり，また小田氏の手に戻る。当晩　小田氏配下の土豪に小野崎の荒井氏，苅間の
おものい　ひらいで

野中瀬氏，島名。面野井の平井手氏がいたと伝えられる。

中世以降として確認された遺跡は城館跡がほとんどであるが，熊の山遺跡周辺では北北東へ約2kmの位置に
おものいじょうあと

平井手氏の居城と伝えられる南野井城跡が確認されており，当遺跡との関連も考えられる。
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教育財団文化財調査報告第63集1991年3月

茨城県教育財団『研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（m）』茨城県

教育財団文化財調査報告第72集1992年3月

茨城県教育財団『研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅳ）』茨城県

教育財団文化財調査報告第93集1994年9月

茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』1991年3月

大森昌衛　蜂須紀夫『茨城の地質をめぐって』　築地書館1979年9月

表1　熊の山遺跡周辺遺跡一覧表

番

遺 跡 名

県遺跡

番　 号

時　　　　　 代
番
遺 跡 名

県遺跡

番　 号

時　　　　　 代

旧 縄 弥 古 奈 鎌 江 旧 縄 弥 古 奈 鎌 江

仁コ了 石 文 生 墳 平 ′」Lナ至 戸 号 石 文 生 墳 平 ケーユーナ至 戸

◎ 熊の山遺跡 当遺跡 ○ ○ ○ ○ 15 島名熊の山古墳群 2120 ○

1 境 松　貝　塚 2098 ○ 16 ツバタ遺跡 2906 ○

2 前　野　遺　跡 2100 ○ 17 台嵐井遺跡 2910 ○

3 山　田　遺　跡 2101 ○ 18 福 田前遺跡 2911 ○

4 高　山　遺　跡 2103 ○ 19 福田坪池の台遺跡 2912 ○

5 薬　師　遺　跡 2105 ○ 20 タカドロ遺跡 2914 ○

6 榎　内　遺　跡 2106 ○ 21 一町田遺跡 2915 ○

7 谷田部城跡 2110 ○ 22 真瀬新田谷津遺跡 2916 ○

8 関の台古墳群 2112 ○ 23 苅　間　遺　跡 2917 ○

9 高山古墳群 2114 ○ 24 関の台遺跡 2919 ○

10 下河原崎古墳群 2115 ○ 25 水 堀　遺　跡 5838 ○

11 羽成古墳群 2116 ○ 26 柳 橋　遺　跡 5839 ○

12 道心塚古墳群 2117 ○ 27 神　田　遺　跡 5841 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 台町古墳群 2118 ○ 28 根 崎　遺　跡 ○ ○ ○ ○ ○

14 榎内古墳群 2119 ○ 29 西栗山遺跡 ○ ○ ○

－6－



野

第3図　周辺遺跡位置図
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第3茸 遺 跡

第温節　遺跡の概要

熊の山道跡は，筑波研究学園都市の西側を南北に流れる東谷田川右岸の標高約19mの台地上に位置してい

る。調査区は，北東側の1区（南北約130m，東西約40m）9　南側の2区（南北約100m，東西約140m）9　西側の

3区（南北約50m，東西約60m）9　西北側の4区（南北約40m9　東西約100m）に分かれ，総面積は17，167m2で

ある。現況は畑地と平地林であり，畑地は主に芝畑として利用されていた。

今回の調査によって，調査区から住居跡134軋　土坑10基　内　墓墳測基），地下式墳4基，方形竪穴遺構3

薗井戸6基，溝は条「柱穴群3罷不明遺構2基が確認されている。不明遺構の1基からは五輪塔と常滑片，

骨粉が出土し，周囲に溝が巡っているので，中世の墓跡と考えられる。

住居跡は古墳時代が47軒9　奈良¢平安時代が77軒である。墓境はほとんどが中の近世と思われる。

遣物は9　遺物収納コンテナ（60×40×20cm）にn8箱出土している。遺物の大部分は古墳時代から平安時代

にかけての土師器9須恵器である。中近世の墓壕に関する遺物は和鏡（山吹双鳥鏡と瑞花八稜鏡），銑鉄，刀子9

五輪塔，煙管9　古銭などが出土している。その他石器9　縄文土器片，土も　竃支月軌　勾瓦切り子も砥石普

紡錘車，双孔円板などが出土している。

第2節　基本層序

調査区内にテストピ、ソトを掘り，基

本土層の観察を行った（第4図）。

第1層は，50－80cmの厚さの耕作土

層で9　黒褐色をしている。

第2層は9　30～45cmの厚さで，暗黒

褐色をしたソフトロームとの漸移層で

ある。

第3層は，50cm前後の厚さで，極暗

褐色をしたソフトロームとの漸移層で

ある。

第4層は9　20～40cmの厚さで9　暗褐

色をしたソフトローム層である。　　　第4閑　基本土腰間

第5層は，10～40cm前後の厚さで，

褐色の粘性の強いハードローム層である。

第6層は，5～20cmの厚さで，黄褐色をした粘土層である。

第7層は，5cm前後の厚さで，砂質を多義に含む橙色粘土層である。

第8層は9　20～30cmの厚さで9　海底堆積の状況を示す幾層もの層状を呈する砂層である。

住居跡などの遺構は，第2層上面で確認した。
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第3節　　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

今回の諷登では　古墳時代の竪穴住居跡媚軒9　奈良時代の竪穴住居跡18軋　平安時代の竪穴住居跡59軋　時

期不明の竪穴住居跡10軒を検出した。以下，検出した遺構と遣物について記載する。

（1）古墳時代

第胡号住居跡（第5図）

位置　調査1区の北部，Fl射2区。

規模と平面形　長軸も姐m，短軸3。18mの長方形である。

主軸方向　N－34㌔－W

壁　壁高は6－25cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦でラ　中央部が踏み固められている。

覆土12層からなり，人為堆積である。

こ‾き

＼　　t

′　　　　　し

ノ　　　　、＼

＼　　　　　　　／

ノ　　　　／′
1

1

）　　　　＿j

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一一一一一

／　　　　　／
J

＼、＼＼、＼

、＼　／
＼　　　　　　′

＼＿ノ

2　　　　　　　　　　K

＿＿真＿＿1∈；．芳し、、

ヽ鶴　‰

叫＼、ニ　ーノ〆　、‰　　　　J

第　図　第胡号住居跡実測図
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土層解説
1　時褐 色　ロームノトブロック少最，ローム粒子少量，焼土粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子多量
3　黒褐色　ローム粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微壷

5　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微壷
6　黒褐色　ローム粒子微量，焼土ノトブロック微量

7　黒褐色
8　暗褐色

9　暗褐色

10　褐　　色
11褐　　色

12　褐　　色

ム粒子微量，炭化粒子微量

ローム′トブロック少量，ローム粒子少量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム小フナロック少量，ローム粒子少量

ローム粒子中呈，炭化粒子微量

ローム粒子多芸

遺物　土師器片128点，須恵器片2点，陶器片1点が出土している。1の土師器器台は中央部覆土下層から，

2の土師器婆は覆土中からそれぞれ出土している。3は覆土中から出土した土師器聾の休部破片で，外面は

刷毛目整形が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。

第6回　第40号住居跡出土遺物実測図

第40号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

I　　－－　い－1－－」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調・焼成 備　　　　 考

第 6 図 器　 台 D　9．8 脚部破片。台部は 「ハ」の字状に強 脚部外面ナデ。内面刷毛 日整形後ナ 砂粒 ・石英 ・長石・ P 14 5

1 土　 師　 器 E （5．8） く開 く。脚部中位に 4 単位の円孔が デ。 雲母，にぷい橙色 60％

付 く。 普通 覆土下層

2

変 A 15．4 休部からロ綾部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面削 砂粒 ・長石 P 14 6

土　 師　 器 B （17．0） 部は内攣して立ち上が り，頸部で「く」 r）後ナデ。体部内ナデ。 にぷい褐色 50％

の字状に折れ，口綾部は外傾す る。 普通 覆 土中

第48号住居跡（第7区l）

位置　調査1区の北部，F13i6区。

規模と平面形　長軸2．87m，短軸2．26mの長方形である。

主軸方向　N－130－E

壁　壁高は7～11cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは東壁中央付近にあり，長径30cm，短径25cmの楕円形，深さ70cmである。

P2は南壁中央付近にあり，径35cmの円形，深さ53cmである。
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覆土　9層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック少量，ロー

ム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム中ブロック中量，ロー

ム粒子中量
3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロ

ック中量，焼土粒子中量，炭
化物少量

4　黒褐色　ローム小ブロック少量，ロー
ム粒子少呈

5　黒褐色　ローム小ブロック少量，ロー
ム粒子少量，焼土粒子少呈

6　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子少
鼠，炭化物微量

7　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微
量，炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム小ブロック少量，ロー
ム粒子中屋

9　暗褐色　ローム小ブロック微量，ロー
ム粒子微量

遺物　土師器片5点，須恵器片25点が

出土している。2の土師器相と1の

土師器婆は床面から出土している。

lI　⑥

藩‘‘1’

電⊇夢

°

1　＼

l二・・こ

叫

旦20．2mK

所見　本跡は，床面に焼土や炭化材が　j

堆積している状況から，焼失家屋と

考えられる。本跡の時期は，1，2

が床面から出土していることから，

古墳時代前期と考えられる。

第7図　第48号住居跡実測図

第8図　第48号住居跡出土遺物実測図

第48号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　；　　　＿」

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i i

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　考

第8図婆A［18．0］lロ綾部破片。ロ綾部は外傾して立ちロ綾部外面刷毛自調整。ロ綾部内面砂粒・長石P166

1土　師　器B（4．1）上がる。 横ナデ。 黒褐色

普通

10％

床直

2

柑AlO．3ロ縁部から休部にかけて一部欠楓。ロ縁部内・外面刷毛且調整。体部内・砂粒・石英・長石P165

土　師　器B　7．2底部平底。休部は内攣して立ち上が外面ナデ。

】

にぷい橙色70％

C　2．6り，口緑部は外傾する。 普通床直

第54号住居跡（第9図）

位置　調査1区の北部，G13C5区。

重複関係　本跡は第55住居跡に掘り込まれているので，本跡の方が古い。

規模と平面形　重複や耕作による撹乱を受けているため，規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床か

ら長軸［4．00］m，短軸（1．95）mで，方形または長方形と考えられる。
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第9図　第錮・55・56号住居跡実測図
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主軸方向　N－180－E

壁　壁高は16cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は，北東壁下，北西壁下に確認され，上幅9－16cm，下幅2

～7cm，深さ8cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

覆土10層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量

4　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

5　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子少量

7　褐　　色　ローム中ブロック中呈，ローム粒子中量

8　暗褐色　ローム粒子中量
9　暗褐色　ローム粒子少量

10　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片140点，須恵器片4点が出土している。2－5の札　7と9の土師器小型要，10のミニチュア

土器及び1の器台は，いずれも覆土下層から，8の土師器小型壷は南壁付近の覆土下層から，6の土師器紺

は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。

第10図　第54号住居跡出土遺物実測図

－13－
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第54号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第10図 器　 台 E （8．0） 脚部破片。裾部は 「ハ」の字状に開 脚部から裾部にかけて外 面へ ラ磨 砂粒 ・長石 P 188
1 土　 師　 器 き，複数の円孔を有する。脚部は円 き。裾部内面刷毛目調整後ナデ。 明赤褐色 20％

柱形である。 普通 穫土下層

2

柑 B （15．2） 底部からH 綾部にかけての破片。底 目線部内 ・外面へラ磨き。休部か ら 砂粒 ・石英 ・長石 P 18 0
土　 師　 器 C　 3．0 部平底。休部は内攣 して立ち上が り， 底部にかけて外面へ ラ磨 き。内面ナ 明赤褐色 80％

最大径が休部中位にある。日綾部は

外傾 して立ち上がる。

デ。 普通 覆 土下層

3

柑 Å 13．4 口綾部破片。 日綾部は外傾 して立ち 日録部内 ・外面へラ磨 き。赤彩。 砂粒・石英・パ ミス P 1 82
土　 師　 器 B （8．0） 上がる。 にぷい黄橙色

普通

50％

覆土下層

4

柑 B （8．3） 底部から休部にかけての破片。底部 体部内 ・外面ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 18 4
土　 師　 器 C　 3．9 平底。休部は内攣して立ち上がる。 明赤褐色

普通

60％

覆土下 層

5

柑 A 12．5 底部丸底。底部の中心にくぼみがあ 口繚部上位内 ・外面横ナデ。 目線部 砂粒 ・長石 P 1 81
土　 師　 器 B　 5．0 る。休部は内攣 して立 ち上が り，目線 中位から底部にかけて内 。外面へ ラ にぷい橙色 10 0％

C l。6 部は頸部から外傾して立ち上がる。 磨き。 普通 覆土下層

6

川 A ［11．4］ 底部から目線部にかけての破片。底 口綾部から底部にかけて内 ・外面へ 砂粒 ・石英 P 18 3

土　 師　 器 B （4．8） 部丸底。休部 は内攣 して立 ち上が ラ磨 き。赤彩。 赤褐色 20％

り，日綾部は，頸部か ら外傾 して立

ち上がる。

普通 凍土下層

7

小型婆 A　 8．4 目線部 と休部の一部欠損。底部平底。 目線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・長石 P 18 6
土　 師　 器 B　 8。4 底部は突出し，休部は内攣 して立ち 面ナデ。 赤褐色 85％

C l．2 上がる。目線部は直立する。 普通 覆 土下層

8

小型婆 Å ［9．3］ 休部から口綾部にかけての破片。体 目線部内 ・外面横ナデ。休部へ ラ削

白ソ0

砂粒 ・長石 P 18 7
＋　 肺　 尖
一　 門． “H i

B （11・2日 部は内攣して立ち上が り，口綾部は ！ ．　　ふR　′ナにぷい俺亀　　 l J　′一、′ヽ　′4Uフら
8 ！＋　 肺　 尖
ーJ－　　　　叩　　　　　‖Lu

l B （11．2）！部は内攣して立ち上が り，口綾部は ！り。 圧 ぷい俺亀
．　　ふR　′ナ

i 一ハハ′
4Uフら

外傾す る。 普通 覆土下層

9

窪 B （17。0）！底部平底。底部は突出し，休部は内 休部か ら底部にかけて外面へ ラ磨 砂粒 ・長石 P 18 5

土　 師　 器 C　 6．0 攣 して立ち上がり，最大径が中位に き。休部上位から中位にかけて内面 橙色 40％

ある。 ナデ。休部下位 内面刷毛目調整。 普通 覆土下層

10

ミニチュア A ［6．9］ 底部から口綾部にかけての破片。底 目線部上位内面刷毛 目調整。目線部 砂粒 ・長石 P 189
土　 師　 器 B　 4．1 部平底。休部は外傾 して立ち上がり， か ら休部にかけて内 ・外面ナデ。 赤褐色 50％

C ［4．2］ 日綾部に至る。 普通 覆土下層

第6且号住居跡（第11図）

位置　調査1区の北部，G13d5区。

規模と平面形　本跡の西側2分の1が調査区域外へ延びているので，規模や平面形は明確ではないが，長軸

生15m，短軸（3。35）mで，方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は20～25cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径39cm，

長径20cm，短径15cmの楕円私　深さ33cmで，

さ27cmで，主柱穴と考えられる。

短径34cmの楕円私　深さ34cmで，主柱穴と考えられる。P2ほ

出入日施設に伴うピットと考えられる。P3は径21cm円形，深

覆土　5層からなり，自然準積である。

土層解説

1褐　　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子中量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微風　炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック少邑　ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片86息須恵器片2点が出土している。4の土師器小型壷は9北壁付近の覆土下層から多量のべ

－14　－



ンガラが詰まった状況で出土している。1の土師器杯はピット1付近の覆土下層から，2，3の紺は東壁付

近の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から，古墳時代中期と考えられる。
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第61号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　　　 考

第12図 高　 年 A 21。8 杯部破片。杯底部と杯休部の境に稜 口繚部内 e外面横ナデ。体部内 ・‾外 砂粒 ・石英 ・長石 P 22 9

1 土　 師　 器 B （6．7） がある。休部は外傾 して立ち上が り， 面ナデ。 明褐色 20％

口綾部に至る。 普通 覆土下層

2

紺 A ［10．5］ 底部から口綾部にかけての破片。底 口線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・石英 P 23 0

土　 師　 器 B lO。3 部丸底。休部は内攣 して立ち上がり， 面へラナデ。 にぷい橙色 60％

最大径が休部中位にある。目線部は

外傾 して立ち上がる。

普通 覆 土下層

3

紺 A ［12．2］ 底部から口綾部にかけての破片。底 日経部外面ナデ。目線部内面へラ磨 砂粒 ・石英 ・長石 P 2 3 1

土　 師　 器 B　 8．9 部丸底。休部は内攣 して立ち上が り， き。休部外面へラ削 り。休部内面へ にぷい橙色 40％

口綾部は外傾する。 ラナデ。 普通 覆土下層

4

小型壷 A　 7．1 底部か ら口綾部にかけての破片。底 目線部内 ・外面横ナデ。一部に指頭 砂粒 ・石英 ・パ ミ P 2 28

土　 師　 器 B　 6．5 部は平底で，やや突出している。体 庄痕。休部外面へラ削 り。休部 内面 ス 60％

C　 4．0 部は内攣 して立ち上が り， 日綾部は ナデ。 にぷい橙色 覆土下層

直立する。 普通 多量のベ ンガ ラ

第m5－g号住居跡（第14図）

位置　調査2区南部，M12j7区。

重複関係　本跡は第115－B号住居跡と第9号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　第115－B号住居跡と第9号溝に掘り込まれており規模は不明であるが，長軸［5。13］m，短

軸4。69mの方形と推定される。

主軸方向　N－50U－W

壁　壁高は8～11cmで，緩斜して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。北西側に長径60cm，短径45cmの楕円形に焼土が確認され

ているが，床面は硬化しておらず，炉であるかは不明である。

ピット　2か所。Pl，P2とも径38cm前後の円形で，深さは20～41cmである。位置から，主柱穴と考えられる。

覆土　単一層からなり，自然堆積である。

土層解説

13　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片152点，須恵器片14点が出土している。12

の土師器の高塚がPlの覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代

中期と思われる。

第115－C号住居跡出土遺物観察表

第13回　第115－C号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成
dE退勤

備　　　　 考

第 1 3図 高　 年 A 18。7～ 杯部破片。杯休部は外傾 して立ち上 杯休部上半内 ・外面横ナデ。球体部 砂粒 P 4 11

12 土　 師　 器 19．6

B （6．8）

が る。 下半外面へラ削 り。 明赤褐色

普通

6 0％

ピッ ト内

－16－



C

19．61¶

「忘＝＝二百元二三⊆三三≡≡≡ブ‾‾

第14回　第115－A・B・C号住居跡実測図

－17－

0　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　　ト＿　　　」



第且号住居跡（第15弓6図）

位置　調査2区東部，L15a3区。

重複関係　本跡は，第4号住居跡によって北西壁を掘り込まれ，第5号住居跡によって北東壁を掘り込まれて

いることから，第4，5号住居跡より古い。

規模と平面形　第4，5号住居跡により掘り込まれ，規模や平面形は明確でないが，残存している壁や床から，

長軸［10。01］m，短軸9。70mの方形と考えられる。

量軸方向　N－70－W

壁　残存壁高は14－30cmで9ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は北東壁下と北西壁下から南西壁下にかけて存在し，

上幅12－30cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　東西に数本のトレンチャ一による撹乱があり，残存している部分が少ないが，北壁中央部付近に砂粒まじ

りの白色粘土で構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚口部まで［90］。m，両袖最大

幅105cm，火床面は9　火熟を受けて赤変硬化している。

竃土層解説

1褐　　色　ローム粒子微量，焼土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック中鼠　焼土粒子多量

3　赤褐色　焼土中ブロック中鼠　焼土粒子多量

4　灰白色　焼土粒子少量，灰粒子中量

5　褐　　色　ローム粒子少最　焼土粒子微量

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は長径36－55cm，短径20～40cmの円形で，深さ50～98。mである。いず

れも主柱穴である。P5は長径購cm，短径39cmの楕円私深さ44cmし・闇人目魔証をこ1干つヒットである。P6，
＿，クー、日日　一丁　卜→－J｛んここn4l＿＿＿　ハr′　ヽ　ヽ　n

P7は長径19～22cm，短径16－21cmの楕円形で，補助柱穴と考えられる。

覆土　55層からなり，人為堆積である。

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
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褐
褐
褐
褐
褐
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褐
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褐
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褐
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暗
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黒
暗
暗
暗
暗
黒
褐
黒
褐
暗
褐
暗
褐
暗
褐
暗
暗
暗
褐
黒
褐
黒
暗
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層
土

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

0

n

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

8

1

9

2

0

2

1

2

2

2

3

2

4

2

5

2

6

2

7

2

8

ローム小ブロック中風

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック中鼠

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック少量，

ローム大プロ

ローム小プロ

ローム小プロ

ローム大プロ

ローム小プロ

ローム中プロ

ック少量，
、ソク少量，

ック少量，
ック少量，
ック微鼠

ック少量，

ローム粒子少量

ローム粒子多量

ローム粒子多量

ロー1一一ム粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子少巌

ローム粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子微量
ローム粒子少量

ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒子多義

ローム小ブロック少量，
ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

ーム中ブロック少量，

－ム小ブロック少最

－ム大ブロック中量，

－ム小ブロック微鼠

－ム中ブロック少量，

－ム小ブロック微量

－ム小ブロック少量，

－ム小ブロック微最

ローム粒子少量，炭化粒子少量

ローム粒子少量，炭化粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子微鼠　炭化粒子微量

ロー…－ム粒J’・少量

ローム粒子多量，炭化粒子少量

ローム粒子微量，炭化粒子少量
ーム粒子多量

－ム小ブロック少鼠　ローム粒子微量

－ム中ブロック少量，ローム粒子微量

－ム粒子少量

29　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
30　褐　色　ローム粒子中量
31暗褐色　ローム小ブロック微鼠　ローム粒子少量
32　褐　色　ローム中ブロック少量，ローム粒子少量

33　褐　色　ローム中ブロック少鼠　ローム粒子少量，炭化粒子少量
34　褐　色　ローム小ブロック微鼠　ローム粒子徴亀　炭化粒子微量
35　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子少量

36　暗褐色　ローム中ブロック中鼠　ローム粒子中量
37　褐　色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
38　暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量
39　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量
40　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量
41黒褐色　ローム粒子微量
42　暗褐色

43　暗褐色

44　褐　色

45　暗褐色

46　暗褐色

47　暗褐色

48　暗褐色

49　暗褐色

50　褐　色

ローム小プロ

ローム中プロ

ローーム中プロ

ローム小プロ

ローム中プロ

ローム小プロ

ローム中プロ

ローム中プロ

ローム中プロ

ック少量，
ック少鼠
、ソク少量，
ック微量，
ック微鼠

ック微量，
ック少鼠
ック微量，
ック微量，

ローム粒子少鼠　炭化粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子微量

ローーム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子微鼠　炭化粒子微量
ローム粒子少量

51褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
52　褐　色　ローム小ブロック少亀　ローム粒子少量
53　褐　色　ローム粒子微鼠　焼土粒子少量
54　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム粒子中量
55　暗褐色　ローム中ブロック少鼠　ローム粒子少量

遺物　土師器片642息須恵器片8息瓦片1息陶器片1息鉄棒4息縄文土器片3息土製品6息石

製品4息鉄製品1点が出土している。1，2の土師器埠，4の土師器高塚及び5の紺は覆土中層から，6，

7の土師器婆と14の土製勾玉は中央部覆土中層から，13の不明土製品と16の砥石は覆土中から，17の鉄鉱は

－18－
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第16図　第1・4号住居跡竃実測図
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中央部南寄りの覆土下層から，3の土師器杯，8，9の土師器甑及び10－12の土玉は床面からそれぞれ出土し

ている。

所見　本跡の時期は，3，81，9が床面から出土していることから，古墳時代後期と考えられる。

第1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　　　　 考

第17図 坪 A 14．6 底部からロ綾部にかけての破片。底 口緑部内 ・外面横ナデ。休部から底 砂粒 ・石英 ・雲母 P l

1 土　 師　 器 B　 4．3 部丸底。休部は内攣 して立 ち上がり， 部にかけて外面へラ削り。内面ナデ。 にぷい黄褐色 6 0％

ロ綾部は短 く直立する。 内 ・外面黒色処理。 普通 覆土 中層

2

杯 A ［15．3］ 底部か ら口綾部にかけての破片。底 口緑部内 ・外面構ナデ。休部か ら底 砂地 ・石英 ・雲母 P 2

土　 師　 器 B　 4．5 部丸底。休部は内攣 して立ち上が り， 部にかけて外面へラ削り。内面ナデ。 にぷい褐色 50％

ロ緑部は短 く直立する。 内－・外面黒色処理。 普通 覆土 中層

3

坪 A ［12．2コ 底部から口緑部にかけての破片。底 口縁部内 ・外面横ナデ。休部から底 砂粒 ・長石 P 3

土　 師　 器 B （4．4） 部丸底。休部は内野して立ち上が り， 部にかけて外面へラ削 り。内面ナデ。 極暗赤褐色 40％

休部 と口綾部の境に強い稜がある。

口綾部は内傾す る。

内 ・外面黒色処理。 普通 床 直

4

高　 塀 B （8．0） 脚部破片。裾部は 「ハ」の字状に開 脚部外面へラ磨 き。内 ・外面へ ラ削 砂粒 ・長石 P 6

土　 師　 器 E （7．1） く。脚部は円柱形である。 り。 橙色

普通

4 0％

覆土 中層

5

紺 B （8．5） 口縁部欠損。底部平底。休部は球形 休部外面へ ラ削 り。内面ナデ。底部 砂粒 ・長石 P 7

土　 師　 器 C　 4．5 を呈し，長大径が休部中位にある。 削 り後ナデ。休部外面赤彩処理。 暗赤色

普通

80％

覆土中層

6

婆 A ［22．4］ 日録部破片。ロ緑部は外反して立ち 口緑部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・石英 ・長石・ P 5

土　 師　 器 B （5．0） 上が る。 雲母，橙色

普通

5 ％

覆 土中

7

要 A ［2 0．2］ 休部から口綾部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石 P 9

土　 師　 器 B （12．5） 部は内攣して立ち上が り，ロ緑部は ラ削り。休部内面ナデ。 にぷい褐色 2 0％

強く外反する。 普通 覆土上層

8

甑 A ［23．0］ 無底式。休部は外傾して立ち上が り， 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石 P l l

土　 師　 器 B 19．6

C　 7．3

口綾部は外反する。 ラ削 り。休部内面へラナデ。 灰褐色

普通

60％

床直

9

甑 A ［28．4］ 無慮式。休部は外傾 して立ち上が り， ロ緑部内 ・外面横ナデ。休部外面上 砂粒 ・石英 ・長石・ P lO

土　 師　 器 B 2 9．9 ロ緑部は外反す る。 位ナデ。中位から下位へ ラ削り。内 雲母，褐色 70％

C lO．8 面ナデ。 普通 竃内

－20－



第17図　第1号住居跡出土遺物実測図（1）
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第18図　第1号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号種　別
計　　　　　測　　　　　値

出　土　地　点 備　　　　　　　 考
長さ（om）幅（cm）厚さ（cm）孔径（om）重量（g）

第17図10土　　　玉 2．8 2．7 2．1 0．7 14．0床直 DPl　　　　　　　　 lOO％

11土　　　玉 2．7 2．7 2．3 0．8 14．0床直 DP2　　　　　　　　　 100％

12土　　　玉 2．5 2．5 2．1 0．8 11．0床直 DP3　　　　　　　　 100％

13不明土製品 （3．1） （3．1） 0．9 ［1．2］ （6．0）覆土中 DP4　側面に径1cmの尖突のある

粘土を貼り付けている。　　20％

14勾　　　玉 4．3 2．0 1．0 0．1 7．0覆土中 DP6　　　　　　　　 100％

第18図15支　　　脚 （9．8） 6．9 6．3 （337．0）覆土下層 DP5　　　　　　　　　　 50％

図版番号種　別
計　　　　　測　　　　　値

石　　質出　土　地　点 備　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第18区】16砥　　　石 （10．5） （7．8） （5．5）（646．0）凝　灰　岩床直 Ql

図版番号種　別
計　　　　　測　　　　　値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（om）重量（g）

第18図17鉄　　　傲 （5．4） 3．2 0．3 （11．0）Ml　　覆土下層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 90％

第2号住居跡（第19図）

位置　調査2区東部，L15a5区。

規模と平面形　本跡は，東半分が削平されており，規模や平面形は明確でないが，残存している壁や床，柱穴

の位置から，一辺が［5．57］mの方形と考えられる。

主軸方向　N－230－W

壁　壁は南西壁が一部残存しており，壁高は12cmで緩斜して立ち上がる。

床　東半分が削平され残っていないが，中央部から北西方向にかけて，平坦に踏み固められている。

竃　北西壁中央に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は削平されている。規模は，両袖の最大幅

100cmで袖の内壁は火熟を受けて赤変している。火床面は床面を15cm掘りくぼめており，火熟を受けて赤変

している。
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第19図　第2号住居跡実測図
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竃土層解説

1褐　　色　焼土中ブロック少量，粘土粒子中鼠　砂少量　　　　10　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子中量，砂中量

3　時赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量

4　明赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子中量

5　明赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

6　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

7　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

8　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子中量

9　赤褐色　焼土中ブロック中量

11暗赤褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土小ブロ
ック少量

12　赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子多鼠　焼土中ブロック少量

13　時赤褐色　ローム粒子多量，焼土中ブロック少量，焼土粒子少量

14　橙　　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量

15　赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少鼠　焼土中ブロック少量

16　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子少量

17　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

貯蔵穴　北東壁コーナー付近に位置し，平面形は楕円形である。規模は長径103cm，短径51cm，深さ54cmで底

面は皿状である。耕作により東西2本の撹乱を受けている。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量　　　　　　　3　褐　　色　ローム粒子少量，粘土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

ピット　4か所（Pl～P4）。長径44～60cm，短径49～65cmの楕円私深さ43～84cmで，いずれも主柱穴である。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　　4　暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片741点，須恵器片4息　陶器片5点，瓦片1点が出土している。1～9の土師器埠と12の土師

器甑は，竃右側に構築された貯蔵穴内から出土している。13の須恵器短頸壷は，第3号住居跡から出土した

破片と接会しており，流れ込みと考えられる。陶器片と瓦片は混入したものである。

所見　本跡の時期は，貯蔵穴内の遺物から，古墳時代後期と考えられる。

第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第20図 杯 A 13。4 底部丸底。休部は内攣して立ち上が 口繚部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・石英・ P 12

1 土　 師　 器 B　 4．3 り，口綾部との境に稜がある。 ロ線 ラ削 り。外面黒色処理。 雲母，にぷい橙色 100％

部は直立する。 普通 貯蔵穴 内

2

杯 A 13。7 底部丸底。休部は内攣 して立ち上が 口繚部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒・長石 ・石英・ P 1 3

土　 師　 器 B　 4．4 り， 口綾部との境に強い稜がある。 ラ削 り。内面ナデ。内 ・外面黒色処 雲母，黒褐色 10 0％

口綾部は直立す る。 理。 普通 貯蔵穴 内

3

杯 A 13。5 底部丸底。休部は内攣 して立ち上が 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 P 1 4

土　 師　 器 B　 4．8 り， 口綾部 との境に強い稜がある。 ラ削 り。内 ・外面黒色処理。 黒褐色 95％

口綾部は直立する。 普通 貯蔵大 内

4

杯 A 13．8 底部丸底。休部は内攣 して立 ち上が H 線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 P 15

土　 師　 器 B　 4。4 り， 口綾部に至る。口唇部は尖る。 ラ削り。休部内面ナデ。内 ・外面黒 黒褐色 95％

色処理。 普通 貯 蔵大内

5

杯 A 14．0 底部丸底。休部は内攣 して立ち上が 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 P 16

土　 師　 器 B　 4．5 り，日録部 との境に強い稜がある。 ラ削り。休部内面ナデ。内 ・外面黒 黒褐色 95％

目線部は直立する。 色処理。 普通 貯蔵 穴内

6

杯 A 13．7 底部丸底。休部は内攣して立ち上が 口繚部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 P 17

土　 師　 器 B　 4．6 り，ロ綾部との境に強い稜がある。 ラ削 り。休部内面ナデ。内 ・外面黒 にぷい褐色 90％

口綾部はほぼ直立す る。 色処理。 普通 貯蔵 穴内

7

杯 A l4．0 底部丸底。休部は内攣して立ち上が 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 P 1 8

土　 師　 器 B　 4．3 り，日綾部との境に強い稜がある。 ラ削 り。休部内面ナデ。内 ・外面黒 にぷい褐色 90％

口綾部はほぼ直立する。 色処理。 普通 貯蔵 穴内
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図版番号 器　 種 計刷 柚 m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士・色調 ・焼成 備　　　　 考

第20図 杯 A 13．2 底部丸底。休部は内攣 して立ち上が 目線部内 の外面横ナデe 休部外面へ 砂粒・長石・1 コリ P 19

8 土　 師　 器 B　 4．5 り，日録部 との境に強い稜がある。 ラ削 り。休部内面ナデ。内 の外面窯 ア，にぷい赤褐色 85％

口線部は直立する。 色処理。 普通 貯蔵穴 内

9

杯 Å〔13湖 底部丸底。休部は内攣 して立ち上が ロ緑部内 の外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 の長石 P 20

土　 師　 器 B　 4．7 リ，目線部 との境に強い稜がある∵ ラ削り。休部内面ナデ。内 ・外商窯 にぷい黄橙色 70％

日録部は直立するび 色処理。 普通 貯 蔵穴 内

10

高　 年 A 15．6 脚部は円柱形でラ裾部は 「ハ」の字 ロ緑部内 ・外面横ナデ。年休部外面 砂粒・長石 ・雲母 P 21

士　 帥　 器 B　 9．5 状に強 く開 上　 林休部は†内曾 して へラ削 り。脚部外面へラ削 り。内 ・ にぷい褐色 90％

n ll．い 立ち上が軋　 目線部　 の境に稜があ

る。日録部は外反して立ち上がる。

外面黒色処理． 普通 貯蔵穴 内

11

高　 年 B　L5．1う 隼部欠損。脚部は円柱形で，裾部は 脚部外面へ ラ削 り。内 ・外面黒色処 砂粒 ・石英 ・長石・ 。P 22

土　 師　 器 D ll．ヰ 「ハ」の字状に強 ‖詞信 理。 雲母，黒色

普通

40％

貯蔵穴 内

12

甑 Å 黒．0 無底式。休部は直線的に外傾 して立 ロ線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・有英 ・長有・ P 23

土　 師　 器 B ？0．3 ち上が り，そのままロ綾部に至 る。 ラナデ。休部内面ナデ。 雲母，にぷい橙色 95％

C　 9．4 目線部は短 く外反する√ 普通 貯 蔵穴 内

13

短頸壷 鋸 宜 湖 肩部破片。肩部は内攣 して立ち上が 内 ・外面ロ 7 日ナヂ㍉肩部外面自然 砂粒 ・長有 P 24

須　 恵　 器 る。 粕。 褐灰色

普通

20％

覆土上層

第　号燵贋跡　第蟻の蟻図）

位置　調査　区東部　K蟻鍍区。

重複関係　本跡は，第1号住居跡を掘り込んでいることから，第1号住居跡より新しい。、

規模と平面形　北壁コーナー付近が調査区域外にかかっているが，残存している壁や床から長軸［5．25］111，

短軸［説粥］mの長方形と考えられる。

主軸方向　N－8、－Ⅵr

壁　重複によ周ヒ西コ一一ナー付近と北壁が部分r畑こ残っている。言路高は1（ト30eIllで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平出で，出入l＝1から竃にかけてのl巨L、部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されているが9　中央部を東西に耕作による撹乱を受けている。

天井部は崩落しているり　規模は煙道部の－Y一一一部が調査区城外へ延びているため明確でないが，煙道部から焚Il

部まで68eIll言両袖最大幅96cnlである。袖の内壁は火熱を受けて赤愛している。火床面は床面を4enl掘りくぼ

めており，火熱を受けて部分的に赤愛している。

竃土層解説

1　赤褐色　焼土中ブロック中鼠　焼土粒子多量

2　灰褐色　焼土中プロ「ック少量，焼士粒子多量

3　赤褐色　廃土粒子少量

予ソト　3か所（PlへノP：う主I）1，P2は径3（ト35elllの円形，深さ25－57cmであり，いずれも主柱穴と考えら

れる。1P：1は長径25m，短径23clllの棺Ill冊子，深さ50e111の補助柱穴と考えられる。

貯蔵穴　竃の東側に位置上　規模と平面形は，長径65cm，短径55cl11の不整楕円形で，深さは55Cnlである。壁は

外傾して立ち上がる。

遺物　土師器片親点が出土している。18の土師器杯は竃左側の壁際から919の土師器隼は竃内から，20の土師

器婆は竃右側覆土上層から出土している。21は覆土中から出土した土師器婆の休部破片で9　外面に刷毛自整

形が施されている。

萌見　本跡の時期は，18，19から古墳後期と考えられる。）
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第21図　第4号住居跡出土遺物実測図

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（仰） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第21図 杯 A ［11．6］ 底部か らロ綾部にかけての破片。底 口緑部内 ・外面横ナデ。休部から底 砂粒 ・石英 ・長石・ P 4

18 土　 師　 器 B　 4．2 部丸底。休部は内攣して立ち上が り， 部にかけて外面へ ラ削 り。内面ナデ。 雲母，にぷい黄褐 40％

ロ綾部は短 く直立する。 内面黒色処理。 色　 普通 床直

19

隼 A ［10．8］ 底部丸底。休部は内攣 して立ち上が 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 P 33

土　 師　 器 B　 3．6 り， 口綾部 との境に弱い稜がある。 ラ削 り。休部内面ナデ。 にぷい黄橙色 70％

口緑部はほぼ直立する。 普通 竃内

20

要 A ［19．0］ 底部から口縁部にかけての破 片。底 ロ縁部内 ・外面刷毛 目整形。体部外 砂粒 ・石英 ・長石 P 8

土　 師　 器 B　25．9 部は突出 した平底。休部は内攣して 面上位刷毛昌整形。下位へ ラ削 り。 黒褐色 60％

C　 6．1 立ち上が り， ロ縁部は外反する。 休部内面ナデ。底部削り。 普通 覆 土上層

第7号住居跡（第22・23図）

位置　調査3区西部，KlOi9区。

重複関係　本跡は，第6号住居跡に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．73m，短軸4．07mの方形である。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は10－29cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は北西壁下から北東壁下のコーナーにかけて確認され，上

幅21－30cm，下帽4～11cm，深さ4cmで，断面形はU字形である。

床　平坦である。出入口から竃にかけて第6号住居跡に床を掘り込まれているため，踏み固めてあったかは不

明である。

竃　北西壁中央部に，砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は袖部近くが残存しているが，ほかは

崩落している。規模は煙道部から焚口部まで110cm，両袖最大幅92cm，壁外への掘り込みは11cmである。袖

の内壁は火熟を受けて赤変している。火床面は床面を9cm掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。
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第22図　第6・7号住居跡実測図
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第23回　第6・7号住居跡竃実測図

三十二
」

第24図　第7号住居跡出土遺物実測図

煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　褐　　色

2　極暗褐色

3　黒褐色

4　暗赤褐色

5　暗赤褐色

6　赤褐色

ローム中ブロック少量，煉土小ブロック少量

ローム中ブロック少量，焼土粒子中量，粘土粒子中量

ローム粒子少量，焼土粒子少量，粘土粒子少量

煉土粒子多量，焼土小ブロック中量，炭化粒子微量

焼土粒子多量，焼土中プロッタ多量，灰粒子中量

焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，灰粒子中量

7　赤褐色　焼土小プロッタ多量

8　黄褐色　焼土小ブロック少量，炭化粒子少量，粘土粒子多量

9　暗褐色　焼土中ブロック少量，炭化粒子少量，粘土粒子少量

10　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック中量，焼土粒子中量

11暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子中量，炭化物微量

12　赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量

ピット　5か所（Pl～P4）。PlからP4は長径27～32cm，短径23～32cmの円形及び楕円形，深さ43－47cmで，

主柱穴である。P5は長径52cm，短径32cm，深さ24cmで，補助柱穴もしくは主柱穴の立て替え穴と考えられ

る。

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説

9　赤褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック多量，焼土粒子多量　12　褐　色　ローム小ブロック中呈，ローム粒子少量，焼土粒子少量

10　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量　　　　　　　　13　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック多量，焼土粒子多量

11褐　色　ローム中ブロック中鼠ローム粒子多量，焼土粒子微量　14　赤褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック中量，焼土地子中量

遺物　土師器片120点が出土している。4土師器高塀と5の土師器婆は覆土中から，3の土師器杯は北コーナ

ー部際からそれぞれ出土している。
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所見　本跡の時期は，出土遣物から古墳時代後期と考えられるし、

第7号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第24図 杯 Å［13湖 底部丸底。休部は内攣 して立ち上が 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 P 3 6

3 土　 師　 器 B　 4．2 り，口綾部 との境に稜がある。目線 ラ削り。休部内面ナデ。 黒色 60％

部は直立す る。 普通 覆土下層

4

高　 年 E （4．0） 脚部破片。円柱状の脚部で，裾部は， 脚部へラ削り。裾部ナデ。外面黒色 砂粒 ・雲母 P 3 5

土　 師　 器 D lO。0 「ハ」の字状に強 く開 く。 処理。 にぷい褐色

普通

15％

攫土 中

5

婆 Å［16．4］ 休部上位から口綾部 にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒・石英 ・長石・ P 37

土　 師　 器 B （7．5） 片。休部上位は内攣 し， 目線部 は外

反する。

ラ削 り。休部内面ナデ。 雲母，灰褐色

普通

10％

第9鵬風号住居跡（第25e26図）

位置　調査3区の西部，Klli2区。

重複関係　本跡は第8，10号住廿跡に掘り込まれ，第9－－B号住居跡を掘り込んでいるので，第8，10号住居

跡より古く，第9－B号住居跡より新しい。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確でないが，残存する壁や床から長軸3。35m9　短軸（2。82）mの

長方形と考えられる。

童軸方向　N－38〇一W

壁　壁高は8－14cmで，夕材頃して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　北西壁中央に砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，第10号住居跡に掘り込まれているため掘り方だ

けを確認した。規模は煙道部から焚日部まで（98）cm，両袖最大幅105cmである。火床面は床面を11cmほど

掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。

竃土層解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色

3　赤褐色
4　赤褐色

5　暗赤褐色
6　暗赤褐色

焼土中ブロック微量，焼土粒子少量，炭化粒子少量，粘土粒子少量

焼土中ブロック少鼠　焼土粒子中鼠　炭化粒子微量
ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少鼠　焼十粒子少鼠　炭化粒子少量

焼土中ブロック少量，焼土粒子多量，炭化物微量
ローム粒子微量，焼土中ブロック微量，焼土粒子少量

ローム粒子微鼠　焼土中ブロック少量，焼土粒子少鼠　炭化粒子少量

ピット　6か所（Pl～P6）。PlからPlは径71～76cmのll拍子，深さ53－75cmで，主柱穴である。P5は長径34

cm，短径26cmの楕円形，深さ49cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は径62cmの円形，深さ

31cmで，補助柱穴と考えられる。

覆土　8層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　灰褐色　ローム小ブロック中島ローム粒子少最焼土′トブロック中豊　　5　褐　色　ローム小ブロック少最　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム中ブロック微量，ローム小ブロック少量，焼土粒子少量　　6　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック微鼠　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　7　褐　色　ローム中ブロック微量，．ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック微量　　　　　　　　　　　　　8　暗褐色　ローム小ブロック少鼠　焼土中ブロック微粒

遺物　土師器片723点，須恵器片4点，陶器片1点，鉄棒1点が出土している。1の土師器隼はピット2内か

ら，2の土師器杯は中央部覆土下層から，3－5の土師器婆は床面から，6の土師器小型壷はピット1上か

ら，7の須恵器長頸壷と8の須恵器提瓶と10の双孔円板は覆土中から出土している。9は覆土中から出土し

た須恵器提瓶の休部破片で，外面はロクロナデである。
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第25回　第9－A号住居跡実測図
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所見　本跡の時期は，1～5が覆土下層や床

面から出土していることから，古墳時代後

期と考えられる。

第9－A号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　1m

L　＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

第26図　第9－A号住居跡竃実測図

図 版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第 27図 堵 A 13 ．3 底部丸 底。休 部 は内攣 して立 ち上が ロ緑 部内 ・外面 樵ナ デ。休部 内面 ナ 砂粒 ・長 石 ・雲 母 P 41

1 土　 師　 器 B　 4 ．9 り， ロ綾部 との境 に強 い稜が あ る。 デ。 外面 へ ラ削 り。 内 ・外面 黒色処 灰褐 色 100％

口綾部 はほ ぼ直立 す る。 理。 普通 ビ ッ ト 2 内

2

上不 A 12．3 底 部丸底 。休 部 は内攣 して立 ち上が 口綾部 内 ・外面横 ナ デ。 休部 内面ナ 砂粒 ・石 英 ・長石 ・ P 42

土　 師　 器 B （4．7） り， 口緑 部 との境 に稜が あ る。 ロ縁 デ。外 面へ ラ削 り。 雲母 ，明 赤褐色 70 ％

部 はほ ぼ直立 す る。 普通 覆 土下層

3

璽 A 12．8 休 部 中位 か らロ綾 部 にか け て の 破 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。休 部外 面へ 砂 粒 ・石 英 ・長石 P 43

土　 師　 器 B （12．8 ） 片。 休部 は内管 して立 ち上 が り， ロ ラ削 り。 休部 内面 ナデ。 にぷ い赤褐 色 60 ％

綾部 で外 反す る。 普 通 床 直

4

要 A ［15．2 ］ 底部 平底。 休部 は 内増 して立 ち上 が ロ縁 部 内 ・外 面横ナ チこ休部 外面 削 り 砂 粒 ・石 英 ・長石 ・ P 4 4

土　 師　 器 B 12．6 り， 口綾部 で外 反す る。最 大径 は体 後へ ラ磨 き。休部 内面 へラナ荒 底 部 雲 母， 赤褐 色 60 ％

C　 6．9 部 中位 に もつ。 か ら休 部中位 にかけて十字状 の線刻。 普 通 床 直

5

要 A　 2 5．8 休 部 上 位 か ら口録 音βに か け て の破 ロ縁 部 内 ・外 面横ナ デ。休 部外面 へ 砂粒 ・長石 ・ス コ P 45

土　 師　 器 B ll．2 片。休 部 は内野 して立 ち上 が り， 口 ラ削 り。休 部 内面ナ デ。 リア， にぷ い橙 色 10％

綾 部 は外反 す る。 普通 床直

6

小 型壷 A ［10．3］ 口綾部 欠損。 底部 平底。 休部 は球形 頸部 か ら休 部上位 に かけて外 面縦位 砂粒 ・石 英 ・長石 P 46

土　 師　 器 B　 4．6 で，休 部 中位 に最 大径 があ る。 頸部 のへ ラ削 り。 内面横 ナデ。休 部中位 にぷ い黄 橙色 80％

はほぼ 直立 す る。 か ら底 部 にかけ てへ ラ削 り。 普通 覆土 中

7

長頸壷 A ［7．2］ 頸 部か ら ロ綾 部に かけ ての破 片。頸 ロ緑部 内 ・外面 ロ タロナデ。 外面 に 砂粒 ・石 英 P 47

須　 恵　 器 B （4．9） 部 か ら口縁部 にか けて外傾 して立 ち 櫛 描 き波状 文が巡 る。 灰色 10 ％

上 が る。 普通 覆 土 中

8

提　 瓶 長 さ1．1 把手 部破 片。上 方 に折れ る鐘状 把手 把 手部 貼付。 砂 粒 ・長石 P 49

須　 恵　 器 帽　 2．1

厚 さ 2．4

で あ る。 灰 色

普 通

5 ％

攫 土 中

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （m ） 孔 径 （m ） 壷 屋 （g ）

第2 7回10 双 孔 円 板 2．0 2．0 0．3 0．3 2．5 凝　 灰　 岩 覆土中 Q 3　　　　　　　 100％
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第27図　第9－A号住居跡出土遺物実測図
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第9－B号住居跡（第28図）

位置　調査3区の西部，Kllh2区。

重複関係　本跡は，第9－A，13－A，13－B号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，長軸5．68m，短軸（5．58）mの方形と考えられる。

主軸方向　N－330－W

壁　壁高は12～24cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は南東壁下に確認され，上幅12～29cm，下幅4～10cm，深

さ4～6cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，出入口施設から竃にかけての中心部が踏み固められている。北東壁下と南東壁下から1

条づつ中央に向かって延びる溝を確認した。上幅22～25cm，下幅7～12cm，断面形はU字形である。

竃　北西壁中央に砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，第13A号住居跡に掘り込まれているため掘り方

だけを確認した。規模は煙道部から焚口部まで132cm，最大幅92cm，壁外への掘り込みは32cmである。火床
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第28図　第9－B号住居跡実測図
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第29図　第9－B号住居跡出土遺物実測図

面は床面を3cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて一部が赤変している。

竃土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子少畳，粘土粒子中量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量

3　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子中呈，炭化物微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物少鼠　粘土粒子中量

5　暗褐色　ローム小ブロック少量，粘土小ブロック少量，粘土粒子中壷

6　暗褐灰色　ローム小ブロック少量，粘土粒子多量

7　時赤褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック中量，粘土粒子少量

10cm

ト　一　十　二二＿＿＿＿一二二∃

8　赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，粘土小ブロック少量

9　暗褐色　ローム小ブロック少量，粘土粒子少量

10　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック微量，炭化物微量

11極暗褐色　焼土中ブロック微量，炭化粒子少量，粘土粒子中量

12　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化物少量，粘土粒子少量

13　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

14　灰褐色　ローム小ブロック少畳，焼土粒子少量，粘土粒子少量

ピット　6か所（Pl～P6）。PlからP4は長径51－77cm，短径49－62cmの円形及び楕円形，深さ51－61cmで，

いずれも主柱穴である。P5は径40cmの円形，深さ19cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は

長径63cm，短径36。mの不整楕円形，深さ31cmで，上層はローム粒子中量，炭化粒子少量を含む褐色土，下層

はローム粒子を多量に含む明褐色土で，性格は不明である。

覆土　7層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック中童，ローム粒子中量，焼土小ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，煉土粒子少畳，粘土粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子少量，焼土′トブロック少量

6　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック少量，炭化物少量

7　暗褐色　ローム小ブロック中呈，ローム粒子少量，焼土小ブロック少量

遺物　土師器片109点が出土している。1の土師器埠は北コーナー部付近の床面から，2の土師器婆は竃右側

の北西壁際から，3の土師器甑はピット2内からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から古墳時代後期と考えられる。
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第9－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計漸値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第29図 土不 A ［13．6］ 底部からロ綾部にかけての破片。底 ロ緑部内 ・外面横ナデ。ナデ。休部 砂粒 ・長石 P 50

1 土　 師　 器 B　 5．1 部丸底。体部内増 して立ち上が り， 外面へラ削 り。体恕内面削 り後ナデ。 灰褐色 50％

口綾部に至る。 口緑部はほぼ直立す

る。

底部木葉痕。 普通 床直

2

要 A 14．6 休部中位か らロ綾部にかけての破 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英・長石・ P 5 1

土　 師　 器 B （12．2） 片。休部は内轡 して立ち上がり，口 ラ磨 き。休部内面へ ラナデ。 雲母，にぷい責橙 50％

綾部は外反する。 色，普通 床直

3

甑 A ［2 1．0］ 無慮式。休部は内轡 して立ち上が り， 口繰部内 ・外面梼ナデ。休部外面へ 砂凄立・石英 ・長石 P 52

土　 師　 器 B　24．6

C lO．1

口緑部は外方に開 く。 ラ削 り。休部内面へラナデ。 にぷい黄橙色

普通

85％

ピット2 内

第10号住居跡（第30図）

位置　調査3区の西部，Kllhl区。

重複関係　本跡は第9－A，12号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確でないが，残存する壁や床から，一辺が［3．30］mの方形と考

えられる。

主軸方向　N－4。－W

壁　壁高は29cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は北壁下と西壁下に確認され，上幅11～21cm，下幅2－7。m，

深さ4cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，竃の南側が踏み固められている。

竃　北壁中央に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚口部ま

で63cm，両袖最大幅81cm，壁外への掘り込みは8cmである。袖の内壁は，火熟を受けて赤変している。火床

面は床面を2cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。

第30図　第10号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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3

第31図　第10号住居跡出土遺物実測図

寵土層解説

1　暗赤褐色　焦土中ブロック少量，焼土粒子中量，炭化粒子中量　　　5　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子中量，粘土粒子少量

2　赤褐色　焼土中プロッタ少量，焼土粒子多量，炭化粒子少量　　　6　褐　　色　ローム小ブロック少量，粘土粒子多量

3　褐　　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量，粘土粒子少量　　　　　　7　暗褐色　焼土粒子微量，粘土粒子中量

4　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子中量，灰粒子少量　　　　　　8　暗赤褐色　焼土中ブロック多量，灰粒子少量，粘土粒子少量

遺物　土師器片343点，須恵器片3点，鉄棒1点が出土している。1の土師器坪と2の須恵器高塀と3の須恵

器高塀は，中央部覆土中層から，4の土師器婆は竃右側の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から古墳時代後期と考えられる。

第10号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第31図 坪 A ［13．0］ 底部からロ綾部にかけての破片。底 日録部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英・長石・ P 53

1 土　 師　 器 B　 3．9 部丸底。休部は内野して立ち上が り， ラ削り。休部内面磨 き。内 ・外面黒 雲母，にぷい責橙 30％

ロ綾部に至る。ロ綾部は直立す る。 色処理。 色　 普通 覆土中層

2

高　 年 A ［14．0］ 杯休部から口綾部にかけての破片。 口緑部内 ・外面ロタロナデ。体部内 砂粒 P 55

須　 恵　 器 B （4．6） 坪休部は内攣 して立ち上が り，ロ縁 面ロタロナデ。休部外面自然粕。 灰色 5 ％

部 との境に強い稜がある。 ロ綾部は

内傾する。

普通 覆 土上層

3

高　 塀

須　 恵　 器

D ［18．0］

E （6．5）

脚部破片。 脚部外面ロタロ目。内面ナデ。 砂粒 ・黒色斑点

灰色

普通

P 5 6

3 0％

覆土 中層

4

婆 B 臨 0］ 底部から休部下位にかけての破片。 休部外面へラ磨き。休部内面へ ラナ 砂粒・石英 ・長石・ P 5 4

土　 師　 器 C　 9．2 休部は外傾 して立ち上がる。 デ。底部木葉痕。 雲母，にぷい褐色

普通

10％

覆土下層

第11号住居跡（第32図）

位置　調査3区南西部，Kllgl区。

重複関係　本跡は，第14号住居跡を掘り込んでおり，第12，13－A号住居跡，第2号溝に掘り込まれているの

で，第14号住居跡より新しく，第12，13－A号住居跡，第2号溝より古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確でないが，残存する壁や床から長軸が4．24m，短軸4．22mの方

形と考えられる。

－37－



第32図　第11・12・14号住居跡実測図

－38－

2m

ヒ　　；　二」

S114

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l　　　　；　　‥＿＿！



主軸方向　N－7。－W

壁　壁高は13～15cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は北壁下に確認され，上幅26－32cm，下幅9～15cm，深さ

4～7cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，出入り口から竃にかけての中心部が踏み固められている。

竃　北壁中央に砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，上部は耕作により撹乱を受けているため掘り方だ

け確認した。規模は煙道部から焚口部まで93cm，壁外への掘り込みは20cmである。火床面は床面を6cm掘り

くぼめており，火熟を受けて赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少畳，焼土粒子少量，粘土粒子中量
2　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量，粘土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック微量，焼土粒子少量，炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック微量，炭化粒子少量，粘土小ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量
6　黒褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量
7　褐　　色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック少量

8　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，煉土小ブロック少量，粘土粒子少量
9　赤褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少鼠，焼土粒子少量

10　褐　　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少畳，炭化粒子少量
11褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
12　赤褐色　焼土小ブロック中量，焼土粒子中呈

ピット　4か所（Pl～P4）。PlからP4は長径46～50cm，短径41～50cmの円形及び楕円形，深さ40～65cmで，

いずれも主柱穴である。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

5　褐　　色　口一ム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子少量

6　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，娩土粒子微量

7　赤褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量

遺物　土師器片109点，須恵器片10点が出土している。1の土師器杯

は西壁際の覆土下層から，2の土師器杯は中央部床面からそれぞれ

出土している。

所見　本跡の時期は，2が床面から出土していることから，古墳時代

後期と考えられる。

第11号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　5cm

L＿＿丁…」

第33図　第11号住居跡出土遺物実測図

図 版 番 号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　　 考

第 3 3図 堵 A ［13 ．4］ 底 部 か ら 口 綾 部 に か け て の 破 片 。 底 ロ 緑 部 内 ・外 面 梼 ナ デ 。 休 部 外 面 へ 砂 粒 ・雲 母 ・ス コ P 5 7

1 土　 師　 器 B　 4．3 部 丸 底 。休 部 は 内 攣 して 立 ち上 が り， ラ 削 り。 休 部 内 面 ナ デ 。 内 ・外 面 黒 リ ア， に ぷ い 橙 色 30％

口 綾 部 との 境 に 稜 が あ る。 口 綾 部 は

ほ ぼ 直 立 す る 。

色 処 理 。 普 通 覆 土 下 層

2

杯 A ［12 ．7］ 底 部 か ら ロ綾 部 に か け て の 破 片 。 体 口緑 部 内 ・外 面 構 ナ デ 。 休 部 外 面 へ 砂 粒 ・雲 母 P 5 8

土　 師　 器 B　 4 ．0 部 は 内攣 し て 立 ち 上 が る 。 ロ 綾 部 は ラ 削 り。 内 ・外 面 黒 色 処 理 。 黒 色 20％

直 立 す る 。 普 通 床 直

第12号住居跡（第32図）

位置　調査3区の西部，Kllhl区。

重複関係　本跡は，第11号住居跡を掘り込み，第10号住居跡に掘り込まれているので，第11号住居跡より新し

く，第10号住居跡より古い。

－39－



規模と平面形・重複により規模や平面形は明確でないが，

長軸（2。58）m，短軸（0。98）mで，方形または長方形

と考えられる。

童軸方向　N－80－E

壁　壁高7cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

遺物　土師器片2息　石製品1点が出土している。3の砥

石は覆土中から出土している。

所見　時期は，本跡に伴う遺物がないので不明であるが，

第11号住居跡より新しく第10号住居跡より古いことか

ら，古墳時代後期と考えられる。

第12号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　5cm

し　＿士二」

第34図　第盈2号佳贋跡出藍遺物実測図

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第34図1 砥　　　 石 （6．2） 5．0 2．7 （104．0） 凝　 灰　 岩 覆土中 Q 4　　　　　　　　　　 30％

第畳6号住居跡（第35図）

位置　調査3区西部，KlOe7区。

重複関係　本跡は第15号住居跡に掘り込まれ，第17号住居跡を掘り込んでいるので，第15号住居跡より古く，

第17号住居跡より新しい。

規模と平面形　本跡の西側3分の2が調査区域外に延びており，さらに2軒の住居跡と重複しているので規模

や平面形は明確でないが，残存している壁や床から，長軸［3。84］m，短軸（3。00）mで方形と考えられる。

主軸方向　N－180－W

壁　残存する壁高は35～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。

ピット　Plは径37cmの円形，深さ51cmで主柱穴である。

覆土　9層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土中ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，焼土粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック微量，炭化粒子少量

5　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，炭化粒子中量

6　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

7　極暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

26　暗褐色　ローム小ブロック少量，。ーム粒子少量，焼土中ブロック少鼠　炭化粒子少量

27　暗褐色　ロームノトブロック少鼠　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少量，炭化粒子中量

遺物　土師器片200息　須恵器片4点が出土している。3，4の土師器婆は，東部覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期と考えられる。
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第35図　第15・16・17号住居跡実測図
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第蟻骨住居跡出土遺物観察表

F ＋
虜　撃　　　　　　　　預の監閻

ト　‾　　　　l‾’l l∵　‾l1－

賄番号　器　穫斗細臨可＋器形の特徴
手　法　の　特　徴胎工・色調・焼成備　　　　考

目線部内6外面横ナデ。砂粒0石英0長石

明赤褐色

2次焼成

P69

5％

覆土中層

婆　　射12頭目目線部破片。目線部は短く外傾し目線部内8外面横ナデ。 砂粒の石英P70

4　　土　師　器　B（5。2日目層部はつまみ上げられている。 明赤褐色

2次焼成

5％

覆土中層

第盈号燵腰掛　第欝図）

位置　調査　区西部　監且班　区。

l－1　　　　　　‥　　　　　・　　　　　　′　J　　　ノーヽ＝－　′

′一　　　日　　　　　・　．′！、∴　　　　J　′　／′．．　ノ・、ノ′　言、・一泊　．、、1、′－・．′．、、

の方形と考えられるし、

童華癖方向　Nul一一：1、－－－1・も，T

‘′．　‾　－．．′　′　　　∴‥・　　　′　　・－　　　′ノ！　′　　　ノ

東壁下の壁溝は第摘号住居跡の床の下から確認した。上幅且7～25cm　下幅　～mcm学断面形はU字形である。

應　全体的に平坦で撃　出入打から竃にかけて中心部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に粘土まじりの焼土が存在し9　翫9号住居跡床の硬化商をはがして確認した。上部が削平され

てお仇　残存部分が少なく明確ではないがラ　残存する磯部からラ　砂粒まじりの白色粘土で構築されていた受

考えられる。火床部は床面をmcmほど掘り　ぼめ　火熟によ　赤愛している。

竃土層解説

且　赤褐色　焼土粒子多鼠　炭化物微亀　灰粒子微量

2　暗褐色　焼土粒子少量

3　灰褐色　灰粒子少義

4　褐灰色　ローム小ブロック微量9　灰粒子微量

5　褐　　色　ローム小ブロック微量

’　　　　　　　　　　　　、′ノー′　ミ　　′　′’ノノ　・、ノ・言　′：i＼　．－、∴′　　　∴　∴′㍉∴、：　ノ・ノ二、

cmの楕関取　深さ2翫mで91ずれも主柱穴である。㌘3ほ長径姐cm　短径凱cm督　深さ鋼cmで　出入描施設に

伴うピットである。

覆土　8層からな生　自然」冊上である、、

土層解説

は　褐　　色　ロ…ム小ブロック中島　ローム粒子中鼠　焼土粒子微量　　　　　15　褐　　色　ローム粒子多量

12　褐　　色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子少鼠　焼土小ブロック微量　　　蟻　窯褐色　ローム小ブロック徴鼠　ローム粒子少量

13　明褐色　ロ…ム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17　暗褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒子少量

摘　黒褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　18　黒褐色　ロ…ム粒子少量9　炭化粒子微量

遺物　土師器片用意が出土している。鼠の土師器鉢は竃右側の覆土下層から9　2の手捏土器は西壁下からそ

れぞれ出＿l＝一∵こいる、、

所見　本跡の時一触鵠　出土遣物から？r早出時代後期と考えられる、＿、
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第37図　第18・19号住居跡実測図
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第38図　第18号住居跡出土遺物実測図

第18号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　5cm

－」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　 の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第38区l 鉢 A ［19．6］底部からロ綾部にかけての破片。底 休部下位外面へラ削り。底部木葉痕。砂粒・石英・長石・P71

1 土　師　器 B lO．4 部平底。休部は内攣して立ち上がり， 雲母，明赤褐色 40％

C　6．6 口綾部は短く外傾する。 普通 覆土下層

2

手捏土器 A　4．1 底部丸底。休部は内攣して立ち上が 体部内・外面ナデ。 砂粒・長石・スコ P72

土　師　器 B　2．8 り，ロ綾部に至る。 リア，にぷい褐色

普通

95％

床直

第20号住居跡（第39図）

位置　調査3区西部，Kllcl区。

重複関係　本跡は，第21号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　本跡の北西側2分の1は調査区城外に延びており，第21号住居跡と重複しているので，規模や

平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸6．12m，短軸（4．40）mで方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－190－W

壁　壁高は20～40cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は北東壁下，南東壁下，南西壁下に確認され，上幅14～31cm，

下幅1～15cm，深さ5～7cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，全体的にやや踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径64cm，短径60cmの円形，深さ80cmで主柱穴である。P2は長径29cm，

短径24cmの円形，深さ32cmで性格不明である。P3は長径39cm，短径26cmの楕円形，深さ24cmで出入口施設

に伴うピットと考えられる。

覆土　8層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量．ローム粒子中量
3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土ノトブロック微量，炭化粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子中量，煉土粒子少量，炭化粒子少量
5　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，炭化物少量

6　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量
7　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

8　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，煉土小ブロック少量，炭化粒子少呈

遺物　土師器片518点，須恵器片3点，陶器片1点が出土している。3の土師器小型聾はピット1近くの覆土

中から，4の土師器婆は南西部覆土下層から，1の土師器杯は南西部覆土中層から，2の土師器埠は南西壁

際からそれぞれ出土している。
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第胡図　第調号住居跡出藍遺物実測図

所見　本跡の時期は，出土遣物から，古墳時代後期と考えられる。

第20号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

」　　　⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…＿＿＿」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　考

第40図杯A［13．6］
】
底部から口綾部にかけての破片。体目線部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・長石P76

1土　師　器B　4．2部は内攣して立ち上がり，口綾部にラ削り。 黒褐色30％

至る。口綾部はわずかに外傾する。 普通覆土中層

2

杯A［12．0］休部から口綾部にかけての破片。体口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・長石P77

土　師　器B（4．2）部は内攣して立ち上がり，口綾部にラ削り。休部内面ナデ。にぷい橙色20％

至る。廿綾部直下に沈線が巡る。 普通覆土中層

3

小型整A12．4底部平底。休部は内攣して立ち上が口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・石英・長石P78

土　師　器BlO。7

C　5．7

り，目線部は外反する。ラ削り。休部内面ナデ。にぷい黄橙色

普通

100％

覆土中

4

窪A［27．0］休部中位から口綾部にかけての破日録部内・外面横ナデ。休部内面ナ砂粒・石英・長石・P80

土　師　器B（18．7）片。休部は内攣して立ち上がり，頸デ。休部中位へラ磨き。雲母，褐色30％

部は「く」の字状に折れる。目線部は

外傾し，端部はわずかにつまみ上げ

られている。

普通覆土下層

第2五号住居跡（第39図）

位置　調査3区西部，Kllcl区。

重複関係　本跡は第20号住居跡を掘り込み，第22，23号住居跡に掘り込まれているので，第20号住居跡より新

しく，第22，23号住居跡より古い。

規模と平面形　本跡の北東側2分の1は調査区城外に延びており，他の住居跡と重複しているので規模や平面

形は明確ではないが，長軸5。30m，短軸（3。86）mの方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N一一29。－W

壁　壁高は45cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は北東壁下，南東壁下，南西壁下に確認され，上幅15－29cm，

下幅3－9cm，深さ8－9cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，全体的に踏み固められている。
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ピット　3か所（Pl～P3）。PlとP2は径37～50cm，深さ56～59cmで主柱穴である。P3は長径45cm，短径34cm，

深さ19cmで出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土13層からなり，自然堆積であるっ

土層解説

9　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック少鼠　焼土粒子少量
10　暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少這，焼土粒子少量，炭化粒子少呈
11　黒　褐　色

12　極暗褐色
13　黒褐色

14　黒褐色

15　黒褐色

16　黒褐色
17　極暗褐色

18　暗褐色

ローム小ブロック微量，ローム粒子少量，炭化粒子少量

ローム中ブロック微量，焼土粒子少鼠　炭化粒子少量

ローム粒子少量，焼土糠子少呈，炭化粒子少量，粘土粒子少量

ローム小ブロック少量，焼土粒子少量

ローム′トブロック少量，炭化粒子少量

ローム小ブロック少星，ローム粒子少量，炭化粒子少量

ローム中ブロック少量，ローム粒子少遍

ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，炭化物少量

19　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化物少量
20　極暗褐色　ローム組子少鼠　焼土小ブロック微量

21暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少壷

遺物　土師器片69点が出土している。5の土師器埠は，東コー

ナー近くの覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物が少なく時期を判断することは

できないが，第20号住居跡より新しいことから，古墳時代以

降と考えられる。

第21号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　5cm

」∴　」

第41図　第21号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 4 1回 坪 A ［17．7］ 休部から口絵部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 7 9

5 土　 師　 器 B （4．5） 部は内攣して立ち上が り，休部とロ ラ削 り。休部内面ナデ。内 ・外面黒 黒褐色 10％

緑部の境に稜がある。口綾部はほぼ

直立する。

色処理。 普通 覆土 中層

第31号住居跡（第42図）

位置　調査3区の中央部，Kllc4区。

重複関係　本跡は第30号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　本跡の北側5分の1が調査区域外に延びており，南西コーナー部から南壁中央部にかけて第30

号住居跡と重複しているので，規模や平面形は明確ではないが，一辺が5．00mの方形と考えられる。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は29～36cmでほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は東壁下から南壁下，西壁下，北西コーナーにかけて確認

され，上幅10～24cm，下幅4～10cm，深さ5～14cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，出入り口から竃にかけての中心部が踏み固められている。

竃　大部分が調査区城外のため袖部の一部だけ確認した。北壁中央部に構築されている。確認した右袖部は幅

26cmで，砂粒まじりの白色粘土で構築されている。火床面は床面を4cmほど掘りくぼめている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは北側半分が調査区域外のため規模や平面形は明確ではないが，径95cmの円形

で，深さ55cmと考えられ，P2からP4は長径78～126cm，短径70－78cmの円形及び楕円形，深さ66～73cmで，

いずれも主柱穴である。P5は径32cmの円形，深さ9cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなり，自然堆積である。
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第42図　第30・31号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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土層解説

1　黒褐色　ローム′トブロック少量，ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子少量

4　黒褐色　ロームノ」、ブロック微量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

6　褐　色　ローム粒子中量

7　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

遺物　土師器片570点，須恵器片53点，陶器片2点，石製品1点が出土している。7の土師器甑は南壁下覆土

下層から，6，8の土師器窪は覆土中層から，4，5の土師器埠は覆土中から，9の砥石は中央部床面からそ

れぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から古墳時代後期と考えられる。

第43図　第31号住居跡出土遺物実測図

第31号住居跡出土遣物観察表

ニ

題但鞭9，。。m
←－｛・→

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第43図 坪 A ［15．8］ 休部上位か らロ綾部にかけての破 ロ緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石 P lO 9

4 土　 師　 器 B （5．2） 片。休部は内攣 して立ち上が り，体 ラ削 り。休部内面へラ磨 き。 にぷい橙色 10％

部 と口綾部の境に稜がある。口綾部

はやや内傾する。

普通 覆土 中

5

杯 A ［11．0］ 休部からロ縁部にかけての破片。体 ロ縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 P llO

土　 師　 器 B （3．9） 部は内攣 して立ち上が り，休部と口 ラ削 り。休部内面ナデ。内 ・外面黒 赤褐色 10％

綾部の境に稜がある。口綾部は内傾

する。

色処理。 普通 覆土中

6

聾 A ［15．4］ 底部からロ綾部にかけての破片。底 日録部内 ・外両横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石 P ll l

土　 師　 器 B 15．7 部平底。休部は球形で，最大径は体 ラ削り。休部内面ナデ。 にぷい橙色 30％

C　 5．0 部中位にある。頸部は外反 し，口緑

部は外傾する。

普通 覆 土中層
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賄 番号 器 種 恒 触 り　 器 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 徴　 序 土 さ色調 磯 成　 備　　 考

第43図 甑　　 A ［17。6］ 休部 中位 から目線部にかけての破 圧 磯 部内 ・外面横ナデ。休部外面へ　 砂粒 も石英 ・長石　 P H 2

7 土　 師　 器 日射 払 2） 片c 休部はほぼ直立する。頸部はや　 ラ削 り。休部内面ナデ。　　　　 赤褐色　　　　 20％

や外反す る。口綾部は外傾するe　 f　　　　　　　　　　 普通　　　　 覆土下層

8

‡婆　　 射 12減　 休部上位か ら日綾部 にかけての破　 日録部内 の外面横手デ。休部外面へ　 砂粒 。長石　　　 P H 3

土　 師　 器 ‖B 絡譲　 片。休部上位は内攣 して立ち上が畑　 ラ削 。休部内面ナデ。内面黒色処　 にぷい黄褐色　　 用％

休部 と日綾部の境に稜がある。目線　 理。　　　　　　　　　　 普通　　　　　 覆土 中層

部は直立する。

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 f皇r 備　　　　　　　　 考
長　 さ　km）　 幅　 km） 厚　さ　k m） 重 量　ね ）

孝′了　　 賢

第43図 9 砥　　　 石 望 ⊥ 」 塗 ⊥ … m 「 亮 2・0）
安　 山　 岩 床面 Q 7　　　　　　　　　　　 80％

第調号佳贋跡　第舶図）

位置　調査　区北部　F叡転区。

規模と平面形　長軸5。4m　短軸。器mの方形である。

主軸方向　N－21し－E

壁　壁高は　～測cmで　外傾して立ち上がる。壁溝は，北西壁下に確認し　上幅　～飢cm　下幅　～鮎m　深

さ3～5cmでラ　断面形はU字形である。

床　全体的に平坦でラ　出入り口から竃にかけての中央部が踏み固められている。

竜　北東壁中央部に構築されているが普耕作による撹乱を受けてお仇袖部の粘土と火床蔀の焼土だけを確認

した。規模は燈退部から変冒部までmcm　火床商は床面を7cmほど掘りくぼめてお勘　火熟を受けて赤愛

している。

竃土層解説

1暗赤褐色　焼土中ブロック少鼠焼土粒了や巌「炭化粒子少量　3　褐　色　ローム粒子多量，廃土粒子少量

2　暗褐色　ロ…ム粒子少鼠焼土粒子少鼠炭化粒子中量　　4　灰褐色　ローム小ブロック少鼠ローム粒子少鼠焼土粒子少量

だッ距　6か所（㌘1～㌘6）。㌘1からP4ほ長径35－60cm9短径35～55cmの円形及び楕円私深さ32～50cmでヲ

いずれも主柱穴である0㌘5は北西コーナー付近に掘　込まれてお勘規模と平面形は長径狙cm　短径閥cm

の円私深さ5cmである。底面は平凰壁は緩やかに外傾して立ち上がる。凍土には焼土粒子や粘土小ブロ

ックが少量含まれておりヲ性格は不明である。㌘6ほ南西壁中央部付近に掘り込まれてお勘長径狙cm　短

径72cmの隅丸長方私深さ航mである0覆土にはローム小ブロックや粘土粒子が少量含まれており，性格は

不明である。

覆羞13層からな勘　自然堆積である。

土層解説

1窯褐色　ローム粒子少鼠　粘土小ブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子少亀　焼土粒子少鼠　粘土粒子少義

3　黒褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子少量

4　黒褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子少最　焼士粒子微量

5　黒褐色　ローム小ブロック微鼠　ローム粒子少量

6　褐　　色　ローム粒子多鼠　焼士粒子少量

7　窯褐色　ローム粒子少量，粘土粒子少量

8　褐　　色　ローム粒子中量

9　黄橙色　粘土中ブロック多量

10　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子少量

11極暗褐色　ローム拉子中鼠　粘土粒子微量

12　黒褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子微量

13　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土小ブロック微量

遺物　土師器片132息須恵器片9点が出土している。1の土師器塚は竃内から92の土師器年は竃内と南壁付

近の床面から出土した破片と接合している。3の土師器甑は床面から出土している。

所見　本跡の時期は普　出土遣物からラ　古墳時代後期と考えられる。
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第44図　第39号住居跡実測図
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第超図　第調号住居跡出藍遺物実測図

第39号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測働 cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第45図 杯 A ［払 4］ 底部から目線部にかけての破片。底 目線部内 ・外面横ナデ。休部から日 砂粒 ・長石 ・雲母 P 141
1 土　 師　 器 B　 5．8 部丸底。休部は内攣 して立ち上がり 綾部にかけて外面へラ削 り。内面赤 にぷい赤褐色 60％

口綾部に至る。［］綾部は外傾する。 彩。 普通 竃内

2

隼 Å［払 4］ 底部丸底。休部は内攣 して立ち上が 目線部内 0外面横ナデ。休部から底 砂粒 ・石英 ・長石 P 142
士　 帥　 器 B　 5．3 り，休部 と日綾部の境に稜がある。 部にかけて外面へラ削り。内面ナデ。 赤褐色 40％

目線部は外傾 して立ち上がる。 内 ・外面赤彩。 普通 竃内

3

甑 B （21．2） 休部破片。無慮式。休部は内攣 して 休部外面ナデ。休部内面へラナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 143
土　 師　 器 C ［9．0］ 立ち上がる。 にぷい赤褐色

普通

20％

床直

第掴号健腰部（第46図）

位置　調査1区の北部，F13f6区。

重複関係　本跡は第45号住居跡に掘り込まれているので9本跡が古い。

規模と平面形耕佃こよる撹乱や重複と本跡の西側3分の2が調査区域外へ延びているので，規模や平面形は

明確ではないが，長軸［3。52］m，短軸（1。32）mで方形または長方形と考えられる。

主軸方向　不明

壁　残存する壁高は12cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

16　暗褐色　ローム小ブロック中豊 18　褐　色　ローム中ブロック中鼠　ローム粒子中量

17　暗褐色　ローム中ブロック少鼠炭化粒子微巌　　19　褐　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片2鯨も須恵器片11息鉄棒1点が出土している01の土師器鉢と2のミニチュア壷が，覆土

中からそれぞれ出土している。3は覆土中から出土した土師器片で，内e外面刷毛目が施されている。

所見　時期は，耕櫓こよる撹乱を激しく受けており，本跡に伴う遺物がないため不明である。
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第46図　第44・45・46・47号住居跡実測図
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第47図　第44号住居跡出土遺物実測図

第44号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　　 考

第 47 図 鉢 A ［10．0］ 休 部か ら ロ綾部 に かけ ての破 片。体 口緑部 内 ・外面横 ナ デ。 休部 外面へ 砂粒 ・石 英 ・長石 P 158

1 土　 師　 器 B （4．7） 部 は外債 して立 ち上 が り， 口緑 部 は ラ削 り後ナ デ。休 部 内面横ナ デ。 浅黄 橙色 10 ％

内傾す る。 普通 覆 土 中

2

ミニ チュア B （2．5） 底 部か ら休 部 にかけ ての破 片。 底部 休 部下端 へ ラ削 り。 砂粒 ・石英 ・パ ミ P 15 9

土　 師　 器 C　 2．2 平 底。休部 は外傾 して立 ち上が る。 ス， 浅黄橙 色

普通

30 ％

覆 土中

第46号住居跡（第46図）

位置　調査1区の北部，F13f7区。

重複関係　本跡は第45号住居跡を掘り込み，第47号住居跡に掘り込まれているので，第45号住居跡より新しく，

第47号住居跡より古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸［4．80］m，短軸3．91m

の長方形と考えられる。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は7～24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部がやや踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されているが，耕作による撹乱を受けているため掘り方だけを確認した。壁外への掘り

込みは41cm，火床部は床面を4cm掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。煙道は外傾して立ち上が

る。

竃土層解説
1　灰褐色　ローム粒子微畳，焼土小ブロック少量，粘土粒子少量　　　　3　褐　　色　ローム粒子多量
2　暗褐色　ローム粒子微呈，焼土粒子微量，粘土粒子微量　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

ピット10か所（Pl～PlO）。P7は長径45cm，短径40cmの楕円形，深さ40cm。P8は径32cmの円形，深さ44cm

で，いずれも主柱穴と考えられる。P4は長径49cm，短径45cmの楕円形，深さ20cmで，出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。Pl～P3，P5，P6，P9，PlOは長径18－34cm，短径18～30cmの円形及び楕円形，深さ

10－30cmで，性格は不明である。

覆土　8層からなり，自然堆積である。

土層解説

7　暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量，焼土粒子微量　　26　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，粘土粒子微量

9　極暗褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微呈

24　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，娩土粒子微量　　28　極暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量，焼土粒子微量

25　褐　　色　ローム小ブロック中鼠ローム粒子中呈，粘土粒子少董　　29　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子中量

遺物　土師器片325点，須恵器片3点，鉄棒2点が出土している。1の土師器埠と2の土師器小型聾が，覆土

下層から，3の土師器壷はピット6の南側覆土中層から，4の土師器短頸壷はピット8の東側覆土中層から

それぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，1，2が覆土下層から出土していることから，古墳時代後期と考えられる。
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第48図　第46号住居跡出土遺物実測図

第46号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L i　　　！

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　　考

第48凶坪A14．4底部丸底。休部は内攣して立ち上がロ縁部内・外面横ナデ。休部から底砂粒 P160

1 土　師　器B　4．7り，口綾部は直立する。 部にかけて外面へラ削り。内面ナデ。黒褐色 100％

内・外面に「十」字の線刻。黒色処理。普通 覆土下層

2

小型塑AlO．1底部丸底。休部は球形で，最大径は口練部内・外面横ナデ。体部内・外砂粒・長石P161

土　師　器BlO．6中位にある。口線部は外傾して立ち面ナデ。 にぷい褐色50％

上がる。 普通 覆土下層

3　＿

整A［15．0］休部から目線部にかけての破片。体口緑部内・外面ナデ。体部内・外面砂粒・石英・長石P162

土　師　器B（16．3）部は内攣して立ち上がり，U綾部はナデ。 赤褐色 10％

強く外反し，端部を折り返えされて

いる。

2次焼成 覆土中

4

小型壷B（4．7）休部から頸部にかけての破片。休部頸部内・外面ナデ。体部内・外面ナ砂粒・長石P163

須　恵　器 は内攣して立ち上がり，頸部は直立デ。 灰色 20％

する。 普通 穫土下層

第49号住居跡（第49図）

位置　調査1区の北部，F13g6区。

規模と平面形　長軸4．56m，短軸（4．42）mで，方形と考えられる。

主軸方向　N－14。－E

壁　壁高は23－29cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，耕作による撹乱を受けており，袖部はほとんど

残存していない。規模は煙道部から焚口部まで83cm，火床部は床面を10cm掘りくぼめており，火熟を受けて

赤変している。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径2cmの円形，深さ13cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2

は長径17cm，短径14cmの楕円形，深さ23cmで，主柱穴と考えられる。P3は径22cmの円形，深さ46cmである。

覆土　27層からなり，人為堆積である。
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A　20．2m

第49図　第49号住居跡実測図

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子中量

4　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子中量
5　暗褐色
6　黒褐色
7　暗褐色
8　黒褐色
9　暗褐色
10　暗褐色
11暗褐色

ローム小ブロック少量，ローム粒子中量

ローム粒子少量，焼土粒子少量
ローム粒子少量

ローム粒子少量，焼土小ブロック微量
ローム粒子中量，焼土ノj、ブロック微量

ローム小ブロック中呈，ローム粒子少量，焼土粒子少量

ローム粒子少量，炭化粒子少量
12　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

13　暗褐色　ローム小プロッタ少量，ローム粒子少量
14　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

幸二

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿⊥＿＿⊥1

15　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
16　黒褐色
17　黒褐色
18　黒褐色
19　暗褐色
20　暗褐色
21暗褐色
22　黒褐色
23　黒褐色
24　暗褐色
25　暗褐色
26．暗褐色
27　暗褐色

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック少量，ローム粒子少量
ローム小ブロック中量，焼土小ブロック少量

ローム小ブロック少量，ローム粒子少量
ローム粒子中量，娩土小ブロック少量

ローム粒子中量，焼土小ブロック少量
ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量
ローム小ブロック少量，ローム粒子中量
ローム粒子中量

ローム小ブロック少量，ローム粒子中量

遺物　土師器片1094点，須恵器片72点，陶器片4点，石製品1点，鉄製品1点が出土している。1の土師器坪，

3の平瓶及び2の須恵器聾は，いずれも覆土中から出土している。4の水晶切り子玉と5の銑鉄は床面から

出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期と考えられる。
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第50図　第49号住居跡出土遺物実測図

第49号住居跡出土遺物観察表

‾‾‾‾‾：享フ

了′

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値 （即 ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・ 焼 成 備　　　　　 考

第 5 0 図 I不 A ［1 3 ．6 ］ 底 部 か ら ロ 綾 部 に か け て の 破 片 。 底 日 経 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 か ら 底 砂 粒 P 1 6 7

1 土　 師　 器 B （4 ．4 ） 部 丸 底 。休 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 が り， 部 に か け て 外 面 へ ラ 削 り 。内 面 ナ デ 。 黒 色 4 0 ％

休 部 と ロ 綾 部 の 境 に 稜 が あ る 。 口 綾

部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が る 。

内 ・外 面 黒 色 処 理 。 普 通 覆 土 中

2

要 A 【3 3 ．0 ］ ロ 綾 部 破 片 。 ロ 綾 部 は 外 傾 し て 立 ち 口 綾 部 外 面 横 位 の 平 行 叩 き 。 内 面 ナ 砂 粒 ・長 石 ・雲 母 P 1 6 9

須　 恵　 器 B （5 ．1 ） 上 が る 。 デ 。 灰 色

普 通

5 ％

覆 土 中

3

平　 瓶 B （3 ．2 ） 休 部 破 片 。 休 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が 休 部 外 面 施 粕 。 内 面 ロ ク ロ ナ デ 。 砂 粒 ・長 石 P 1 6 8

須　 恵　 器 り ， 上 位 で 「く 」 の 字 状 に 折 れ て 内 灰 オ リ ー ブ 5 ％

傾 す る 。 普 通 覆 土 中

図 版 番 号 種　　 別
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長　 さ （cm ） 幅 （c m ） 厚　 さ （c m ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第 5 0 図 4 切　 子　 玉 2 ．8 1 ．9 3 ．0 0 ．2 ～ 0 ．4 1 2 ．0 水　　　 晶 覆 土 下 層 Q 9 　　　　　　　 1 0 0 ％

図 版 番 号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　 さ （o m ） 幅 （m ） 厚　 さ （c rn ） 重 呈 （g ）

第 5 0 図 5 鉄　　　 鎌 （8 ．8 ） 4 ．1 0 ．4 （4 6 ．0 ） M 9 　　　 床 面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5 0 ％

第55号住居跡（第9図）

位置　調査1区の北部，G13C6区。

重複関係　本跡は第54号住居跡を掘り込み，第56号住居跡に掘り込まれているので，第54号住居跡より新しく，

第56号住居跡より古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸［3．87］m，短軸［3．53］m

の方形と考えられる。

主軸方向　N－210－E

壁　壁高は14～18cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は，南西壁下から北西壁下にかけて確認され，上幅7－22cm，

下幅3～8cm，深さ3～5cmで，断面形はU字形である。
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床　全体的に平坦で踏み固められている。

竜　北東壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，第56号住居跡に掘り込まれているので，左袖

部だけ存在している。壁外への掘り込みは約40cm，左袖部最大幅20cmで，袖部の内壁は火熟を受けて赤変し

ている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径65cmの円形，深さ60cmである。P2は長径65cm，短径60cmの楕円形，深

さ52cmである。P3は径30cmの円形，深さ21cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　8層からなり，自然堆積である。

土層解説
15　黒褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19　黒褐色

16　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量，焼土粒子微量　　20　極暗褐色
17　極暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量　　　　　　　　　22　暗褐色

18　黒褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　暗褐色

遺物　土師器片295点，須恵器片4点が出土している。11の土師器要は，

ている。12の土師器小型聾と13の甑は，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，11が竃左袖脇の床面から出土していることから，

第51図　第55号住居跡出土遺物実測図

－58－

ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

ローム小ブロック微量，ローム粒子少量

ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
焼土小ブロック少量，焼土粒子少量，粘土粒子少量

竃左袖部脇に直立する状況で出土し

古墳時代後期と考えられる。

＼＼±〕一己君

0　　　　　　　　　　　　10cm
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第55号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第51図 窪 A　22．8 底部か ら口綾部にかけての破片。底 口線部内 ・外面横ナデ。休部外面上 砂粒 ・石英 ・長石 P 190

11 土　 師　 器 l B 35．7 部平底。休部は内攣して立ち上が り， 位ナデ。中位から下位にかけてへラ 雲母 80％

C ［8．5］ 口綾部は外反する。端部はややつま 磨き。休部内面へラナデ。底部削 り にぷい橙色 竃内

み上げられている。 後ナデ。 普通

12

小型婆 A ［11．1］ 底部から口綾部にかけての破片。底 日録部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 191

土　 師　 器 B　 9．0 部丸底。休部は内攣 して立ち上が り， ラ削 り。外面黒色処理。休部内面ナ 明赤褐色 75％

目線部は直立する。 デ。 普通 攫土中

13

甑 B （2．0） 底部から休部下位にかけての破片。 休部外面へラ削 り。休部内面ナデ。 砂粒 ・長石 P 19 2

土　 師　 器 C ［5．8］ 底部平底。中央に円孔を有する。体 明赤褐色 5 ％

部は外傾 して立ち上がる。 普通 覆土中

第60号住居跡（第52図）

位置　調査1区の北部，F13h9区。

規模と平面形　長軸5。32m，短軸3．38111の長方形である。

主軸方向　N－13e－E

壁　壁高は25～32cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は，南西コーナーから西壁下にかけて確認され，上幅12～

25cm，下幅4－9cm，深さ4cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部よりやや東寄りに砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，耕作による撹乱を受けている。

規模は煙道部から焚口部まで136cm，両袖最大幅117cm，壁外への掘り込みは40cmである。火床部は床面を2

cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。

竃土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック微鼠　ローム粒子少量　　　　　　　6　極暗褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子少鼠　粘土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中鼠　炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　7　暗赤褐色　ローム小ブロック少鼠ローム粒子少鼠焼土粒子少量

3　極暗褐色　焼土粒子微鼠　炭化物少鼠　粘土粒子微量　　　　　　8　暗赤褐色　焼土中ブロック多量，焼土粒子多量

4　灰褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子少量，粘土粒子少量　　9　褐灰色　焼土中ブロック少量，粘土粒子多量

5　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは径20cmの円形，深さ37cmである。P2は径24cmの円形，深さ19cmである。床

面を丁寧に精査したが，他にピットを確認することはできなかった。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，炭化粒子微量　　5　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少鼠焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量

遺物　土師器片742点，須恵器片7点，石製品2点，鉄棒1点が出土している。3の土師器婆と6の土師器甑

と8の石製円板は覆土中から，1の土師器杯は竃前方の覆土下層から，2の土師器小型婆と4の土師器婆と

7の石製円板は覆土下層から，5の土師器婆は床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から，古墳時代後期と考えられる。
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第53図　第60号住居跡出土遺物実測図

第60号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第53図 坪 A ［12．0］ 底部丸底。休部は内轡して立ち上が ロ緑部内 ・外面横ナデ。休部から底 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 222

1 土　 師　 器 B　 4．8 り，休部 と口綾部の境に強い稜があ 部にかけて外面へラ削 り。内面へラ 雲母．橙色 70％

る。 口緑部は内偵する。 磨 き。内面黒色処理。 普通 覆土下層

2

小型婆 A 13．6 休部 とロ綾部の一部欠乱 底部丸底。 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂凄立・石英 ・長石 P 2 23

土　 師　 器 B （11．0） 休部は内攣 して立ち上が り， 口縁部 ラ削 り。休部内面ナデ。 にぷい赤褐色 85％

は短 く外反する。 2 次焼成 覆土下層

3

小型塑 A 【11．2］ 底部か らロ綾部にかけての破片。底 ロ縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石 P 224

土　 師　 器 B ll．0 部平底。休部は内攣 して立ち上が り， ラ削 り。休部内面ナデ。 黒褐色 50％

C　 5．1 口縁部は短 く外反する。 普通 覆土中

4

要 A 15．7 休部中位か ら口綾部 にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石 P 225

土　 師　 器 B （11．0） 片。休部は内攣 して立ち上が り， 口 ラ削 り。休部内面ナデ。 にぷい黄橙色 30％

綾部は短 く外反する。 普通 覆土下層
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図版番号 器　　 種 計測値毎m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第53図 婆 B （15．0） 底部から休部にかけての破片。底部 休部外面へラ削 り。休部内面へラナ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 226

5 土　 師　 器 C ［10．9］ 平底。休部は内攣して立ち上がる。 デ。 にぷい橙色

普通

10％

床直

6

甑 A　23．5 無底式。休部が外傾 して立ち上が り， 口線部内 ・外面横’ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石 P 227

土　 師　 器 B　22．7

C　 8．6

日綾部は外反する。 ラ削 り。休部内面へラナデ。 にぷい橙色

普通

95％

覆土中層

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm）′ 厚　 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 義 （g ）

第53図 7 不明石製品 （6．4） （5．5） （0．5） 0．5 （29．0） 凝　 灰　 岩 覆土中層 Q 12　　　　　　　 20％

8 不明石製品 （6．9） （6．4） 紙 7） 0．4－0．7 （30．0） 泥　　　 岩 覆土中 Q 13　　　　　　　 20％

第餌号住居跡（第54図）

位置　調査1区の中央部，H13a9区。

規模と平面形　長軸3．64111，短軸3．54mの方形である。

主軸方向　N－1e－E

壁　壁高は47～81cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

竃　北壁中央部に砂粒まじりの褐色粘土で構築されている。規模は煙道部から焚日部まで106cm，両袖最大幅

84cm，壁外への掘り込みは30cmである。袖の内壁は火熟を受けて赤変している。火床部は火熟を受けて赤変

している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量，炭化粒子少量，粘土粒子少量

2　黒褐色　焼土中ブロック少量，炭化粒子少量

3　黄褐色　焼土中ブロック少鼠　焼土粒子少量，炭化粒子少量

4　黒褐色　焼土小ブロック少量，焼土粒子少鼠　炭化粒子少量

5　褐　　色　焼土粒子少量，粘土粒子多量

6　暗褐色　焼土粒子微量，炭化粒子微鼠　粘土粒子中量

7　暗褐色　焼土中ブロック少量，炭化粒子少量，粘土粒子中量

8　赤褐色　焼土粒子中鼠　粘土粒子少量

9　暗褐色　焼土中ブロック少鼠　粘土粒子少量

10　黄褐色　粘土粒子多量

覆土　7層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量，焼土中ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロック微鼠　ローム粒子少量

1　2　3　4　5　6　7　8　9　01　1　1　1　1　1　1　1　1　2

赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子多量

黒
暗
褐色　焼土中ブロック少鼠　炭化物少量，粘土粒子中量

褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少鼠　粘土粒子中量

黒褐色　焼土粒子微鼠　炭化粒子少鼠　粘土粒子中量

暗
黒
褐色　焼土中ブロック少量，炭化粒子少鼠　粘土粒子多量

褐色　焼土粒子微量，粘土粒子多量

黒褐色　焼土中ブロック少鼠　焼土粒子少量，粘土粒子多量

黒褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子少鼠　砂多量

暗褐色　焼土中ブロック微鼠　粘土粒子多量

色　ローム粒子微量，炭化粒子少量，粘土粒子少量

5　極暗褐色　粘土中ブロック中量

6　黒褐色　粘土中ブロック少量

7　黒　　色　粘土粒子微量

遺物　土師器片784点，須恵器片9点，土製品6点，石製品2点が出土している。1－4の土師器杯，5，7の土

師器小型壷及び8の土師器械と13の土師器甑は，竃左側の覆土下層から集中して出土している。6の土師器

椀は同じ位置の床面から，14の支脚と18，19の土玉は中央部床面から，9の土師器窪は竃前の覆土下層から，

10～12の土師器婆は中央部覆土下層から，15，16の土製勾玉は中央部と西壁付近の覆土中層から，17の土玉

は竃右側の覆土下層から，20の臼玉は覆土中層から，21の剥片は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，覆土下層に焼土が堆積している状況から，焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，床面や覆土

下層から出土した遺物から，古墳時代後期と考えられる。
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第55図　第64号住居跡出土遺物実測図（1）

第64号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿⊥＿＿＿」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第55図 隼 A12．4底部丸底。休部は内攣して立ち上が口綾部内・外面横ナデ。休部から底砂粒・石英・長石・P236

1 土　師　器B　4．2り，口綾部は直立する。 部にかけて外面へラ削り。内面ナデ。雲母，にぷい橙色100％

内面黒色処理。 普通 覆土下層

2

士不A13．0底部からロ縁部にかけての破片。底口縁部内・外面横ナデ。休部から底砂粒・雲母 P237

土　師　器B　4．4部丸底。休部は内攣して立ち上がり，部にかけて外面へラ削り。内面ナデ。黒褐色 90％

休部と口綾部の境に強い稜がある。

ロ綾部は直立する。

内・外面黒色処理。 普通 覆土下層

3

土不 A13．8ロ緑部一部欠損。休部丸底。休部は口緑部内・外面横ナデ。休部から底砂粒・長石・雲母P238

土　師　器B　4．4内攣して立ち上がり，ロ綾部は短く部にかけて外面へラ削り。内面ナデ。黒褐色 80％

直立する。 内・外面黒色処理。 普通 覆土下層

－64－



第56囲　賢64号住居・跡紳士遣物芙漁区（2）
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第57図　第64号住居跡出土遺物実測図（3）
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第55図 土不 A 13．6 底部から口綾部にかけての破片。底 口緑部内 ・外面横ナデ。休部から底 砂粒 ・雲母 P 239

4 土　 師　 器 B　 4．5 部丸底。休部は内攣して立ち上がり， 部にかけて外面へラ削り。内面ナデ。 男色 70％

休部とロ綾部の境に強い稜がある。

口綾部は直立する。

内・外面黒色処理。 普通 覆土下層

5

小型整 A lO．5 ロ綾部一部欠損。底部平底。休部は ロ繰部内・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・雲母 P 240

土　 師　 器 B　 9．4 内轡して立ち上がり．口綾部は直立 ラ削り。休部内面へラナデ。底部へ にぷい褐色 95％

C　 8．2 する。 ラ削り。 普通 覆土下層

6

椀 A ll．9 底部平底。休部は内攣して立ち上が ロ縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒・長石・スコリ P 241

土　 師　 器 B　 8．3 り，口綾部は外反する。 ラ削り。擦痕。休部内面へラナデ。 ア，にぷい黄橙色 100％

C　 7．3 底部へラ削り後ナデ。 普通 床直

7

小型要 A ll．8 底部平底。休部は内攣して立ち上が ロ線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英・長石 P 242

土　 師　 器 B　 7．7 り，口綾部は直立する。 ラ削り。休部内面へラナデ。底部へ にぷい褐色 100％

C　 7．4 ラ削り。 普通 覆土下層

8

小型要 A 12．0 底部平底。休部は内攣して立ち上が ロ縁部内・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒・石英・長石・ P 243

土　 師　 器 B　 6．0 り，口縁部は短く外反する。 ラ削り。休部内面へラナデ。底部削 雲母，にぷい黄橙 100％

C　 7．2 り後ナデ。 色，普通 覆土下層

9

要 A　22．0 底部平底。休部は内攣して立ち上が ロ緑部内 ・外面横ナデ。休部外面上 砂粒・石英・長石・ P 244

土　 師　 器 B　33．9 る。ロ綾部は外反し，端部は上方に 位ナデ。下位へラ磨き。休部内面ナ

デ。

雲母，黒褐色 90％

C　 7．8 短くつまみ上げられている。 普通 床直

第56図 婆 A　20．6 底部から口綾部にかけての破片。底 ロ縁部内・外面梼ナデ。休部外面へ 砂拉・石英・長石・ P 245

10 土　 師　 器 B　35．8 部平底。休部は内攣して立ち上がり， ラ磨き。休部内面ナデ。 雲母，にぷい橙色 60％

C　 9．0 最大径が中位にある。ロ縁部は外反

して立ち上がる。

普通 覆土下層
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第56図 婆 B （33．0） 底部か ら休部 にかけての破片。底部 休部中位から下位にかけて外面へ ラ 砂粒 ・石英 ・長石・ P 247

11 土　 師　 器 C ［9．9］ 平底。休部は内攣して立ち上が り， 磨き。休部内面へラナテや。 雲母，黒褐色 40％

口綾部は外反する。 普通 覆土下層

第57図 婆 A ［23．5］ 休部か ら口綾部にかけての破片。口 口線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・石英 ・長石 P 246

12 土　 師　 器 B （10．4） 綾部は外反 して立ち上がる。 面ナデ。 にぷい褐色

普通

30％

覆土中層

13

甑 A　24．1 無慮式。休部は外傾 して立ち上が り， 口線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石 P 248

土　 師　 器 B　21．0

C　 8．0

口綾部は外反する。 ラ削り。休部内面ナデ。 にぷい褐色

普通

90％

覆土下層

図版番 号 種　　 別

計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考

長　 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第57 図 14 支　　　 脚 （5 ．7） （5．3） （3 ．4） （68．0） 床面 D P 16　　　　　　　　　　 10 ％

15 勾　　　 玉 2 ．5 1．5 0．8 0 ．2 2．0 覆土 中層 D P 17　　　　　　　　　　 100 ％

16 切　 子　 玉 2．7 1．4 1．4 0 ．2 （5．0） 擾土 中層 D P 18　　　　　　　　　　　 90 ％

17 丸　　　 玉 1．1 1．1 1．0 0 ．2 （2。0） 覆土下 層 D P 19　　　　　　　　　　　 90 ％

18 丸　　　 玉 1．0 0．9 0．9 0．2 1．0 覆 土下 層 D P 20　　　　　　　　　　 100％

19 丸　　　 玉 1．0 1．0 0．8 0．3 1．0 覆 土下 層 D P 2 1　　　　　　　　　 100％

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第57図20 臼　　　 玉 1．3 1．3 （0．9） 0．3 （2．0） 泥 質 片 岩 覆土中層 Q 14

2 1 剥　　　 片 3．8 3．0 1．5 12．0 黒　 曜　 石 覆土中 Q 15　　　　　　 100％

第68号住居跡（第58e59図）

位置　調査1区の中央部，G13f5区。

重複関係　本跡は第66，69，82号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平薗形　重複と本跡の西側2分の1が調査区域外へ延びているので，規模や平面形は明確ではないが，

残存する壁や床から長軸（8。10）m，短軸（5。10）mで，方形と考えられる。

主軸方向　N－210－W

壁　壁高は14－23cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　北西壁に構築されているが，西側半分が調査区域外のため，東側半分だけを確認した。規模は煙道部から

焚口部まで［121］cm，壁外への掘り込みは［30］cmである。右袖部は砂粒まじりの褐色粘土で構築されて

いる。内壁は火熟を受けて赤変している。火床部は床面を10cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤変し

ている。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1黄褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少鼠焼土粒子少量　　6　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土ノトブロック少量，炭化物少量

2　赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子中量，炭化粒子少量　　　　7　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，粘土粒子少量

3　黄褐色　焼土粒子微量，粘土粒子多量　　　　　　　　　　　　8　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子少量

4　黄褐色　焼土ノトブロック微量，炭化粒子微鼠　粘土粒子多量　　9　暗赤褐色　ローム粒子少鼠焼土粒子少量，炭化粒子少量，粘土粒子少量

5　灰褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径71cm，短径56cmの楕円形，深さ58cm。P2ほ長径45cmの不整円私　短

径36cm。P3は長径80cm，短径70cmの楕円形，深さ66cmで，いずれも主柱穴と考えられる。
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第58図　第66・67・68・69号住居跡実測図
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覆土10層からなり，自然堆積である。

土層解説

6　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量

7　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

8　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子少量

11黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

12　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

13　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量

9　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子少量，粘土粒子微量　14　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

10　黒褐色　ローム中ブロック微量，ローム粒子微量　　　　　　　　　20　黒褐色　ローム粒子微量，娩土粒子少量

遺物　土師器片283点，須恵器片27点，土製品2点が出土している。8，10，14の土師器杯は北東コーナー付

近の床面から，9，11，12，13，15の土師器杯は同じ位置の覆土下層から，18の支脚は竃内から，16の土師

器　聾は覆土中から，19の土玉はピット1の東側覆土中層から，それぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から古墳時代後期と考えられる。

－．ノ

第60回　第68号住居跡出土遺物実測図
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第68号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第60図 杯 A 13．0 底部丸底。休部は内攣して立ち上が 口線部内 ・外面横ナデ。休部から底 砂粒 ・長石 P 256

8 土　 師　 器 B　 4．3 り，休部 と口綾部の境に稜がある。 部にかけて外面へラ削 り。内面ナデ。 里褐色 1nnウ∠

口綾部は直立す る。 内 ・外面黒色処理。 普通 床直

9

杯 A ［14．9］ 底部から日綾部にかけての破片。底 H 緑部内 ・外面横ナデ。休部から底 砂粒 ・石英 ・長石・ P 2 57

土　 師　 器 B　 4．4 部丸底。休部は内攣して立ち上がり， 部にかけて外面へラ削り。内面ナデ。 スコリア，明赤褐 55％

口緑部は短 く直立する。 内 ・外面黒色処理。 色，普通 覆土下層

10

土不 A ［13．7］ 底部か ら口綾部にかけての破片。底 口緑部内 ・外面横ナデ。休部か ら底 砂粒 ・石英 ・長石 P 258

土　 師　 器 B　 4．2 部丸底。休部は内攣して立ち上が り， 部にかけて外面へラ削り。内面ナデ。 にぷい黄褐色 45％

目線部は内傾する。 普通 床直

11

土不 A 13．2 底部から口綾部にかけての破片。底 口綾部内面横ナデ。休部か ら底部に 砂粒 ・石英 ・ノヾ ミ P 259

土　 師　 器 B （4．3） 部丸底。休部は内攣 して立ち上が り， かけて外面へラ削り。内面ナデ。内・ ス 50％

休部 と口綾部の境に強い稜がある。

口綾部はやや内傾す る。

外面黒色処理。 黒褐色

普通

覆土下層

12

杯 A ［12．4］ 休部から口綾部にかけての破片。体 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 P 514

土　 師　 器 B （3．8） 部は内攣 して立ち上がり，休部 と口 ラ削 り。休部内面ナデ。内 ・外面黒 黒褐色 20％

綾部の境に強い稜がある。 口綾部は

内偵す る。

色処理。 普通 覆土下層

13

隼 A 14．6 底部か ら口綾部にかけての破片。底 口線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石・ P 5 11

土　 師　 器 B　 4．0 部丸底。休部は内攣して立ち上が り， ラ削り後ナデ。休部内面ナデ。内面 雲母，にぷい黄橙 60％

口綾部は短 く直立する。 黒色処理。 色，普通 覆土下層

14

杯 A ［13．0］ 休部上位か ら口綾部 にかけての破 口線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 P 513

土　 師　 器 B （2．7） 片。休部は内攣して立ち上が り，日 ラ削 り。休部内面ナデ。内 ・外面黒 にぷい橙色 20％

綾部は内傾する。 色処理。 普通 床直

15

杯 B　は 6） 底部から口綾部にかけての破片。底 口線部内 ・外面横ナデ。休部から底 砂粒 ・スコリア P 512

土　 師　 器 部丸底。休部は内攣 して立 ち上がり， 部にかけて外面へラ削 り。内面ナデ。 にぷい褐色 20％

口綾部はやや 内傾する。 内 ・外面黒色処理。 普通 覆土下層

16

j不 A ［19．8］ 休部から目線部にかけての破片。体 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 2 61

土　 師　 器 B （5．5） 部は内攣して立ち上が り，休部と口 ラ削 り後ナデ。休部内面ナデ。 灰黄褐色 5 ％

綾部の境に強い稜がある。口綾部は

内傾する。

普通 覆土下層

17

窪 B （3．0） 底部から休部下位にかけての破片。 休部外面ナデ。内面へ ラナデ。内面 砂粒 ・長石 ・雲母 P 26 0

土　 師　 器 C　 5．9 底部平底。休部は外傾 して立ち上が

る。

へラ記号。

l

にぷい黄橙色

普通

10％

覆土中

図版番号 種　　 別

計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第60図18 支　　　 脚 16．2 10．0 8．1 （1150．0） 竃内 D P 22

19 土　　　 玉 1．8 1．8 1．6 0．6 4．0 覆土下層 D P 2 3　　　　　　　　　　 10 0％

第78号住居跡（第61図）

位置　調査1区の南部，H13d5区。

重複関係　本跡は第79号住居跡を掘り込み，第77A号住居跡に掘り込まれているので，第79号住居跡より新し

く，第77A号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸7。90m，短軸7。68mの長方形である。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は20－25cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は，南東西壁下から南西壁下，北西壁下にかけて確認され，

上幅22～37cm，下幅8－16cm，深さ5～9cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。PlからP4は，長径111～133cm，短径85～115cmの楕円私　深さ53～70cmで，い

－71－
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ずれも主柱穴である。P5は径6cmの円形，深さ42cmである。P6は長径5Oem，短径39cmの楕円形，深さ47eITl

で，どちらも出入り口施設に伴うものと考えられる。

覆土　27層からなり，自然堆積である。

土層解説

25　褐　　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子微量

26　暗褐色　ローム小ブロック少鼠　焼土粒子少鼠　炭化粒子少量

27　暗褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量

28　暗褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子少量

29　黒褐色　ローム粒子少鼠　粘土中ブロック少量

30　褐　　色　ローム粒子少鼠　粘土小ブロック中量

31暗褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子少鼠　炭化粒子少量

32　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

33　黒褐色　ローム粒子少鼠　粘土小ブロック少量

34　褐　　色　ローム小ブロック少鼠　粘土小ブロック多義

35　褐　　色　ローム粒子中量

36　暗褐色　ローム粒子中鼠　焼土中ブロック微鼠　炭化粒子少量

37　黒褐色　ローム粒子少量

38　黒褐色　ローム粒子少量

39　黒褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒子少量

40　暗褐色　ローム粒子少巌

41褐　　色　ローム粒子微量，粘土中ブロック中量

42　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

43　褐　　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子少量

舶　褐　　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子少量

45　暗褐色　ローム粒子中鼠　炭化粒子少量

46　明褐色　ローム粒子多量

47　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化物少量

48　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

49　暗褐色　ローム粒子少量，粘土粒子少量

50　褐　　色　ローム中ブロック少鼠　ローム粒子少量

51暗褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒子少量

遺物　土師器片928点，須恵器片14点，陶器片1点，石製品1点が出土している。1の土師器壷は覆土中から9

2の土師器高年はピット5の北側覆土下層から，3の須恵器短頸壷は南壁近くの覆土下層から，4の土師器

婆はピット3とピット4内から出土した破片が接合している。5の土師器婆と6，7の土師器小型婆はいず

れも中央部覆土下層から，8の土師器婆はピット6の西側覆土下層から，9の土師器甑はピット4の南側覆

土下層から警10の土玉は酋壁際覆土中層から∴Ⅲの臼玉はピット4内から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から古墳時代後期と考えられる。

第78号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色講・焼成 備　　　　　 考

第62図 有段目緑壷 A ［19．0］ 口線部破片。休部と口緑部の境に強 口綾部外面へラ磨き。赤彩。内面ナ 砂粒 ・長石 P 548

1 ！上　 師　 器 B （5．6） い稜がある。日録部は外反して立ち デ。 にぷい赤褐色 5 ％

上がる。 普通 覆土中

2

高　 年 B （3．5） 脚部破片。脚部は円柱形をしている。 隼部内面へラ磨き。脚部外面へラ削 砂粒 ・雲母 P 549

土　 師　 器 E ．（1．9） り。外面黒色処理。 にぷい黄橙色

普通

30％

覆土下層

3

短頸壷 B （12．4） 休部破片。休部は内攣して立ち上が 体部内・外面ロクロナチや。 砂粒 ・石英 ・長石 P 298

須　 恵　 器 る。 灰色

普通

20％

覆土下層

4

婆 A ［21．4］ 休部から口綾部にかけての破片。体 目線部内・外面横ナデ。休部中位か 砂粒・石英・長石・ P 295

土　 師　 器 B （25．7） 部は内攣して立ち上がり，口綾部は ら下位にかけて外面へラ磨き。休部 雲母，灰褐色 60％

外反する。 内面ナデ。 普通 ピット内

5

婆 A 18．1 体部中位から口綾部にかけての破 目線部内・外面横ナデ。体部内・外 砂粒・石英・長石・ P 296

土　 師　 器 B （22．4） 片。休部は内攣して立ち上がり，口 面ナデ。 雲母，にぷい黄橙 40％

綾部は外反する。 色，普通 覆土下層

6

小型窪 A ［14．0］ 底部から口綾部にかけての破片。底 目線部内・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒・スコリア P 297

土　 師　 器 B （9．1） 部丸底。休部は内攣して立ち上がり， ラ削り。休部内面ナデ。内・外面黒 にぷい黄橙色 50％

口綾部は外傾する。 色処理。 普通 覆土下層

7

小型婆 A ［13．8］ 休部上位から日綾部にかけての破 口綾部から休部にかけて内・外面ナ 砂粒・長石㌧′ヾ ミス P550

土　 師　 器 B （5．7） 片。休部と口綾部の境に稜がある。 デ。内・外面黒色処理。 黒褐色 5％

覆土下層ロ綾部は外傾して立ち上がる。 普通

8

婆 A ［15．4］ 口綾部破片。休部と目線部の境に稜 目線部内・外面横ナチや。 砂粒 ・石英・長石 P 551

土　 師　 器 B （4．1） がある。ロ綾部は外反して立ち上が にぷい黄橙色 5 ％

る。 普通 覆土下層

9

甑 B （8．7） 休部上位の破片。休部は外傾して立 休部外面へラ削り。内面ナデ。 砂粒 ・長石 ・スコ P 552

土　 師　 器 ち上がり，感状の把手を有する。 リア，にぷい橙色

普通

5 ％

覆土下層

－73　－
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図版番号 種　　 別
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 帽 （clれ） 厚　 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第62匡110 土　　　 玉 3．0 3．0 3．0 0．8 22．0 覆土中層 D P 27　　　　　　　　　　 100％

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第62図11 臼　　　 玉 1．2 1．2 （0．8） 0．3 （2．0） 緑 泥 片 岩 ビット4 内 Q 38

第79号住居跡（第61図）

位置　調査1区の南部，H13e5区。

重複関係　本跡は第78号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　重複と本跡の西側5分の1が調査区域外へ延びているため，規模や平面形は明確ではないが，

残存する壁や床から長軸6．76m，短軸［4．60］mの長方形と考えられる。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は25cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

ピット　2か所（Pl～P2）。Plは長径56cm，短径53cmの楕円形，深さ52clnである。P2は長径55cm，短径49

cmの楕円形，深さ44cmで，いずれも主柱穴と考えられる。

覆土　24層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量
3　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

4　灰褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量，炭化粒子少量

6　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子中量，炭化粒子少量

7　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子少量
8　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

9　褐　　色　ローム粒子中量

10　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，炭化粒子少量
11暗褐色　ローム粒子少量

12　暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量，炭化粒子少量

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

遺物　土師器片147点，須恵器片5点が出土している。12，

褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
黒 褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量

暗褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

暗褐色　ローム粒子少量

褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，炭化粒子少量

褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
褐　　色　ローム粒子多量

暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子中量

暗褐色　ローム粒子中量

褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

13の土師器坪は南壁近くの床面から，14，15の土師

器坪は，北壁近くの床面から，16の土師器婆は擾土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から古墳時代後期と考えられる。

第63図　第79号住居跡出土遺物実測図
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第79号住居跡出土遣物観察表

計測値（cmき 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎上・色調・焼成 備　　　　　考

目線部一部欠損。底部丸底。休部は 口線部内・外面横ナデ。休部から底 砂粒・長石・雲母

12 l ＋　 師　 器
．ふ　　　　　r4－l‾メ

l R　 1 日
U　　　　　ニTt l1

1 、在に1－ノ、／＋一一蘭品 ′、ニ；由1日　 lh ．㌫イノ、こち inn 0／
3U ／0

す る 。 磨 き。 内 e 外 面 黒色処理 。 普通 床 直

13

塚 Å 13．0 底 部 丸底 。休部 は 内攣 して立 ち上 が 日録部 内 ・外 面横 ナ デ。 休部 か ら底 砂粒 ・有 英 ・長石・ P 3 00

土　 師　 器 B　 4．4 り， 休 部 と口綾 部の境 に強 い稜 があ 部 にか けて外 面へ ラ削 り。 内面へ ラ 雲母， にぷ い橙色 90 ％

る。 ［］綾部 は直 立す る。 磨 き。 内面黒 色処理 。 普 通 床直

14

堵 A 「‖ 」 1 底 部 か ら口綾部 にか けての破 片。底 目線 部 内 ・外 面横 ナデ。休 部 か ら底 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 30 1

上　 師　 器 B　 4 ．9 部 丸 底 。休部 は 内攣 して立 ち上 が り， 部 にかけ て外 面へ ラ削 り。 内面 へ ラ 礫 ， にぷい黄橙 色 50％

休 部 と 目線部 の境 に稜 があ る。 日録

部 は外 反す る。

磨 き。 普 通 床直

15

埠 A 〔日 ．0 」 休 部 か ら 目線部 に かけ ての破片 。体 日録部 内 ・外面横 ナ デ。休部 外面 削 砂粒 ・右英 ・長石 ・ P 553

土　 師　 器 B （3。9 ） 部 とロ綾 部の 境に稜 が ある。 ［］綾部 り後ナ デ。 内面 ナデ。 雲母 ， にぷい赤褐 30 ％

は 直立す る。 色， 普通 床 直

16

小 型 婆 A ［16．4］ 休 部 上 位 か ら目線 部 にか け て の破 目線部 内 ・外 面横 ナデ。休 部外 商ナ 砂 粒 ・長石 ・雲母 P 5 54

土　 師　 器 B H 0．両 片。休 部 は内攣 して立 ち上 が り， ロ デ。 休部 内面 へ ラナデ。 にぷ い黄褐 色 10 ％

綾 部 が外傾 す る。 普 通 覆土 中

第86号住居跡（第鋸図）

位置　調査1区の南部9　H13e7区。

重複関係　本跡は第88号住居跡を掘り込んでいるので9　本跡が新しい。

規模と平面形　耕作による撹乱を受け規模や平面形は明確ではないが9　残存する壁や床から長軸（4。95）m9

短軸（4。90）mで，方形と考えられる。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は21～30cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は，酋璧下9　北壁下の一部で確認され，上幅17～20。m管下

幅4－6cm，深さ3cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で9　褐色粘土を10～25cmの厚さで貼っている。

竃　北西壁中央部に構築されている。天井は崩落している。規模は9　両袖最大幅nOcm，壁外への掘り込みは

13cmである。袖部は褐色粘土で構築され，内壁は火熟を受けて赤変している。火床部は床面を5cm程掘りく

ぼめており，火熟を受けて赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1黄褐色　焼土中ブロック少鼠焼土粒子少鼠粘土粒子多量　　4　黄褐色　ローム粒子中島焼土中ブロック少亀炭化粒子少量

2　黄橙色　焼土中ブロック少鼠焼土粒子少亀粘土粒子多量　　5　褐　色　ロームノJ、ブロック少亀　ローム粒子中量，焼土粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中鼠　粘土粒子少量

だット　4カも所（Pl～P4）。Plは長径mcm　短径64cmの楕円私　深さ57cmである。P2は長径7鮎m　短径69

cmの楕円私　深さ59cmである。P3は径67cmの円私　深さ購cmである。P4は径56cmの円乳　深さ49cmで，い

ずれも主柱穴である。

覆土　6層からな畑　自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子微鼠　焼土粒子微量，炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子微鼠　焼士粒子微量

床断面土層解説

7　褐　　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック微量，粘土中ブロック少量

8　黄橙色　ローム粒子少鼠　粘土粒子多義

4　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量

5　黒　　色　ローム粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微量，粘土粒子微量

9　暗褐色　ローム粒子多量，粘土粒子少量

10　黄橙色　粘土粒子多量

遺物　土師器片1083息　須恵器片30息　陶器片6息　土製品1息　煙管1点が出土している。1の土師器埠は

ピット3東側の覆土下層から9　3の土師器棒は北西コーナー付近の覆土下層から9　7の土師器婆はラ　ビット
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第64図　第86号住居跡実測図



3内から，2，4，5の土師器坪と6の須恵器長頸壷と8の須恵器聾と9の丸玉と10の煙管と11の種子の炭化

物は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，1，3，7が覆土下層から出土していることから，古墳時代後期と考えられる。

ミ三、

（D9S＝互5

◎仁二二二⇒◎
l　　　　　　10S＝七

第65図　第86号住居跡出土遺物実測図

第86号住居跡出土遺物観察表

10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第65図 士不 A［15．0］底部から口綾部にかけての破片。底口緑部内・外面横ナデ。休部から底砂粒・石英・長石・P314

1 土　師　器B（4．8）部丸底。休部は内攣して立ち上がり，部にかけて外面へラ削り。内面ナデ。雲母，黒褐色 30％

口織部は短く直立する。 内・外面黒色処理。 普通 覆土下層

2

坪 A［14．0］底部からロ綾部にかけての破片。底口繰部内・外面横ナデ。休部から底砂粒・長石 P568

土　師　器B　4．3部丸底。休部は内攣して立ち上がり，部にかけて外面へラ削り。内面ナデ。にぷい褐色 40％

口綾部は直立する。 普通 覆土中

3

1不 A［13．0］底部からロ綾部にかけての破片。底口簸部内・外面横ナデ。休部から底砂粒・長石・雲母P315

土　師　器B（4．6）部丸底。休部は内攣して立ち上がり，部にかけて外面へラ削り。内面ナデ。にぷい赤褐色 20％

休部と口綾部の境に稜がある。口綾

部は直立する。

内面黒色処理。 普通 覆土下層

4

士不 A［13．2］休部から口綾部にかけての破片。体ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・長石 P569

土　師　器B（3．7）部は内攣して立ち上がり，休部とロラ削り。内面へラ磨き。内・外面果黒褐色 10％

綾部の境に強い稜がある。目線部は

直立する。

色処理。 普通 覆土中

5

堵 A［13．0］休部から口綾部にかけての破片。体ロ縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・長石 P570

土　師　器B（3．5）部は内攣して立ち上がり，休部とロラ削り。内面へラ磨き。内面黒色処灰褐色 10％

綾部の境に強い稜がある。口綾部は

直立する。

理。 普通 覆土中

6

長頸東A［9．2］頸部から口綾部にかけての破片。頸口緑部から頸部にかけて内・外面ロ砂栗立・長石・パミスP316

須　恵　器B（6．8）部は外傾して立ち上がり，ロ綾部にタロナデ。 灰色 10％

至る。 普通 覆土中

－78－



図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第6 5図 婆 A ［12．2］ 休 部 上 位 か ら 口綾 部 に かけ ての 破 休 部 は内攣 して立 ち上が り， 口綾部 砂 粒 ・長石 P 5 71

7 土　 師　 器 B （4．2） 片。 は外反 す る。 にぷ い褐 色

普 通

10％

ビッ ト3 内

8

慈 A ［14 ．4］ ロ綾部破 片。 D 綾部 は外反 して立 ち 口緑 部 内 ・外 面 ロタロナ デ。 砂 粒 ・長 石 P 317

須　 恵　 器 B （4 ．3） 上 が る。 葺 灰色

普 通

5 ％

覆 土 中

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第65図 9 丸　　　 玉 0．9 0．9 0．9 0．3 1．0 擾土中 D P 29　　　　　　　　　　 100％

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 垂 宣 （g ）

第65図10 煙　　　 管 （5．7） 1．3 0．6～1．2 （6．0） M 26　覆土中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 40％

第88号住居跡（第66図）

Sl86 ／一一－、＼イブ〆‘、
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第66図　第山号住居跡実測図

旦18．8m

高杯

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

位置　調査1区の南部，H13f7区。

重複関係　本跡は第86号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　重複と耕作による撹乱を受け，規模や平面形は明確ではないが，残存する床から長軸（2．61）

m，短軸（2．60）mで，方形または長方形と考えられる。

床　全体的に平坦で，やや踏み固められている。

竃　崩落がひどく規模や平面形は明確ではないが，覆土中から土師器聾と支脚が出土していることから竃と考

えられる。

竃土層解説
1　暗褐色　焼土小ブロック微量，炭化粒子微量，砂多量　　　　　　　　　7　暗褐色　焼土粒子微量，炭化物少量，砂多量

2　暗褐色　焼土大ブロック少量，焼土小ブロック微量，炭化粒子少量，砂多量　　8　暗褐色　焼土小ブロック少量，炭化粒子少量，砂多量

3　時赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量，砂多呈　　　　　　　　　　　　9　灰黄褐色　焼土粒子微畳，砂多量

4　黄褐色　焼土小ブロック少量，焼土粒子中量，炭化粒子微量，砂多量　10　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，砂中量
5　黄褐色　砂多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11暗褐色　ローム粒子少畳，炭化粒子微量，砂中量

6　暗褐色　焼土小ブロック微量，炭化粒子少量，砂多量

遺物　土師器片246点，須恵器片1点，土製品1点が出土している。2の土師器高塚の脚部は支脚に転用され，

その上部に5の土師器婆が直立する状況で竃内から出土している。4の土師器聾は竃内から，6～8，9，10

の土師器藍，11，12の土師器甑，1の土師器杯及び13の丸玉は床面から，3の土師器要は覆土中からそれぞ

れ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期と考えられる。
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第67図　第88号住居跡出土遺物実測図（1）
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第68図　第88号住居跡出藍遺物実測図（2）

第88号住居跡出土遣物観察表

器　形　の　特　徴計測値（cm）

第 67 図 杯 A ［1 4．2］ 休 部 か ら 口綾 部 に か け て の 破 片 。 体 目線 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 へ 砂 粒 ・長 石 ・ス コ P 5 7 3

1 土　 師　 器 B （3．8） 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 が り， 休 部 と 口 ラ 削 り。 体 部 内 ナ デ 。 内 ・外 面 黒 色 リア ， 灰 褐 色 10％

綾 部 の 境 に 強 い 稜 が あ る 。 目 線 部 は

外 傾 す る 。

処 理 。 普 通

2

高　 年 D 1 2 ．2 隼 部 欠 損 。 裾 部 は緩 や か に 開 く。 脚 脚 部 外 面 へ ラ 削 り後 ナ デ 。 裾 部 内 ・ 砂 粒 ・長 石 P 3 1 8

土　 師　 器 E （1 2 ．4 ） 部 は 円 柱 形 で あ る。 外 面 ナ デ 。 外 面 赤 彩 。 赤 褐 色

普 通

5 0％

竃 内 （支 脚 転 用 ）

3

婆 A ［軋 0］ 底 部 か ら 口 綾 部 に か け て の 破 片 。 底 目線 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 上 位 外 砂 粒 ・石 英 ・長 石 P 3 2 0

土　 師　 器 B 1 5．8 部 丸 底 。 休 部 は 球 形 で ， 貴 大 径 が 中 面 ナ デ 。 下 位 へ ラ 削 り。 休 部 内 面 ナ に ぷ い 橙 色 80 ％

位 に あ る。 口綾 部 は 外 反 して 立 ち 上

が る。

デ 。 普 通 覆 土 中

4

婆 A ［12 ．6］ 底 部 か ら 日 綾 部 に か け て の 破 片 。 底 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 中 位 か 砂 粒 ・長 石 ・雲 母 P 3 2 1

土　 師　 器 B 19 ．0 部 平 底 。休 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 が り， ら 下 位 に か け て 外 面 へ ラ 削 り。 休 部 に ぷ い 橙 色 50％

C　 6 ．3 口 綾 部 は 外 反 す る。 内 面 ナ デ 。 底 部 へ ラ 削 り。 普 通 竃 内

5

婆 A 1 8 ．0 底 部 平 底 。 休 部 は 内 攣 し て 立 ち上 が 口 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 下 位 外 砂 粒 ・石 英 ・長 石 ・ P 3 1 9

土　 師　 器 B　 3軋 3 り， 最 大 径 が 中位 に あ る。 口 綾 部 は 面 へ ラ削 り。 内 面 ナ デ 。 雲 母 ， 黒 褐 色 10 0 ％

C　 9．3 外 反 す る 。 普 通 竃 内

6

婆 A ［1 4．6 ］ 底 部 か ら 口線 部 に か け て の 破 片 。 底 口線 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 頸 部 か ら体 砂 粒 ・長 石 P 3 2 2

土　 師　 器 B　 2 0．6 部 平 底 。休 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 が り， 部 上 位 擦 痕 。 休 部 外 面 へ ラ 削 り。 内 に ぷ い黄 橙 色 40％

C　 9．0 目線 部 は 外 傾 す る 。 面 ナ デ 。 普 通 床 直

7

婆 A ［1 5．0 ］ 休 部 か ら 日 綾 部 に か け て の 破 片 。 体 口線 部 内 ・外 面 横 ナ チや。 休 部 外 面 へ 砂 粒 ・石 英 ・長 石 ・ P 3 2 4

土　 師　 器 B （1 3．5） 部 は 内 攣 して 立 ち上 が り， 口 綾 部 は ラ削 り。 休 部 内 面 ナ デ 。 雲 母 ， に ぷ い 赤 褐 30％

外 反 す る。 色 ， 普 通 床 直

8

窪 A 1 9．3 休 部 中 位 か ら 口綾 部 に か け て の 破 口 線 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 へ 砂 粒 ・長 石 P 3 2 3

土　 師　 器 B （1 2．5） 片 。 休 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 が り， 日 ラ 削 り。 内 面 ナ デ 。 に ぷ い 橙 色 35％

綾 部 は 外 反 す る 。 普 通 床 直

9

小 型 婆 A 1 1．8 休 部 か ら 日 綾 部 に か け て の 破 片 。 体 口 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ？外 砂 粒 ・長 石 ・ス コ リ P 5 7 6

土　 師　 器 B （5．8） 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が り， 口綾 部 は

短 く外 反 す る 。

面 ナ デ 。 ア ， に ぷ い 赤 褐 色

2 次 焼 成

3 0％

第 6 8 図 窺 A ［17 ．3］ 休 部 か ら ロ 綾 部 に か け て の破 片 。 体 目 線 部 内 0 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 へ 砂 粒 ・石 英 e ス コ P 5 7 4

1 0 土　 師　 器 B （1 3 ．9） 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 が り， 口綾 部 が

外 傾 す る 。

ラ 削 り。 休 部 内 面 ナ デ 。 リ ア， に ぷ い 橙 色

普 通

20 ％
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図版 番号 器　　 種 計測値（珊） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第68 図 甑 A ［16．8］ 休 部 上 位 か ら 口繰 部 に か け て の破 口線 部内 ・外 面横ナ デ。休 部外 面へ 砂 粒 ・雲 母 ・ス コ P 575

1 1 土　 師　 器 B （9．0） 片。休 部は外傾 して立 ち上が り， ロ

綾 部 に至 る。

ラ削 り。休 部 内面ナ デ。 リア， にぷい橙 色

普通

2 0％

12

甑 A 22．9 無 底式。休 部 は外傾 して 立ち上 が り， 口綾部 内 ・外面横 ナデ。 休部 外面へ 砂粒 ・長石 ・ス コ リ P 3 25

土　 師　 器 B 18．3

C　 9．4

口綾 部 は短 く外 反す る。 ラ削 り。休部 内面 ナデ。 7 ， にぷ い黄橙色

普通

80 ％

床直

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 畳 （g ）

第68図13 丸　　　 玉 0．7 0．7 0．5 0．2 1．0 覆土下層 D P 3 0　　　　　　　　　　 100％

第90号住居跡（第69図）

位置　調査1区の南部，H13b9区。

規模と平面形　耕作による撹乱を受け規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸［2．84］m，

短軸［2．80］mの方形と考えられる。

主軸方向　N－100－W

壁　残存する壁高は20～25cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されているが，撹乱を受けほとんど残存していない。

竃土層解説

1暗褐色　ローム粒子少鼠焼土粒子少量，炭化粒子少量，砂少量　　3　窯褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量　　　　　　　　　　　4　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

覆土　6層からなり，自然堆積である。

旦17．6m

J

J

、て＝ニ‾二二1－－て＝＝＝＝：：＝フ

可

第69図　第90号住居跡実測図

掴
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土層解説

1極暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量，粘土粒子微量　　　　　　　4　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　5　黒　　色　ローム粒子微量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック微量　　　　　　　　　　　6　黒　　色　焼土粒子微量，粘土粒子微量

遺物　土師器片301点，須恵器片17点，土製品1点，鉄棒1点が出土している。2の土師器聾は中央部覆土下

層から，1の土師器杯，3，4の土師器嚢及び5の支脚は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，2が覆土下層から出土していることから，古墳時代後期と考えられる。

「‾一　三

第70図　第90号住居跡出土遺物実測図

第90号住居跡出土遣物観察表

臣

・一・二　二
0　　　　　　　　　　　　　10cm

「　一一一一一十－一・一」

図版番号器　　種計測値（皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第70図 土不 A［13．2コ底部からロ綾部にかけての破片。底ロ縁部内・外面横ナデ。休部から底砂粒・長石 P328

1 土　師　器B　3．8 部丸底。休部は内轡して立ち上がり，部にかけて外面へラ削り。内面ナチこ黒褐色 50％

口綾部は短く直立する。 内・外面黒色処理。 普通 覆土中

2

小型墾 A［14．4］休部からロ緑執こかけての破片。体口繰部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・石英・長石P329

土　師　器B（9．3）部は内攣して立ち上がり，ロ綾部はラ削り。休部内面ナデ。 にぷい赤褐色 20％

外反する。 普通 覆土下層

3

璽 A［21．2］ロ線部破片。ロ綾部は外反して立ち口縁部内・外面横ナデ。 砂粒・長石 P579

土　師　器B（5．7）上がる。 にぷい橙色

普通

5％

覆土中

4

聾 A［20．0］ロ綾部破片。口綾部は外傾して立ちロ緑部内・外面横ナデ。 砂粒・石英・長石P580

土　師　器B（3．5）上がる。 橙色

普通

5％

覆土中

図版番号種　　別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　　土　　地　　点 備　　　　　　　　　 考

長　さ（cm）幅（cm）厚　さ（cm）重量（g）

第70図5 支　　　脚 （7．6） （5．0） 3．4 （131．0）覆土中 DP31　　　　　　　　　　 30％

第123号住居跡（第71図）

位置　調査4区東部，Illco区。

規模と平面形　ほとんどの壁が残存しておらず規模も平面形も不明であるが，柱穴や床面から，長軸［3．75］

m，短軸［3．66］mの方形と推定される。

主軸方向　竃や主柱穴の位置から，N－910－Eと推定される。

壁　西壁の一部がわずかに残存し，壁高は10cmで緩斜して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部西寄りがよく踏み固められてる。
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竃　東壁推定ラインの南東コーナー部近くに，長径50cm，短径40cmの楕円形に焼土と粘土が確認されており，

ここに竃が存在したと思われるが，天井部，袖部，煙道とも残存していない。

寵土層解説

1　赤褐色　焼土粒子多量 2・暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　8か所。Pl～P4は長径45～55cm，短径30～45cmの楕円形で，深さは26～38cmである。位置から主柱

穴と考えられる。P5－P8は長径35～65cm，短径30～60cmの楕円形で，深さは13－35cmである。性格は不明

である。

覆土　単一層からなるが，覆土が薄く，人為堆積か自然堆積かは不明である。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量

遺物　土師器片11点が出土している。1の土師器の坪が覆土中から，2の土師器の杯が中央部の床面直上から

出土している。
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所見　本跡は出土遺物が少なく，遺構の残存状況も良好ではないが，出土遺物の時期が限られていることから，

時期は古墳時代後期と思われる。

第72図　第123号住居跡出土遺物実測図

第123号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

図版番号器　　種計測値（αm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　　考

第72図土不All．9丸底気味の平底で，休部は内野してロ緑部内・外面横ナデ。休部，底部砂粒 P430

1 土　師　器B　4．9立ち上がる。ロ綾部は稜を持ち，わ外面へラ削り。休部内面横ナデ。内黒褐色 70％

ずかに内傾する。 ・外面黒色処理。 普通 覆土中

2

土不A［12．0］丸底で底部は内増して立ち上がり，ロ線部内・外面横ナデ。休部内面横砂粒・雲母P431

土　師　器B　4．6口緑部は稜を持ち，わずかに外反すナデ。休部，底部外面へラ削り。にぷい橙色80％

る。 普通 床直

第124号住居跡（第73図）

位置　調査4区中央部，Illbl区。

重複関係　第125号住居跡の下にあり，本跡が古い。

規模と平面形　長軸6．57m，短軸6．33mの方形である。

主軸方向　N－270　－W

壁　壁高は10～32cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　幅17～35cm，深さ4～7cmで，断面形はU字形である。北西壁下の一部を除き，各壁下に確認されてい

る。

床　全体的に，平坦で，よく踏み固められている。

竃　北西壁を壁外へ17cmほど掘り込み，付設されている。規模は，長さ123cm，幅118cmである。天井部は崩落

し，残存していない。両袖部は砂混じりの灰色粘土で構築されているが，撹乱を受け，一部が残存してい

るに過ぎない。火床部はほぼ平坦で，火熟を受けて赤変している。

寵土層解説
1　黒褐色　粘土粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　粘土粒子・焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子・焼土粒子微量
4　黒褐色
5　黒褐色

6　極暗褐色
7　暗褐色

8　暗褐色
9　暗赤褐色

粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック微量

粘土粒子少量，ローム中ブロック・焼土小ブロック微量
ローム粒子少量
粘土粒子中量，ローム粒子少量

粘土粒子多量，焼土粒子少量
焼土粒子多量，粘土粒子少量

10　灰褐色　粘土粒子・焼土粒子少量

11黒褐色　焼土小ブロック・焼土中ブロック少量，半占土粒子微量
12　灰褐色　粘土粒子多量，焼土粒子・焼土大ブロック微量

13　時赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子微量

14　極暗褐色　ローム中プロッタ・焼土粒子微量
15　灰褐色　焼土小ブロック・粘土粒子少量
16　灰褐色　焼土小ブロック中呈，粘土粒子少量

17　赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・粘土粒子少量
18　黒褐色　ローム粒子微量
19　黒褐色　ローム凄立子・焼土粒子微量

20　極暗褐色　煉土粒子少量
21黒褐色　焼土粒子微量
22　黒褐色　ローム粒子微量

23　灰褐色　粘土粒子少量，焼土粒子微量

ピット10か所。Pl～P4は長径80－90cm，短径66－88cmの楕円形で，深さは62～72cmである。位置から主柱

穴と考えられる。P5は長径70cm，短径50cmの楕円形で，深さは25cmある。位置から，出入り口ピットと考

えられる。P6は径42cmの円形で，深さは64cmである。性格は不明である。P7は長径70cm，短径50cmの楕円

形で，深さは36cmである。位置から，P5の移し替えの可能性も考えられる。P8～PlOは長径40～48cm，短径
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第73図　第124号住居跡実測図
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32～45mの楕円形で，深さは26－51cmである．位置から，補助柱穴と思われる。

貯蔵穴　北コーナー部に付設されており，長径130cm，短径95cmの楕円形で，深さは40cmである。底面は皿状

で，壁は外傾して立ち上がる。覆土は5層からなり，人為堆積である。1層はローム小ブロックを少亀　焼

土中ブロックを微量含む黒褐色土，2層はローム小ブロックとローム中ブロックを少量含む黒褐色土であ

る。3層はローム中ブロックを少量含む黒褐色土9　4層はローム粒子eローム小ブロック。ローム中ブロッ

クを多量に含む褐色土，ローム小ブロックもローム中ブロックを中量，廃土小ブロックも焼土中ブロックを

微量に含む暗褐色土である。

覆土　25層からなり，撹乱を受けているが自然堆積である。

土層解説
1　極暗褐色　ローム小ブロック少鼠　焼土粒子微量

2　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微室

3　黒　　色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

6　褐　　色　ローム中ブロックeローム大ブロック多量

7　黒褐色

8　極暗褐色

9　黒褐色

10　黒褐色

11極暗褐色

12　極暗褐色

13　極暗褐色

ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロック微量

ローム粒子・ローム小ブロック微量

ローム小ブロック少量

ローム粒子・ロームノトブロック微量

ローム小ブロック。焼土中ブロック微量

ローム小ブロック少鼠　焼土粒子・粘土粒子微量

ローム／トブロック中量

14　極暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量

15　極暗褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロック微量

16　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子微量

17　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子微量

18　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

19　極暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック0焼土中ブロック少量

20　灰褐色　焼土中ブロックe焼土中ブロック中量，粘土粒子少量
21暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

22　褐　　色　ローム大ブロック多量

23　灰褐色　粘土粒子中鼠　焼土中ブロック少量，炭化物微量

24　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロックゆ焼土中ブロック微量

25　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

遺物　出土遺物は，土師器片750点，須恵器片の点　陶器片2息　鉄製品2息　鉄棒3点である。8の鉄製の

鎌と6の土師器の婆が覆土中から，4の土師器の窪が竃右袖部すぐ東の床面直上から，2の土師器の埠と

3，5の土師器の婆が竃内から，7の須恵器の小型壷が竃左袖部のすぐ西の床面直上から，1の土師器の杯

がその西側の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や竃内とその周辺から出土した遣物から，古墳時代後期と考えられる。

第124号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第74図 杯 A 13．5 丸底。休部は内攣 して立ち上がり， 日経部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 P 432

1 土　 師　 器 B　 5．0 口綾部は稜を持ち，わずかに内傾す ラ削り。 にぷい橙色 60％

る。 普通 覆土中

2

土不 A ［15．2］ 底部欠損。丸底で休部は内攣 して立 口縁部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・スコリア P 433

土　 師　 器 B （4．1） ち上が り，口綾部で内傾する。 にぷい赤褐色

普通

10％

竃内

3

窪 A ［24。7］ 平底で休部は内攣 して立ち上がり， 口綾部，頸部内 ・外面横ナデ。休部 砂粒 ・石英 ・長石・ P 434

土　 師　 器 B　32．4 中位に最大径を持つ。頸部は「く」の 下半，底部へラ磨 き。 雲母，にぷい黄橙 60％

C　 9．6 字状に外反し，端部は摘み上がる。 色，良好 竃内

4

婆 A 14。4 平底で休部は内攣して立ち上が り， 日綾部，頸部内 ・外面横ナデ。休部 砂粒 ・長石 P 435

土　 師　 器 B 18．2 中位に最大径を持つ。頸部は緩やか 外面へ ラ削 り。 橙色 90％

C　 7．0 に外反する。 普通 床直

5

婆 A ［17．4］ 平底で休部は内攣して立ち上が り， 口綾部，頸部 内 ・外面横ナデ。休部 砂粒・雲母 ・スコリ P 436

土　 師　 器 B 15．7

C　 6．2

頸部はゆるく外反する。 外面へ ラ削 り。休部内面へラナデ。 ア・長石・石英，に

ぷい橙色，普通

40％

竃内

6

婆 A 16．2 底部，体部下半欠損。休部は内攣 し 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 437

土　 師　 器 B （14．5） て立ち上が り，中位に貴大径 を持つ ラ削 り。頸部に輪積み痕。 雲母 40％

頸部は外反 し，日綾部で外に大きく

開 く。

にぷい赤褐色

普通

覆土中

7

′ト里壷 A lO。8 丸底で休部は内攣して立ち上が り， 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 P 438

須　 恵　 器 B　 6．8 口綾部は直立した後，わずかに外反 口綾部，体部内 ・外面に自然粕がか 灰色 95％

する。 かる。 普通 床直
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第74図　第124号住居跡出土遺物実測図

図版番 号 種　　 別

計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

長　 さ （om ） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 74図 8 鉄　　　 鎌 （13．0） 5．1 0．4 40．0 M 3 8　　　 覆 土 中層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7 0％

9 不 明鉄 製品 （13．1） 0．7 0．6 20．0 M 39　　　 覆 土中
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第130号住居跡（第76図）

位置　調査4区中央部，IlObo区。

重複関係　本跡は，第129号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　本跡は北側が調査区外であり，西側が第130号住居跡に掘り込まれ，規模も平面形も不明で

あるが，長軸［3．93］m，短軸（3．50）mと推定される。

主軸方向　N－230－W

壁　壁高は18cm前後で，ほぼ垂直に立ち上がる。南壁の一部と東壁が残存するが，他は第129号住居跡の掘り

込みや調査区外のため，残存していない。

床　全体的に，平坦で，よく踏み固められている。

ピット　2か所。Plは長径40cm，短径25cmの楕円形で，深さは37cmである。位置から主柱穴と考えられる。P2

は径75cmの円形で，深さは97cmある。性格は不明である。

覆土　単一層で，自然堆積である。

土層解説

6　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片63点，須恵器片5点が出土している。5の土師器の杯が南

東部の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期と考えられる。

第130号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　5cm

仁一：　－」

第75図　第130号住居跡出土

遺物実測図

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第75図 坪 A ［13．0］ 丸底。休部は内管 して立ち上がる。 口緑部内 ・外面横ナデ。休部，底部 砂粒 ・長石 P 454

5 土　 師　 器 B　 4．6 U 綾部は稜を持ち，外反気味に立ち 外面へラ削り。内 ・外面黒色処理。 暗赤灰色 5 0％

上がる。 普通 護土中

第3号住居跡（第77・78図）

位置　調査2区の東部，L14a9区。

規模と平面形　一辺が6．20mの方形である。

主軸方向　N－140－W

壁　壁高は18－31cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は東壁下から南壁下，西壁下にかけて存在し，上幅16～35

cm，下幅5～18cm，深さ4～19cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦で，出入り口から竃にかけての中心部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚口部

まで112cm，両袖最大幅107cmである。袖の内壁は火熟を受けて赤変している。火床面は床面を10cmほど掘り

くぼめており，火熱を受けて赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　橙　　色　焼土粒子少量

2　赤褐色　焼土小ブロック少量，焼土粒子少量，粘土粒子少量

3　赤褐色　焼土粒子少量，灰粒子少量

4　赤褐色　焼土小ブロック少量，焼土粒子微量

5　灰赤色　焼土粒子少量，灰粒子少量

6　暗赤褐色　煉土粒子少量

7　赤褐色　焼土中ブロック多量，焼土粒子多量

8　暗黒色　焼土中ブロック多量，焼土粒子多量

9　極暗褐色　焼土中ブロック多量，焼土粒子多量

10　赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子少量

11暗褐色　焼土中ブロック中呈，娩土粒子中量

12　赤褐色　焼土大ブロック中量，焼土粒子中量
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第76図　第118・127・128・129・130号住居跡実測図
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第78図　第3号住居跡竃実測図

寵土層解説
13　時赤灰色

14　赤黒　色
15　時赤褐色

16　赤黒　色

17　赤黒　色

18　暗赤灰色

1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

焼土中ブロック中量，焼土粒子中立

焼土小ブロック多量，焼土粒子多量，炭化物少量
焼土小ブロック少量，焼土粒子多量

焼土小ブロック多呈，煉土粒子多量，炭化粒子中量

焼土小ブロック少量，焼土粒子中壷

焼土小ブロック少量，焼土粒子微壷

19　灰褐色　焼土ノトブロック少量，焼土粒子少量

20　赤褐　色　焼土小ブロック少量，焼土粒子少量，粘土中ブロック少量
21　明赤褐色　焼土小ブロック少量，焼土粒子少量

22　赤褐　色　焼土小ブロック少墓，焼土粒子少量

23　褐　　色　焼土ノトブロック少呈，焼土粒子微量
24　褐　　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック少量，焼土粒子微量

ピット　8か所（Pl～P8）。PlからP4は長径45～65cm，短径40～44cmの円形及び楕円形，深さ52－70cmで主

柱穴である。P5は径37cmの円形，深さ32cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6，P7は，径15

－24cmの円形及び楕円形，深さ36cmほどで，補助柱穴と考えられる。P8は北西コーナー付近に掘り込まれ

ており，長径155cm，短径116cmの不整楕円形で，底面は平坦である。覆土中にロームブロック，焼土プロッ

ク，炭化粒子を含み，性格は不明である。

覆土　25層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少豆

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，炭化粒子少量

5　黒褐色　ローム小フナロック微量，ローム粒子少量，炭化粒子中量
6　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック少呈

7　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子少呈，焼土粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少星

9　暗褐色　ローム小ブロック中室，ローム粒子少量，炭化粒子微量

10　黒褐色　ローム小プロッタ少量，炭化粒子少量
11　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子少量

12　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土小ブロック少孟

13　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック微量，炭化粒子少量

14　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

15　褐　色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量

16　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子中量
17　灰黄色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック微量

18　暗褐色　焼土小ブロック少量，半占1土粒子中量

19　暗褐色　焼土小プロッタ少量，炭化粒子少量

20　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

21灰黄色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少呈

22　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック少量

23　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化粒子少量
24　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

25　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少墓，炭化粒子少量

遺物　土師器片171点，須恵器片4点，陶器片2点，鉄棒4点が出土している。1の土師器杯は南壁近くの覆

土下層から，2の土師器杯は東壁近くの覆土下層から，3の土師器坪と7の須恵器蓋は，竃左側の床面か

ら，8の土師器窪は竃右側の床面から，9の臼玉はピット4の北側覆土下層から，5，6の須恵器蓋は，竃

左側の覆土下層に並ぶように正位で出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から，古墳時代後期と考えられる。
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第79図　第3号住居跡出土遺物実測図

第3号住居跡出土遺物観察表

∠畢
9

S功．5

0　　　　　　　　　　　　10cm

l　・l・・　I

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　　 考

第79図 土不 A12．0底部丸底。休部は内野して立ち上が口緑部内・外面横ナデ。休部内面ナ砂粒・石英・長石P25

1 土　師　器B　3．9 り，口綾部に至る。ロ綾部は直立すテか。内・外面黒色処理。 黒色 95％

る。 普通 覆土下層

2

隼 A　9．6底部丸底。休部は内管して立ち上が口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ砂来立・石英・長石P26

土　師　器B　3．3り，ロ綾部に至る。ロ綾部は直立すラ削り。休部内面ナデ後，放射状の橙色 80％

る。 へラ磨き。内・外面黒色処理。 普通 覆土下層

3

杯 A［13．2］底部から口綾部にかけての破片。底ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・石英・長石・P27

土　師　器B　3．7部丸底。休部は内攣して立ち上がりラ削り。休部内面ナデ。内・外面黒雲母，にぷい赤褐40％

ロ綾部に至る。口綾部は直立する。色処理。 色，普通 床直

4

杯 A［9．4］底部から口綾部にかけての破片。底ロ縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・石英・雲母P28

土　師　器B　4．2部丸底。休部は内攣して立ち上がり，ラ削り。休部内面ナデ。内・外面黒橙色 50％

口緑部との境に稜かある。口緑部は

ほほ直立する。

色処理。 普通 覆土中層

5

蓋 All．2中央部に乳頭状のつまみが付く。頂頂部回転へラ削り。内・外面ロタロ砂粒・長石 P30

須　恵　器B　3．3部は平坦で，天井部は緩やかに開く。ナデ。 灰色 100％

F　l．6

G　l．0

口綾部内面に短いかえりが付く。 普通 覆土下層

6

蓋 Al1．2中央部に突出したつまみが付く。頂頂部回転へラ削り。内・外面ロクロ砂粒・石英・長石・P31

須　恵　器B　3．3部は平坦で，天井部は緩やかに開く。ナデ。 雲母，灰色 100％

F　l．6

G　O．9

口綾部内面に短いかえりが付く。 普通 覆土下層

7

蓋 AlO．6中央部に乳頭状のつまみが付く。頂頂部回転へラ削り。内・外面ロクロ砂粒・石英・長石P32

須　恵　器B　3．4部は平坦で，天井部は緩やかに開く。ナデ。 灰色 100％

F　l．3

G　O．8

ロ綾部内面に短いかえりが付く。 普通 床直

－93－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第79図 婆 A ［26．4］ 休部か ら日綾部にかけての破片。体 目線部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・石英 ・長石・ P 29

8 土　 師　 器 B （18．1） 部は内攣 して立ち上がり， 目線部は スコリア，橙色 30％

外傾 し，口唇部はつまみ上げている。 2 次焼成 床直

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第79図 9 臼　　　 玉 （0．7） 1．2 1．2 0．3 （1．0） 珪　　　 岩 覆土下層 Q 2　　　　　　　　 20％

第盈5号住居跡（第35図）

位置　調査3区西部，KlOd8区。

重複関係　本跡は，第16号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　重複する遺構によって規模や平面形は明確でないが，残存している壁や床から長軸5。19m，短

軸3620mの長方形と考えられる。

主軸方向　N－11ぐ－W

壁　壁高は17～34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は北壁下と南壁下中央部に確認され，上幅12～24cm，下

幅3－12cm，深さ5cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北東コーナー部に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚

日部まで100cm9　両袖最大幅80cm，壁外への掘り込みは40cmである。袖の内壁は火熟を受けて赤愛している。

火床面は床面を2cm掘りくぼめており9　火熟を受けて部分的に赤変した面がみられる。煙道は外傾して立ち

上がる。

竃土層解説

1　暗赤褐色　ローム粒子微量，焼土中ブロック少量，粘土粒子多量

2　暗赤褐色　焼土粒子多義，焼土中ブロック多量，粘土粒子中量

3　赤褐　色　焼土中ブロック多量，炭化粒子少量，灰粒子少量

4　灰赤褐色　焼土中ブロック多量，炭化粒子中量，灰粒子中量

5　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック少量，焼土粒子中量

6　暗褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子微量

7　明褐　色　ロームノJ、ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

ピッ睦　2か所（Pl，P2）。Plは長径40cm，短径35cmの円形で，深さ48cmである。P2は径40cmの円形で，深

さ42cmであり，いずれも主柱穴と考えられる。

覆土14層からなり，自然堆積である。

土層解説

8　褐　　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，炭化粒子少量

9　褐　　色　ローム中ブロック微量，ローム粒子中量

10　暗褐色　ローム粒子少巌，焼土中ブロック中量，焼土中ブロック少量

11　暗褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子少量

12　暗褐　色　ローム中ブロック少量，ローム粒子中量

13　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，炭化粒子少量

14　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，炭化粒子少量

15　暗褐色　ローム中ブロック少量，ロ‰－ム粒子少量，焼土中ブロック微量

16　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子少量，焼土中ブロック微量，炭化粒子少量

17　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，炭化粒子少量

18　黒褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，炭化粒子少量，粘土粒子少量

19　暗褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

20　赤褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック中墓，焼土粒子中量

25　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片524息　須恵器片3点，鉄棒4点が出土している。1の土師器杯は中央部覆土上層から，3の

土師器婆は北西壁際覆土中層から，2の須恵器埠は中央部覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，床面に焼土が堆積している状況から，焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，1～3から古墳

時代後期と考えられる。
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第80図　第15号住居跡出土遺物実測図

第15号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿　」

図版番号器　　種計測値（om） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第80図 坪 A14．1 底部から口綾部にかけての破片。底ロ嶽部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・石英・長石P66

1 土　師　器B　3．8 部丸底。休部は内攣して立ち上がり，ラ削り。休部内面ナデ。内・外面黒黒色 60％

口繰部に至る。 色処理。 普通 覆土上層

2

土不 B（3．4）底部からロ綾部にかけての破片。底体部内・外面ロタロナデ。底部回転砂粒・石英・長石P68

須　恵　器C　6．0 部平底。休部は外傾して立ち上がる。へラ切り。 灰色

普通

40％

覆土上層

3

喪 A［22．6］休部上位から口綾部にかけての破口緑部内・外面横ナデ。休部外面横砂粒・石英 P67

土　師　器B（10．0）片。休部は内攣して立ち上がり，頸ナデ。休部内面へラナデ。 灰褐色 10％

部ま外反する。口綾部は外傾する。 普通 覆土中層

第19号住居跡（第37図）

位置　調査3区西部，Kllfl区。

重複関係　本跡は第18号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．38m，短軸3．08mの方形である。

主軸方向　N－140－W

壁　壁高は15～26cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は竃東側の北西壁下から北東壁と南東壁のコーナー付近に

かけて確認されており，上幅22～34cm，下幅6～14cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中心部から竃にかけて踏み固められている。

竃　北西壁中央に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部の上面が耕作により削平され，焚口部付近

の天井が崩落している。規模は，煙道部から焚口部まで76cm，天井幅74～83cm，奥行き48～52cmの長方形を

している。床から天井部までの高さ19cm，残存する天井部の厚さ6～9cmである。天井部には2か所の掛け

口（Kl，K2）が東西に並んであけられている。Klは長径19cm，短径12cm，K2は長径13cm，短径11cmの楕円

形で，内側は火熟を受け赤変している。聾を掛ける穴と考えられる。両袖部は最大で101cm，右袖幅22～25

cm，左袖幅21～22cmで下部が厚く，上部はやや細くなる形状をしている。袖の内壁は火熟を受けて赤変して

いる。火床面は床面を7cm掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。煙道は径7－8cmで外傾して立

ち上がる。壁外への掘り込みは12cmである。

竃土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量，粘土粒子中量　　　5　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子少量　　　　　　　　　　6　赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子少量，粘土粒子微量　　　　　　　　　　7　極暗褐色　焼土小ブロック少量，炭化粒子少量，粘土粒子中量

4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少呈，炭化粒子微量　　8　黒　　色　焼土小ブロック少量，炭化粒子中量，粘土小ブロック少量
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ピット　2か所（Pl学　P2）Plは長径射km，短径30cmの楕円私　深さ30cmで主柱穴と考えられる。P2は径19cm

の円形，深さ27cmで，出入り口施設に伴うピットである。

覆羞10層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック少鼠　ローム粒子少鼠　廃土小ブロック少鼠　炭化粒子微巌

2　褐　　色　ローム粒子多義

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，．ローム粒子少鼠　廃土小ブロック少亀　炭化粒子少量

4　黒褐色　ローム小ブロック少亀　焼土小ブロック少亀　炭化物少量

5　褐　　色　ローム粒子中鼠　廃土粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子少乳　腺土中ブロック少鼠　炭化粒子少鼠　粘土粒子少量

7　黒褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少量

8　褐　　色　ローム小ブロック少量，。ーム粒子中量

9　褐　　色　ローム粒子中量

10　黒褐色　ローム粒子微最　炭化粒子微量

遺物　土師器片368点，須恵器片6息石製品1息炭化物1点が出土している。3の須恵器埠は竃前の覆土

中層から，5の土師器婆は北東コーナー付近の覆土中層から，4の土師器婆は竃右側の北壁際から，6の勾

玉は東壁近くの覆土下層から，7の種子の炭化物は中央部床面から出土している。

所見　本跡の時期は，3－5から古墳時代後期と考えられる。

〒＝‥： ′

第8且図　第鼠9号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表

嘗

S＝圭ノ

10cm

』二二二二ヒここ二二∃

図版番号 器　　 種 計測俄cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第81図 隼 B （1．9）底部破片。底部平底。 底部回転へラ切り。 砂粒・石英・長石・ P75

3 須　恵　器 C　8．0 雲母，灰色

普通

40％

覆土中層

4

婆 A ［18．0］目線部破片。日綾部は外傾して立ち 体部内・外面ナデ。 砂粒・石英・長石・ P74

土　師　器 B　は2）上がる。 スコリア，にぷい

褐色，普通

5％

覆土下層

5

婆 A［21．4］頸部から口綾部にかけての破片。ロ 目線部内・外面横ナデ。 砂粒・石英・長石・ P 73

土　師　器 B　絶2）縁部は短く外傾し，口唇部はつまみ 雲母，黒褐色 5％

上げられている。 普通 覆土中層

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値 ！石 質

出　土　地　点 備　　　　　　 考
長　さ（cm） 幅 （cm） 厚　さ（cm）孔径 （cm）重義（g）

第81図6 勾　　　 玉 2．6 1．6 0．7 0．2 5．0 緑泥片岩 覆土下層 Q 5　　　　　　　 100％
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第22号住居跡（第39図）

位置　調査3区西部，Kllcl区。

重複関係　本跡は第21号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　本跡の北側5分の1が調査区城外に延びており，規模や平面形は明確ではないが，残存する床

から長軸（1。24）m，短軸（1。14）mで方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－38〇一W

壁　壁高は44cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で9　全体的に踏み固められている。

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説

22　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少量

23　暗褐色　ローム小ブロック少量，。ーム粒子少鼠　焼土中ブロック少鼠　焼土粒子少量

24　極暗褐色　ローム中ブロック少鼠　ローム粒子微量，焼土中ブロック微量，焼土粒子少量

25　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

26　極暗褐色　ロ…ム粒子少量，焼土粒子微量

27　極暗褐色　ロ㌦－ム粒子少量，焼土中ブロック微量

遺物　土師器片64点が出土している。6の土師器棒は，南コーナー付

近の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なく不明であるが9　第21号住居跡

より新しいことから，古墳時代以降と考えられる。

第22号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　5cm

L二二⊥二」

第82区　第鐙号億居跡出藍遺物実測図

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第82図 隼 A ［15言］ 底部からロ綾部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・スコリア P 8 1

6 ‡上　 帥　 器 B （4．3） 部は内攣 して立ち上が り，休部 と口 ラ削り。

l

灰褐色 60％

綾部との境に稜がある。 ［］縁部は外

傾 して立ち上がる。

普通 覆土下層

第24号住居跡（第83e84図）

位置　調査3区西部，Kllel区。

重複関係　本跡は第25号住居跡に掘り込まれ，第26号住居跡を掘り込んでいるので，第25号住居跡より古く，

第26号住居跡より新しい。

規模と平面形　本跡の北東部が第25号住居跡と重複しており，規模や平面形は明確ではないが9　残存する壁や

床から一辺が5。30mの方形と考えられる。

童軸方向（N－640－E）

壁　壁高は11～15cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は南西コーナー壁下から南西壁下にかけて確認され，上幅

19－27cm，下幅3－8cm，深さ3～6cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，全体的に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは径43cmの円私　深さ75cm。P2～P4は長径30～39cm，短径28－35cmの円形及

び楕円私　深さ49－66cmで，いずれも主柱穴である。

覆土　4層からなり，自然堆積である。
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土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子少量　　　　　　　3　褐　　色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック徴鼠　ローム粒子少量　　　　　　　4　黒褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

遺物　土師器片909息　須恵器片12息　鉄棒1点が出土している。1の土師器婆は覆土下層から，2の土師器

甑は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡は竃が確認できなかったが，第25，27号住居跡と重複している北西壁，または北東壁に構築されて

いたと考えられる。時期は，1，2から古墳時代後期と考えられる。

第85図　第24号住居跡出土遺物実測区

第24号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　考

第85図 婆 A［14．2］休部上位から目線部にかけての破口線部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・長石 P84

1 土　師　器B（6．2）片。休部は内攣して立ち上がり，口ラ削り。休部内面ナデ。 黒褐色 10％

綾部は外反する。 普通 覆土下層

2

甑 B（6．5）休部下位の破片。無慮式。休部下位休部外面／＼ラ削り。休部内面ナデ。砂粒・長石 P85

土　師　器C［8．1］は外傾して立ち上がる。 にぷい橙色

普通

5％

覆土中層

第26号住居跡（第83e84e86図）

位置　調査3区西部，Klld2区。

重複関係　本跡は第24，25，27号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平薗形　長軸［5。82］m，短軸5。62mで方形と考えられる。

主軸方向　N－220　－W

壁　壁高は14～19cmで外傾して立ち上がる。壁溝は北東壁下，南西壁下，北西壁下に確認され，上幅11～35C叫

下幅4～14cm，深さ3～7cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，出入り口から竃にかけての中心部が踏み固められている。

竃　北西壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚口

部まで112cm，両袖最大幅78cm，壁外への掘り込みは40cmである。袖の内壁は火熟を受けて赤変している。

火床面は床面を11cm掘りくぼめており，火熟を受けて部分的に赤変した面がみられる。煙道は外傾して立ち

上がる。

竃土層解説

1　黒褐色　焼土中ブロック少鼠　炭化粒子少量，粘土粒子少量

2　赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子微量
3　黒褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子少量，粘土粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック微量，炭化粒子微量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は長径68～95cm，短径50－80cmの円形及び楕円私　深さ42－70cmで，

いずれも主柱穴である。P5は北コーナー付近に掘り込まれており，規模と平面形は長径125cm，短径86cmの

楕円形，深さ44cmで，底面は皿状をしている。性格は不明である。
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第86図　第25・26号住居跡竃実測図

P5土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少量，粘土小ブロック少量　　　　3　黒　　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子多量

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土眉解説

9　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック微量　　　　　　　11褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

10　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量　　　　　12　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

遺物　土師器片219点，土製品4点，石製品1点，鉄製品1点が出土している。7，8，12の土師器坪は覆土下

層から，9の土師器坪は北壁際から，10の土師器杯は中央部覆土下層から，11の土師器杯はピット内から，

13の土師器椀は西壁際覆土上層から，14の土師器高塀は西壁近くの覆土中層から，15の土師器蜜はピット2

の北側覆土中層から，16の土師器小型壷は中央部床面から，17，18の土玉は覆土中から，19の支脚は竃内か

ら，20の支脚はピット2の北側覆土中層から，21の勾玉はピット5の南側覆土中層から，22の鉄釘はピット

2の北側覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から古墳時代後期と考えられる。

第26号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第8 7図 隼 A 13．8 ロ綾 部一 部欠 損。底 部丸 底。休 部 は ロ緑 部 内 ・外 面横 ナデ。休 部外 面へ 砂 粒 ・長石 P 82

7 土　 師　 器 B　 4．8 内攣 して立 ち上が り，ロ綾 部 に至 る。 ラ削 り。 口縁部 内 ・外面赤 彩 黒褐色

普 通

8 0％

覆 土下 層

8

杯 A ［12．0］ 底部 か ら口綾部 にか けて の破片 。底 ロ緑部 内 ・外面 横ナ デ。休 部外面 へ 砂 粒 ・雲 母 P 91

土　 師　 器 B　 4．2 部丸 底。休 部は 内攣 して立 ち上 が り， ラ削 り。休部 内面へ ラ磨 き。 内 ・外 にぷ い黄橙色 8 0％

休 部 とロ綾 部の 境に稜 が ある。 口綾

部は 直立す る。

面黒色処 理。 普 通 覆 土下 層

9

杯 A 12．9 底部 か ら口綾 部 にかけ ての破 片。 底 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。 休部 外面へ 砂粒 ・長 石 ・ス コ P 9 2

土　 師　 器 B　 4．2 部 丸底。休部 は 内管 して立 ち上が り， ラ削 り。 休部 内面 へ ラ磨 き。 内 ・外 リア 80 ％

休 部 と口綾部 の境 に稜 があ る。 口織

部 は直 立す る。

面 黒色処 理。 にぷ い褐 色

普通

北西 壁際
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第87図　第26号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第87図 杯 A ［14．4］ 底部から口綾部にかけての破片。底 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・スコ P 93

10 土　 師　 器 B　 4．2 部丸底。休部は内攣 して立ち上が り， ラ削 り。休部内面ナデ。内 ・外面黒 リア，黒褐色 60％

口綾部に至る。 色処理云 普通 覆土中層

11

土不 B （4．8） 底部から目線部下位 にかけての破 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 96

土　 師　 器 片。底部丸底。休部は内攣して立ち ラ削 り。休部 内面ナデ。内 ・外面黒 黒褐色 50％

上がり，口綾部に至 る。 色処理。 普通 ピット4 内

12

杯 A ［18．0］ 休部から口綾部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石 P 94

土　 師　 器 B （8．6） 部は内攣 して立ち上がり，休部 と臼 ラ削 り。休部内面ナデ。 にぷい褐色 20％

綾部の境に稜がある。 口綾部は直立

する。

普通 覆土下層

13

鉢 A ［16．6］ 底部から口綾部にかけての破片。底 口線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・スコリア P 99

土　 師　 器 B　 9．9 部丸底。休部は内攣して立ち上がり， ラ削り。休部内面ナデ。内 ・外面黒 黒褐色 40％

休部 と口綾部の境に稜がある。目線

部はほぼ直立する。

色処理。 普通 覆土上層

14

高　 塚 B （5．7） 脚部破片。脚部は短い円柱形で，裾 脚部外面へ ラ削り。脚部内面ナデ。 砂粒 ・石英 ・長石 P 83

土　 師　 器 D ［11．0］ 部は強 く開 く。 外面黒色処理。 にぷい褐色

普通

30％

覆土中層

15

小型壷 A ［13．0］ 休部から口綾部にかけての破片。体 口線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 98

土　 師　 器 B （7．4） 部は内攣 して立ち上がり， 口綾部は ラ削 り。休部 内面ナデ。 黒色 20％

短 く外傾する。 普通 覆土中層

16

小型壷 A ［7．0］ 休部から口綾部にかけての破片。体 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・スコ P 97

土　 師　 器 B （4．7） 部は内攣 して立ち上がり，口綾部は ラ削 り。休部内面ナデ。 リア，橙色 30％

内傾する。 普通 床直

計　　　　　　　　測　　　　　　　　値
出　土　地　点 備　　　　　　　　　考

l 長　 さ （cm ） 帽　 （cm J 1 厚　 さ （cm J は し径 （cm ）‘重 量 （g ）

第87図 17 土　　　 玉 1．5 1．5 1．0 0．2 2．0 覆 土中 D P 8　　　　　　　　　　 100％

18 土　　　 玉 1．4 1．4 （1．1） 0．3 （1．0 ） 複 土中 D P 9　　　　　　　　　　　 55 ％

19 支　　　 脚 17．5 7．5 6．3 （737．0 ） 覆土 中 D P lO　　　　　　　　　　　 90％

20 支　　　 脚 18 ．0 5．3 4．5 （5 26．0） 覆土 中 D P l1　　　　　　　　　　 90％

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第87図21 勾　　　 玉 （2．0） 1．1 0．6 （2．0） 緑 泥片 岩 覆土上層 Q 6　　　　　　　　　　　　 80％

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第87図22 鉄　　　 釘 （10．8） 0．5 0．5 （8．0） M 3　　　 覆土中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 90％

第29号住居跡（第88図）

位置　調査3区西端部，KlOg7区。

規模と平面形　本跡の西側3分の2が調査区域外へ延びているので，規模や平面形は明確ではないが，残存す

る壁や床から，長軸（4。90）m，短軸（2。55）mで，方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－300－W

壁　壁高は9cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は南東壁下に一部確認され，上幅39cm，下幅16cm，深さ5cmで

断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中心部が踏み固められている。

覆土　4層からなり，自然堆積である。
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第88図　第29号住居跡実測図
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土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック微鼠　炭化粒子少量　　　　　3　褐　　色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子少量　　　　4　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

遺物　土師器片365点，須恵器片4点，鉄製品1点が出土している。1の土師器杯と2の須恵器高塀が中央部

覆土下層から，3の鉄製品が覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代と考えられる。

第89回　第29号住居跡出土遺物実測図

－104　－
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第29号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第89図 堵 A 12．4 口綾部一部欠損。底部丸底。休部は 口簸部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 P lO4

1 土　 師　 器 B　 4．0 内攣 して立ち上が り，U 綾部に至る。 ラ削 り。休部内面ナデ。 明赤褐色 9 0％

口綾部は直立す る。 普通 覆土下層

2

高　 年 D ［8．6］ 裾部破片。裾部は 「ハ」の字状に開 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 P lO5

須　 恵　 器 E （2．9） き，屈曲して短 く垂下する。 灰色

普通

5 ％

覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第89回 3 刀　　　 子 （6．6） 0．8 0．5 （4．0） M 4　　　 擾土下層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 30％

第50号住居跡（第90図）

位置　調査1区の北部，G13b8区。

規模と平面形　長軸4．40m，短軸3．45mの長方形である。

主軸方向　N－120－E

第90図　第50号住居跡実測図
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壁　壁高は16－30cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦である。

竃　北壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，耕作による撹乱を受けている。天井部は崩落し

ほとんど残存していない。規模は煙道部から焚口部まで65cm，両袖最大幅86cm，壁外への掘り込みは10cmで

ある。袖の内壁は火熟を受けて部分的に赤変している。火床面は床面を8cm掘りくぼめており，火熟を受け

て部分的に赤変している。

竃土層解説

1　暗赤褐色　ローム粒子微量，焼土小ブロック少量　　　　　3　時赤褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック中呈，焼土粒子中量

2　時赤褐色　焼土中ブロック少量，焼土小ブロック少量　　　4　時赤褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子多量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径25cm，短径20cmの楕円形，深さ25cmで，出入り口施設に伴うピットと考

えられる。P2は長径30cln，短径20cmの楕円形，深さ34cmである。P3は長径31cm，短径24cmの楕円形で，い

ずれも主柱穴と考えられる。床面を丁寧に精査したが，他にピットを確認することはできなかった。

覆土17層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム小ブロック微量，焼土小ブロック微量

6　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

7　極暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量，炭化粒子少量

8　黒褐色　ローム粒子微量，ローム粒子少量

9　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

10　黒褐色　ローム小ブロック微鼠ローム粒子少量，炭化粒子少量

11暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

12　褐　　色　ローム粒子多量

13　暗褐色　ローム中ブロック中量

14　暗褐色　ローム小ブロック徽鼠ローム粒子少量，焼土粒子微量

15　暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子徽鼠焼土粒子微量

16　暗褐色　ローム粒子少量

17　暗褐色　ローム大ブロック少量，ローム粒子少量

遺物　土師器片91点，鉄棒1点が出土している。1の土師器杯と3の土師器要は，竃右側覆土下層から出土し

ている。2の土師器高塀はピット3の北側覆土中層から，4の土師器聾はピット3の北側覆土下層から出土し

ている。

所見　本跡の時期は，1，3が覆土下層から出土していることから，古墳時代後期と考えられる。

第91図　第50号住居跡出土遺物実測図

第50号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　5cm

［＝±＝∃

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第91図 土不 A ［11．8］ ロ綾部から休部にかけて一部欠損。 口縁部内・外面横ナデ。休部から底 砂粒・長石 P 170

1 土　 師　 器 B　3．8 底部丸底。休部は内管して立ち上が 部にかけて外面へラ削り。内面ナチこ 赤色 60％

り，口縁部は直立する。 普通 覆土下層
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第91図 高　 塚 A ［17．の 杯部破片。杯部は外傾 して立ち上が 隼部内 ・外面へ ラ磨き。赤彩。 砂粒 ・長石 P 171

2 土　 師　 器 B （5言） り， 目線部に至る。 赤色

普通

20％

覆土中層

3

婆 A ［26．6］ 休部から口綾部にかけての破片。体 目線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・有英 ・長石・ P 172

土　 師　 器 B （9言） 部は内攣 して立 ち上がり， 日録部は 面ナデ。 雲母，橙色 20％

外反する。 普通 覆土下層

4

婆 B　は 1） 底部から休部下位にかけての破片。 休部外面へラナデ。内面ナデ。 砂粒 ・石英 ・長石・ P 17 3

土　 師　 器 C　 7．2 底部平底。休部は内攣 して立ち上が 雲母，にぷい褐色 10％

る。 普通 覆土中

第56号住居跡（第9図）

位置　調査1区の北部，G13C7区。

重複関係　本跡は第55号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　一辺が4．81mの方形と考えられる。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は10－22cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，出入日から竃にかけての中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚日部

まで116cm，両袖最大幅106cm，壁外への掘り込みは22cmである。袖の内壁は火熟を受けて赤愛している。煙

道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子微風　焼土中ブロック少量　　　7　極暗褐色　ローム粒子微鼠　焼土中ブロック微量

2　灰褐色　ローム粒子微量，焼土中ブロック少量，粘土小ブロック中量　　　　8　赤褐色　ローム粒子微量，焼土中ブロック中量

3　暗褐色　焼土中ブロック少鼠　焼土粒子少鼠　粘土小ブロック少量　　　　　9　暗褐色　ローム粒子少亀　焼土粒子少量

4　極暗褐色　ローム粒子微量，焼土中ブロック微量，粘土粒子微量　　　　　　10　黒褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子少量

5　暗赤褐色　ローム粒子微量，焼土中ブロック中鼠　焼土粒子中量　　　　　　11暗褐色　焼土中ブロック中鼠　焼土粒子中豊

6　褐　　色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック少量，粘土小ブロック少量

ピット　7か所（Pl～P7）。Plは径30cmの円形で，深さ40cm，P2は長径30cm，短径25cmの楕円形で，深さ43cm，

P3は長径50cm，短径35cmの楕円形で，深さ51cm，P4は径30cmの円形，深さ25cmで，いずれも主柱穴である。

P5は長径75cm，短径45cmの楕円形，深さ25cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6とP7は長径

40～42cm，短径20－36cmの楕円形，深さ16－29cmで，性格は不明である。

覆丑．7層からなり，自然堆積である。

土層解説

11極暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量　　　24　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土中ブロック少量

12　極暗褐色　ローム粒子微量，焼土中ブロック微量　　　25　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少鼠　焼土中ブロック中量

14　極暗褐色　焼土中ブロック微鼠　炭化粒子少量　　　　　26　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

21暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片580点，須恵器片14点が出土している。14の土師器埠は中央部覆土下層から，15の土師器杯は

ピット1の南側覆土下層から，16の土師器婆はピット1の南側覆土下層から，17の土師器婆は，中央部床面

から，18の土師器婆は竃前方の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，17，18が床面から出土していることから，古墳時代後期と考えられる。
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第92図　第56号住居跡出土遺物実測図



第56号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cmj 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第92図 杯 Å［12誹 底部から口綾部にかけての破片。底 目線部内 ・外面横ナデ。休部か ら底 砂粒 ・てコリア P 193

14 十　 師　 器 8　 寸．1 部平底。休部は内攣 して立ち上がり， 部にかけて外面へラ削 り。内面ナテ： にぷい黄橙色 60％

休部と目線部の境に稜がある。日綾

部は外傾 して立ち上がる。

普通 攫土下層

15

隼

土　 師　 器

Å［14。2］ 底部から日綾部にかけての破片。底 日経部内 ・外面横ナデ。休部から底 砂粒 ・石英 ・圭母 P 195

B （4。0） 部丸底。休部は内攣 して立ち上がり， 部にかけて外面へラ削り。内面ナテこ にぷい黄橙色 30％

休部 と口綾部の境に稜がある。 日録

部は外傾 して立 ち上がる。

普通 覆土下層

16

婆 Å　24．8 底部平底。休部は内攣して立ち上が 目線部内 ・外面横ナデ。休部上位外 砂粒 ・有英 ・長石 P 196

土　 師　 器 B　33．9 る。口綾部は外傾 し，端部は上方に 面ナデ。 中位から底部にかけてへラ にぷい橙色 70％

C　 9．7 つまみ上げ られている。 磨 き。内面へ ラナデ。 普通 床直

17

婆 B （23．2） 底部から休部中位にかけての破片。 休部外面へラ磨 き。休部内面／＼ラナ 砂粒 を石英 弓箭圭 P 19 7

土　 師　 器 C　 8．6 底部平底。休部は内攣 して立ち上が デ。底部木葉痕。 雲母，黒褐色 40％

る。 普通 床直

18

小型婆 B （6．0） 底部から休部下位にかけての破片。 体部内 ・外面ナデ。底部木葉痕。 砂粒 ・長有 ・雲母 P 194

士　 帥　 器 C　 6．4 底部平底。休部は外傾 して立ち上が 橙色 30％

る。 普通 覆土下層

第花号健贋跡（第93094図）

位置　調査1区の中央部，H13b6区。

重複関係　本跡は第77－A，77－B号住居跡に掘り込まれているので9　本跡が古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが9　残存する壁や床から長軸［3。65］m9　短軸［3。20］

mで方形と考えられる。

主軸方向　N－2㌔－E

壁　壁高は摘cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は，東壁下から南壁下にかけて確認され，上幅10～18。m9下幅

5～8cmラ　深さ3～8cmでラ　断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で9　出入日から竃にかけての中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されているが9耕作による撹乱を受けているので掘り方だけを確認した。規模は煙道部

から焚日部まで8鮎m　火床部は床面を5cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤愛している。煙道は外傾

して立ち上がる。

竃土層解説

1灰褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子中鼠　粘土粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少亀　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少鼠　粘土粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土太ブロック中鼠　焼土粒子少量

4　褐　　色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子中量，炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少鼠　廃土粒子少鼠　炭化粒子少鼠　粘土粒子少量

6　灰褐色　ローム粒子中亀　廃土粒子微量

7　暗褐色　ロー∴ム粒子少鼠　焼土小ブロック少量

8　褐　　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微鼠　粘土粒子中量　　　9　暗褐色　ローム粒子中鼠　粘土粒子少量

だッ紅　Plは長径71cm，短径60cmの楕円私　深さ60cmで，北東コーナー付近に掘り込まれている。底面は平

坦，壁は外傾して立ち上がる。性格は不明である。

Pl土層解説

1褐　色　ローム粒子多鼠　焼土中ブロック微量　　　　　　2　褐　色　ローム小ブロック少鼠　焼土粒子少量，炭化物微量

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム／トブロック少量，ローム粒子微量

3　灰褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，粘土粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量
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第94図　第76・77－日号住居跡竃実測図

S177－8

0　　　　　　　　　　　　1m
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遺物　土師器片120点，須恵器片18点，鉄澤1点が出土している。3の土師器小型聾は，竃前方と南壁際から

出土した破片が接合している。1の土師器埠は西壁際から，2の須恵器杯は東壁際から，4の須恵器甑は覆土

中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，3が床面から出土していることから，古墳時代後期と考えられる。

：‾‾ア
第95図　第76号住居跡出土遺物実測図

第76号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値（Ⅷ）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　　考

第95図 坪A［14．4］休部からロ綾部にかけての破片。体ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・長石・スコP542

1 土　師　器B（3．7）部は内攣して立ち上がり，口綾部にラ削り。内面ナデ。 リア，鐙色 10％

至る。 普通 西壁際

2

堵A［12．6］休部からロ綾部にかけての破片。体口綾部から休部にかけて内・外面ロ砂凄立・長石・雲母P543

須　恵　器B（3．8）部は外傾して立ち上がり，口綾部にタロナデ。 灰色 10％

至る。 普通 東壁際
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第95図 小型婆 A 【13．2］ 底部から口縁部にかけての破片。底 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・スコ P 290

3 土　 師　 器 B　 8．0 部平底。休部は内攣して立ち上がり， ラ削 り。休部内面ナデ。 リア，赤褐色 40％

C　 5．8 口綾部は外反する。 普通 床直

4

甑 A ［31．0］ 休部上位から口緑部にかけての破 口緑部内 ・外面ナデ。休部外面縦位 砂塞立・長石 P 544

須　 恵　 器 B （3．5） 片。休部は外傾 して立ち上が り，口 の平行叩き。内面ナデ。 灰色 5 ％

線部は外反する。 普通 覆土中

第89号住居跡（第96図）

位置　調査1区の南部，H13d8区。

規模と平面形　長軸3．24m，短軸3．10mの方形である。

主軸方向　N－50－W

壁　壁高は30～60cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されている。天井部は崩落している。規模は，煙道部から焚口部にかけて82cm，両袖最

大幅92cm，壁外への掘り込みは10cmである。袖部は砂まじりの褐色粘土で構築されている。袖の内壁は火熟

を受けて赤変している。火床部は床面を7cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。煙道は外

傾して立ち上がる。左袖部最大幅20cmで，袖部の内壁は火熟を受けて赤変している。

’呈、

第96図　第89号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第97匹　第89号住居跡出土遺物実測図

竃土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，砂多量

2　褐　　色　焼土中ブロック少亀　焼土粒子少量，砂多量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，砂多量

4　黒褐色　ローム粒子少量，砂多量

5　暗赤褐色　焼土粒子多量，灰粒子少量，砂中量

6　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，砂中量

7　赤褐色　焼土中ブロック少量，炭化粒子少量，砂多量

8　暗褐色　焼土粒子微量，炭化粒子少量，砂多量

9　褐　　色　焼土粒子微量，砂多量

10　赤褐色　焼土粒子多量

11暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，砂中量

12　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

13　褐　　色　ローム粒子多量，焼土中ブロック微量，炭化粒子微量
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覆土　7層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子少量　　5　黒褐色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量　　　　　　　6　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少亀炭化物少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量　　　　　　　　　　　7　黒・褐色　ローム小ブロック少量，・ローム粒子少量

4　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片300息須恵器片5息鉄棒3点が出土している。4の土師器甑は竃右側の床面から，1の土師

器高塚は覆土下層から，2，3の土師器婆は覆土中層から，それぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，4が床面から出土していることから，古墳時代後期と考えられる。

第89号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第97図 高塀 B （4．2） 脚部上位から杯部下位にかけての破 杯部外面へラ削り後ナデ。内面へラ 砂粒 ・長石 ・スコ P 577

1 土　 師　 器 E （1．8） 片。埠休部は内攣 して立ち上がる。 磨き。 リア，暗褐色

普通

15％

覆土下層

2

婆 A ［23．6］ 休部中位か ら日録部 にか けての破 口線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石 P 578

土　 師　 器 B （14．3） 片。休部は内攣 して立ち上が り，日 ラ削 り。休部内面へラナデ。 にぷい黄橙色 10％

綾部は外反する。 普通 覆土中層

3

蜜 A ［21．0］ 底部から口綾部にかけての破片。底 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面上 砂粒 ・石英 ・長石・ P 3 26

土　 師　 器 B　33．3 部平底。休部は内攣して立ち上がり， 位から中位にかけてナデ。下位へ ラ 雲母，にぷい赤褐 85％

C　 8．8 口綾部は外反する。 磨 き。休部内面ナデ。 色，普通 覆土中層

4

甑 A　22．9 無底式。休部下位は内攣 し，中位か 口線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・スコ P 32 7

土　 師　 器 B　27．4 ら直立する。 口綾部は外反して立ち ラ削り。休部内面へラナデ。 リア，橙色 95％

C　 7．8 上がる。 普通 床直

第m9号住居跡（第98図）

位置　調査4区中央部，Illf2区。

規模と平面形　長軸3．80m，短軸3．55mの方形である。

主軸方向　N－110－W

壁　壁高は15～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

竃　北壁中央部付近に径30cmの半円形に焼土が確認され，その両脇に砂混じりの灰色粘土で構築された袖部の

一部が残存しており，ここに竃が存在したと思われる。撹乱により，規模や火床部とも不明である。

竃土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　灰褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

3　灰赤色　粘土粒子中量，焼土粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土中ブロック・粘土粒子微量

5　灰褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・粘土粒子微量

6　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

7　暗赤褐色　焼土粒子多量

8　明褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量
9　灰　白　色　粘土粒子・灰多量，焼土粒子中量

10　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

11鈍い褐色　ローム粒子・粘土粒子・粘土小ブロック少量
12　鈍い褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・粘土粒子少量

ピット　5か所。Pl～P4は長径33～43cm，短径20～40cmの楕円形で，深さは18－37cmである。位置から主柱

穴と考えられる。P5は長径22cm，短径18cmの楕円形で，深さは37cmである。位置から，出入り口ピットと

考えられる。

覆土　7層からなるが，撹乱を受けており，人為堆積か自然堆積かは不明である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少鼠　焼土粒子・粘土粒子微量　　　5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量　　　　　　　6　灰褐色　粘土粒子中量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック少量　　　　　　7　褐　色　ローム大ブロック多量

4　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子微量
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第98図　第119号住居跡実測図

遺物　土師器片18点，須恵器片2点，灰粕陶器片2点，鉄器1点が出土

している。撹乱による流れ込みの遺物が多いと思われるが，2の鉄製

の鎌が南壁の覆土中から，1の土師器の埠が竃内から出土している。

所見　本跡は撹乱が激しく，出土遺物の多くが流れ込みと思われるが，

竃内からの出土遺物から時期は古墳時代後期と思われる。

第119号住居跡出土遺物観察表

2m

L＿＿＿＿L＿＿＿」

0　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

二二／l

』‥2：

5cm

＼；2　しこニー＿」

第99図　第119号住居跡出土遺
物実測図

図版番号 器　　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第99図 坪 A ［14．8］ 丸底気味で，休部は内管 して立ち上 ロ緑部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・長石 P 421

1 土　 師　 器 B　 3．5 がる。 にぷい橙色

普通

30％

寵内

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 帽 （cm） 厚　さ （m ） 重 量 （g ）

第99図 2 鉄　　　 鎌 （7．5） 3．7 0．4 32．0 M 37　　　 覆土下層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20％
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（2）奈良時代

第6号住居跡（第22・23図）

位置　調査3区西部，KlOi9区。

重複関係　本跡は，第7号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．30m，短軸3．03mの方形である。

主軸方向　N－8。－W

壁　壁高は22～33cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。壁溝は，東壁下南半分，南壁下，西壁下，北壁下で確

認され，上幅12～29cm，下幅3～12cm，深さ4～8cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，出入り口から竃にかけての中心部が踏み固められている。

竃　北壁中央部よりやや東寄りに，砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は崩落しほとんど残存し

ていない。規模は煙道部から焚口部まで65cm，両袖最大幅91cm，壁外への掘り込みは67cmである。火床面は

床面を6cm掘りくぼめており，火熟を受けて部分的に赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1　黒褐色

2　極暗褐色

3　極暗褐色
4　黒褐色

5　時赤褐色

6　極暗褐色

7　黒褐色
8　暗褐色

ローム粒子微量，煉土粒子少量

ローム小ブロック微量，焼土粒子少量，焼土小ブロック少量

ローム中ブロック少量，焼土粒子中量，焼土小ブロック少量

ローム小ブロック少量，焼土小ブロック少量，粘土粒子少量

焼土粒子中量，焼土ノトブロック少量，粘土粒子少量
ローム粒子少量，焼土中プロッタ少量，炭化粒子少量

ローム粒子少量，焼土粒子少量

ローム粒子少量，焼土粒子少量

9　赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量
10　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

11時赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量

12　赤褐色　焼土粒子中量，粘土小ブロック少量

13　褐　　色　ローム粒子少量，焼土ノ」、ブロック少量，粘土粒子少這
14　褐　　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック微量，粘土粒子少量

15　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化物少量，粘土粒子少量

16　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック微量

ピット　4か所（Pl～P4）。PlからP3は径40－57cmの円形及び楕円形，深さ22～36cmで，主柱穴である。P4

は長径60cm，短径49cmの楕円形，深さ19cmで，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　8層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック少量

2　黒褐色　ローム中ブロック微量，ローム粒子少量，焼土粒

子少量

3　褐　　色　ローム中ブロック多量，ローム粒子多量

4　褐　　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子多量

5　黒褐色　ローム小ブロック中呈，焼土粒子少量，炭化粒子少量

6　褐　　色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック少量

7　時赤褐色　ローム小ブロック中呈，ローム粒子少量，焼土粒

子多量

8　明赤褐色　焼土小ブロック多量，灰粒子多量

遺物　土師器片540点，須恵器片3点，陶器片2点，

鉄製品1点が出土している。1の土師器坪は中央

部覆土下層から，2の鉄製品は床面から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，1が覆土下層から出土してい

ることから，奈良時代と考えられる。
ト・一一一十　・」

第100図　第6号住居跡出土遺物実測図
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第6号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第 100区l 坪 A 14．0 底部 平底。休 部 は内攣 して 立 ち上 が 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。休 部 内面ナ 砂米立・石英 ・長石 ・ P 34

1 土　 師　 器 B　 4．6 り， 口緑部 に至 る。 デ。休 部外 面へ ラ削 り。底 部木 葉痕。 雲 母，褐 灰色

普 通

70％

覆土下 層

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重 呈 （g ）

第100図 2 鉄　　　 釘 （13．7） 0．5 0．4 （13．7） M 2　　　 覆土下層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 90％

第8号住居跡（第101図）

位置　調査3区南西部，Klljl区。

重複関係　本跡は第9－A号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸［3．23］m，短軸［3．03］mの方形と考えられる。

主軸方向　N－900－W

壁　壁高は最大で14cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，出入り口から竃にかけての中心部が踏み固められている。

竃　西壁に構築されている。天井部と両袖部はほとんど残存しておらず，掘り方だけを確認した。規模は煙道

部から焚口部まで70cm，最大幅60cm，壁外への掘り込みは23cmである。火床面は床面を4cm掘りくぼめてお

り，火熟を受けて部分的に赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

第101図　第8号住居跡実測図

」L20．8m

「‾一・二l・三・三・．

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

「　…－十　…一一一一」

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！
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竃土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少鼠焼土中ブロック少鼠焼土粒子少量

2　明赤褐色　焼土粒子多量

3　黄褐色　焼土粒子中量，粘土粒子多量

4　暗赤褐色　焼土小ブロック多量，焼土粒子多鼠　灰粒子少量

5　暗赤褐色　廃土小ブロック中鼠　焼土粒子中鼠　灰粒子多量

6　暗赤褐色　焼土小ブロック少量，焼土粒子中鼠　灰粒子少量

覆丑　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック微鼠　ローム粒子少鼠焼土粒子微量　3　黒褐色　ローム小ブロック微鼠焼士粒子少鼠炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック微鼠　ローム粒子少量

遺物　土師器片265点が出土している。1，2の須恵器埠と3の須恵器高台付塚は，いずれも竃内から出土して

いる。

所見　本跡は，西壁中央に竃を構築した住居跡である。時期は，1～3が竃内から出土していることから奈良時

代と考えられる。

第相関　第　号住居跡出藍遺物実測図

第8号住居跡出土遺物観察表

二 豪
0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－一一－　＿＿＿＿＿＿＿＿：

図版番号 器　　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第102図 堵 A［13．3］底部から目線部にかけての破片。底日録部内・外面ロタロナデ。体部外砂粒・雲母 P38

1 須　恵　器 B　4．2 部平底。ロ綾部は直線的に外傾して面に強いロクロ目を残す。休部外面褐灰色 20％

C ［7。5］立ち上がる。 下端手持ちへラ削り。底部へラ切り。普通 竃内

2

杯 A［13．1］底部から口綾部にかけての破片。底休部内面に強いロクロ臼を残す。底砂粒・雲母 P39

須　恵　器B　4．0 部平底。休部，目線部は直線的に外部回転へラ切り。 にぷい橙色 20％

C ［7．4］傾して立ち上がる。 2次焼成 竃内

3

高台付隼 B （3．5）高台部から休部下位にかけての破体部内・外面ロタロナデ。 砂粒・長石・雲母 P40

須　恵　器 D ［8．2］片。高台部は直線的に開く。体部下 褐灰色 5％

E　l．1 位に稜をもち，外傾して立ち上がる。 2次焼成 寵内

第25号住居跡（第83図）

位置　調査3区西部　KHe2区。

重複関係　本跡は，第24，26号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸が4。50m，短軸4。00mの方形である。

主軸方向　N－12e－E

壁　壁高は8～31cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は東壁下から南壁下，西壁下にかけて確認され，上幅15～

21cm，下幅4～13cm，深さ2～4cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，出入り口から竃にかけての中心部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚口部

まで72cm，両袖最大幅82cmである。袖の内壁は火熟を受けて赤変している。火床面は床面を5cmほど掘りく

ぼめており，火熟を受けて赤変している。
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竃土層解説

1　灰褐色　焼土粒子少鼠　粘土粒子少量

2　暗褐色　焼土粒子少鼠　粘土粒子少量

3　灰褐色　焼土中ブロック微鼠　粘土粒子中豊

4　褐　　色　焼土中ブロック少鼠　粘土粒子少量

5　灰褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子少鼠　粘土粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土小ブロック微鼠　粘土粒子少量

7　赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子中鼠　粘土粒子少量

8　赤褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，焼土粒子中量

9　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量

ピット　6か所（Pl～P6）。PlからP4ほ長径55～65cm，短径39～51cm円形及び楕円乳　深さ55～79cmで，いず

れも主柱穴である。P5は長径28cm，短径24cmの円形9　深さ24cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。P6は北東コーナー付近に掘り込まれており，長径120cm，短径95cmの不整円形で，深さ17cmである。底

面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。性格は不明である。

P6土層解説

1灰褐色　ローム小ブロック少鼠焼土小ブロック少鼠炭化物少量　　7　暗褐色　ローム粒子中島　炭化粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　8　褐　　色　ローム粒子中量

3　黒　　色　ローム粒子少量，炭化粒子中量　　　　　　　　　　　9　黒褐色　ローム中ブロック少鼠焼土粒子少亀炭化粒子少量
4　灰褐色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少巌，粘土粒子中量　10　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　　11暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量

覆土　4層からなり9　自然堆積である。

土層解説

5　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量 7　暗赤褐色　焼土中ブロック多鼠　焼土粒子多量，炭化粒子中量

6　極暗褐色　焼土中ブロック少最焼土中ブロック少鼠炭化粒子少量　8　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少最炭化粒子少量

遺物　土師器片60息　須恵器片7点が出土している。4の土師器婆は，中央部覆土下層と竃内から出土した破

片が接合している。3の須恵器杯は9ピット4の西側覆土下層から，5の須恵器長頸壷は中央部覆土中層から，

6の須恵器平瓶はピット4の北側覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，3，4が覆土下層から出土していることから奈良時代と考えられる。

第息の3閑　第25号住居跡出藍遺物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表

10cm

iJi…＿＿＿＿＿＿＿＿こ＿＿＿＿二を＿＿＿＿　二』

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第183図 塚 Å［14．2］底部から目線部にかけての破片。底 口綾部から休部にかけて内・外面ロ 砂粒・石英・長石・P87

3 須　 恵　器 B　3．6 部平底。休部は内攣して立ち上がり，クロナデ。底部回転へラ切り。 雲母，褐色 40％

ロ綾部に至る。ロ綾部は外傾する。 普通 覆土下層

4

窪 B （16．4）底部から休部にかけての破片。底部 休部外面へラ削り。体部内面へラナ 砂粒・石英・長石 P 86

土　師　器 C　5．6 平底。休部は外傾して立ち上がる。 デ。 にぷい橙色

普通

60％

覆土下層
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第103図

5

長頸壷

須　 恵　 器

B （13．1） 休部から頚部にかけての破片。 外面自然札　 内面ロタロナデ。 砂粒 ・長石

オリーブ灰色

普通

P 89 A ・89 B

20％

覆土中

6

平　 瓶 A　 6．2 n 縁部破片。口練部は外傾して立ち 口縁部内 ・外面ロタロナデ。自然粕。 砂粒 ・長石 P 88

須　 恵　 器 B （7．9） 上がる。 灰色

普通

10％

覆土中

第28号住居跡（第104図）

位置　調査3区の南西端部，LlOa8区。

規模と平面形　南側3分の2が調査区域外へ延びているので規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床

から長軸（4．10）m，短軸（2．40）mで，方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－300－E

壁　残存する壁高は18～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　北西壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。上部は耕作により削平され，天井部と両袖部は

ほとんど残存しておらず，掘り方だけを確認した。規模は煙道部から焚口部まで102cm，両袖最大幅86cm，

壁外への掘り込みは30cmである。火床面は床面を3cm掘りくぼめており，火熟を受けて部分的に赤変した面

がみられる。煙道は外傾して立ち上がる。

寵土層解説

1褐　色　焼士小ブロック微量，焼土粒子少量，粘土粒子多量　　　　　　5　暗褐色　焼土中ブロック多量，粘土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土小ブロック少量，焼土粒子多量，炭化粒子多鼠灰粒子多量　　6　時赤褐色　焼土大ブロック中量，炭化物少量

3　赤褐色　焼土小ブロック多鼠焼土粒子多量，粘土粒子少量　　　　　　7　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子微量

4　赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　8　暗赤褐色　ローム小ブロック中呈，焼土粒子微量

A20．6m

二⊥二＿丁＿ユニ＿＿＿⊥＿＿＿二i＿＿．＿＿＿）．一

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿　　！
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覆土　4屑からなI主　自然堆積である。、

土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック中巌，ローム粒子多鼠　炭化粒子微量　　　4　黒褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒子少量

2　褐　　色　ローム小ブロック中亀　ローム粒子中風　炭化粒子少量　　　5　暗褐色　粘土小ブロック中量

3　黒褐色　ローム中ブロック少鼠　ローム粒子中量，炭化物微量

遺物　土師器片149息　須恵器1息鉄棒1点が出土している。2の須恵器鼠1の土師器杯及び3の土師器婆

が，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，住居形態や出土遣物から明確にすることはできないが，覆土中の遺物から古墳時代と考

えられる。

l′一一一一一一一一二三∴∴二一二

第鼠の5図　第28号住居跡出藍遺物実測図

第28号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

上＿∵二二二二二二」二二二「二二＿二l∵コ

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第105図 埠 A ［16．6］ 休部か ら口綾部にかけての破片。体 目線部内 e外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 P 502

1 士　 帥　 器 B （3．9） 部は内攣 して立ち上が り，目線部は ラ削 り。内面ナデ。 にぷい橙色 20％

短 く直立する。 普通 覆土中

2

蓋 B （2．1） 頂部破片。つ まみは宝珠状で，頂部 頂部回転へラ削 り。 砂粒 ・有英 ・長石・ P lO3

須　 恵　 器 F　 2．0

G　 l．1

は平坦である。 黒色斑点，灰色

普通

20％

務土中

3

婆 A ［2 1．0］ 日綾部破片。口綾部は外反 して立ち 口線部内 ・楠 横げ 0　 ！砂拉・石英 ・長石・ P 503

土　 師　 器 B （4．6） 上がる。 雲母，にぷい褐色

普通

5 ％

覆土中

第37号住居跡（第106elO7図）

位置　調査1区の北部，F14fl区。

重複関係　本跡は第41号住居跡に掘り込まれているので，本跡の方が古い。

規模と平薗形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸5．69m，短軸［5。50］m

の方形と考えられる。

主軸方向　N－8ローE

壁　壁高は25～50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は北壁下9　東壁下，酋壁下に確認され，上幅12～27cm，

下幅5～14cm，深さ4－6cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　北壁中央部よりやや西寄りに，砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は崩落している。規模は

煙道部から焚口部まで129cm，両袖最大幅136cm，壁外への掘り込みは10cmである。袖の内壁は火熟を受けて

赤変している。火床部は床面を6cm掘りくぼめており，火熟を受けて赤愛している。煙道は外傾して立ち上

がる。
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第107図　第37号住居跡竃実測図

寵土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　灰褐色　ローム粒子微量，粘土小ブロック中量，粘土粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子微量，焼土小ブロック少量

4　黒褐色　焼土小ブロック中量，粘土小ブロック少量

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　［

5　暗褐色　ローム粒子微量，粘土粒子少量

6　黒褐色　ローム小ブロック少量，娩土小ブロック少量

7　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

8　暗赤褐色　焼土小ブロック多量，粘土小ブロック少量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は径40～57cmの円形で，深さ22～36cmであり，いずれも主柱穴である。

P5は長径30cm，短径21cmの楕円形，深さ19cmで，補助柱穴と考えられる。

覆土　9層からなり，自然堆積である。

土層解説

15　黒褐色　ローム小ブロック中呈，ローム粒子少量，焼土小ブロック少量

16　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子少量

17　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

18　黒褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量

19　暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，粘土粒子少量

20　暗褐色　ローム粒子少量，粘土粒子少量

21暗褐色　焼土中ブロック少量，粘土粒子少量

22　暗褐色　焼土粒子少量，粘土小ブロック少量，粘土粒子中量

23　赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子多量

遺物　土師器片605点，須恵器片95点，陶器片1点，土製晶1点，石製品1点，鉄製品1点が出土している。

2，3の須恵器杯が覆土下層から，6の甑が床面から，5の土師器聾は北東コーナー付近の覆土下層から，8

の紡錘車は竃前の床面から出土している。5の須恵器盤，4の土師器坪，7の支脚は，いずれも覆土中から

出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代と考えられる。

第37号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第108図 杯 A 【12．0］ 休部上位か ら口綾部にかけての破 ロ縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石・ P 505

1 土　 師　 器 B （3．0） 片。休部とロ綾部の境に稜がある。 ラ削り。内面ナデ。内 ・外面黒色処 雲母，黒褐色 10％

口緑部は内偵する。 理。 普通 竃袖部内

2

丈不 A ［13．5］ 底部平底。休部は直線的に外傾して 口綾部か ら休部にかけて内 ・外面ロ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 134

須　 恵　 器 B　 3．7

C　 9．4

立ち上がり， ロ綾部に至 る。 タロナチこ　底部回転へラ切 り後ナチこ にぷい黄橙色

普通

50％

覆土下層

3

坪 A ［13．4］ 休部から口綾部にかけての破片。体 口綾部から休部にかけて内 ・外面ロ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 13 5

須　 恵　 器 B （3．7） 部は直線的に外傾 して立ち上がり， グロナデ。 褐灰色 20％

口綾部に至 る。 普通 覆土下層
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第108図　第37号住居跡出土遺物実測図
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第108図 盤 B（1．8）高台部から休部下位についての破休部内・外面ロクロナデ。底部回転砂粒・石英・長石・P144

4 須　恵　器D　9．4 片。高台部は「ハ」の字状に開く。へラ切り後ナデ。高台部内・外面ナ雲母，黄灰色 30％

E　l．2 休部は内攣して立ち上がる。 デ。 普通 塩内
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図版番号 器　　 輔 計測催涙壷 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎‡上・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第1鵬図 婆 A （15。郎 底部平底。休部は内攣 して立ち上が 目線部内 ・外商横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・有 性 ・長有 P 133

5 十　 帥　 器 B 12。6

C　 6。6

り，［］綾部は外傾する。 ラ削 り。休部内面ナデ。 明赤褐色

2 次焼成

90％

竃内

6

甑 Å　35．5 多孔式。休部は直線的に外傾 して立 日録部内 。外面ナデ。休部外面上位 砂粒 ・石英 ・長打・ P 136

須　 恵　 器 B　27．5　′ち上が り，口綾部は外傾する。 横位の平行叩 き。中位から下位にか 雲母，黒色 60％

C 15．9 けて斜位の平行叩き。叩き後 4 条の 普通 床直

沈線。休部内面ナデ。

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 義 （g ）

第108図 7 支　　　 脚 14．1
7・中　 ・0

し961．01 覆土下層 D P 12

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値 ！石 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第1鵬図 8 紡　 錘　 車 5．1 （2。7） （0。5） 軋8 （5。0） 泥　　　 岩 竃内 Q 8　　　　　　　　 20％

第38号住居跡（第109図）

位置　調査1区北部，F14f2区。

規模と平面形　長軸4．40111，鯨油3．83111の長方形である。

主軸方向　N－13。－E

壁　壁高は16～35cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は，北東壁下9　北西壁下に確認し　上幅摘～錆cm　下幅5

－12cm，深さ5cnlで，断面彬はU字形である。〕

床　全体的に平坦で学　出入り打から竃にかけての中央部が踏み固められている。

竃　北東壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚持

部まで朋5cm，両袖最大幅135cm9　壁外への掘り込みは75cmである。袖の内壁は火熟を受けて赤愛している。

火床面は床面を8cmほど掘りくぼめており学　火熟を受けて赤愛している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1黄橙色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化物少鼠粘土粒子多量

2　褐　　色　炭化粒子少鼠　粘土粒子多量

3　黄橙色　炭化物少数　粘土小ブロック微亀　粘土粒子多量

4　褐　　色　焼土中ブロック微鼠　炭化粒子少量，粘土粒子多量

5　暗褐色　ローム粒子少亀　焼土粒子微量，粘土粒子中量

6　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，炭化粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微鼠　粘土粒子中量

8　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック中量，焼土粒子少量

9　黒褐色　ローム粒子少鼠　炭化物少鼠　粘土粒子少量

10　褐　　色　ローム粒子中鼠　焼土中ブロック少鼠　粘土粒子少量

11赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子少量

12　褐　　色　焼土粒子少亀　粘土粒子多量

13　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

14　褐　　色　炭化粒子少鼠　粘土粒子多量

15　褐　　色　廃土小ブロック少鼠　粘土粒子多量

16　褐　　色　焼土中ブロック少量

17　暗赤褐色　焼土中ブロック多量，粘土小ブロック少量

18　黒褐色　廃土小ブロック中量，炭化粒子多量，粘土粒子少量

19　赤褐色　焼土小ブロック中墓，粘土粒子中量

20　赤褐色　焼土中ブロック中巌，焼土粒子多量

21暗赤褐色　焼土中ブロック中鼠炭化粒子少鼠粘土粒子少量

22　橙　　色　ローム粒子中量，粘土粒子中量

23　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子中量，粘土粒子中量

ピット　3か所（㌘1－P3）。床面を丁寧に精査したが，3か所以外は確認できなかった。㌘1は径25cmの円私

深さ9cmで，性格は不明である。P2は径26cmの円私　深さ8cmで，主柱穴と考えられる。P3は長径32cm，

短径25cmの楕円形，深さ11cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　9層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　灰褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，炭化粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少鼠焼土中ブロック少巌

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック微鼠　焼土粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多量

5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
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6　褐　色　焼土粒子少亀粘土小ブロック微量，粘土粒子多量

7　暗褐色　炭化粒子微鼠　粘土粒子微量

8　灰褐色　ロ㌦†ム粒子少量，焼土粒子少量

9　褐　色　ローム粒子多量
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遺物　土師器片604息　須恵器片用息　陶器片し焦　土製品　鳥　銃渾1点が出土している。1，2の須恵器

杯は中央部凍土下層から，3の須恵器盤は中央部覆土中層から，4の須恵器蓋は竃内からそれぞれ出土して

いる。

所見　本跡の時期は，4が竃内から出土していることから，奈良時代と考えられる。

r二二二l＿＿ 工・l－1千℃
4

第盈且の図　第38号住居跡出藍遺物実測図

第38号住居跡出土遺物観察表

10cm

亡二‾二二‾二二二コ＝「二二二＿二二‾

器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

隼 A 14．2 底部 平底。 休部 は外傾 して立 ち上 が 口綾部 か ら休 部 にかけ て内 ・外面 ロ

須　 恵　 器 B　 4．2

C　 7．6

り， ロ綾部 に至 る。 クロナテ： 休 部下 端手持 ちへ ラ削 り。

底 部 回転へ ラ切 り後ナ デ。

隼 A 12。7 底部から日録部にかけての破片。底 ロ綾部から休部にかけて内 ・外面ロ 砂粒 ・石英

須　 恵　 器 B　 4。1 部平底。休部は外傾 して立ち上がり。 クロナデこ　休部下端手持 ちへラ削り。 褐灰色

C　 6．8 ロ綾部に至 る。 底部回転へラ切 り後ナデ。 普通

盤 A ［15．4］ 休部から口綾部にかけての破片。体 休部か ら口綾部にかけて内 ・外面ロ 砂粒 ・有英 ・長山・

須　 恵　 器

l

B （2．7） 部は内攣 して立ち上がり，休部と目

線部の境に稜がある。 ［］綾部は直線

的に外傾す る。

クロナチや。 雲母，褐灰色

普通

蓋 A ［15．8］ つまみ欠損。天井部は緩やかに開 き， 頂部へラ削 り。天井部ロクロナデ。 砂粒 ・石英 ・長石

須　 恵　 器 B （1．6） 屈曲して垂下する。 内面ログロナデ。 灰色

普通

第42号住居跡（第111図）

位置　調査1区の北部，G13a6区。

規模と平面形　長軸3．30Ill，短軸3．03mの方形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は19～40cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は全周し，上幅18－25cm，下幅3～12cm9　深さ7～10cmで

断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されているが言耕作による撹乱を受け，掘り方だけを確認した。

壁外への掘り込みは50cmである。火床部は床面を3cm掘りくぼめており，火熟を受けて部分的に赤変している。

竃土層解説
1　褐　　色　ローム小ブコック微鼠　炭化粒子少量，粘土粒子少量

2　暗褐色　ローム中ブロック微量，焼土粒子少量，粘土粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック少亀　焼土中ブロック少量
4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，炭化粒子中量

5　黒褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子中量
6　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少鼠　粘土粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子中鼠　焼土大ブロック少量，炭化粒子少量
8　褐　　色　ローム小ブロック少鼠ローム粒子中量，炭化粒子少量

9　暗褐色　ローム粒子中鼠　焼土中ブロック少量，炭化粒子少量
10　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，炭化粒子少量

11暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量
12　褐　　色　ローム粒子少鼠　粘土粒子多量

13　褐　　色　ローム粒子多量
14　暗褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子少量，炭化粒子中量

15　褐　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子少量

16　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
17　暗褐色　ローム粒子微量，粘土粒子少巌

18　暗赤褐色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック少量
19　暗赤褐色　ローム小ブロック微量，焼土中ブロック少量

20　褐　　色　ローム粒子多量
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第111図　第42号住居跡実測図

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは長径26cm，短径22cmの隅丸方形で，深さ58cmである。P2は長径40cm，短径

30cmの楕円形，深さ62cmで，いずれも主柱穴と考えられる。床面を丁寧に精査したが，他にピットは確認で

きなかった。

覆土17層からなり，自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子中量，炭化粒子少量　10　褐

褐　　色　ローム小ブロック微量，ローム粒子中量　　　　　　　11窯褐

褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，炭化粒子少量　12　黒褐

褐　　色　ローム小プロッタ少量，ローム粒子中量　　　　　　　13　褐

暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック微量，炭化粒子少量　14　褐

暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子中量，焼土粒子微呈　15　暗褐

暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量　　　　　　　　　　16　時褐

色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

色　ローム粒子少量，炭化粒子中量

色　ローム小ブロック少量，ローム粒子中量，焼土粒子微量

色　ローム粒子多量

色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，炭化粒子少呈

色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

褐　色　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　17　褐　色　ローム粒子中量
極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

遺物　土師器片41点，須恵器片15点が出土している。1の須恵器杯は竃内から，2の須恵器杯は竃右袖部脇の

覆土下層から，3の須恵器坪は竃右袖部に張り付くように，4の須恵器坪は床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，竃内の出土遺物から奈良時代と考えられる。
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第m2図　第42号住居跡出土遺物実測図

第42号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　　考

第112図 j不 A14．4口綾部一部欠損。底部平底。休部は口綾部から休部にかけて内・外面ロ砂粒・長石・雲母P154

1 須　恵　器B　4．5外傾して立ち上がり，口綾部に至る。クロナチ：底部回転へラ削り後ナデこ灰白色

普通

90％

竃内

2

杯 A13．2底部から口綾部にかけての破片。底口綾部から休部にかけて内・外面ロ砂粒・石英・長石P155

須　恵　器B　4．1部平底。休部は外傾して立ち上がり，クロナデこ休部下端手痔ちへラ削り。灰色 70％

C　8．4口綾部に至る。 底部へラ削り後ナデ。 普通 覆土下層

3

杯 A13．2口綾部一部欠損。底部平底。休部は口綾部から休部にかけて内・外面ロ砂粒・石英・長石P156

須　恵　器B　4．8外傾して立ち上がり，口綾部に至る。クロナテ：休部下端手持ちへラ削り。灰色 90％

C　8．0 底部へラ削り後ナデ。 普通 覆土下層

4

土不 A［13．2］底部から口綾部にかけての破片。底口綾部から休部にかけて内・外面ロ砂粒・石英・長石・P157

須　恵　器B　4．1部平底。休部は外傾して立ち上がり，クロナチ：休部下端手持ちへラ削り。雲母，灰色 40％

C　7．6口綾部に至る。 底部へラ削り後ナデ。 普通 床直

第52号住居跡（第113図）

位置　調査1区の北部，G13a9区。

重複関係　本跡は第51号住居跡と第5号土坑に掘り込まれているので，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸［4。95］m，短軸4。50mの長方形と考えられる。

主軸方向　N－150－E

壁　壁高は23～25cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は西壁下で確認され，上幅16～32cm，下幅6－14cm，深さ

3－5cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦である。

竃　北壁中央部に構築されているが，耕作による撹乱を受けているため，ほとんど残存していない。

覆土12層からなり，自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，粘土粒子中量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，粘土粒子少量

3　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子中量，焼土粒子少量

4　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子中量，炭化粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

8　褐　　色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック微量

9　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

10　暗褐色　ローム粒子中量

11暗褐色　焼土中ブロック少量，炭化物微量

12　暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量

遺物　土師器片354息須恵器片21点が出土している。1，2の須恵器埠は，いずれも覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，1，2が出土していることから奈良時代と考えられる。
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第1摘図　第52号住居跡出土遺物実測図

第52号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第114図 杯 A ［13．0］ 底部から口綾部にかけての破片。底 目線部から休部にかけて内 ・外面ロ 砂粒 ・雲母・スコ ．P 178

1 須　 恵　 器 B　 3．3 部平底。休部は外傾して立ち上がり， クロナデ。底部ナデ。 リア，にぷい褐色 20％

C ［9．4］ 口綾部に至る。 普通 覆土中

2

杯 A ［13．4］ 底部から口綾部にかけての破片。底 口綾部から休部にかけてロクロナ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 179

須　 恵　 器 B　 3．7 部平底。休部は外傾して立ち上がり， デ。底部へラ削り。 灰色 60％

C　 8．1 口綾部に至る。 普通 覆土中
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第57号住居跡（第115図）

位置　調査1区の中央部，G13e9区。

重複関係　本跡は第59号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，長軸4。10m，短軸［4。06］mの方形と考えられる。

主軸方向　N－21ご－E

壁　壁高は8～50cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部と袖部は崩落している。規模は煙道部から

焚日部まで143cm，壁外への掘り込みは15cmである。火床部は床面を5cmほど掘りくぼめており9　火熟を受

けて赤愛している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　極暗褐色　焼土粒子少量，炭化粒子少量，粘土粒子少量

2　赤褐色　焼土中ブロック少量，炭化物少量，粘土粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少鼠焼土中ブロック少量，炭化粒子少量

4　赤褐色　焼土中ブロック少鼠　焼土粒子中鼠　炭化粒子少量

5　暗赤褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子少鼠　粘土粒子少量

6　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少鼠　炭化物少量

7　黒褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微量

8　赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子中量

9　暗褐色　ローム粒子少鼠焼土中ブロック少量，炭化粒子少量

10　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子少鼠　炭化物少量

覆土　7層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

2　暗褐色　焼土中ブロック少量，炭化物少鼠　粘土粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック少鼠ローム粒子少鼠粘土粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子微量

11暗褐色　ローム粒子微鼠　焼土粒子少量

12　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量

13　赤褐色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少鼠　焼土粒子中量

14　暗赤褐色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少量，焼土粒子少量

15　赤褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少鼠　焼土粒子中量

16　暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，焼土粒子少量

17　赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子多量

18　赤褐色　ローム粒子中風　焼土粒子少量

19　赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子少鼠　粘土粒子中量

6　暗褐色　焼土中ブロック少鼠焼土粒子少鼠粘土粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化物少量

遺物　土師器片223点，須恵器片18点，土製品1点，石製品1点，鉄棒1点が出土している。3の土師器婆は，

覆土中層から，4の土師器婆は竃の西側覆土中層から，1の須恵器埠，5の支脚は覆土下層から，2の土師

器婆，6の紡錘車は床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から，奈良時代と考えられる。

第57号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第116図 杯 A ［12．2］ 底部から休部にかけての破片。底部 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 砂粒 ・長石 ・雲母 P 201

1 須　 恵　 器 B （3．3）

C ［8．0］

平底。休部は外傾 して立ち上がる。 へラ削り。 褐灰色

普通

5 ％

覆土下層

2

婆 A 14．9 底部平底。休部は内攣 して立ち上が 口線部内 ・外面横ナデ。休部上位か 砂粒 ・石英 ・長石・ P 198

土　 師　 器 B 18．0 り，口綾部は外傾する。 ら中位にかけて外面ナデ。下位へラ 雲母，橙色 95％

C　 7．5 削り。休部内面ナデ。 普通 床直

3

婆 A　20。0 休部か ら＝綾部にかけての破片。体 日録部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・石英 ・長石 P 19 9

土　 師　 器 B （25．0） 部は内攣 して立ち上がる。口綾部は 面ナデ。 にぷい橙色 60％

外傾し，端部は上方につ まみ上げら

れている。

普通 覆土中層

4

婆 A ［21．2］ 休部から口縁部にかけての破片。体 口線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石・ P 200

土　 師　 器 B （16．0） 部は内攣 して立ち上がる。 日録部は ラ削 り後ナデ。休部内面ナデ。 雲母，橙色 15％

外傾 し，端部は上方につまみ上げら

れている。

普通 覆土中層
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第116図　第57号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 種　　別

計　　　　　　 測　　　　　　 値
出　　土　　地　　 点 備　　　　　　　　 考

長　さ（cm） 幅（cm） 厚　さ（cm）重量（g）

第116図5 支　　　 脚 （10．4） 10．7 8．0 （754．0）凍土下層 DP15　　　　　　　　　　　 90％

図版番号 種　　別

計　　　　　　　 測　　　　　　　　 値
石　　質 出　土　地　点 備　　　　　　 考

長　さ（cm） 幅（cm） 厚　さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第116図6 紡　鍾　革 （4．7） （3．0） （1．5） 0．7 （23．0）凝　灰　岩床直 QlO　　　　　　　 30％
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第62号住居跡（第117図）

位置　調査1区の中央馳　G13e6区。

重複関係　本跡は第67，72－B号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸［4652］m，短軸［4。20］m

の方形と考えられる。

童軸方向　N－130－E

壁　壁高は2ト26cmで9外傾して立ち上がる。壁溝は全周し，上幅20～26cm，下幅3～8cm，深さ6～9cmで9

断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，出入日から竃にかけての中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂粒まじりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚日部

まで102cm，両袖最大幅100cm，壁外への掘り込みは28cm，袖の内壁は火熟を受けて赤愛している。火床部は

床面を7cm掘りくぼめており，火熟を受けて赤愛している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1黄褐色　ローム小ブロック少鼠焼土中ブロック少鼠粘土粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少鼠　粘土粒子少量
3　黄褐色　焼土粒子少最　粘土粒子多量

4　灰褐色　ローム粒子少最　焼土中ブロック少鼠　粘土粒子中量
5　灰黄褐色　焼土粒子微風　炭化物少鼠　粘土粒子多量
6　灰褐色　焼土粒子中風　粘土粒子少量

7　黒褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微鼠　粘土粒子少量

8　黄褐色　焼士粒子少鼠　粘土粒子少量

9　黄褐色
10　黄褐色

11暗赤褐色

12　極暗褐色

13　褐　　色
14　灰褐色

15　褐　　色

焼士粒子微鼠　炭化粒子微亀　粘土粒子中量
焼土粒子少鼠　炭化物少量，粘土粒子多量

焼土粒子中鼠　炭化粒子少亀　粘土粒子少量

ローム粒子少量，炭化粒子少量

ローム粒子少量，焼土粒子少量，粘土粒子多量
焼土小ブロック少量，粘土粒子多義

ローム粒子少鼠　焼土粒子少鼠　粘土粒子少量

ぽッ匪　針か所（Pl～P4）。PlからP4は長径34～娼cm，短径30～姐cmの円形及び楕円私深さ28～50。mで，

いずれも主柱穴である。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子少鼠　焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微鼠　粘土粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子少鼠焼土中プロシク微亀粘土粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック微量，粘土小ブロック微量

5　灰褐色　ローム小ブロック少鼠焼土大ブロック少鼠粘土粒子中量

遺物　土師器片1273息須恵器片267息鉄製品1点が出土している。1の須恵器塚と2の須恵器鉢は覆土中

から，4の鉄鎌は北壁際から，3の不明鉄製品は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から奈良時代と考えられる。

第62号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第118図 塚 A 12．7 口綾部一部欠損。底部平底。休部は 口綾部か ら休部にかけて内 ・外面ロ 砂粒 ・石英 ・長石・ P 232

1 須　 恵　 器 B　 4．6 外傾 して立ち上が り，口綾部に至る。 クロナデ。休部外面下端手持 ちへ ラ 雲母，灰色 80％

C　 7．2 削り。底部へ ラ削り。 普通 覆土中

2

鉢 A ［13．8］ 休部から口綾部にかけての破片。体 口綾部から休部にかけて内 ・外面ナ 砂粒 ・石英 ・長石・ P 233

須　 恵　 器 B （9．0） 部は外傾 し， 口綾部は外反 して立ち テや。 雲母，黄灰色 30％

上がる。 普通 覆土中

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！　 備　　　　 考

長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第118図3 不明鉄製品 （10．2） 5．7 0．7 （26．0） M 5 4　　　 擾土中

4 鉄　　　 鎌 （8．4） （2．8） 0．4 （22．0） M l l　　 覆土中層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 30％

－134　－



上19・4m　中エ

－135－

0

」＿＿　；　二∃

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　－」



第118図　第62号住居跡出土遺物実測図
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第66号住居跡（第58・59図）

位置　調査1区の中央部，G13e5区。

重複関係　本跡は第68号住居跡を掘り込んでおり，第67号住居跡に掘り込まれているので，第68号住居跡より

新しく，第67号住居跡より古い。

規模と平面形　重複と，本跡の西側3分の1が調査区城外へ延びているので，規模や平面形は明確ではないが

残存する壁や床から，長軸（3．94）m，短軸（2．30）mで，方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は10cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されている。天井部と袖部は崩落している。規模は煙道部から焚口部まで112cm，壁外

への掘り込みは10cmである。火床部は床面を20cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。煙道

は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　褐　　色　ローム粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化物少量

2　褐　　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，炭化物少量

3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

4　時赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子多量，粘土粒子少量

5　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子多量

6　暗褐色　焼土小ブロック微量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量

9　黄褐色　焼土粒子少量，炭化粒子少量，粘土粒子多量

10　褐　　色　炭化粒子微量，粘土粒子中量

11黒褐色　焼土小ブロック微量，炭化粒子少量，粘土粒子少量

12　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

13　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，粘土粒子中量

14　赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，粘土粒子少量

15　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量

16　暗赤褐色　焼土小ブロック少量，焼土粒子中量

17　時赤褐色　焼土小ブロック中呈，焼土粒子多量，炭化粒子微量

18　赤褐色　焼土ノトブロック中量，焼土粒子多量，粘土粒子少量

19　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

20　極暗褐色　ローム小ブロック微量，焼土粒子微量

21暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

ピット　Plは長径85cm，短径81cmの隅丸方形，深さ22cmで，底面は平底，壁は外傾して立ち上がる。性格は

不明である。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量　　　　　　　5　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片1000点，須恵器片242点，鉄棒1点が出土している。4の土師器聾と2の須恵器高台付杯と1

の須恵器坪は竃内から，3の土師器高台付坪は覆土中からそれぞれ出土している。5は覆土中から出土した

須恵器片で，外面にカキ目痕が施されている。

所見　本跡の時期は，1，2，4が床面や竃内から出土していることから，奈良時代と考えられる。

－136－



第119図　第66号住居跡出土遺物実測図

第66号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　　 考

第119図 土不 A13．5底部から口綾部にかけての破片。底口綾部から休部にかけて内・外面ロ砂粒・長石 P254

1 須　恵　器B　4．2部平底。休部は外傾して立ち上がり，タロナチこ　底部回転へラ削り後ナテ：黄灰色 85％

C　8．6口緑部に至る。 普通 竜内

2

高台付坪A［17．6］底部からロ綾部にかけての破片。高口綾部から休部にかけて内・外面ロ砂粒・長石・雲母P252

須　恵　器B　6．3台部は短く「ハ」の字状に開く。体タロナチこ　底部回転へラ切り後ナテこ灰黄色 50％

DlO．4

E　l．0

部は外傾して立ち上がり，ロ綾部は

外反する。

高台部内・外面ナデ。貼付。 普通 竃内

3

高台付土不B（3．9）高台部から休部下位にかけての破体部内・外面ロタロナデ。高台部内・砂粒・石英・雲母P253

須　恵　器D［8．6］片。高台部は「ハ」の字状に開く。外面ナデ。 灰色 5％

E　l．0休部は外傾して立ち上がる。 普通 穫土中

4

要 B（10．8）底部から休部下位にかけての破片。休部下位外面へラ磨き。内面ナデ。槻・石英・長石・雲P251

土　師　器C　8．4底部平底。休部は外傾して立ち上が底部木葉痕。 母，にぷい赤褐色30％

る。 普通 寵内

第69号住居跡（第58・120図）

位置　調査1区の中央部，G13g5区。

重複関係　本跡は第68，82号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸［4．57］m，短軸［4．50］

mの方形と考えられる。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は15－25cmで外傾して立ち上がる。壁溝は，南壁下，西壁下，北壁下にかけて確認され，上幅21～24

cm，下幅5－9cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形である。

－137－



⑥

第120図　第69号住居跡竃実測図

0　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚口部まで101cm，両袖最大幅

130cm，壁外への掘り込みは10cmである。袖部は砂粒まじりの褐色粘土で構築されている。袖部の内壁は火

熟を受けて赤変している。火床部は床面を6cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。

竃土層解説

1　灰褐色　焼土小ブロック微量，炭化物少量，粘土粒子多量

2　褐　　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，粘土粒子多量

3　褐　　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，粘土粒子中量

4　褐　　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，粘土粒子中量

5　灰褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，粘土粒子少量

7　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，粘土粒子少量

8　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック中量，粘土粒子少量

9　灰褐色　焼土粒子微量，灰粒子中量，粘土粒子中量

10　暗褐色　ローム小ブロック少量，煉土小ブロック少量

11灰褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

12　暗褐色　ロームノトブロック少量，焼土粒子少量，粘土粒子中量

13　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，粘土粒子中量

14　暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，粘土粒子少量

15　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，粘土粒子中量

16　灰褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，粘土粒子少量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径46cmの円形，深さ47cmである。P2は長径38cm，短径21cmの楕円形，深さ51

cmである。P3は長径73cm，短径55cmの楕円形，深さ48cmで，いずれも主柱穴である。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

15　極暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量

16　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

17　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

18　黒褐色　ローム粒子微量，煉土小ブロック微量

19　黒褐色　ローム粒子微量，焼土小ブロック少量，焼土粒子少量
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第121図　第69号住居跡出土遺物実測・拓影図
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遺物　土師器片1021点，須恵器片225息　陶器片1鳥鉄製品1点9　古銭1点が出土している。20言汀言掛の須

恵器棒は覆土下層から，25の須恵器埠は竃内から31の不明鉄製品は覆土下層から，それぞれ出土している。

22～24の須恵器埠と289　29の土師器婆と30の須恵器甑と27の青磁の魂と32の古銭は覆土中からの出土で，青

磁や古銭は混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は920，21925926が覆土下層や竃内から出土していることから9　奈良時代と考えられる。

第69号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第121図 j不 A 13．7 口綾部一部欠損。底部平底。休部は 口綾部か ら休部にかけて内 ・外面ロ 砂粒 ・石英 ・長石 P 263

2 0 須　 恵　 器 B　 3．8

C　 9．8

外傾 して立ち上がり，日綾部に至る。 タロナチか。底部へラ削り。 にぷい黄色

普通

80％

覆土下層

21

杯 Å［11。3］ 底部か らH 綾部にかけての破片。底 口綾部から休部にかけて内 ・外面 ロ 砂粒 ・石英 ・長石 P 264

須　 恵　 器 B　 3．5 部平底。休部は外傾 して立ち上がり， クロナデ。底部へラ削り。 灰色 50％

C　 7．0 口綾部に至る。 普通 覆土下層

22

隼 A ［13．7］ 底部から日録部にかけての破片。底 口綾部から休部にかけて内 。外面ロ 砂粒 ・石英 ・長石・ P 265

須　 恵　 器 B　 4．6 部平底。休部は外傾 して立ち上がり， グロナデ。底部／＼ラ削 り。 雲母，灰褐色 50％

C　 6．0 日綾部に至る。 普通 孝土中

23

埠 Å山 ．6］ 底部から口綾部にかけての破片。底 口綾部か ら休部にかけて内 ・外面ロ 砂粒・石英 ・長石・ P 5 17

須　 恵　 器 B　 3．5 部平底。休部は外傾 して立ち上が り， クロナチ：休部下端手持ちへラ削り。 雲母，灰色 30％

C ［も 2］ 口綾部は短 く外反する。 底部へラ削 り。 普通 覆土中

24

杯 A ［13。2］ 底部か ら口綾部にかけての破片。底 口縁部か ら休部にかけて内 ・外面ロ 砂粒・右耳 ・長石・ P 515

須　 恵　 器 B　 説6 部平底。休部は外傾 して立ち上がり， クロナテや。 雲母，黒褐色 30％

C ［7．0］ 日綾部に至る。 普通 覆土中

25

杯 A ［13．4］ 底部から日綾部にかけての破片。底 日綾部から休部にかけて内 の外面ロ 砂粒 ・長有 ・皇母 P 51（う

須　 恵　 器 B　 3。9 部平底。休部は外傾 して立ち上がり， タロナテ： 休部下端手持ちへラ削 り。 灰色 30％

C ［7。4〕 日綾部に至る。 底部回転へラ削 り。 普通 竃内

26

埠 B （2。2） 底部から休部にかけての破片。底部 体部 内 ・外面ロクロナデ。底部へラ 砂粒 ・石英 ・長石 P 5 18

須　 恵　 器 C　 8．2 平底。休部は外傾 して立ち上がる。 削 り。 灰色

普通

30％

覆土下層

27

碗 A ［13．5］ 休部から目線部にかけての破片。体 内面達弁文。 砂粒 P 26 7

青　　　 磁 B （も3） 部は外傾 して立ち上が り，日綾部に 灰オ リーブ色 5 ％　 龍泉窯系

至 る。 普通 覆土中

28

婆 A ［26。0］ 休部から口綾部にかけての破片。体 H 緑部内 ・外面横ナデ。休部外面中 砂粒 ・石英 ・長石 P 519

土　 師　 器 B （30．5） 部は内攣 して立ち上がる。 口綾部は 位から下位にかけてへ ラ磨 き。内面 にぷい褐色 40％

外反し，端部は上方に短 くつまみ上

げられている。

ナデ。 普通 覆土中層

29

小型婆 A ［8。0］ 休部上位か ら口綾部 にかけての破 日録部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒0長石㌧ノヾ ミス P 262

土　 師　 器 B （3．7） 片。休部は内攣 して立ち上がり， 口 面ナデ。 にぷい黄橙色 20％

綾部は外反する。 普通 将士中

l
i

30

甑 A ［26。8］ 休部上位から日経部にかけての破 口緑部内 ・外面ロクロナデ。体部外 砂粒・石英 ・長石・ P 26 6

須　 恵　 器 B （8．4） 片。休部は外傾 し，口綾部は外反す 面縦位の平行叩き。内面ナデ。 パミス，灰色 5 ％

る。端部 はつまみ上げ られている。 普通 覆土中

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値 i　 備　　　　 考

長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第121図3 1 不明鉄製品 4．2 3．1 0．5 13．0 M 12　　　　　　　　　　　　　　　　 覆土下層　　　　　　　　　 100％

32 古　　　 銭 2．4 2．4 0．1 2．1 M 13　　　 銅銭　　　 判読不明　　　 覆土中　　　　　　　　　　 100％

第開号住居跡（第122図）

位置　調査1区の中央部，H13C8区。

規模と平面形　長軸3．85111，短軸3．70111の方形である。
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第122図　第70号住居跡実測図
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主軸方向　N－90－E

壁　壁高は15～20cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は，南壁下から西壁下，北壁下にかけて確認され，上幅は

8～20cm，下幅4～10cm，深さ6cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，出入ロから竃にかけての中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂粒まじりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚口部

まで90cm，両袖最大幅96cm，壁外への掘り込みは35cmである。袖の内壁は，火熟を受けて赤変している。火

床部は床面を2cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，粘土粒子微量　　6　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量，粘土粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子微量，煉土中ブロック中量，焼土粒子中量　　7　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，粘土粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，粘土粒子中量　　　　　8　時赤褐色　ローム粒子微量，焼土粒子中量，粘土粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量，粘土粒子少量　　　　　　　　　　　9　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック少量，焼土粒子少量

5　暗赤褐色　焼土粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　　10　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子中量，焼土粒子少量

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは径20cmの円形，深さ30cmで，出入口に伴うピットと考えられる。P2は径21

cmの円形，深さ12cmである。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量，粘土粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片402点，須恵器片35点，鉄製品3点が出土している。2，3の土師器聾は竃内から，5の刀子は

西壁際覆土下層から6の刀子は南西コーナー付近の覆土下層から，7の鉄釘は中央部の覆土下層から，1の

須恵器杯と4の土師器窪は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，2，3が竃内から出土していることから，奈良時代と考えられる。

＼＿」＝ク

第123回　第70号住居跡出土遺物実測図
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第70号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第123図 j不 B （2．1） 底部から休部下位にかけての破片。 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部へラ 砂粒 ・石英 ・長石 P 26 9

1 須　 恵　 器 C ［7．7］ 底部平底。休部は外傾 して立ち上が 削 り。 灰色 20％

る。 普通 擾土中

2

婆 A ［20．8］ 休部上位か ら口綾部 にかけての破 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面ナ 砂粒 ・石英 ・長石0 P 268

土　 師　 器 B （10．8） 片。休部は内攣 して立ち上がる。 日 デ。休部内面へラナデ。 雲母 5 ％

綾部は外反 し，端部はつまみ上げら

れている。

明赤褐色

普通

竃内

3

婆 A ［22．4］ 休部上位か ら日綾部にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・石英 ・長石・ P 520

土　 師　 器 B （7．5） 片。目線部は外反し，端部は上方に 面ナデ。 雲母，にぷい赤褐 10％

短くつ まみ上げ られている。 色，普通 竃内

4

婆 A ［14．0］ 休部か ら口綾部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・長石 P 521

土　 師　 器 B （13．2） 部は内攣して立ち上が り，口綾部は 面ナデ。 にぷい褐色 30％

外反する。 普通 覆土中

図版番号 種　　 別

計　　　　　　　 測　　　　　　　 値
備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

長　さ （cm） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm） 重 義 （g ）

第123図5 刀　　　 子 （16．9） 1．2 0．4 （23．0） M 14　　　 鉄製　　　 覆土下層　　　　　　　　　　　　　　　　　　 90％

6 刀　　　 子 は 5） 1．0 0．4 （8．0） M 15　　　 鉄製　　　 覆土下層　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20％

7 鉄　　　 釘 （7．8） 0．7 0．4 （8．0） M 16　　　 鉄製　　　 覆土下層

第7㌢風竃億腰勝（第124図）

位置　調査1区の中央部，G13f7区。

重複関係　本跡は，第72－B号住居跡に掘り込まれているので，第72－B号住居跡より古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸3857m9　短軸（2。45）m

の方形と考えられる。

主軸方向　N－7ローE

壁　壁高は18cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　北東壁中央部に構築されているが，重複によりほとんど残存していない。

覆土　3層からなり9　自然堆積である。

土層解説
5　暗褐色　ローム小ブロック少亀　ローム粒子少鼠　焼土粒子微量　　7　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少量，焼土粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量

遺物　土師器片400息　須恵器片74息　陶器片1息石製品1息鉄製品1点が出土している。1の須恵器杯は

覆土中から，2の砥石は南壁際の床面から，3の不明鉄製品は中央部覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，1が覆土中から出土していることから，奈良時代と考えられる

第72－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第125図 杯 A ［9．0］ 底部から目線部にかけての破片。底 目線部から休部にかけて内 ・外面ロ 砂粒 ・石英・長石 ・ P 270

1 須　 恵　 器 B　 3。1 部平底。休部は外傾 して立ち上がり， クロナデ。底部へラ削り。 雲母，灰黄色 10％

C ［6．2］ 目線部に至る。 普通 覆土中
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第125図　第72－A号住居跡出土遺物実測図

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　さ （m ） 幅 （Qm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第125図 2 砥　　　 石 （8．8） 4．7 2．5 （170．0） 凝　 灰　 岩 床直 Q 16　　　　　　　　　　　　 8 0％

回版番号 種　　 別

計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　さ （m ） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第125図 3 不明鉄製品 （7．2） （1．5） 0．3 （9．0） M 17　　　 鉄製　　　 覆土下層

第77－A号住居跡（第93図）

位置　調査1区の中央部，H13C5区。

重複関係　本跡は第76，78号住居跡を掘り込み，第77－B号住居跡に掘り込まれているので，第76，78号住居

跡より新しく，第77－B号住居跡より古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸（3．06）m，短軸3．05m

で，方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は16～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは長径25cm，短径22cmの楕円形，深さ14cmで，主柱穴である。P2は長径25cm，

短径19cmの楕円形，深さ8cmで，主柱穴である。P3は径23cmの円形，深さ22cmで，出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。P4は径24cmの円形，深さ13cmで，性格は不明である。

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説

8　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子中量，炭化粒子少量　11暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子少呈

9　暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック微量　　　　　　　12　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

10　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック微量　　　　　　　　13　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片215点，須恵器片21点が出土しているが，いずれも本跡に伴うものではない。

所見　時期は，本跡に伴う遺物がないため不明であるが，第78号住居跡より新しく，第76，77－B号住居跡よ

り古いことから，奈良時代と考えられる。
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第77－B号住居跡（第93・94図）

位置　調査1区の中央部，H13b5区。

重複関係　本跡は第76，77－A号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸［3．45］m，短軸［2．87］m

で，長方形と考えられる。

主軸方向　N－100－E

壁　壁高は31cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は，南壁下から西壁下，北壁下にかけて確認され，上幅10～22cm，

下幅3～10cm，深さ6cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，出入口から竃にかけての中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚口部まで97cm，両袖最大幅

108cm，壁外への掘り込みは25cmである。袖部は砂粒まじりの褐色粘土で構築されている。火床部は床面を

3cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて一部が赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

埴土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック少量，焼土粒子少量　　5　赤褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子中量，炭化粒子少量

2　赤褐色　焼土中ブロック中呈，焼土粒子中量，炭化粒子・灰粒子少量　　6　暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

3　黒　　色　ローム粒子微量，焼土粒子少量，炭化粒子多量　　　　　　　7　暗褐色　ローム粒子微量，焼土小ブロック少量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子中量，焼土小ブロック少量

ピット　Plは長径30cm，短径26cmの楕円形，深さ14cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2は長

径95cm，短径60cmの楕円形，深さ7cmで，北東コーナー近くに掘り込まれている。底面は平坦で，壁は外傾

して立ち上がる。性格は不明である。

第126図　第77－B号住居跡出土遺物実測図
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P2土層解説

1暗褐色　焼土粒子少量，炭化物少量

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説
5　黒褐色　ローム小ブロック微鼠　ローム粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子少量，粘土粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子多量

7　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

遺物　土師器片347息須恵器片42息陶器片1息鉄製品1点が出土している。5の須恵器杯は覆土中から9

6の須恵器杯は南西コーナー付近の覆土下層から，7，8の須恵器高台付埠はピット2内から，9の土師器

婆は竃内と南壁付近の覆土下層から出土した破片が接合している。10の土師器婆は中央部覆土下層から，11

の土師器婆は中央部床面から，12の刀子は北西コーナー付近の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，7，8，9が出土していることから，奈良時代と考えられる。

第77－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第126図 杯 A ［13．4］ 底部からロ綾部にかけての破片。底 口綾部から休部にかけて内 ・外面ロ 砂粒 ・石英 ・長石・ P 29 2

5 須　 恵　 器 B　 3．8 部平底。休部は外傾 して立ち上がり， クロナデ。 雲母，にぷい黄褐 10％

C ［7．2］ 口綾部に至 る。 色，普通 覆土中

6

土不 B （3．4） 底部から休部にかけての破片。底部 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部へラ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 545

須　 恵　 器 C　 7．0 平底。休部は外傾して立ち上がる。 削り後ナデ。 にぷい黄褐色

普通

30％

擾土中層

7

高台付埠 A 15．5 口綾部一部欠損。高台部は 「ハ」の 口綾部から休部にかけて内 ・外面ロ 砂拉・石英 ・長石 ・ P 293

須　 恵　 器 B　 6．5 字状に開 く。休部は外傾 して立ち上 クロナチ：底部回転へラ切 り後ナテこ 雲母 80％

D　 9．1

E　 l．5

が り，口綾部は短 く外反する。 高台部内 ・外面ナデ。 灰色

普通

床直

8

高台付杯 B （2．8） 高台部か ら休部下端 にかけての破 休部下端内 ・外面ロクロナデ。底部 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 294

土　 師　 器 D　 8．5 片。高台部は 「ハ」の字状に開 く。 回転へ ラ切 り後ナデ。高台部内 ・外 雲母 30％

E　 l。5 休部は外傾して立ち上がる。 面ナデ。 普通 床直

9

婆 A　21．2 休部から口綾部にかけての破片。体 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石・ P 291

土　 師　 器 B （16。3） 郡は内攣 して立ち上がる。。綾部は ラ削り。内面ナデ。 雲母，にぷい黄橙 40％

外反し， 口綾部直下に沈線が巡る。 色，普通 竃内

10

整 A ［23．8］ 口綾部破片。 口綾部は外反 して立ち 口縁部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 546

土　 師　 器 B （4．6） 上がる。 にぷい橙色

普通

10％

覆土下層

11

小型婆 A ［12．0］ 休部上位 から口綾部にかけての破 目線部内 ・外面横ナデ。休部内面ナ 砂粒 ・石英 ・長石・ P 54 7

土　 師　 器 B （7．4） 片。口綾部は外反し，端部は上方に デ。 雲母，にぷい赤褐 5％

つまみ上げられている。 色　 普通 床直

図版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値
備　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第126図12 刀　　　 子 （8．9） 1．0 0．2 （5．0） M 2 4　　 鉄製　　 覆土中　　　　　　　　　　　　　　　　 40％

第83号住居跡（第127図）

位置　調査1区の中央乳　G13i5区。

重複関係　本跡は第84号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸4e65m9短卓由［4。43］m

の方形と考えられる。

童軸方向　N－30－E

壁　壁高は20～22cmで，外傾して立ち上がる○壁溝は，西壁下から北西コーナーにかけて確認され9上幅15～
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26cm，下幅4～8cm，深さ6cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されているが，重複によりほとんど残存しておらず，掘り方だけを確認した。

竃土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子少量，灰粒子多量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子多量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量

5　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

ピット　7か所（Pl～P7）。Plは長径25cm，短径11cmの楕円私深さ53cm。P2は径28cmの円私深さ43。m。P3

は長径28cm，短径23cmの楕円私深さ35cmo P4は径30cmの円形，深さ34cmで，いずれも主柱穴と考えられ

る。P5は径34cmの円私深さ14cm。P6は長径27cm，短径20cmの楕円私深さ12cm。P7は径27cmの円私深

さ12cmで，いずれも性格不明である。

覆土　2層からなる。
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第128図　第83号住居跡出土遺物実測図
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土層解説

8　黒褐色　ローム粒子中鼠　焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　9　黒褐色　ローム粒子微量

遺物　土師器片101息須恵器片21息石製品1点が出土している。3の須恵器高台付埠は北壁際覆土下層か

ら9　5の土師器婆は南西コーナー付近の床面からラ　6の土師器婆は竃周辺の覆土下層から，1の須恵器隼と

2の土師器高台付塚と4の須恵器高台付杯と7の砥石は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，3，5，6が覆土下層や床面から出土していることから，奈良時代と考えられる。

第83号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第128図 ま不 A ［14．4］ 休部上位から口綾部にかけての破 日綾部か ら休部にかけて内 ・外面ロ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 310

1 須　 恵　 器 B （4．7） 片。休部は外傾 して立ち上が り，口 クロナデ。 灰色 5 ％

綾部に至 る。 普通 覆土中

2

高台付隼 B （2．2） 高台部から休部下端 にかけ ての破 休部外面ナデ。内面へラ磨 き。内面 砂粒 ・石英 ・長石・ P 3 08

土　 師　 器 D　 6。3 片。高台部は 「ハ」の字状に開 く。 黒色処理。高台部内 ・外面ナデ。 雲母，にぷい褐色 10％

E　 O．8 休部は外傾する。 普通 覆土中

3

高台付塚 B （1．7） 高台部破片。高台部は 「ハ」の字状 高台部内 ・外面ナデ。 砂粒 ・石英 ・長石・ P 561

須　 恵　 器 D ［8．2］

E （1．1）

に開 く。 雲母，灰黄色

普通

20％

覆土下層

4

高台付杯 B （2．1） 高台部破片。高台部は 「ハ」の字状 高台部内 ・外面ナデ。 砂粒 ・雲母 ・スコ P 562

須　 恵　 器 D ［6．0］

E　 l．0

に開 く。 リア，黄灰色

普通

30％

覆土中

5

婆 A ［24．8］ 休部下位か ら口綾部にかけての破 日録部内 ・外面横ナデ。休部上位か－砂粒 ・石英 ・長石・ P 309

土　 師　 器 B （30．8） 片。休部は内攣 して立ち上がり，最 ら中位にかけて外面ナデ。下位へ ラ 雲母 40％

大径が上位にある。口綾部は外反 し，

端部は上方につまみ上げられている。

磨 き。休部内面ナデ。 にぷい褐色

普通

覆土下層

6

婆 B （29．6） 休部破片。休部は内攣して立ち上が 休部外面中位から下位にかけてへラ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 563

土　 師　 器 る。最大径は上位にある。 磨 き。休部内面ナデ。 にぷい橙色

普通

35％

覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！石 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第128図7 砥　　　 石 （4．5） 4．3 2．5 （60．0） ．凝　 灰　 岩 覆土中 Q 18

第盈29号住居跡（第76図）

位置　調査4区中央部，IlOb9区。

重複関係　本跡は，第130号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　本跡は北側が調査区外であり，東側が第130号住居跡と重複しており，規模は不明であるが，

長軸［4。82］m，短軸（2。50）mの長方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　壁高は30～45cmで，外傾して立ち上がる。南壁と西壁の一部が残存するが，他は第130号住居跡との重複

や調査区外のため，残存していない。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。酋壁近くに，長径88cm，短径50cmの範囲で楕円形に粘土

が確認されている。

竃　北側調査区境界に，径43cmで半円形に粘土が確認されており，ここに竃が存在したと考えられるが，天井

部，袖部，煙道とも残存しない。

覆土　5層からなり，自然堆積である。
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土層解説

19　窯褐色　ローム粒子aローム小ブロック微量

20　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子微量

21黒褐色　ローム粒子微量

遺物　土師器片246点，須恵器片45点，陶器片3点が出土している。

4の須恵器高盤が西部床面直上から出土している。

所見　遺構の残存状態が悪く，本跡の時期判断は難しいが，時期は出

土遣物から奈良時代と思われる。

第129号住居跡出土遺物観察表

22　黒褐色　ローム小ブロック少量

23　黒褐色　ローム中ブロック少量

、、斗宜 5cm

ノ　l　．町㌦ト一
第鼠29図　第盈29号佳腰掛出藍遺物

実測図

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第129図 高　 盤 B （7．4） 脚部破片。脚部は円錐形で杯部に至 脚部外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 420

4 須　 恵　 器 E （6．4） る。 にぷい黄橙色

普通

10％

覆土中

（3）平安時代

第五3一風号住居跡（第130図）

位置　調査3区の西部，Kllh月束。

重複関係　本跡は第11，12号住居跡を掘り込み，第13－B号住居跡に掘り込まれているので，第11，12号住居跡

より新しく，第13－B号住居跡より古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確でないが，長軸［3。35］m，短軸（2。82）mの方形または長方

形と考えられる。

主軸方向　N－130－E

壁　壁高は18cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で9　踏み固められている。

竃　北壁中央に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚口部ま

で95cm，両袖最大幅104cm，壁外への掘り込みは43cmである。袖の内壁は火熟を受けて赤変している。火床

部は床面を5cm掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子少量　　5　赤褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，焼土粒子少量

2　暗褐色　ローーム小ブロック少量，焼土中ブロック少量　　　　　　6　赤褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子多量，炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少量，炭化粒子少量　　7　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

4　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック中量，焼土粒子少量　　8　赤褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量，粘土小ブロック中量

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック少量　　　　　　5　暗褐色　ローム小プロ、ソク少量，ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　6　暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量

遺物　土師器片106点，須恵器片4点が出土している。1，2の土師器婆は，竃前方の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代と考えられる。
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第130図　第13－A・B号住居跡実測図
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第13－A号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第131図 窺 A　2 1．0 休部上位から，ロ綾部にかけての破 口線部内 ・外面ナデ。休部外面ナデ。 砂粒 ・石英 ・長石・ P 59

1 土　 師　 器 B （1 1－4） 片。休部は内攣 して立ち上がり，ロ 雲母，にぷい橙色 30％

綾部は外反す る。 口唇部は上方につ

まみ上げられている。

普通 覆土中層

2

要 A ［21．1］ 休部上位か らロ緑部にかけての破 口縁部内 ・外面ロタロナデ。体部外 砂粒 ・石英 ・長石・ P 60

須　 恵　 器 B （21．2） 片。休部は内攣して立ち上が り，口 面平行叩き。 雲母，灰色 20％

綾部は外反する。口唇部は上方につ

まみ上げられている。

普通 覆土上層

第13－B号住居跡（第130図）

位置　調査3区の西部，Kllh3区。

重複関係　本跡は第9－B，13－A号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　本跡の東側4分の1が調査区城外へ延びていることと，他の住居跡との重複により規模や平面

形は明確でないが，長軸［3．91］m，短軸［3．61］mの方形と考えられる。

主軸方向　N－18。－E

壁　壁高は12cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で踏み固められている。
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覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説
7　褐　　色　ローム中ブロック少量，ローム粒子少量，娩土粒子微量　　　　　9　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量

8　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子少量　　　　10　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

遺物　土師器片1点，須恵器片1点が出土している。3の土師器高台付杯は中央部覆土下層から，4の須恵器高

台付埠は覆土中層からそれぞれ出土している。5は覆土中から出土した須恵器甑の休部破片で，外面は縦位

の平行叩きである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代と考えられる。

＼〒＝＝！苛コ
4

第132図　第13－B号住居跡出土遺物実測図

第13－B号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　5cm

！l i

図版番号器　　種計測値（m）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　　考

第132図高台付杯A13．1口縁部一部欠損。高台部は直線的に休部内面へラ磨き。内面黒色処理。砂粒・石英・長石・P61

3土　師　器B　3．5開く。休部からロ綾部にかけて外傾休部外面横ナチ㌔　高台貼付。雲母，にぷい橙色80％

D　7．0して立ち上がる。 普通 覆土下層

4

高台付杯A（1．6）高台部から休部下位にかけての破休部外面ナデ。 砂粒・長石・雲母・P62

土　師　器B（0．8）片。高台部は直線的に開く。体部下 スコリア，橙色10％

位は外傾する。 普通 覆土上層

第41号住居跡（第106図）

位置　調査1区北部，F14gl区。

重複関係　本跡は第37号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，長軸［4．50］m，短軸［4．30］mの方形と考えら

れる。

主軸方向　N－180－E

壁　壁高は26cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は，南壁下，西壁下で確認され，上幅10～25cm，下幅3～9cm，

深さ6cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，出入り口から竃にかけての中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されているが，耕作による撹乱を受けているためほとんど残存していない。

覆土19層からなり，撹乱を受けているが自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム小ブロック中呈，ローム粒子少量

3　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，炭化粒子少呈

4　黒褐色　ローム中ブロック少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量，炭化粒子少量
7　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子少量

8　褐　　色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量

9　暗褐色　ローム小プロッタ微量，ローム粒子少量，炭化粒子少量
10　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック少量

11

12

13

14

24

25

26

27

28
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極暗褐色

黒褐色

暗褐色

褐　　色

窯褐色

極暗褐色

ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，粘土粒子少量

ローム中ブロック少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，粘土粒子少量

ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量

ローム小ブロック少量，煉土粒子微量，炭化粒子少量
ローム中ブロック少量，ローム粒子少量

暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量
黒褐色　ローム粒子少量
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第133図　第41号住居跡出土遺物実測図（1）
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遺物　土師器片726点，須恵器片209点，陶器片3点，

土製品1点，鉄製品1点，古銭1点，鉄棒10点が

出土している。9の須恵器埠は北壁付近の覆土下

層から，10の須恵器高台付埠は覆土中から，12の

土師器婆は竃南側覆土上層から，11の土師器鉢，

13の須恵器聾，14の須恵器甑は覆土中層から，18

の紡錘車と20の鉄鉄は中央部床面から，15の灰粕

陶器長頸瓶は覆土中から出土している。19の古銭

は混入したものである。16は覆土中から出土した

ノ

亡二〕工⊃－。

0　　　　　　　　　　　5cm

19　　　　」　⊥　」

第134図　第41号住居跡出土遺物実測・拓影図（2）

須恵器片で，外面格子目叩き，内面は同心円当具

痕が施されている。17も覆土中から出土した須恵器片で，外面に縦位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代と考えられる。

第41号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第 133図 土不 A ［13 ．4］ 底部か らロ綾 部に かけ ての破 片。 底 口綾 部か ら休部 にか けて内 ・外面 ロ 砂 粒 ・長石 ・雲母 P 150

9 須　 恵　 器 B　 3．9 部 平底 。休 部 は外偵 して立 ち上 が り， タロナテ： 休部 下端手 持 ちへ ラ削 り。 灰 白色 20％

C ［6．1］ 口緑部 に至 る。 底部 回転へ ラ切 り後ナ デ。 普 通 覆土 中層

10

高台付 堵 B （5．7） 高台部 か ら休部 にか け ての破 片。 高 体部 内・外 面 ロ クロナ デ。高 台部 内・ 砂 粒 ・長石 ・雲 母 P 15 1

須　 恵　 器 D ［9．6］ 台部は 「ハ」 の字状 に開 く。休 部 は 外面 ナデ。 褐 灰色 20％

E　 l．3 外債 して立 ち上 が る。 普 通 覆土 中

11

鉢 A ［16．8 ］ 底 部か ら口綾部 にか けて の破片 。底 ロ練 部内 ・外面 ナデ。休 部外 面縦位 砂粒 ・石 英 ・長石 ・ P 148

須　 恵　 器 B　 9．0 部 平底。休 部は外 傾 して 立 ち上 が り， の平行 叩 き。休部 下位へ ラ削 り。体 雲母 ， にぷい赤禍 3 0％

C ［11．8 ］ 口綾 部 は外反す る。 部 内面ナ デ。 色， 普通 覆 土 中層

12

要 A lO．4 休部 か らロ線部 にか けて の破片 。体 汀線部 内 ・外面横 ナデ。体 部 内 ・外 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 147

土　 師　 器 B （6．1） 部 は内攣 して立 ち上 が り， U 綾 部は 面ナ デ。 雲母 ， にぷい褐 色 4 0％

外傾 す る。端部 は上 方につ まみ 上げ

られて いる。

普通 覆 土上 層

13

塑 B （29．5） 底部 か ら休 部に かけ ての破 片。底 部 休 部外 面樅位 の平行 叩 き。 底部 削 り 砂粒 ・石 英 ・長石 ・ P 152

須　 恵　 器 C 15．5 平底 。休 部上位 に最大 径 を有す る。 後 ナ デ。 雲母 ，に ぷい黄橙

色　 普通

50 ％

覆 土中層

14

甑 A ［30．8］ 休部 か らロ綾部 にかけ ての破 片。体 口緑部 内 ・外 面ナ デ。休部 上位 か ら 砂 粒 ・長石 ・雲母 P 153

須一　恵　 器 B ［14．0］ 部 は外傾 して立 ち上が り， 口綾部 は 中位 に かけ て縦位 の平行 叩 き。体 普β 褐灰 色 40 ％

C　 22．7 外反 す る。 口唇部 に沈 線が巡 る。 下位 へ ラ削 り。 普通 覆 土中層

15

長頸瓶 A ［10．4］ 頸部 か らロ綾部 にかけ ての破 片。 頸 頸 部内 ・外面 ロ タロナデ後 地粕。 砂 粒 ・黒色斑 点 P 149

灰 寒由陶 器 B （6 ．1） 部は外 反 し， 口緑端 部 は上下 に突 出 オ リーブ灰 色 10 ％

す る。 普 通 覆土 中

図版番号 種　　 別

計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考

長　さ （cm） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 最 （g ）

第134図18 紡　 錘　 車 ［5．9］ 5．9 （1．7） 0．8 （28．0） 床直 D P 13　　　　　　　　　　　 50％

図版番号 種　　 別

計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

長　 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 134区119 古　　　 銭 2 ．5 2．5 0．1 2．7 M 7　　　 判 読不 明　　　 銅銭　　　 覆土 中　　　　　　　　　　 100 ％

20 鉄　　　 鉄 （7 ．8） （2．3） 0．4 （1 1．0） M 8　　　 床 直　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 70 ％
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第51号住居跡（第136図）

位置　調査1区の北部，G13a8区。

重複関係　本跡は第52号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸5．00m，短軸4．98mの方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は15～36cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は，南壁下から西壁下にかけて確認され，上幅12～22。。，

下幅3～12cm，深さ3～10cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，出入り口から竃にかけての中心部が踏み固められている。

竃　北壁中央部構築されているが，耕作による撹乱を受けており，掘り方だけを確認した。規模は煙道部から

焚口部まで126cm，壁外への掘り込みは67cmである。火床部は火熟を受けて赤変している。

寵土層解説

1　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少呈

2　暗褐色　ローム小ブロック微量，焼土小ブロック微量，粘土粒子少量

3　暗褐色　ローム中ブロック少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量

4　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

5　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

6　灰褐色　焼土粒子少量，

7　灰褐色　焼土粒子少量，

8　褐灰色　焼土粒子少畳，

9　明褐灰色　粘土粒子多量

粘土粒子多量

粘土粒子中量

粘土粒子中量

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は長径50～70cm，短径38－56cmの楕円形，深さ29～45cmで，主柱穴である。

P5は径34cmの円形，深さ40cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は径34cmの円形，深さ9cm

ある。P7は径35cmの円形，深さ22cmで，いずれも補助柱穴と考えられる。

覆土14層からなり，自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量，焼土粒子徽呈

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子少量

4　黒褐色　ローム塞立子微量

5　暗褐色　ローム粒子少呈，焼土粒子微量

6　暗褐色　ローーム小ブロック微量，焼土粒子少量

7　黒褐色　ローム粒子微呈

8　暗褐色　ローム小ブロック徽鼠ローム粒子微量，焼土粒子微量

9　黒褐色　ローム粒子微呈

10　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量，焼土粒子微量
11暗褐色　ローム粒子微量

12　暗褐色　ロームノトブロック少量，ローム粒子少呈

13　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，粘土粒子少量

14　暗褐色　ローム小ブロック少畳，ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片291点，須恵器片5点，土製品1点が出土し

ている。2の須恵器高台付坪は東壁際から，4のミニチュ

ア土器，3の須恵器長頸瓶及び1の須恵器杯は覆土中から

それぞれ出土している。5の土玉は混入したものである。

所見　本跡の時期は，2が床面から出土していることから，

平安時代と考えられる。

第51号住居跡出土遺物観察表

ヒ＝真二読

〒＝「‾‾君
0　　　5cm

魁二ア　　』十一一一一一一」

第135図　第51号住居跡出土遺物実測図

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第 135図 土不 A ［13 ．8］ 休 部 か ら臼綾部 にか けての破 片。体 口綾 部 か ら休 部 にかけ て内 ・外 面 ロ 砂 粒 ・長石 P 1 76

1 須　 恵　 器 B （4 ．1） 部 は外傾 して立 ち上が り， 口綾部 に タロナ デ。 灰 色 20％

至 る。 普 通 穫土 中

2

高 台付埠 B （1．6） 高台部破 片。 高 台部 は 「ハ」 の字状 底部 回転へ ラ切 り後ナ デ。高 台部内・ 砂粒 ・長 石 ・雲母 P 177

須　 恵　 器 D　 8．2

E　 O．8

に開 く。 外面 ナデ。 貼付 。 灰 色

普通

20 ％

東壁際

－157－
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第五36図　第5鼠号住居跡実測図
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第135回 長頸瓶 A ［8．8］ 目線部破片。［コ綾部は外反して立ち 日経部外面自然粕。 砂粒 ・長石 P 175

3 須　 恵　 器 B （1．9） 上が り，端部 は上下に突出する。 灰色

普通

5 ％

覆土中

4

ミニチェア B （0．9） 底部か ら休部下端にかけての破片。 休部下端細かい刷毛 自調整。

i

砂粒 ・長石 ・雲母 P 17 4

土　 師　 器 C　 3．5 底部平底。 橙色

普通

20％

澱か上中

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 義 （g ）

第135図 5 土　　　 玉 1。4 1．4 1．6 0．2 （3．0） 東壁際 D P 14

第59号健贋跡（第115図）

位置　調査1区の北部，G13f9区。

重複関係　本跡は第57号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形・重複により規模や平面形は明確ではないが9残存する壁や床から長軸［3。16］m，短軸［3。14］m

の方形と考えられる。

主軸方向　N－120－E

壁　壁高は25～55cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦である。

竃　北壁中央部に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚口部

まで141cm，両袖最大幅126cm，壁外への掘l）込みは45cmである。袖の内壁は火熱を受けて部分的に赤愛して

いる。火床部は床面を60cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。

竃土層解説

1　黄褐色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少鼠　粘土粒子多量

2　黒褐色　ローム粒子少量，粘土小ブロック少量，粘土粒子中量

3　黄褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，粘土粒子中量

4　黄褐色　ローム粒子微量，粘土粒子多量

5　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子中量，炭化粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化粒子少量

8　明褐灰色　焼土粒子少量，灰粒子多量

9　赤褐色　焼土粒子多量

覆土14層からなり，自然堆積である。

土層解説

8　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少鼠　炭化粒子少量

9　暗褐色　ローム粒子中鼠　焼土中ブロック微量

10　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

11暗褐色　焼土中ブロック少量，炭化粒子少量

12　褐　　色　焼土小ブロック微量，炭化粒子少亀　粘土粒子中量

13　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少鼠焼土中ブロック少量

14　褐　　色　ローム粒子多量

10　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

11暗褐色　焼土中ブロック少量，粘土小ブロック少義

12　黄褐色　焼土粒子少量，炭化粒子少亀　粘土粒子多量

13　黄褐色　焼土中ブロック少量，粘土粒子多量

14　暗褐色　焼土粒子少量，灰粒子少量，粘土粒子中量

15　黒褐色　焼土粒子少量，粘土粒子少量

16　暗赤褐色　焼土粒子中風　粘土粒子少量

17　黄褐色　焼土中ブロック少量，灰粒子少鼠　粘土粒子多量

15　褐　　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子少量

16　褐　　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

17　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，粘土粒子少量

18　褐　　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量

19　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子少鼠　炭化粒子少量

20　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック少量

21暗褐色　ローム小ブロック少鼠　焼土中ブロック微量

遺物　土師器片746点，須恵器片174点，石製品1点，鉄製品1点が出土している。7の土師器埠，8～18の須

恵器杯，21の須恵器盤と23の土師器婆と28の砥石は，北東コーナー付近の覆土下層から集中して出土してい

る。19の須恵器高台付杯は東壁際覆土下層から，22，24の土師器婆，20の須恵器高台付杯及び25，26の須恵器

甑は床面から，29の鉄鎌は覆土中から出土している。27は覆土中から出土した須恵器片で，外面に横位の平

行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，出土遣物から平安時代と考えられる。
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第137図　第59号住居跡出土遺物実測図（1）
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第138図　第59号住居跡出土遺物実測図（2）
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第139図　第59号住居跡出土遺物実測図（3）
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第59号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第137図 杯 A 12 ．6 底部平 底。休 部 は外傾 して 立 ち上 が 口綾部 か ら休 部 にかけて ナデ。 底部 砂 粒 ・長石 ・雲母 P 20 2

7 土　 師　 器 B　 4．2

C　 7．2

り， 目線部 に至 る。 回転糸切 り後 へ ラ削 り。 にぷ い橙 色

普 通

95％

覆土下 層

8

土不 A 13 ．5 休 部一部 欠損 。底 部平底 。休 部 は外 口綾 部か ら休 部にか けて 内 ・外面 ロ 砂 粒 ・石 英 ・長石 P 203

須　 恵　 器 B　 4 ．5 傾 して立 ち上 が り， 口綾 部 に至 る。 タロナ デ。休部 下端へ ラ削 り。底 部 明赤褐色 90％

C　 5 ．8 へ ラ削 り。 不 良 覆 土下 層

9

杯 A 12 ．7 口綾部 と休部 の一 部欠 損。底部 平底 。 目線 部か ら休部 にか けて 内 ・外面 ロ 砂粒 ・石 英 ・長石 ・ P 207

須　 恵　 器 B　 4．4 休 部は外傾 して立 ち上が り， 口綾部 クロナデ。 休部 下端へ ラ削 り。底部 雲母 ，褐 灰色 9 0％

C　 6．3 に至 る。 回転 へ ラ切 り後 へ ラ削 り。 普通 床 直

10

杯 A 13．2 口綾 部 と休部 の一 部欠 損。底部 平底。 口綾部 か ら休 部 にかけ て内 ・外面 ロ 砂粒 ・石 英 ・長石 ・ P 208

須　 恵　 器 B　 4．7 休部 は外傾 して立 ち上が り， 口綾部 クロナデ。休 部下 端へ ラ削 り。底部 雲母 ，黄灰 色 90 ％

C　 5．9 は外 反す る。 回転へ ラ切 り後へ ラ削 り。 普通 覆 土下層

11

ま不 A 13．7 日録 部 と休 部 の一部 欠損 。底部 平底。 口綾部 か ら休 部 にかけ て内 ・外 面 ロ 砂粒 ・石 英 ・長石 ・ P 2 09

須　 恵　 器 B　 4．5 休部 は外傾 して立 ち上 が り， 口綾部 クロナデ。底 部 回転へ ラ削 り。 雲母， オ リーブ 黒 95 ％

C　 6．6 に至 る。 色，普 通 覆 土下層

1 2

ま不 A 13．4 口綾部 一部 欠損。 底部 平底 。休部 は ロ綾部 か ら休 部 中位 にか けて外 面 ロ 砂 粒 ・石英 ・長石 P 2 10

須　 恵　 器 B　 4．4 外傾 して 立 ち上 が り，口綾 部に至 る。 クロナ デ。休 部 中位 か ら下 位 にかけ にぷ い黄褐 色 90％

C　 7．0 てへ ラ削 り。 休部 内面 ロ クロナ デ。

底 部 回転 へ ラ切 り後 へ ラ削 り。

普 通 覆土 下層

13

土不 A 12 ．5 底部平 底。休 部 は外傾 して 立 ち上 が 口綾部 か ら休 部に かけて 内 ・外 面 ロ 砂 粒 ・長石 ・雲母 P 2 11

須　 恵　 器 B　 3 ．7 り， 口綾 部 に至 る。 クロナ デ。休 部下端へ ラ削 り。底 部 灰 色 100％

C　 6 ．8 回転 へ ラ切 り後へ ラ削 り。休 部外 面

に墨書。

普 通 覆土 下層

14

杯 A 12．9 底 部平底 。休 部 は外傾 して立 ち上 が 口綾 部か ら休部 にか けて 内 ・外面 ロ 砂 粒 ・石 英 ・長石 P 212

須　 恵　 器 B　 4．1 り， 口綾 部に 至 る。 クロナ デ。 休部 下端へ ラ削 り。底 部 黄 灰色 95％

C　 5．8 回転 へ ラ切 り後 へ ラ削 り。 普 通 覆土下 層

15

ま不 A 12．5 底部 平底 。休部 は外 傾 して立 ち上が 目線 部か ら休部 にか けて内 ・外面 ロ 砂粒 ・石 英 ・長 石 P 213

須　 恵　 器 B　 4．7 り， 口綾部 に 至 る。 クロナデ。休 部 下端へ ラ削 り。底部 黄灰 色 90％

C　 5．7 回転 へ ラ切 り後へ ラ削 り。 普通 覆 土下 層

16

土不 A 12．3 休部 一部 欠損。 底部 平底。 休部 は外 目線部 か ら休 部 にかけ て内 ・外面 ロ 砂粒 ・石 英 ・長石 ・ P 214

須　 恵　 器 B　 4．0 傾 して立 ち上 が り， 日綾部 に至 る。 クロナデ。休 部下 端へ ラ削 り。底部 雲母 ，黄灰 色 9 0％

C　 6．0 回転へ ラ削 り後 ナデ。 普通 覆 土下 層

17

18

19

20

21

2 2

23

j不 A 13．6 口綾 部一部 欠損 。底部 平底 。休 部は 口綾部 か ら休 部 にかけ て内 ・外 面 ロ 砂粒 ・石 英 ・雲母 P 215

須　 恵　 器

杯

B　 4．7 外傾 して立 ち上 が り，ロ綾 部 に至 る。

口綾部 と休 部 の一部 欠損。底部平 底。

タロナデ。休 部下 端へ ラ削 り。 底部 褐灰 色 80 ％

C　 6．1 回転へ ラ切 り後へ ラ削 り。 普通 覆 土下層

A 12．4 日録部 か ら休 部 にかけ て内 ・外 面 ロ 砂 粒 ・石英 ・長石 P 2 16

須　 恵　 器

高台付 杯

B　 4．5 休部 は外傾 して 立 ち上 が り， 口綾 部 ク ロナ デ。底 部へ ラ削 り。

口綾部 か ら休 部に かけて 内 ・外 面 ロ

黄灰 色 75 ％

C　 6．2 に至 る。 普通 覆 土下層

A 17 ．4 口綾部 一部 欠損。 高 台部は 「ハ」 の 砂 粒 ・石 英 ・長石 ・ P 2 17

須　 恵　 器

高 台付 埠

B　 6．7 字状 に開 く。 休部 は外傾 して立 ち上 クロナデこ　底部 回転へ ラ切 り後ナ チこ 雲 母， 黄橙 色 90％

D lO 。4

E　 l。2

B （3 ．4）

が り， 口綾部 に至 る。

高台部 か ら休 部 にかけ ての破 片。 高

底 部 中央にへ ラ記号 。高 台部 内 ・外

面 ナデ。

底部 回転へ ラ切 り後ナデ。高台部 内 ・

普 通

砂 粒 ・石 英 ・長石

覆 土中

P 2 18

須　 恵　 器

般
血

D ［6 ．4］ 台部 は 「ハ」 の字状 に 開 く。休 部 は 外 面ナ デ。

口綾 部か ら休部 にか けて 内 ・外面 ロ

暗灰黄 色 30％

E　 l．2 外傾 して立 ち上が る。 普 通 床直

A 15．5 ロ綾部一 部欠 損。 高台部 は 「ハ」 の 砂 粒 ・石英 ・長石 ・ P 2 19

須　 恵　 器

小 型婆

B　 3．2 字 状に開 く。休 部 は外傾 して立 ち上 タロナデ。 底部 回転へ ラ削 り。高 台 雲 母 90％

D　 9．1

E　 l。0

A 13．6

が り， 口綾部 は外 反す る。

口綾 部一部 欠 損。底 部平底 。休 部は

部 内 ・外 面ナ デ。

日録部 内 ・外面 横ナ デ。休部 上位 か

黄灰 色

普 通

砂粒 ・石英 ・長石 ・

覆土 中

P 205

土　 師　 器

窪

B 14．1 内攣 して 立 ち上 が る。 口綾 部 は外反 ら中位 にか け て外面ナ デ。休 部下位 雲母 95％

C　 6．8

A 17．4

し， 端部 は上 方につ まみ上 げ られて へ ラ削 り。休 部 内面ナ デ。底 部木葉 暗褐 色 床 直

P 204

い る。

底部 平底。 休部 は 内攣 して立 ち上が

痕。

日経部 内 ・外 面横 ナデ。休 部 外面ナ

普通

砂粒 ・石 英 ・長石 ・

土　 師　 器 B　 21．6 る。 口綾部 は外 反 し， 端部 は上 方に デ。休 部下位 へ ラ削 り。休 部 内面ナ 雲母 ，暗褐 色 7 0％

C　 7．6 つ まみ上 げ られ てい る。 デ。底 部木葉 痕。 普通 覆 土下 層
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第138図 婆 A 19．0 底部欠損。休部は内攣 して立ち上が 日録部内 ・外面横ナデ。休部外面上 砂粒 ・石英 ・長石・ P 206

2 4 土　 師　 器 B （28．5） り，日録部は外反する。 位から中位にかけてナデ。中位か ら 雲母，明褐色 60％

下位にかけてへ ラ磨き。内面ナデ。 普通 床直

25

甑 A　25．8 多孔式。休部は外傾 して立ち上がる。 口線部内 ・外面ナデ。休部外面上位 砂粒 ・石英 ・長石 P 221

須　 恵　 器 B　23．7 目線部は外反 し，端部は上方に短 く から中位にかけて縦位の平行叩き。 灰色 50％

C 12．2 つ まみ上げられている。 下位へ ラ削り。内面ナデ。 普通 床直

第139図 甑 A　29．6 多孔式。休部は直線的に外傾 して立 ．目線部内 ・外面ナデ。休部外面縦位 砂粒 ・石英 ・長石・ P 220

26 須　 恵　 器 B　27．1 ち上がる。日綾部は外反 し，端部は の平行叩き。休部下位へラ削 り。 雲母，灰色 95％

C 14．8 上方につまみ上げられている。 普通 床直

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第139図28 砥　　　 石 19．2 4．6 7．2 （70 3．0） 凝　 灰　 岩 覆土中 Q ll

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 帽 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第139図29 鉄　　　 鎌 （13．2） 3．5 0．6 （51．0） M lO　　　 覆土中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 60％

第65号住居跡（第140図）

位置　調査1区の中央部，H13a7区。

規模と平面形　長軸3．64m，短軸3．41mの方形である。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は9～15cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は，東壁下から南壁下，酋壁下，北西コーナーにかけて確

認され，上幅20～35cm，下幅5～16cm，深さ7cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，出入口から竃にかけての中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されているが，耕作による撹乱を受けているためほとんど残存していない。

竃土層解説

1灰褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，粘土粒子中量　　5　赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，粘土粒子中量

2　赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量　　　　　　　　　　　6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

3　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子中量，炭化粒子微量　　　　　7　褐　色　ローム小ブロック中鼠　焼土粒子微量

4　褐　　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量　　　　　　　　　8　赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子中量

ピット　Plは長径25cm，短径20cmの楕円形，深さ15cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　5　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，粘土粒子微量　　　　　6　黒褐色　ローム粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子微量

遺物　土師器片125息　須恵器片38点が出土している。1の須恵器杯は西壁際覆土下層から，2の須恵器蓋は竃

前方の床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代と考えられる。
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第141図　第65号住居跡出土遺物実測図

第65号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

」　　＿」　　　［

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第141図 ±不 A［14．2］底部からロ綾部にかけての破片。底口綾部から休部にかけて内・外面ロ砂粒・長石 P249

1 須　恵　器B　4．2部平底。休部は外傾して立ち上がり，タロナテ：底部回転へラ削り後ナテこ灰色 40％

C　6．2 ロ綾部に至る。 普通 覆土下層

2

蓋 A［13．0］扁平なつまみを有する。頂部は平坦頂部へラ削り。天井部ロタロナデ。砂粒・石英・長石・P250

須　恵　器B　2．6 で，天井部から緩やかに開き屈曲し内面ロタロナデ。 雲母，褐灰色 50％

F　2．5

G　O．8

て垂下する。 普通 床直

第67号住居跡（第58・59図）

位置　調査1区の中央部，G13e5区。

重複関係　本跡は第62，66号住居跡を掘り込んでいるので，第62，66号住居跡より新しい。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸（2．27）m，短軸（1．10）

mの，方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－30－W

床　平坦で踏み固められている。

竃　北壁中央部から東寄りに砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，耕作による撹乱と重複により，ほと

んど残存していない。規模は煙道部から焚口部まで133cm，壁外への掘り込みは47cmである。火床部は床面

を3cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。

竃土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子微量，煉土小ブロック微量

4　極暗褐色　焼土粒子微量

5　赤褐色　焼土粒子多量

6　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

7　褐　　色　ローム粒子多量

8　暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

9　極暗褐色　ローム粒子微量

10　暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片88点，須恵器片8点が出土している。6の土師器要は，

竃前方床面から出土している。7は覆土中から出土した須恵器片で，

外面に縦位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，6が床面から出土していることから，平安時代と

考えられる。
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第67号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第142図 小型婆 A ll。8 休部上位 から目線部 にかけての破 目線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 255

6 土　 師　 器 B　は 4） 片。頸部で 「く」の字状に折れ，日 面ナデ、。 雲母 10％

綾部は外傾し，端部は上方につ まみ

上げられている。

にぷい褐色

2次焼成

床直

第72脚8号住居跡（第124図）

位置　調査1区の中央部，G13e7区。

重複関係　本跡は第68，72－A号住居跡を掘り込んでいるので9　本跡が新しい。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが9残存する壁や床から長軸［4。30］m，短軸［4。00］

mの方形と考えられる。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は20－45cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃温　東壁に構築されている。重複と耕佃こる撹乱を受けており，袖部と思われる砂混じりの粘土がわずかに

残存している。

竃1土層解説
1　黒褐色　焼土粒子少量，粘土粒子微量

2　黒褐色　焼土中ブロック少鼠　炭化粒子微量

3　赤褐色　焼土中ブロック中鼠　粘土粒子少量

4　暗赤褐色　ローム粒子微量，焼土中ブロック少量，焼土粒子中量

5　暗赤褐色　ローム粒子微量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

6　暗赤褐色　焼土中ブロック少鼠　焼土粒子少量，炭化粒子少量

竃2　北壁中央部に構築されている。天井部と袖部は崩落している。規模は煙道部から焚口部まで90cm，両袖

最大幅107。m，壁外への掘り込みは30cmである。火床部は床面を3cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて

赤愛している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃2土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子微鼠焼土粒子中量，炭化粒子少量，粘土粒子微量　3　暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子少量，粘土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子少量，粘土粒子少量

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック少量，焼土粒子少量「炭化粒子少量　　3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少鼠粘土粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子少量』炭化粒子少量　　4　暗褐色　ローム粒子少亀焼土中ブロック少量，粘土粒子少量

遺物　土師器片154息須恵器片83息　土製品1息石製品1息鉄製品3点が出土している。4，6の須恵器

杯と10の須恵器蓋と11，12の土師器婆と20と23の刀子は中央部覆土中層から，5の須恵器杯は北東コーナー

付近の覆土中層から，7の須恵器埠は北壁付近の覆土中層から，8の須恵器杯と13の土師器婆は南東コーナ

ー付近の覆土下層から，9の土師器高台付杯は南壁付近の覆土下層から，14の須恵器甑は南西コーナー付近

の覆土下層から，15の須恵器鉢は東壁付近の覆土下層から，16の須恵器鉢は竃1付近の覆土下層から，18の

土玉は南東コーナー付近の床面から，19の砥石は酋壁近くの覆土下層から，21の銑鉄は東壁近くの覆土下層

から，22の刀子は西壁近くの覆土中層から出土している。17は覆土中から出土した須恵器片で，外面に縦位

の平行叩きが施されている。

所見　本跡の竃は2か所に構築されている。竃1ほほとんど残存していないが，竃2は比較的良好に残存して

いることから，竃1は使用後放棄され，新たに竃2を構築したものと考えられる。本跡の時期は，5，8，9，

13，14言粍16が覆土下層から出土していることから，平安時代と考えられる。
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第144図　第72－B号住居跡出土遺物実測図（2）

第72－B号住居跡出土遣物観察表

22　　　　　　I
23

20～23S＝七

一喝

一昭辺

20

0　　　　　　　　　　　　10cm

l－－・l－　・」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第143図 土不 A13．4 底部平底。休部は外傾して立ち上が口繚部から休部にかけて内・外面ロ砂粒・石英・長石P272

4 須　恵　器B　4．6 り，口綾部に至る。 タロナデ。休部下端手持ちへラ削り。灰色 100％

C　5．7 底部へラ削り。 普通 覆土中層

5

】不 A12．8 U綾部一部欠損。底部平底。休部はLl綾部から休部にかけて内・外面ロ砂粒・石英・長石・P273

須　恵　器B　4．0 外傾して立ち上がり，口梯部に至る。クロナチこ休部下端手持ちへラ削り。雲母，灰色 90％

C　5．6 底部へラ削り。 普通 覆土下層

6

土不 A 13．5 底部からロ綾部にかけての破片。底口綾部から休部にかけて内・外面ロ砂粒・石英・長石・P274

須　恵　器B　4．3 部平底。休部は外傾して立ち上がり，クロナデ。休部下端。手持ちへラ削雲母，黄灰色 70％

C　6．7 ロ緑部に至る。 り。底部へラ削り。 普通 裡土上層

7

坪 A［13．2］底部から口綾部にかけての破片。底U綾部から休部にかけて内・外面ロ砂粒・石英・長石・P522

須　恵　器B　4．5 部平底。休部は外傾して立ち上がり，タロナチ：休部下端手持ちへラ削り。雲母，黒褐色 30％

C［6．4］口綾部は短く外反する。 底部へラ削り。 普通 覆土上層

8

量不 A［14．0］底部平底。休部は外傾して立ち上がロ綾部から休部にかけて内・外面ロ砂粒・石英・長石・P523

須　恵　器B　4．7 り，U綾部に至る。 タロナチこ　休部下端手持ちへラ削り。雲母，黄灰色 30％

C　6．7 底部へラ削り。 普通 額土下層

9

高台付杯 B（1．6）高台部破片。高台部は「ハ」の字状坪部内面黒色処理。底部回転へラ切砂粒・石英・長石・P524

土　師　器D　7．0 に開く。 り後ナデ。高台部内・外面ナデ。貼雲母，にぷい褐色20％

E　l．0 付。 普通 覆土下層

10

蓋 A 19．0 頂部平坦。天井部は緩やかに開き．頂部へラ削り。天井部内・外面ロク砂寒立・石英・長石・P275

須　恵　器B　3．7

C　3．1

屈曲して垂下する。 ロナデ。 雲母，にぷい黄橙

色，普通

55％

覆土中層

11

要芝 A［18．4］休部上位から口綾部にかけての破ロ縁部内・外面横ナデ。体部内・外砂粒・石英・長石・P527

土　師　器B（9．8）片。口綾部は外反し，端部は上方に面ナデ。 雲母，にぷい赤褐25％

つまみ上げられている。 色，普通 覆土上層

12

要き A［18．4］休部上位から口綾部にかけての破目線部内・外面横ナデ。体部内・外砂粒・石英・長石・P528

土　師　器B（7．3）片。口綾部は外反し，端部は上方に面ナデ。 雲母，にぷい赤褐5％

つまみ上げられている。 色，普通 覆土中層

13

小型婆 B（8．4）底部から休部中位にかけての破片。休部外面へラ削り。休部内面へラナ砂粒・石英・長石・P271

土　師　器C　7．0 底部平底。休部は内攣して立ち上がデ。底部木乗痕。 雲母，灰褐色 50％

る。 普通 覆土中
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第143図 甑 Å［32．4］ 休部上位か ら日綾部 にか けての破 目線部内 ・外面ナデ。頸部直下横位 砂粒，石英 ・長石 P 276

14 須　 恵　 器 B （6。2） 片。休部は外傾 して立ち上がる。口 の平行叩き。休部上位縦横の平行叩 褐灰色 5 ％

綾部は外反し，端部はつまみ上げら．

れている。

き。休部 内面ナテい。 普通 覆土下層

15

鉢 B （12。6） 底部から休部下位にかけての破片。 休部外面縦位の平行叩き。休部下位 砂粒 ・石英・長石・ P 525

須　 恵　 器 C ［14．8］ 底部平底。休部は外傾 して立ち上が へ ラ削 り。休部内面ナデ。 雲母，にぷい黄褐 20％

る。 色，普通 床直

16

鉢 B （11．4）、底部か ら休部下位にかけての破片。 休部外面縦位の平行叩き。休部下位 砂粒 ・石英 ・長石・ P 526

須　 恵　 器 C ［15．6］ 底部平底。休部は外傾 して立ち上が へラ削 り。休部内面ナデ。 雲母，にぷい褐色 30％

る。 普通 覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値

出　 ∴上　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第144図18 士　　　 玉 ［3．1］ （3．01 （2．7） 0．7 （10．0） 床直 D P 24　　　　　　　　　　　 50％

図版番号 種　　 別

計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm ） 重 量 （g ）

第144図19 砥　　　 石 （7言） 4誹 2。8 （110。0） 凝　 灰　 岩 覆土下層 Q 17　　　　　　　　　　　　 80％

図版番 号 種　　 別

計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

長　 さ （cm ） 幅 （cm） 厚　 さ （cm ） 重 量 （g ）

第144図 20 刀　　　 子 16．8 1．5 0 ．5 19誹 M 18　　　 鉄 製　　　 覆 土下 層　　　　　　　　　　　　　　　　　 100 ％

21 銑　　　 鉄 （6．7） 4．5 0．3 ～0 ．6 （16．0 ） M 19　　　 鉄 製　　　 凍 土下 層　　　 狩股

2 2 刀　　　 子 （5．6） 1．2 0．3 （5．0） M 20　　　 鉄 製　　　 床 直　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 50％

2 3 刀　　　 子 （5．7） 0．7 0．2 は 0） M 57　　　 鉄 製　　　 覆 土上 層　　　　　　　　　　　　　　　　　　 30％

第73号住居跡（第145図）

位置　調査1区の中央部，G13g7区。

重複関係　本跡は第74，80号住居跡を据l）込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形・重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸［4。75］m，短軸［4も26］

mで，長方形と考えられる。

主軸方向　N－24e－E

壁　壁高は10－25cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　北東壁中央部に構築されている。天井部と袖部は崩落している。規模は煙道部から焚日部まで153cm9　壁

外への掘り込みは67cmである。火床部は床面を10cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。煙

道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　′ホ　褐　色

2　暗赤褐色

3　暗赤褐色

4　褐　　色

5　極暗褐色

6　暗赤褐色

7　灰褐色

焼土中ブロック多鼠廃土粒子中量，粘土小ブロック少量

ローーム粒子少量，焼土粒子中量，粘土粒子微量

焼土粒子多量

ローム粒子多量

ローム粒子微鼠　焼土中ブロック少量，粘土粒子少量

焼土粒子多量

焼土粒子少量，粘土粒子中量

8　灰褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子中量，粘土粒子多量

9　灰褐色　焼土粒子少量，粘土粒子少量

10　褐　　色　焼土中ブロック少量，焼土粒子少量，粘土粒子中量

11黒褐色　ローム粒子微量，焼土中ブロック少量，粘土粒子少量

12　極暗褐色　ローム粒子微量，焼土中ブロック少鼠粘土粒子微量

13　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少鼠　粘土粒子少量

14　灰褐色　焼土粒子微量，粘土粒子微量

ピット　6か所（Pl～P6）。PlからP4は径40～60cmの円形，深さ15－42cmで，主柱穴と考えられる。P5は長

径42cm，短径36cmの楕円形，深さ20cmである。P6は径25cmの円形9　深さ33cmである。

覆土　5層からな生　自然堆積である。
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第145図　第73号住居跡実測図



第146図　第73号住居跡出土遺物実測図

10cm

！　　　i　　　」

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子少量　　4　黒褐色　ローム小ブロック少鼠　焼土小ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子中量，焼土粒子少呈　　5　暗褐色　ローム粒子少量，焼土′トブロック少量，炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少畳，焼土粒子少量

遺物　土師器片809点，須恵器片261点，鉄製品2点，鉄棒2点が出土している。1の土師器埠と3の須恵器埠

と4の土師器高台付坪は北東コーナー付近の覆土下層から，2の須恵器杯は中央部床面から，5の土師器高

台付埠は中央部覆土中層から，6の土師器高台付杯はピット4内から，7の土師器高台付杯は東壁近くの床
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面から，8の土師器高台付杯は竃内から，9の土師器高台付杯は北東コーナー付近の床面から，10の土師器

高台付杯はピット2の北側覆土下層から911の土師器婆は西壁近くの覆土中層から，15の鉄鎌は中央部床面

から，12の土師器婆と14の刀子は覆土中から出土している。13は覆土中から出土した須恵器片で9　外面に縦

位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，出土遣物から，平安時代考えられる。

第73号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第146図 杯 A ［17．8］ 杯休部 か ら［］綾 部に かけ ての破片 。 臼綾 部 か ら休 部 にかけ て外面 ナデ。 砂 粒 さ長 石 ・ス コ P 529

1 土　 師　 器 B （4．9） 休 部 は内攣 して 立 ち上 が り， 口綾部 内面㌦＼ラ磨 き。 リア，橙 色 30％

に至 る。 普 通 床直

2

杯 A 14 ．0 日録部一 部 欠損。 底部 平底。休 部 は 汀線 部か ら休部 にか けて 内 ・外 面 ロ 砂 粒 ・石英 ・長石 ・ P 285

須　 恵　 器 B　 4 ．7 外傾 して立 ち上 が り，日録部 に至 る。 クロナデ。休部 下端 手持 ちへ ラ削 り。 雲 母，暗 灰黄 色 7 0％

C　 6．2 底部へ ラ削 り。 普通 床 直

3

杯 A ［13．4 ］ 底部 か ら 目線部 に かけ ての破片 。底 目線部 か ら休 部 にか けて 内 ・外面 ロ 砂粒 ・石 英 ・ス コ P 534

土　 師　 器 B　 3．9 部平 底。休 部は 内攣 して 立 ち上 が り， クロナ荒　 休 部下端 ／＼ラ削 り後ナデこ リア， に ぷい橙 色 40 ％

C　 6．2 口綾 部に至 る。 底部へ ラ削 り。 普通 床 直

4

高 台付杯 Å 13．6 日綾部 一部 欠損 。高 台部 は 「ハ 」の 目線部 か ら休 部 にかけ て外面 ロクロ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 2 83

土　 師　 器 B　 5．6 字状 に開 く。休 部 は外傾 して立 ち上 ナデ。 内面へ ラ磨 き。 高台部 内 ・外 灰黄褐 色 90％

D　 7．5

E　 l．5

が り， 目線 部 は短 く外 反す る。 面 ナデ。 内面 黒色処 理。 普通 床 直

5

高台付 杯 A 14 ．9 高台部 は 「ハ 」 の字状 に開 く。休部 目線部か ら休 部に かけ て外 面 ロ クロ 砂 粒 ・長 石 ・パ ミ P 28 1

土　 師　 器 B　 6．4 は外傾 して 立 ち上 が り， 口綾 部に至 ナ デ。 内面へ ラ磨 き。底部 回転 へ ラ ス，にぷ い黄橙 色 100％5 土　 師　 器 ．B　 6．4 は外傾 して立ち上が り，口綾部に至 ナデ。内面へラ磨き。底部回転へラ ス，にぷい黄橙色 100％

D　 7．0 る。 切 り後ナデ。内面黒色処理。 普通 覆土中層

6

高台付杯 A 15．5 目線部一部欠損。高台部は 「ハ」の 仕綾部から休部にかけて内 ・外面 ロ 砂粒 ・長石 ・スコ P 282

土　 師　 器 B　 6．4 字状に開く。休部は外傾 して立ち上 クロナデ。高台部内 ・外面ナデ。 リア，にぷい黄橙 70％

D　 8．0

E　 l．5

が り，日録部は短 く外反する。 色，普通 ピット4 内

7

高台付杯 A ［15．4］ 高台部か ら目線部にかけての破片。 目線部から休部にかけて内 ・外面ロ 砂粒 ・長有 P 530

土　 師　 器 B　 6．5 高台部は 「ハ」の字状に開く。休部 クロナデ。高台部内 ・外面ナデ。 にぷい橙色 40％

D　は 4］

E　 l．5

は内攣 して立ち上が り，目線部は短

く外反する。

普通 床直

8

高台付杯 B （2．3） 高台部か ら休部下位 につ いての破 休部 内面へラ磨き。休部回転へ ラ切 砂粒 ・石英 ・長石 P 53 1

土　 師　 器 D ［8．0］

E　 l。7

片。高台部は 「ハ」の字状に開 く。 り後ナデ。高台部内 ・外面ナデ。 にぷい赤褐色

普通

30％

覆土下層

9

高台付杯 B　は 2） 高台部か ら休部下位にかけての破 体部内 ・外商ナデ。底部回転へラ切 砂粒 ・長石 ・雲母 P 532

土　 師　 器 D　 7．5

E　 l．5

＼片。高台部は 「ハ」の字状に開 く。 り後ナデ。高台部内 ・外面ナデ。 橙色

普通

40％

床直

10

高台付杯 B （2．0） 高台部から休部下位 にかけての破 休部外面ロクロナデ。内面㌦＼ラ磨 き。 砂粒 ・長石 P 533

土　 師　 器 E （1．1） 片。高台部は 「ハ」の字状に開く。 黒色処理。高台部内 ・外面ナデ。 にぷい橙色

普通

20％

覆土下層

11

婆 A ［22．0］ 休部上位か ら口綾部 にか けての破 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・長石 ・雲母 P 535

土　 師　 器 B　は 9） 片。休部は内攣 して立ち上が り， ［］ 面ナデ。 にぷい橙色 20％

縁部は強 く外反する。 普通 覆土中層

12

婆 A ［19．0］ 休部上位か ら目線部 にかけての破 日録部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・石英・長石・ P 536

土　 師　 器 B （5．7） 片。口綾部は外反し，端部は上方に 面ナデ。 雲母，にぷい褐色 5 ％

つまみ上げられている。 普通 覆土中

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第146図1 4 刀　　　 子 （14．0） 1．2 0．3 （9．0） M 22　　　 鉄製　　　 覆土中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 80％

15 鉄　　　 鎌 （19．4） 3．9 0．3 （60．0） M 21　　 鉄製　　　 床直　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 80％
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第74号住居跡（第147図）

位置　調査1区の北部，G13g7区。

重複関係　本跡は第73号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4。04m，短軸3。96mの方形である。

童軸方向　N－1120－E

壁　壁高は13～15cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　東壁中央部に構築されているが，ほとんど残存していない。

竃土層解説

1　暗赤褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子中量，灰粒子少量　　　　4　暗赤褐色　焼土粒子中量，灰粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，灰粒子少量　　　5　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

北壁中央付近にも径70cmの円形で，深さ35cmのくぼみがあるが，覆土中に焼土が含まれており，竃だった可

能性がある。

遺物　土師器片315点，須恵器片85点，土製品1点，鉄製品1点，鉄棒23点が出土している。1と3の土師器

杯は北東コーナー付近の覆土中層から，2の土師器埠は北西コーナー付近の覆土中層から，13の刀子は北東

コーナー付近の覆土下層から，4の土師器杯は北壁際覆土中層から，5の須恵器杯と8の須恵器高塀は西壁

第掴7図　第74号住居跡実測図
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際覆土中層から，6の須恵器高台付杯と10の土師器嚢は中央部覆土下層から，7の須恵器盤は覆土下層から，

9の須恵器蓋は中央部床面から，11の須恵器甑と12の支脚は北東コーナー付近の床面からそれぞれ出土して

いる。

所見　本跡の時期は，出土した遣物から，平安時代と考えられる。

第148図　第74号住居跡出土遺物実測図

ト．て
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第74号住居跡出土遣物観察表

計測値（cm） 器　形　の　特　徴

底部平底。休部は外傾して立ち上が

手　法　の　特　徴

日綾部から休部にかけて外面ログロ

胎上・色調・焼成

砂粒の雲母

備　　　　　考

1　 ！十　 師　 農芸
i‾み‾ふふ

！B　 黛　7 ！㌢1　 日綾部た。㌣否る iナデ。内面へラ磨き。底部網代状痕。 日通金目”ノ乙 i lnn O／
⊥UU／ノわ

C　 6誹 内面黒色処理。 普通 覆土下層

2

杯 Å 11．0 廿綾部一部欠損。底部平底。休部は 目線部か ら休部にかけて外面ログロ 砂粒 ・石英 や長石 P 278

土　 師　 器　 B　 3。7 外傾 して立ち上が り，日綾部に至る。 ナデ。下端へラ削り。休部内面〆＼ラ 黒褐色 95％

C　 説6 磨 き。底部回転へ ラ切 り後削 り。 普通 覆土中層

3

隼 A l 。4　 日綾部一部欠損。底部から休部は外 目線部から休部にかけて内 e外面ロ 砂粒 ・有 一笑・長有 P 279

土　 師　 器 B　 3。9

C　 5。2

傾 して立ち上が 生　 ′綾部に至る。 クロナデ。底部ハ＼ラ削 り。 浅黄橙色

普通

90％

覆土中層

4

隼 Å 12。2 目線部一部欠損。底部平底。休部は 目線部か ら休部にかけて外面ロクロ　 砂粒 や長石 P 280

上　 師　 器 B　 4。3 外傾 して立ち上が り， H 綾部は短 く ナデ。下端手持ちへラ削 り。内面へ　 にぷい黄橙色 80％

C　 5。8 外反する。 ラ磨 き。黒色処理。底部へラ削 り。 普通 覆土中層

5

杯 Å［13。0］ 底部から目線部にかけての破片。底 仕隊部から休部にかけて内 か外面ロ 砂粒 ・長石 ・実母 P 286

須　 恵　 器 B　 4の3 部平底。休部は外噂 して立ち上がりラ クロナデ。休部下端へラ削 り。底部 灰黄色 50％

C　 軋0 目線部に至る。 ハ＼ラ削 り。 普通 凍土中層

6

高台付棒 B （2。8） 高台部か ら休部下位にかけての破 体部内 e外面 ロクロナデ。底部回転 砂粒 や石英 ・長石・ P 53 7

須　 恵　 器 い　 γ言 片。高台部は 「ハ」の字状に開 く。 へラ切 り後ナデ。高台部内 e外面ナ 雲乳　 灰色 40％

E　 L 2 デ。 普通 覆土中

盤　　　 Å［16。6］ 高台部か ら［］綾部にかけての破片。 口綾部か ら休部にかけて内 ・外面ロ 砂粒 e石英 も長石 P 284

7 須　 恵　 器　 B　 4．6 高台部は 「ハ」の字状に開く。休部 クロナ荒　 底部回転へラ切 り後ナテ： 灰黄褐色 5 0％

C　 8。3 は強く開き，休部と日綾部の境に稜

がある。L 縁部は直線的に外傾する。

高台部内 。外面ナデ。貼付。 普通 覆土中層

8

m
脚部破片。脚部は円柱形である。 脚部外面ナデ。内面へラナデ。 砂粒 ・有華 つ七日・

雲母，暗灰色

P 53 8

5 ％

i 普通 覆土中層

蓋　　　 A l乙4 頂部平坦。天井部は緩やかに開き， 頂部へラ削り。天井部内ゆ外面ログ 砂粒 。石其・長石0 P 288

9 須　 恵　 器　 B　 説5 屈曲して垂下する。 ロナデ。 雲母，黄灰色 90％

F　 2。7 普通 床直

G　 l言

川

小型蛮　　 風［14。4］ 休部上位から目線部にかけての破 目線部内0外面横ナデ。休部外面ナ 砂、樟・有華・長有・ P 287

土　 師　 器　 B （5。9） 片。休部は内攣して立ち上がる。Ll デ。休部内面へラナデ。 賢軌　 赤褐色 20％

綾部は外反しヲ　端部は上方につまみ

上げられている。

普通 穫土下層

11

甑　　　 A （37。0） 休部上位からH 綾部にかけての破 口緑部内の外面ナデ。休部外面縦位 砂粒 の長石 P 539

須　 恵　 器　 B ［5。0］ 片。休部は外傾して立ち上がり，H の平行叩き。内面ナデ。 灰色 5％

綾部は上下に突出する。 普通 床直

図版番号
種　 別 ！ 計　　 測　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　 考カ 恒 （cm）i 幅 （cIn）恒 （cm車 針 g）

第148図12 支　 脚！ （886）！ （608）！ 5め9 （269。0）床直 D P25　　　　　　　　　　 40％

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　　 値 i　 備　　　　 考

長　さ（cm） 幅 （cm） 厚　さ（crn）重量（g）

第ユ48図13 刀　　　 子 （13。2） L 4 軋4～私牒 （16．0） M 23　　 鉄製　　　 覆土下層　　　　　　　　　　　　　　　　 90％

第撒号健贋跡（第摘図）

位置　調査　区の中央部　H臓a区。

重複関係　本跡は第87号住居跡を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸4。1m　短軸。瞞mの方形である。

主軸方向　N－1－E

壁　壁高は10～35cmで学外傾して立ち上がる。壁溝は9南壁下9西壁下で確認され9上幅13～25cm9下幅4～
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可

第摘図　第謂号住居跡実測図
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6cm，深さ3cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，出入口から竃にかけての中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されているが，耕作による撹乱を受けており，掘り方だけを確認した。煙道部から焚口

部まで100cm，火床部は床面を12cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。

寵土層解説

1時赤褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量　　3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

2　赤褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，焼土粒子少量　　4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子中量，粘土粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は長径44～51cm，短径33－40cm円形及び楕円形，深さ27～41cmで，いず

れも主柱穴である。P5は径30cmの円形，深さ24cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子微量

5　極暗褐色　ローム粒子微量，焼土小プロッタ少量，粘土粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子少量，粘土粒子少量　　　6　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

遺物　土師器片81点，須恵器片7点が出土している。1の須恵器抑ま竃内から，2の土師器坪は西壁際から，3の

須恵器鉢は中央部覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から平安時代と考えられる。

第150図　第75号住居跡出土遺物実測図

第75号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿⊥＿＿　」

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　　考

第150図量不A14．6ロ綾部一部欠損。底部平底。休部は口緑部から休部にかけて外面ロタロ砂粒・石英・長石・P289

1 土　師　器B　3．5外傾して立ち上がり，ロ綾部に至る。ナデ。休部下端手持ちへラ削り。体雲母，黄褐色90％

C　7．8 部内面へラ磨き。底部へラ削り。普通 凍土下層

2

坪A［15．5］休部から口綾部にかけての破片。体口緑部から休部にかけて内・外面ロ砂粒・長石 P540
須　恵　器B（5．0）部は外傾して立ち上がり，日録部はタロナデ。 灰色 10％

短く外反する。 普通 覆土中層

3

鉢B（7．3）底部から休部下位にかけての破片。休部外面へラ削り。休部内面ナデ。砂粒・石英・長石P541

須　恵　器C［17．2］底部平底。休部は外傾して立ち上が底部削り後ナデ。 灰色 10％

る。 普通 覆土下層

第80号住居跡（第151図）

位置　調査1区の南部，G13h7区。

重複関係　本跡は第81号住居跡を掘り込み，第73号住居跡に掘り込まれているので，第81号住居跡より新しく，

第73号住居跡より古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸［4．02］m，短軸［3．96］
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第151図　第80・81号住居跡実測図

第152図　第80号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

：＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

mの方形と考えられる。

主軸方向　N－10－W

壁　壁高は26cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は，西壁下から確認され，上幅7－24cm，下幅5～8cm，深さ

3cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量，炭化粒子微量　　　　　3　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量　　　　　4　暗褐色　ローム粒子微量，ローム粒子少量
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遺物　土師器片77点，須恵器片12点が出土している。1の須恵器杯と2の須恵器要は覆土下層から出土してい

る。

所見　本跡の竃は，第73号住居跡が構築される際に掘り込まれたものと考えられる。本跡の時期は，1，2か

ら平安時代と考えられる。

第80号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　　 桂 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　　　 考

第 15 2図 杯 A ［14 ．2］ 底 部か ら 口緑 部に かけ ての破 片。底 口綾 部か ら休部 にかけ て内 ・外面 ロ 砂粒 ・石 英 ・パ ミ P 302

1 須　 恵　 器 B （3 ．9） 部 平底。休 部は 外傾 して立 ち上 が り， タロナデ。 底部へ ラ削 り。 ス ・黒 色斑 点 2 0％

C ［8．9 ］ 臼綾 部に 至 る。 黄灰 色，普 通 覆 土下 層

2

璽 A ［22．7 ］ 休 部上 位 か ら口緑 部 にか け て の 破 口練部 内 ・外面ナ デ。休 部上位 外面 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 3 03

須　 恵　 器 B （9．8 ） 片。 頸部 は 「く」の字 状 に折れ， 口 縦 位の 平行 叩 き。 内面ナ デ。 雲母 ，灰色 10 ％

綾部 は外反 して立 ち上 が る。 普通 覆土 下層

第81号住居跡（第151図）

位置　調査1区の南部，G13h7区。

重複関係　本跡は第80号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から一辺が［3．80］mの方形と考

えられる。

主軸方向　N－230－E

壁　北西壁が一部残存している。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

遺物　土師器片31点，須恵器片19点，陶器片1点が出土している。1の須恵器蓋と2の須恵器甑は，いずれも

覆土中から出土している。

所見　時期は，床面出土の遺物がないため不明であるが，第80号住居跡より古いことから平安時代または，そ

れ以前と考えられる。

第153図　第81号住居跡出土遺物実測図
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第81号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第153因 蓋 A ［15．5］ つまみ欠損。頂部は平坦で，天井部 天井部内 ・外面ロタロナデ。 砂粒 ・雲母 P 5 56

1 須　 恵　 器 B （1．3） は緩やかに開き，屈曲して垂下する。 灰白色

普通

30％

覆土中

2

甑 A ［25．2］ 休部からL」綾部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面ナデ。休部外面上位 砂粒 ・石英 ・長石 P 55 5

多貞　 恵　 器 B （22．7） 部は外傾 して立ち上がる。口縁部は から中位にかけて縦位の平行叩き。 灰色 40％

外反 し，端部はつまみ上げられてい

る。

休部下位へラ削り。休部内面ナデ。 普通 覆土中

第82号住居跡（第154図）

位置　調査1区の中央部，G13g6区。

重複関係　本跡は第80号住居跡を掘り込み，第69号住居跡に掘り込まれているので，第80号住居跡より新しく，

第69号住居跡より古い。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸（3．50）m，短軸3．37m

で，方形と考えられる。

主軸方向　N－130－E

壁　壁高は10－25cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，竃から中央部にかけて踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されている。天井部と左袖部は崩落している。規模は煙道部から焚口部まで108cm，壁

外への掘り込みは22cmである。右袖最大幅24cmで，内壁は火熟を受けて赤変している。火床部は床面を5cm

第154図　第82号住居跡実測図

2m
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ほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。

寵土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子少量，灰粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，炭化粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子多量，焼土小ブロック少量

5　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，灰粒子少量

l

・・　　　∴

し二」

］
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第155図　第82号住居跡出土遺物実測図
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ピット　2か所（Pl，P2）。Plは長径30cm，短径25cmの楕円形，深さ15cmで主柱穴である。P2は径27cmの円形，

深さ28cmである。床面を丁寧に精査したが他にピットを確認することはできなかった。

遺物　土師器片71点，須恵器片42点9　陶器片1点9　鉄製品1点が出土している。3，4の土師器婆と1の須恵

器杯は覆土下層から，7，8の須恵器甑と6の須恵器婆は中央部床面から，2の須恵器高台付杯と5の須恵

器婆は竃内から，9の鉄鎌は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から，平安時代と考えられる。

第82号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第155図 杯 A ［13．6］ 休部か ら口綾部にかけての破片。体 口綾部から休部にかけて内 ・外面ロ 砂粒 ・石英 ・長石・ P 55 7

1 須　 恵　 器 B　は 3） 部は外傾 して立ち上が り，口縁部に クロナデ。 雲母，灰色 15％

至る。 普通 覆土下層

2

高台付埠 A ［12．5］ 高台部から口綾部にかけての破片。 口綾部から休部にかけて内 ・外面 ロ 砂粒 ・石英 ・長石 P 306

須　 恵　 器 B　 5．7 高台部は 「ハ」の字状に開 く。休部 クロナデ。底部回転へラ切 り後ナチ．。 灰色 40％

D ［7．4］

E　 l．2

は外傾して立ち上がり， 口綾部に至

る。

高台部内 ・外面ナデ。貼付。 普通 竃内

3

小型婆 A 12．9 目線部一部欠損。底部平底。休部は 口緑部内 ・外面横ナデ。休部上位か 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 304

土　 師　 器 B 11．0 内攣して立ち上がる。口綾部は外反 ら中位 にかけてナデ。下位へ ラ削 り。 雲母，明赤褐色 90％

C　 6．0 し，端部は上方につ まみ上げ られて

いる。

内面ナデ。底部木葉痕。 普通 覆土下層

4

婆 A ［20．2］ 休部から口綾部にかけての破片。体 口線部内 ・外面横ナデ。休部上位外 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 305

土　 師　 器 B （26．9） 部は内攣 して立ち上がり，最大径が 面ナデ。中位から下位にかけてへラ 雲母，明赤褐色 20％

上位にある。口綾部は外反し，端部

はつまみ上げられている。

磨 き。内面ナデ。 普通 覆土下層

5

婆 B （11．4） 休部から頸部にかけての破片。休部 頸部内 ・外面ナデ。休部外面縦位の 砂粒 ・石英 ・長石 P 558

須　 恵　 器 は内攣 して立ち上が り，頸部は外傾 平行叩き。内面ナデ。 灰色 15％

する。 普通 竃内

6

婆 B （5．1） 休部上位から頸部にかけての破片。 頸部内 ・外面ナデ。休部外面縦位の 砂粒 ・石英・長石・ P 5 59

須　 恵　 器 休部は内攣 して立ち上が り，頸部で 平行叩き。内面ナデ。 雲母，にぷい黄橙 5 ％

「く」の字状に折れる。 色，普通 床直

7

甑 B （4．2） 多孔式。休部下位の破片。休部は外 休部下端外面へラ削り。内面ナデ。 砂粒 ・石英・長石・ P 3 07

須　 恵　 器 C ［15．0］ 傾 して立ち上がる。 雲母，黄灰色

普通

5 ％

床直

8

甑 A ［30．0］ 休部上位か ら口綾部 にかけての破 口線部内 ・外面ナデ。休部外面縦位 砂粒 ・長石 ・雲母 P 56 0

須　 恵　 器 B （5。7） 片。口綾部は外反 し，1条の沈線が巡 の平行叩き。内面ナデ。 灰色 5％

る。 普通 床直

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第155図 9 鉄　　　 鎌 （11．2） 2。7 0．3～0．4 （24．0） M 25　　　 鉄製　　　 覆土下層　　　　　　　　　　　　　　　　　　 60％

第99号住居跡（第156図）

位置　調査2区西部，L12gl区。

規模と平面形　長軸［2．55］m，短軸［2。27］mと推測されるが，平面形は不整形である。

童軸方向　不明である。

壁　北西壁と東壁南側が残存し，壁高は4～14cmで，緩斜して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が若干踏み固められている。

ピット　1か所。長径22cmの円形で，深さ22cmである。性格は不明である。

覆土　3層の自然堆積である。
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土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子多量

3　褐　　色　ローム粒子少量

遺物　土師器片65息　須恵器片9息　鉄棒5点である。1

の須恵器の婆が炭化物とともに南壁推定ライン近くの覆

土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態が不明瞭であるが，出土

遣物から平安時代と思われる。竃が確認できず，遺構も

小型で平面形が不明瞭であること，鉄棒が確認されてい

ることから，住居以外の目的で使用された可能性も考え

られる。

＼＼＼、ノ
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窮鼠57図　第99号住居跡出土遺物実測図

第99号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測凰 cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第157図 璧 B （11．0） 口綾部欠損。平底で，休部は外傾 し 休部外面平行叩 き。休部外面下半へ 砂粒 ・長石 P 35 1

1 須　 恵　 器 C ［16．2］ て直線的に立ち上がる。 ラ削 り。 褐灰色

普通

10％

覆土中

第Ⅲ五号住居跡（第158図）

位置　調査2区西部，Lllg9区。

重複関係　本跡の上に第95号住居跡があるため，本跡が古い。

規模と平面形　本跡の大半が調査区外であるため，規模，平面形とも不明であるが，調査区内では長軸3。44m

短軸（0。45）mと確認されている。

主軸方向　N－00

壁　壁高は30～35cmで，外傾して立ち上がる。北壁の一部が撹乱により残存していない。
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床　全体的に平坦で9　よく踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外へ35cmほど掘り込み，付設されている。天井部は崩落により残存していない。袖部は壁

際が一部残存し，ロームと砂混じりの白色粘土で構築されている。火床部は楕円形に10cmほど掘りくぼめら

れ，北側の立ち上がり部分が火熟を受け，赤愛している。煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　黒褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

覆土14屑からなり，人為堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック微量

4　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子微量

6　極暗褐色　ローム粒子。ローム小ブロック微量

7　極暗褐色　ローム粒子。ローム小ブロック微量

3　暗褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子・粘土粒子多量，焼土粒子少量

8　黒褐色　ローム小ブロック微量

9　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，粘土粒子微量

10　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

11黒褐色　ローム粒子微量

12　黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

13　暗褐色　ローム粒子少量

14　極暗褐色　ローム粒子少量，粘土粒子微量

遺物　土師器片65息　須恵器片11鳥　灰粕陶器片1点が出土している。2の須恵器の高盤が竃内から，1の須

恵器の高台付埠が竃左手の覆土中から，7の砥石が覆土中から9　8の刀子が竃右手の覆土中から出土してい

る。3，4，5は覆土中から出土した須恵器片で，外面に平行叩きが施されている。6は覆土中から出土した

須恵器婆の休部破片で，5条の沈線間に櫛描波状文が施されている。

所見　本跡の時期は，Il口二遣物から平安時代と思われる。

第1m号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第159図 盤 A 16．6 平底に 「ハ」の字状に開 く高台が付 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 400

1 須　 恵　 器 B　 3誹 く。休部は外傾 して大 きく開 き，口 へラ削 り。 石英 90％

D　 9．1

E　 l．1

綾部でやや屈曲 し，外上方に立ち上

がる。

灰色

普通

覆土中

2

高盤 D ［9．7］ 脚部破片。脚柱は円柱形で，裾部は 脚部外面ロクロナデ。裾部内 ・外面 砂粒 ・長石 ・雲母 P 401

須　 恵　 器 E （9．7） 「ハ」の字状に広がる。 ロクロナデ。 灰色

普通

20％

竃内

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値 ！石 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第159図 7 砥　　　 石 8．2 3．2 2・6 1 95。0 凝　 灰　 岩 覆土中 Q 24　　　　　　　　　　　 100％

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

i　 備　　　　 考

長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ（cm） 重量 （g）

第159図8 刀　　　 子 1軋4 1。3 0．3 18誹 M 33　　　 鉄製　　　 覆土中　　　　　　　　　　　　　　　　　 100％

窮鼠鼠2号住居跡（第160図）

位置　調査2区南部，M13C2区。

重複関係　本跡を第10号溝が掘り込んでおり，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．17Ill，短軸3．33111の長方形。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は18－53cmでラ　北壁を除き，垂直に立ち上がる。北壁は緩斜して立ち上がる。東壁と西壁の一部が第
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10号溝によって掘り込まれ，残存していない。

床　全体的に平坦で，よく踏み固められている。

竃　北東コーナー部を壁外へ30cmほど掘り込み，付設されている。砂混じりの灰色粘土で構築された左袖部の

一部が残るのみで，他は第10号溝によって掘り込まれ，残存していない。

竃土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量　　3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・焼土中ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子少量

ピット　4か所。Pl～P4は長径17－30cm，短径15～20cmの楕円形で，深さは12～22cmである。性格は不明で

ある。

覆土　4屑からなり，自然堆積である。

色
色

説解
褐
褐

層土
1

　

2

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量　　　3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土中ブロック微量　　　4　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片120点，須恵器片83息鉄棒2点が出土している。1の須恵器の杯が南東コーナー部壁下の覆

土中と南壁下の床面直上から，2の須恵器の蓋が竃手前の覆土中から，3の須恵器の小型短頸壷が東部の床

面直上から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代と考えられる。

画l　　ふ

1　　3

0　　　　　　　　　　　　　　2m

仁一‥－　　1・　…・」
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第1飢脚　第月2号住居跡虹士，遺物実測図

第112号住居跡出土遺物観察表

監苧鞠

二「＿
5cm

』二二二二±二∃

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第161図 堵 A 13．1 平底で休部は外傾して立ち上がり， 体部内・外面ロクロナデ。休部外面 砂粒 ・長石 ・石英 P 402

1 須　 恵　 器 B　 4．9

C　 6．9

上半部でやや外反気味になる。 下端へラ削り。底部へラ削り。 灰色

普通

90％

床直 ・覆土中

2

蓋 A ［14．8］ 摘み欠損。天井頂部は平坦で中位に 天井部内・外面ロクロナデ。天井頂 砂粒・長石・パミス P 403

須　 恵　 器 B （1．8） 稜を持ち，外反気味に下降する。端 部外面へラ削り。 灰色 30％

部はわずかに下方に屈曲する。 普通 覆土中

3

小型短頸壷 A ［9．2］ 平底に 「ハ」の字状に高台が付き， 口綾部，頸部，休部外面ロクロナデ 砂粒・長石・パミス P 404

須　 恵　 器 B　 6．5 休部下位は内攣気味に立ち上がり， 底部回転へラ削り。 暗青灰色 50％

D　 6．0

E　 O。8

中位で直線的に立ち上がる。頸部は

直線的に立ち上がり，口綾部はやや

内傾する。

普通 床直

第且22号住居跡（第162図）

位置　調査4区中央部，Illb7区。

重複関係　第103号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．02Ill，短軸3．95mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は20～30cmで，垂直に立ち上がる。北西コーナー部が20cmほど第103号土坑に掘り込まれており，上

端が残存しない。

壁満　幅15～45cm，深さ5～8cmで，断面形はU字形である。壁下を仝周している。

床　全体的に，平坦でよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に壁外へ25cmほど掘り込み，付設されている。規模は長さ110cm，幅140cmである。天井部は崩

落し，残存していない。袖部の残存状況は良好で，砂混じりの灰色粘土によって構築されている。火床部は

楕円形に4cmほど掘りくぼめられている。煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量　　　8　灰褐色　粘土粒子・粘土小ブロック中量，焼土ノトブロック微量

2　灰褐色　粘土粒子中量，焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　9　黒褐色　粘土粒子少量，焼土中ブロック微量

3　灰褐色　粘土粒子多量，焼土中ブロック微量　　　　　　　　10　暗赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子微量

4　赤褐色　焼土中ブロック・粘土粒子中鼠　炭化粒子微量　　　11極暗褐色　焼土中ブロック中量

5　黒褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化物・灰微量　　12　暗赤褐色　焼土中ブロック少量

6　赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，灰少量　　　　　　　　　13　黒褐色　焼土粒子微量

7　暗赤褐色　焼土粒子・焼土中ブロック多量

ピット　5か所。Plは径30cmの円形で，深さは22cmである。位置から出入り口ピットと考えられる。P2－P5

は長径18～43cm，短径15－40cmの楕円形で，深さは18～46cmで，性格は不明である。また，竃東側，北東コ

ーナー付近に長径113cm，短径85cmの不整形のくぼみが存在し，深さ16cmで，底面は平坦である。上層がロ

ーム中ブロックを中量含む黒褐色土，下層がローム粒子を多量に含む褐色土であり，性格は不明である。

覆土12層からなり，自然堆積である。
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土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

3　極暗褐色　ローム小ブロック・焼土小ブロック微量

4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

5　暗褐色　焼土粒子少量，ローム中ブロック・焼土小プロッタ微量

6　黒褐色　焼土粒子・焼土小ブロック少量，ローム小ブロック微量

7　黒褐色　ローム小ブロック少量

8　極暗褐色　ローム粒子少量

9　暗褐色　焼土粒子微量

10　黒褐色　焼土小ブロック少量，焼土中ブロック・粘土粒子微量

11黒褐色　焼土小ブロック少量，ローム小ブロック・粘土粒子微量

12　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

遺物　土師器片413点，須恵器片59点，陶器片1点，鉄棒1点が出土している。4の土師器の要と3の須恵器

の盤が竃右手の床面直上から，5の土師器の嚢と6の須恵器の甑が東壁下の覆土中から，1の須恵器の杯

が西部の覆土中から，2の須恵器の埠が東壁下と南東部の覆土中から，7の陶器の卸皿が南壁下の覆土中か

ら出土している。8は覆土中から出土した須恵器の休部片で，外面に縦位の平行叩きが施されている。

所見　本跡は出土遺物，遺構とも残存状態が良好である。時期は，出土遺物から平安時代と考えられる。

第163図　第122号住居跡出土遺物実測図

＼、－
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第122号住居跡出土遣物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　　 考

第163図 土不 A 13 ．0 平底 で休 部 は外傾 して立 ち上 が る。

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

体 部 内 ・外 面 ロ クロナデ。休 部外 面 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 425

1
1
須　 恵　 器 l B　 4e4 下端へ ラ削 り。 底部へ ラ削 り。　 l スコ リアラ　にぷ い 1 70 ％1 l須　 恵　 器 lB　 4e4

C　 7．0

l 】下端へ ラ削り。底部へ ラ削 り。 ！スコリアラ　にぷい

黄橙色，普通

［70％

覆土中

2

高台付杯 A ［17．2］ 杯部破片。休部は内攣気味に立ち上 体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 26

須　 恵　 器 B （4．1） がった後外傾 し，口綾部はわずかに 灰色 10％

外反する。 普通 覆土中

3

般
一皿

A 15．0 平底に 「ハ」の字状に開 く高台が付 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 42 7

須　 恵　 器 B　 3．8 く。休部は外傾 して立ち上がり，日 底部回転へラ削 り。 石英 95％

D　 9．0

・E　 l．0

綾部は稜を持ち外反する。 灰黄褐色

普通

床直

4

婆 A　20．7 平底で休部は内攣して立ち上がり， 口綾部，頸部内 ・外面横ナデ。休部 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 423

土　 師　 器 B　35．5 上位に最大径 を持つ。頸部は′「く」 外面下半へ ラ削り。底部に木葉痕。 石英 90％

C　 8．0 の字に外反 し，口綾部は稜を持ち，

端部は直立 してつ まみ上がる。

にぷい褐色

普通

床直

5

窪 A 12．2 底部欠損。休部は内攣 して立ち上が 目線部，頸部，内 ・外面横ナデ。体 砂粒 ・長石 ・石英 P 4 24

土　 師　 器 B （10．5） り，上位に貴大径を持つ。頸部は鋭 部外面へラ削 り。 黒褐色 30％

く 「く」の字状に外反し，端部は摘

み上がる。

普通 覆土中

6

甑

須　 恵　 器

C ［13．1］ 底部破片。底部に五孔を穿つ。 底部へラナデ。へラで孔 を切る。 砂粒 ・雲母 ・長石

灰褐色

普通

P 428

5 ％

覆土中

7

卸　 皿 B （2．4） 底部，休部破片。平底で休部は内攣 水挽 き成形。全面に灰粕がかか り， 砂粒 P 429

陶　　　 器 C ［8．4］ 気味に立ち上が り，中位から外反す 内面には碁盤状の刻みがある。底部 にぷい黄色 5 ％

る。 回転へラ削り。 普通 覆土中

第五25号住居跡（第164e165図）

位置　調査4区中央部，Illcl区。

重複関係　第124号住居跡の上にあり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸［5．05］m，短軸［4。72］mの方形と推定される。

主軸方向　N－100－E

壁　壁高は5～25cmで，外傾して立ち上がる。

壁満　幅35－40cm，深さ8cm前後で，断面形はU字形である。西壁下の一部と南西コーナー部壁下に確認され

ている。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

竃　北壁推定ラインに，長径180cm，短径130cmの範囲で楕円形に焼土が確認されており，ここに竃が付設され

ていたと考えられる。砂混じりの灰色粘土で構築された両袖部の一部が残存するのみで，他は撹乱によって

残存しない。

壌土層解説

1　黒褐色　焼土中ブロック少量，炭化小ブロック微量

2　赤褐　色　焼土大ブロック多量，焼土中ブロック中量

3　褐灰色　焼土中ブロック少量，焼土粒子微量

4　赤褐色　焼土中ブロック中量，炭化物・粘土粒子微量

5　暗赤褐色　焼土粒子・焼土中ブロック中鼠炭化物・粘土粒子微量

6　赤褐色　焼土中ブロック多呈，粘土粒子少量

7　黒褐色　焼土中ブロック・粘土粒子微量

8　極暗褐色　焼土中ブロック・粘土小ブロック微量

9　灰褐色　焼土中ブロック・粘土粒子少量

10　黒褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・粘土粒子微量

11黒褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・粘土粒子少量

12　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

13　暗赤褐色　焼土粒子多量

14　暗赤褐色　焼土粒子中量

15　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，炭化物微量

16　暗赤褐色　粘土粒子中風　炭化粒子微量

17　暗赤褐色　焼土粒子少量

18　赤褐色　焼土粒子・焼土中ブロック・炭化物中量

19　黒褐色　焼土中ブロック少量

20　暗赤褐色　焼土粒子少量・粘土粒子微量

21黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

ピット　6か所。Pl～P4は長径30～40cm，短径26－33cmの楕円形で，深さは55－65cmである。位置から主柱
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第1餌函　第125号住居跡実測図
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第165図　第125号住居跡竃実測図

穴と考えられる。P5，P6は長径36～44cm，短径38～46cmの楕円形で，性格は不明である。

覆土10層からなり，撹乱を受けているが自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量

極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

極暗褐色　粘土′j、ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　8　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

褐　　色　ローム粒子・ローム中ブロック多量，焼土粒子微量　　　　9　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子微量

暗褐色　ローム粒子少量，粘土粒子微量　　　　　　　　　　　　10　暗褐色　娩土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片368点，須恵器片59点，灰粕陶器片2点，鉄製品1点が出土している。3の土師器の隼と4の

土師器の甑と2の須恵器の杯が竃内から，6の灰粕陶器の壷と1の須恵器の坪が南部の覆土中から，7の鉄

製品の鎌がその西側の覆土中から，5の陶器の椀が西側の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代と思われる。

第125号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第 166図 土不 A 12 ．9 平底 で休 部は 外傾 して 立 ち上 が り， 体 部内 ・外面 ロ タロナデ。 休部 外面 砂 粒 ・長石 ・石英 P 44 3

1 須　 恵　 器 B　 4．3

C　 6．3

ロ綾部 はわず かに 外反 す る。 下 端へ ラ削 り。 底部 へ ラ削 り。 灰色

普通

100％

覆 土中

2

士不 A 12．8 口綾部， 休部破 片。 休部 は外傾 して 体 部内 ・外 面 ロ クロナデ。休 部 下端 砂 粒 ・長 石 ・雲母 P 44 4

須　 恵　 器 B　 4．0 立 ち上 が る。 へ ラ削 り。 灰 色

普 通

20％

寵 内

3

蛮 B （6．7） 底 部，体 部下 半破 片。平 底 で休 部 は 休部 内面へ ラナデ。休 部外 面へ ラ磨 砂 粒 ・長石 ・石 英 ・ P 439

土　 師　 器 C　 7．0 外傾 して立 ち上 が る。 き。 底部 に木葉 痕。 雲 母 ・ス コ リア

にぷ い褐 色， 普通

20％

竃 内

4

甑 C （10．7 ） 底 部破 片。底部 に五 孔 を穿つ と推定 へ ラ状工具 に よ る整形 。 砂 粒 ・雲 母 P 440

土　 師　 器 され る。 明赤褐色

普 通

5 ％

竃 内
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第166図　第125号住居跡出土遺物実測図

二二⊂＝コ二　　　　4

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　　　 考

第166図 椀 A ［18．1］ 底部 欠損。休 部 は内攣気 味 に立 ち上 水挽 き成 形。 ロ綾部，体 部 内 ・外面 砂粒 P 442

5 陶　　　 器 B （4．1） が る。 に軸 がか か る。 オ リー ブ黄色

良好

5 ％

覆 土 中

6

∃E B （5 ．2） 休 部破 片。休 部は 内増 して立 ち上が 体 部 内 ・外 面 ロ タロナ デ。休部 外面 砂 粒 ・石 英 ・長石 P 441

灰 軸 陶 器 る。 に灰粕 が かか る。 暗 オ リー ブ

普 通

5 ％

覆土 中

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第166図 7 鉄　　　 鎌 （11．5） 3．4 0．3 40．0 M 40　　　 覆土中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 50％

第14号住居跡（第32図）

位置　調査3区の西部，KlOgo区。

重複関係　本跡は，第11号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　第11号住居跡に東半分を掘り込まれているため規模や平面形は明確でないが，長軸3．44m，短

軸［3．23］mの方形と考えられる。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は23－32cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　北壁中央に砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，重複と耕作により撹乱を受けているため，掘り方

だけを確認した。規模は煙道部から焚口部まで77cm，壁外への掘り込みは20cmである。火床面は床面を7cm

掘りくぼめており，火熟を受けて赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。
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寵土層解説
1暗赤褐色　焼土中ブロック少量，焼土小ブロック中量，炭化粒子少量，粘土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子多量，炭化粒子多量，灰粒子多量

3　暗赤褐色　焼土中ブロック多量，焼土小ブロック多鼠　炭化粒子少量，灰粒子多量

4　暗赤褐色　焼土小ブロック多量，焼土粒子多量，炭化粒子多量，灰粒子多量

5　黒褐色　焼土小プロッタ多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量

6　赤褐色　焼土中プロッタ多量，焼土粒子少量

7　赤褐色　焼土粒子微量，粘土粒子多量

8　灰赤色　焼土小ブロック中量，粘土粒子少量

9　赤褐色　焼土中ブロック中量，粘土粒子少量

10　赤褐色　焼土中ブロック中量，炭化粒子微量，粘土粒子微量

11赤褐色　焼土中ブロック多量，炭化粒子微量，粘土粒子微量

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック少量，焼土粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，煉土小ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片199点，須恵器片4点が出土している。4の高台付坪は中央部と南壁近くの床面から，5の土

師器高杯は覆土下層から，6の土師器坪は覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代と考えられる。

第167図　第14号住居跡出土遺物実測図

第14号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第167図高台付杯A［14．4］高台部から口緑部にかけての破片。ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面ナ砂粒・石英・長石・P63

4 土　師　器B　5．7高台部は直線的に開く。休部は内野デ。休部内面へラ磨き。高台部内・雲母 40％

C　7．2して立ち上がり，口綾部はやや外反

する。

外面ナデ。休部外面に「有」の線刻。橙色

普通

床直

5

高台付杯A［14．4］高台部欠損。休部からロ綾部にかけ口綾部から休部にかけて外面横ナ砂粒・石英・長石・P64

土　師　器B　4．6ての破片。休部は内轡して立ち上がデ。内面へラ磨き。内面黒色処理。パミス橙色 40％

り，ロ綾部に至る。 普通 竜内

6

高台付1不A［16．2］休部から口綾部にかけての破片。体口綾部から休部上位外面横ナデ。体砂粒・雲母・スコP65

土　師　器B（4．7）部は内攣して立ち上がり，口綾部は部下位外面削り後ナデ。内面へラ磨リア，にぷい橙色10％

やや外反する。 き。内面黒色処理。 普通 覆土中層

第27号住居跡（第168図）

位置　調査3区西部，Klld2区。

重複関係　本跡は第26号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　上面が耕作により削平され，規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から一辺が［3．30］

mの方形と考えられる。

主軸方向　N－130－E
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第168図　第27号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　1m

L l　　　」

壁　北東壁の一部と北コーナー部が残っている。残存する壁高は3cmで，立ち上がりは明確でない。

床　全体的に平坦で，中央部から竃にかけて踏み固められている。

竃　北東壁中央部に砂粒混じりの白色粘土で構築されている。上部が耕作により削平されているため，掘り方

だけを確認した。規模は煙道部から焚口部まで85cm，最大幅89cm，壁外への掘り込みは20cmである。火床面

は床面を9cm掘りくぼめており，火熟を受けて部分的に赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

毒土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量．焼土小ブロック少量，焼土粒子少量，粘土小ブロック少量

3　極暗褐色　焼土小ブロック少量，焼土粒子中量，粘土小ブロック少量

4　極暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック少量，焼土粒子中量，粘土粒子少量

5　黒　　色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子少量，粘土粒子少量

6　黒褐色　焼土粒子少畳，炭化物少量，粘土粒子少量

7　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，粘土粒子少呈

覆土　5層からなり，自然堆積である。
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第169図　第27号住居跡出土遺物実測図

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

土層解説

13　灰褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

14　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化粒子少量

15　極暗褐色　ロームノトブロック少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

16　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，粘土粒子少量

17　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

遺物　土師器片129点，須恵器片7点，鉄棒1点が出土している。1の土師器高台付杯は竃内から，2の土師

器高台付坪と3の土師器窪が，中央部覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から平安時代と考えられる。

第27号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（clu） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第169図 高台付杯 B （4．8） 休部破片。休部は内攣 して立ち上が 休部外面上位ナデ。下位へラ削り後 砂粒 ・長石 ・雲母 P lO O

1 土　 師　 器 る。 ナデ。休部内面へ ラ磨き。内面黒色 橙色 40％

処理。 普通 覆土中層

2

高台付坪 B （4．4） 高台部か ら休部下位にかけての破 休部内面ナデ。 砂粒 ・石英・長石・ P lO l

土　 師　 器 片。高台部は 「ハ」の字状に開 く。 雲母，にぷい橙色 20％

休部は内管 して立ち上がる。 普通 覆土下層

3

婆 A　20．5 休部からロ綾部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英・長石・ P lO 2

土　 師　 器 B （16．7） 部は内攣 して立 ち上が り，頸部 は ラ削り。休部内面へ ラナデ。 雲母 40％

「く」の字状に折れる。 口綾部は強

く外傾する。

橙色

普通

覆土下層

第30号住居跡（第42・170図）

位置　調査3区の中央部，Klld4区。

重複関係　本跡は第31号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　耕作による撹乱を受け，床面だけを確認したので規模や平面形は明確ではないが，長軸［2．80］

m，短軸［2．60］mで方形と考えられる。

主軸方向　N－910－E

壁　壁高は13cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部がやや踏み固められている。

竃　東壁のやや南寄りに砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は耕作により削平されている。規模
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は，煙道部から焚口部まで86cm，両袖最大

幅72cm，壁外への掘り込みは44cmである。

袖の内壁は火熟を受けて赤変している。火

床面は床面を3cm掘りくぼめており，火熟

を受けて赤変した面がみられる。煙道は撹

乱されており明確ではない。

竃土層解説

1　褐　色

2　黒褐色

3　黄褐色

4　黒褐色

5　黄褐色

6　黄褐色

7　赤褐色

8　時赤褐色

9　黒褐色

焼土粒子少量，炭化粒子少量，粘土粒子中量

ローム粒子少量，灰粒子少量，粘土粒子少量

焼土粒子微量，粘土粒子中量

焼土粒子微量，粘土粒子少量

焼土粒子微量，粘土粒子多量

ロームノトブロック少量，粘土粒子中量

焼土粒子多量，粘土粒子少量

焼土小ブロック少量，焼土粒子中量，炭

化粒子少量

ローム粒子少量，焼土粒子少量

10　暗褐色　焼土粒子少量，炭化粒子少量，粘土粒子中量

11黒褐色　焼土粒子微量，粘土粒子中量

12　極暗褐色　焼土中ブロック少量，粘土粒子少量

13　極暗褐色　焼土粒子少量，粘土粒子少量

⑥

第170図　第30号住居跡竃実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子少量　　　　　　　3　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子少量

2　黒褐色　ロームノトブロック少量，ローム粒子少量　　　　　　4　黒　　色　ローム粒子微量

遺物　土師器片100点，須恵器片4点が出土している。1の土師器高台付杯が竃内から，2，3の土師器聾が床

面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代と考えられる。

第171図　第30号住居跡出土遺物実測図

第30号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　！

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　　考

第171図高台付堵B（3．5）高台部から休部下位にかけての破体部内・外面ナデ。高台部内・外面砂粒・長石 PlO6

1 土　師　器D［3．6］片。高台部は「ハ」の字状に開く。ナデ。 にぷい橙色 40％

E　2．4休部は内轡して立ち上がる。 普通 竃内

2

要A［19．4］休部上位から口綾部にかけての破ロ繰部内・外面構ナデ。休部外面ナ砂窯立・石英・長石・PlO7

土　師　器B（6．0）片。頸部は「く」の字状に開く。ロデ。休部内面へラナデ。 雲母，にぷい褐色10％

緑部は外傾する。 普通 床直

3

憩A［15．0］休部上位からn縁部にかけての破口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・長石・パミスPlO8

土　師　器B（5．4）片。休部は内偵して立ち上がり，頸ラ削り。休部内面へラナデ。橙色 10％

部は「ハ」の字状に開く。口綾部は

外傾する。

普通 床直
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第32号住居跡（第172図）

旦19．4m

＿旦＿19．4m

第172図　第32号住居跡実測図

1m

！　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

位置　調査3区の東部，Kllb9区。

規模と平面形　長軸3．55m，短軸2．75mの長方形である。

主軸方向　N－1060－E

壁　壁高は9～16cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中心部が踏み固められている。

竃　東壁中央からやや南寄りに構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚口部まで80cm，

両袖最大幅104cm，壁外への掘り込みは35cmである。左袖は補強材に土師器要の破片を用い，その周りは砂

粒まじりの白色粘土で構築している。袖の内壁は火熟を受けて赤変している。火床面は床面を6cmほど掘り

くぼめており，火熟を受けて赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。
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寵土層解説
1　暗赤褐色　煉土中ブロック少量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，炭化粒子中量

3　赤褐色　焼土小ブロック多量，焼土粒子中量

4　暗赤褐色　焼土大ブロック少量，炭化粒子中量，粘土粒子少量
5　赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子多量

6　黒褐色　焼土小ブロック中量，焼土粒子中量，炭化物中量
7　時赤褐色　煉土小ブロック微量

8　暗赤灰色　焼土中ブロック中量，焼土粒子中量，粘土粒子少量

9　明黒色　娩土中ブロック微量，焼土粒子微量

10　暗褐色　粘土小ブロック中量，粘土粒子少量

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量，炭化粒子微量

3　黒褐色　焼土小プロッタ少量，粘土粒子少量

遺物　土師器片305点，須恵器片15点，鉄棒2点が出土している。2，3の土師器高台付杯，4，5の土師器嚢

が竃内から，1の土師器高台付称，6の土師器置き竃が覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，竃内から出土した遺物から，平安時代と考えられる。

－200－
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第32号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　考

富舎富民は「バー　の字北に聞くハ　イ太部 口経書E内・外面構ナデハ　内面へラ磨 砂粒・fl．甘・kイ1－・

1 土　 師　 器 B　 5．6 は 内攣 して 立 ち上 が り， 目線 部 は直 き。内面 黒色処 理。 雲 母 1000。

D　 7．4

E　 l．0

線 的 に 立 ち上 が る。 灰 褐色

普 通

覆土下 層

2

高 台 付 塚 A ［17．4］ 高 台 部 上 位か ら口綾部 にか けての破 口綾 部 ・体 部 内 ・外面 へ ラ磨 き。 窯 砂粒 ・石 英 ・長有 ・ P l15

土　 師　 器 B （5．8） 片 。 高 台 部 は 「ハ 」の字 状 に開 く。 色処 理。 雲母 7 0％

休 部 は 内 攣 して立 ち上 が り， 日綾部

に至 る。 目線 部 は短 く外傾 す る。

黒 色

普通

竃 内

3

高 台 付 杯 A ［15 ．8］ 高 台 部 か ら口綾部 にか けての破 片。 口綾部 ・休 部 内面へ ラ磨 き。 外面 ナ 砂粒 ・長石 ・雲母 P l16

土　 師　 器 B　 6 ．7 高 台 部 は 「ハ 」の字 状 に開 く。 休部 デ。 底部へ ラ切 り。 内 ・外面 黒色処 にぷ い褐 色 70 ％

D　 7 ．2

E　 l．1

は 内 攣 し て 立 ち上 が り， 口綾部 に至

る。 口綾 部は短 く外傾 す る。

理。 普通 竃 内

4

婆 A ［16．8 ］ 底 部 か ら 目線部 にか けて の破片 。底 目線部 内 ・外 面横 ナデ。 休部 外面へ 砂粒 ・石 英 ・長石 ・ P l17

土　 師　 器 B 19．7 部 平 底 。休 部 は内攣 して立 ち上 が り， ラ削 り。休部 内面 へ ラナデ。 雲母 80％

C　 9．0 頸 部 は 「く」 の字状 に折 れ る。 口綾

部 は外傾 し，端 部 はつ まみ上 げ られ

て いる。

にぷ い褐色

普通

竃 内

5

婆 A ［22．1 ］ 底 部 か ら 口綾部 にか けて の破 片。 底 目線部 内 ・外 面横 ナデ。休 部外 面下 砂 粒 ・有 英 ・長 有 ・ P l 18

土　 師　 器 B　 27．7 部 平 底 。休 部は外 傾 して立 ち上 が り， 位 へ ラ削 り。休 部 内面ナ デ。 雲母， にぷ い赤褐 60％

C （10．0） 口綾 部 は 外 反す る。 色，普 通 竃 内

6

置 き竃 B （6．5 ） 休 部 破 片 。休 部 外面 には縦位 の 突帯 休 部外面 ナデ 。休部 内面 に輪積 み痕 砂 粒 ・有英 ・長 有 ・ P l19

土　 師　 器 が付 く。 を残す。 雲 母， 明赤褐 色

普 通

5 ％

覆 土 下 層

蝕

第33号住居跡（第174図）

位置　調査3区の東部，M12C7区。1

規模と平面形　長軸2．52nl，短軸2．20mの長方形である。

主軸方向　N－350－E

壁　壁高は17－21cmで9　外傾して立ち上がる。壁溝はほぼ全属し，上幅13～22cm，下幅4～10cm，深さ3cmで，

断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中心部が踏み固められている。

竜　北東壁中央に構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで64cm，壁外への掘り込みは30cmである。袖

はほとんど残っていない。火床面は床面を3cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて赤愛している。煙道は

外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1黒褐色　焼土粒子中鼠　粘土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　焼土粒子少鼠　粘土粒子中量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子中鼠　粘土粒子少量　　　　　　5　黒褐色　焼土粒子中量，粘土粒子少量

3　黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子中量

ピット　Plは長径69cm，短径59cmの楕円形で，深さ29cmある。底面は平坦，壁は外傾して立ち上がる。性格

は不明である。

Pl土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック中壷，焼土粒子微量　　　　　　　2　黒褐色　ローム小ブロック多鼠　焼土中ブロック少量

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック微鼠　炭化粒子微量　　4　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子少鼠粘土粒子少量

2　黒褐色　ローム中ブロック微量，ローム粒子少鼠焼土中ブロック中量　　5　暗赤褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子中量

3　黒　　色　ローム小ブロック微量

遺物　土師器片179点，須恵器片6点が出土している。1の土師器杯が東壁下の壁溝から，2，3の土師器高台

－201－
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付杯が覆土下層から，4の土師器婆が竃内からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から平安時代と考えられる。

人メト√ヽ′ヽ　「1　／ヽ＿　しこコ　rl J－ll．　l　　ヽLblLJ　ん一亡1ノ1－111・－1∴一

節JJ号1土盾i甥、江1二こ感慨観祭衣

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第175図 杯 A 13．8 底部から口綾部 にかけての破片。底 目線部内 ・外面ナデ。底部回転糸切 砂粒 ・雲母 ・スコ P 12 0

1 土　 師　 器 B　3．9－ 部は平底でやや突出している。休部 り。 リア 70％

4．3

C　 6．0

は内攣して立ち上が り，日綾部に至

る。口綾部は短 く外傾する。

にぷい赤褐色

普通

覆土下層

2

高台付杯 A ［16．0］ 高台部から口綾部にかけての破片。 杯部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 砂粒 ・有英 ・長石 ・ P 121

土　 師　 器 B　 5．2 高台部は 「ハ」の字状に開 く。休部 へラ切 り後ナデ。高台部内 ・外面横 雲母 60％

D　 7．2

E　 l．2

は内攣 して立ち上が り， 口綾部は外

反する。

ナデ。 橙色

普通

覆土下層

3

高台付杯 A ［15．8］ 高台部から口綾部にかけての破片。 隼部外面ナデ。杯部内面へラ磨き。 砂粒 ・石英 ・雲母 P 122

土　 師　 器 B　 6．0 高台部は 「ハ」の字状に短 く開く。 高台部貼付。 にぷい黄橙色 20％

D　 7．2 目線部は短 く外反す る。 普通 覆土下層

4

婆 B （15．5） 休部上位の破片。休部上位は内攣し 外面へ ラ削 り後ナデ。内面ナデ。 砂粒 ・石英 ・長石 P 50 4

土　 師　 器 て立ち上がる。 にぷい赤褐色

2 次焼成

10％

竃内

第34号住居跡（第176図）

位置　調査3区の東端部，J12i2区。

A
19．2m

Ⅶ塙壷‾

第17区　第調号住居跡実測図
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規模と平面形　本跡は北側と東側3分の1が調査区域外へ延びているので，規模や平面形は明確ではないが，

長軸（3．90）m，短軸3．70mで長方形と考えられる。

主軸方向　N－200－E

壁　壁高は19～22cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は南西コーナー下に確認され，上幅10～17cm，下幅2～6。m，

深さ2cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　Plは長径100cm，短径82cmの楕円形，深さ12cmで，南東コーナー付近に掘り込まれている。底面は皿

状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がる。覆土中にローム粒子，焼土ブロック，炭化粒子を中量含んでいる。

性格は不明である。

覆土　8層からなり，自然堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，焼土小プ白ック少量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック微量，焼土小ブロック少量，炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土ノトブロック少量，炭化物少量
4　黒褐色　ローム小ブロック微量，炭化粒子少量
5　黒褐色　ローム小ブロック中量

6　褐　色　ローム小ブロック少呈，ローム粒子少量

7　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子微量
8　黒褐色　ローム′トブロック少量，ローム粒子少量

遺物　土師器片137点，須恵器片5点，土師質土器1点，

鉄製品1点が出土している。1の土師器高台付坪，3の

ミニチュア土器，2の土師質土器の皿及び4の鉄鉱が西

壁付近の床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，1，2が床面から出土していること

から，平安時代と考えられる。

第34号住居跡出土遺物観察表

ビ二二∈‾

0　　　　　　5cm

L；！

第177図　第34号住居跡出土遺物実測図

図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第 177図 高 台付杯 A　 9．8 口綾部 一部 欠損。 高 台部は 「ハ」 の 隼部 外面 ロタロナ デ。隼 部内 面へ ラ 砂 粒 ・石英 ・雲母 P 12 3

1 土 師器 B　 3．5 字状 に短 く開 く。休 部 は内攣 して立 磨 き。底 部 回転 へ ラ切 り。 高 台部内 にぷ い黄橙色 95％

D　 5．4 ち上が り， 口緑部 は短 く外反 す る。 ・外 面ナ デ。 内面黒 色処理 。 普 通 床直

2 」皿 A　 8．8 底 部か ら 口緑 部に かけ ての破 片。底 休部外 面 ロ タロナデ。休 部 内面 ナデ。 砂粒 ・石英 ・長 石 ・ P 125

土 師質 土器 B　 l．7 部 平底。休部 は外傾 して立 ち上 が り， 底部 回転 糸切 り。 雲母 ，橙 色 50 ％

C　 5．2 口綾部 に至 る。 普通 床 直

3 ミニチ ュア A　 3．7 底部 平底。 休部 は 内攣 して立 ち上が 口緑部 か ら休 部 にか けて内 ・外面 へ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 124

土 師器 B　 2．9 り， 口綾部 に至 る。 ラ磨 き。 底部 へ ラ磨 き。内 ・外面 黒 黒色 100 ％

C　 2．3 色処理。 普通 床 直

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　さ （em） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第177図 4 銑　　　 鉄 （12．5） 2．0 0．6 （17．0） M 5　 床直　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 90％

第35号住居跡（第178図）

位置　調査3区の東部，Kllb6区。

重複関係　本跡は第36号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

－204－
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規模と平面形　長軸3．15m，短軸2．95mの不整方形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は38～42cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦である。

竃　北壁の東寄りに構築されている。耕作による撹乱を受け，左袖部だけを確認した。左袖最大幅32cmで砂粒

まじりの白色粘土で構築されている。壁外への掘り込みは30cmである。袖の内壁は火熟を受けて赤変してい

る。火床面は2cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて一部が赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，粘土粒子少量　　3　黒褐色　焼土小ブロック少量，粘土小ブロック少量，粘土粒子中量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量，粘土粒子少量　　4　黒褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子中量，粘土小ブロック少量

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

7　黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子少量

8　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

9　暗褐色　ローム粒子微量，焼土小ブロック少量

10　黒褐色　ローム小ブロック微量，焼土小ブロック少量，粘土粒子微量

遺物　土師器片339点，須恵器片45点，鉄棒2点が出土している。1－3土師器高台付杯が，いづれも竃内か

ら出土している。4は覆土中から出土した須恵器聾の休部破片で，外面は縦位の平行叩き，内面は同心円当

具痕が施されている。

所見　本跡の時期は，1～3が床面から出土していることから，平安時代と考えられる。

．　　　　　　　　　　　　＿．
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第179図　第35号住居跡出土遺物実測図

第35号住居跡出土遺物観察表

10cm

ト一・・　一1－　　1

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第179図 高台付隼 A ［14．5］口織部一部欠損。高台部は「ハ」の 隼部外面ロクロナデ。巧、部内面へラ 砂粒・長石・雲母 P 126

1 土　師　 器 B　 5．5 字状に開く。休部は内攣して立ち上 磨き。底部回転糸切用後ナデ。高台 橙色 80％

D　 7．7

E　 l．1

がリ．U綾部は短く外反する。 部内・外面ナデ。 普通 寵内

2

高台付杯 A 15．4 高台部から口緑部にかけての破片。 林部外面ロクロナデ。坪部内面へラ 砂粒・長石・雲母 P 127

土　師　 器 B　6．2 高台部は「ハ」の字状に開く。休部 磨き。底部回転へラ切り後ナデ。高 明赤褐色 50％

D　 8．2

E　 l．1

は内攣して立ち上がり，口綾部に至

る。

台部内・外面ナデ。 2次焼成 窺内

3

高台付坪 A ［15．4］高台部から口織部にかけての破片。 杯部外面ロクロナデ。杯部内面へラ 砂粒・石英・長石 P 128

土　 師　 器 B　 6．2 高台部は「ハ」の字状に開く。休部 磨き。底部回転へラ切り後ナデ。高 にぷい黄褐色 40％

D　 7．5

E　 l．3

は内野して立ち上がり，口縁部に至

る。

台部内・外面ナデ。 普通 竃内

－206－



第36号住居跡（第178図）

位置　調査3区の東部，Kllb7区。

重複関係　本跡は第35号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．20111，短軸3．28111の長方形である。

主軸方向　N－90。－E

壁　壁高は5－33cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　東壁中央に砂粒まじりの白色粘土で構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚日部ま

で86cm，両袖最大幅68cm，壁外への掘り込みは49cmである。袖の内壁は火熟を受けて赤変している。火床部

は床面を4cmほど掘りくぼめており，火熟を受けて一部が赤愛している。煙道は外傾して立ち上がる。

壌土層解説
1　黒褐色　焼土中ブロック少量，粘土粒子中量　　　　　　　　　5　黒褐色　焼土粒子少鼠　粘土粒子中量
2　黒褐色　焼土中ブロック微鼠　粘土粒子少量　　　　　　　　　6　黒褐色　焼土粒子微最　粘土粒子微量
3　黒　色　焼土粒子少量，粘土小ブロック少量，粘土粒子少量　　7　黒褐色　ロームノトブロック少巌，粘土小ブロック中鼠粘土粒子中量
4　黒褐色　ローム粒子微鼠焼土中ブロック少鼠粘土粒子中量

ピット　6か所（I‾）1－I）（う）。I－）1からI当は長径37－55enl，短径34～40cnlの円形及び楕円形，深さ25－29cIuでい

ずれも主柱穴である。P5は長径47cm，短径45cm長方形，深さ38cmで，性格は不明である。P6は長径81cm9

短径50cmの不整楕円形，深さ21cmで，位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック微鼠　ローム粒子少量，焼土小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子微鼠　焼土中ブロック微鼠　炭化粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子微鼠　焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム中ブロック少量，焼土中ブロック少量，炭化粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック少量，焼土粒子少量

6　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片156点，須恵器片7点，鉄製品1点が出土している。5の土師器高台付杯と7，8の土師器婆が

竃内から，6の土師器高台付塚がピット2西側の床面から，M6の鉄斧が南西部の床に刺さった状態で出土

している。

所見　本跡の時期は，5－8が床面や竃内から出土していることから，平安時代と考えられる。

第36号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴
！

胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第180図 高台付杯 A ［16。1］ 休部から口綾部にかけての破片。体 杯部外南口クロナデ。隼部内面へラ 砂粒 ・石英・長石・ P 129

5 土　 師　 器 B （4．3） 部は内攣 して立ち上がり， 口綾部に 磨 き。 雲母，黒褐色 30％

至る。 普通 竃内

6

高台付杯 A ［13．3］ 高台部から目線部にかけての破片。 杯部外面ロクロナデ。杯部内面ハ＼ラ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 13 0

土　 師　 器 B　 5．3 高台部は 「ハ」の字状に開 く。休部 磨 き。高台部内 ・外面ナデ。 にぷい橙色 40％

D　 6．7

E　 l．1

は外傾 して立ち上が り，臼綾部に至

る。

普通 床直

7

窪 A ［21．1］ 休部か ら日録部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 13 1

土　 師　 器 B （23．0） 部は直線的に外傾 して立ち上が り， ラ削り。休部内面へラナデ。 明赤褐色 50％

口綾部に至る。口綾部は外反する。 普通 竃内

8

婆 A ［19．6］ 休部から口綾部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 132

土　 師　 器 B （25．9） 部は内攣 して立ち上が り，口緑部は ラ削り。休部内面ナデ。 雲母，にぷい褐色 40％

外傾する。 普通 竃内
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第180回　第36号住居跡出土遺物実測図

10cm

L l　　＿」

図版番号種　　別
計　　　　　　　測　　　　　　　値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考
長　さ（cm）幅（cm）厚　さ（cm）重量（g）

第1餌図9鉄　　　斧（10．2）4．41．8（158．5）M6　　　床直　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80％

第47号住居跡（第46図）

位置　調査1区の北部，F13f8区。

重複関係　本跡は第46号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　重複により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸（3．94）m，短軸（3．52）m

の方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－1050－E

壁　壁高は10－18cmで，外傾して立ち上がる。
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床　全体的に平坦で，やや踏み固められている。

竃　東壁中央部構築されているが，耕作による撹乱を受け，袖の一部を残し，ほとんど残存していない0

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl，P3，P4，P5は径19～29cmの円形，深さ20～24cmで，いずれも主柱穴であるo

P2は長径36cm，短径29cmの楕円形，深さ17cTnで，性格は不明である。P6は長径68cm，短径52cmの楕円形，

深さ32cmで，性格は不明である。

覆土　7層からなり，自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム粒子多量

2　極暗褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量，煉土粒子微量　6　極暗褐色　ローム中ブロック中量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子中量　　　　　　　20　暗褐色　ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微亀　焼土粒子微量

遺物　土師器片412点，須恵器片17点，陶器片2点が出土している。7の土師器高台付杯が竃前方の床面から，

6の須恵器杯が覆土中からそれぞれ出土している。8は覆土中から出土した須恵器片で，外面平行叩き，内

面は同心円当具痕が施されている。

所見　本跡の時期は，7が床面から出土していることから，平安時代と考えられる。

＼二二lE二ク。

＼＼七＝塁♂
鞋駈姦拶＝　　　　　　　　　　　　　　　．。。m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　－」

第181図　第47号住居跡出土遺物実測図

第47号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第 181図 土不 B （1．8） 底 部か ら休部 下位 にか け ての破片。 体部 内 ・外面 ロ タロナデ。 底部 回転 砂 粒 ・長石 ・雲母 P 50 6

6 須　 恵　 器 C ［9．0］ 底 部平底 。休 部 は外傾 して立ち上 が へ ラ削 り。 灰 黄色 20％

る。 普通 覆 土下層

7

高台付 坪 B （2．3） 高 台部 か ら休 部 下 位 に か け て の破 休部 外面 ナデ 。休部 内面 へ ラ磨 き。 砂 粒 ・長石 ・雲母 P 16 4

土　 師　 器 D　 6．6 片。高 台部 は 「ハ」 の字状 に開 く。 底普区回転 へ ラ切 り後 ナ デ。高 台部内 にぷ い赤褐 色 30％

E　 O．7 休 部は 内攣 して 立 ち上が る。 ・外 面ナ デ。 普通 床 直

第63号住居跡（第182図）

位置　調査1区の中央部，G13g9区。

規模と平面形　長軸3．93m，短軸3．73mの方形である。

主軸方向　N－160－E

壁　壁高は15cmほどで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で踏み固められている。

竃　ほとんど残存しておらず，掘り方だけを確認した。火床部は火熟を受けて赤変している0

覆土　8層からなり，自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子少量
4　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子微量

6　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量

7　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子少量，焼土粒子中量

8　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
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第182図　第63号住居跡実測図
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遺物　土師器片370息　須恵器片57息鉄棒2点が出土している。1の土師器杯は覆土中から，5の土師器婆は

中央部北寄りの覆土下層から，2，3の土師器高台付埠は中央部南寄りの覆土下層から，4の土師器高台付杯

は中央部覆土下層から，6の土師器婆は南東コーナー付近の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から，平安時代と考えられる。

第63号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第183図 杯 A ［13．2］ 底部からH 綾部にかけての破片。底 口綾部外商ナデ。休部中位から下位 砂粒 ・石英 ・長石 P 50 9

1 上　 帥　 器 B　 3．3 部平底。休部は内攣 して立ち上がり， にかけて外面へラ削り。内面黒色処 にぷい橙色 20％

C ［6．2］ 目線部に至 る。 理。底部へラ削 り。 普通 覆土中

2

高台付杯 B （2．2） 高台部破片。高台部は 「ハ」の字状 休部内面へラ磨き。内面黒色処理。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 23 4

土　 師　 器 D ［9．0］

E　 l．7

に開 く。 高台部内 ・外面ナデ。 橙色

普通

10％

覆土下層

3

高台付塚 B （3．3） 高台部か ら休部下位 にかけての破 休部外面 ロクロナデ。内面へラ磨 き。 砂粒 ・雲母 P 50 7

土　 師　 器 D ［8．1］ 片。高台部は 「ハ」の字状に開 く。 黒色処理。高台部内 ・外面ナデ。 にぷい橙色 40％

E　 l．5 休部は内攣 して立ち上がる。 普通 覆土下層

4

高台什坪 B （2．4） 高台部か ら休部下位 にかけての破 高台部内 ・外面ナデ。 砂粒 ・石英 ・長石 P 508

土　 師　 器 D ［8．6］

E　 2．1

片。高台部は 「ハ」の字状に開 く。 にぷい黄橙色

普通

30％

覆土下層

5

婆 A ［21．4］ 休部か ら口綾部にかけての破片。体 日録部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 P 235

土　 師　 器 B （17．3） 部は内攣して立ち上が り，口綾部は ラ削り後ナデ。休部内面ナデ。 にふい褐色 20％

外反す る。 普通 覆土下層

6

婆 A ［20月］ 休部上位 から日録部にかけての破 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 P 510

土　 師　 器 B （7．7） 片。口綾部は外反し，端部は短 くつ ラ削り。休部内面ナデ。 にぷい褐色 10％

まみ上げられている。　　　　　I I普通　　　　　［覆土中層

第85号億腰跡（第184図）

位置　調査1区の南部，H13f5区。

規模と平面形　本跡の西側3分の1が調査区城外へ延びているので規模や平面形は明確ではないが，残存する

壁や床から長軸3。30m，短軸（3。04）mで，方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は10～20cmで，外傾して立ち上がる。壁溝は，北壁下と南壁下に確認され，上幅12～25cm，下幅4－

13C叫　深さ4～8cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，竃から中央部にかけて踏み固められている。

竃　東壁中央部よりやや南寄りに構築されている。天井部は崩落している。規模は煙道部から焚口部まで62cm，

両袖最大幅76cm，壁外への掘り込みは45cmである。袖部の内壁は火熟を受けて赤変している。火床部は床面

を11cmほど掘りくぼめており火熱を受けて赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

壌土層解説
1褐　　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子少鼠　粘土粒子少量　　　　　3　赤褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子多量，炭化粒子少量

2　暗赤褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量　　4　赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

ピット　Plは径40cmの円私　深さ31cmで，主柱穴と考えられる。床面を丁寧に精査したが，他にピットを確

認することはできなかった。

覆土　8層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック多量，焼土粒子中量，炭化物微量

3　褐　　色　ローム粒子多量

4　暗褐色　ローム粒子中量

5　褐　　色　ローム粒子中量

6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微鼠　炭化粒子微量

7　褐　　色　ローム粒子中鼠　炭化粒子微量

8　褐　　色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子多量
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第184図　第85号住居跡実測図
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第185図　第85号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器片176点，須恵器片18点，石製品1点が出土している。5の土師器高台付埠は中央部覆土下層か

ら，1，2，4の土師器高台付杯は床面から，6の砥石は中央部やや西寄りの床面から，3の土師器高台付杯

は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代と考えられる。

第85号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 億　　　　　 考

第185図 高台付杯 B （1．7） 高台部か ら休部下端にかけての破 休部外面ナデ。休部内面へ ラ磨き。 砂粒 ・石英 ・雲母 P 312

1 土　 師　 器 D　 6．3 片。高台部は 「ハ」の字状に開く。 内面黒色処理二高台部内 ・外面ナデ。 にぷい黄褐色 10％

E　 O．7 休部下端は外傾して立ち上がる。 普通 床直

2

高台付杯 B （1．4） 高台部から休部下端 にかけての破 休部外面ナデ。休部内面へラ磨き。 砂粒 ・長石 P 313

土　 師　 器 D　 6．8 片。高台部は 「ハ」の字状に開く。 内面黒色処理。底部回転へラ切 り後 橙色 10％

E　 O．9 休部下端は外傾 して立ち上がる。 ナデ。高台部内 ・外面ナデ。 普通 床直

3

高台付杯 B （1．2） 高台部破片。高台部は 「ハ」の字状 休部内面へラ磨 き。高台部内 ・外面 砂粒 ・石英 ・長石・ P 5 66

土　 師　 器 D ［7．6］ に開く。休部内面へラ磨き。高台部 ナデ。 雲母，明赤褐色 30％

E　 l．0 内 ・外面ナテい。 普通 覆土中

4

高台付杯 D ［7．0］ 高台部破片。高台部は 「ん‾ハ」の字状 休部内面へラ磨き。内面黒色処理。 砂粒 ・長石 P 56 7

土　 師　 器 E （1．1） に開く。 高台部内 ・外面ナデ。 明赤褐色

普通

10％

床直

5

高台付杯 B （3．7） 高台部か ら休部下位にかけての破 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 砂粒 ・石英 ・長石 P 56 5

土　 師　 器 E （0．5） 片。休部は内攣 して立ち上がる。 へラ切 り後ナデ。 にぷい橙色

普通

30％

覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　さ （cm ） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第185図 6 砥　　　 石 （5．6） （4．7） 3．6 （13 3．5） 凝　 灰　 岩 覆土下層 Q 19

第9鼠号住居跡（第186図）

位置　2区西部，Llle9区。

規模と平面形　長軸4。64m，短軸4。Omの長方形である。

主軸方向　N－1000－E

壁　壁高は4～25cmで，外傾して立ち上がる。南東部の壁は撹乱により，残存していない。

壁満　幅4－14cm，深さ3～5cmで，断面形はU字形である。南東部壁は撹乱されているため不明であるが，

北東部を除き，壁下を回っていると推定できる。

床　平坦で，全体的に踏み固められている。中央部の南側から長径70cm，短径33cmの長楕円形で焼土が，長径

45cm，短径25cmの楕円形で炭化材が確認されている。

竃　南東部コーナーに焼土と粘土があり，竃があったと考えられるが，撹乱により残存しておらず，範囲も不

明である。

ピット　2か所。Pl，P2は径40～60cmの円形で，深さ18～23cmである。位置から主柱穴と考えられる。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　2　黒褐色　ローム粒子・ローム中ブロック・ローム大ブロック微量

遺物　土師器片531点，須恵器片4点が出土している。7の土師器の高台付杯が南壁近くの覆土中から，6の土

師器杯がピット1付近の覆土中層から，2，3の土師器の杯が北壁近くの床面直上から，1の土師器の杯が北
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第187図　第鋸号住居跡出土遺物実測図
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壁近くの床面直上から，4の土師器棒が南壁近くの床面から9　8の土師器高台付杯が南壁際からそれぞれ出

土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遣物から平安時代と考えられる。

第91号住居跡出土遣物観察表

図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　　 考

第187図 隼 A ［12．6］ 平底。 休部 は内攣 して 立 ち上 が り， 体部 内 ・外 面 ロ クロナデ。休 部 内面 雲母 ・砂 粒 ・ス コ P 330

1 土　 師　 器 B　 3．6

C　 5．1

口緑部 は外 反す る。 下位 に 四垂の 沈線。底 部 回転 糸切 り。 リア，に ぷ い黄 橙

色， 普通

70 ％

床 直

2

杯 A 14 。4 平底。休 部 は内攣 して 立 ち上 が り， 体部 内 ・外 面 ロ クロナデ。底 部 回転 石 英 ・長石 ・砂粒 P 331

土　 師　 器 B　 3．2

C　 6．9

口綾部 は外反 す る。 糸切 り。 に ぷい橙 色

普通

60 ％

床 直

3

杯 A ［14 ．2］ 底部か ら口綾 部 にかけ ての破 片。底 口綾 部か ら休部 にか けて 内 ・外面 ロ 砂粒 ・長有 P 581

土　 師　 器 B　 4．1

C　 6．6

部平底 。休部 は内攣 して立 ち上 が り，

目線部 は短 く外反 す る。

クロナデ。 底部 回転糸 切 り後 ナ デ。 にぷ い橙 色

普通

40 ％

4

杯 A ［14 ．2］ 底部か ら口綾 部 にかけ ての破 片。底 臼綾 部か ら休部 にか けて内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 ・ス コ P 5 82

土　 師　 器 B　 4 。6 部 平底 。休部 は外傾 して 立 ち上 が り， クロナデ。 底部 回転へ テ切 り。 リア， 明赤 褐色 50％

C　 7．8 汀線部 は短 く外反 す る。 普通 覆 土中

5

土不 A ［14 ．8］ 底 部か ら口綾 部に かけ ての破 片。底 ロ綾 部か ら休部 にか けて内 ・外面 ロ 砂粒 ・雲母 ・ス コ P 5 83

土　 師　 器 B　 4 ．3 部 平底 。休部 は外傾 して 立 ち上 が り， クロナデ。 底部 回転へ ラ切 り。 リア， に ぷい橙 色 40％

C　 7 ．6 日綾部 は短 く外反す る。 普通 覆 土中

6

杯 A ［14 ．0］ 底 部か ら 日録 部に かけ ての破 片。底 口綾部 か ら休 部 にかけ て内 ・外面 ロ 砂粒 ・石英 ・長石 P 58 5

土　 師　 器 B （2 ．9） 部 平底 。休部 は外傾 して立 ち上 が り， クロナデ。 底部 回転糸切 り後 ナデ。 にぷ い橙色 30％

C ［6．2］ 目線部 は短 く外反す る。 普通 覆土 中

7

高 台付 杯 A　 9。9 平 底に 「ハ」 の字状 に開 く高 台が付 体 部 内 ・外 面 ロ クロナ デ。休部 内面 砂 粒 ・石英 ・長石 P 33 2

土　 師　 器 B　 3．7 く。休部 は内 攣 して立 ち上 が り， 日 へ ラ磨 き。 灰褐 色 100％

D　 4．9

E　 O．9

綾 部は わずか に外反 す る。 普通 覆土 中

8

高 台付杯 A ［16．6 ］ 杯部 破片 。休部 は 内攣 して立 ち上 が 口綾部 か ら休 部 にかけ て内 ・外 面 ロ 砂 粒 ・ス コ リア P 58 4

上　 師　 器 B （3．7）

D ［8．2］

り， ［1線部 はや や外 反す る。 ク ロナデ。 にぷ い赤褐 色

普通

20％

南壁 際

第92号住居跡（第188図）

位置　2区西部中央，Mllao区。

重複関係　第68号土坑　第74号土坑が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4。94m，短軸3。45mの長方形である。

主軸方向　N－800－E

壁　壁高は4－8cmで，緩やかに傾斜して立ち上がる。西側中央部の壁は，撹乱によって残存していない。

壁溝　上幅12－28cm，深さ1－6cmで，断面形はU字形である。西側中央部と南側西寄りの壁下を除き，確認

されている。

床　平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　東壁南寄りに壁外へ45cmほど掘り込んで付設されている。規模は長さ96cm，幅55cmである。残存状態は悪

く，覆土がほとんどない状態で，焼土と両袖部先端の砂質粘土が残っているにすぎない。

ピット　径25cmの円形で，深さ23cmである。性格は不明である。

覆土　単一層で，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック少量・炭化粒子微量
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遺物　土師器片92点，須恵器片29点が出土している。1の土師器の高台付杯と2の土師器要が南東部床面直上

から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遣物から平安時代と思われる。

第189回　第92号住居跡出土遺物実測図

第92号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　　考

第189回高台付隼B（5．9）口綾部欠損。平底。休部は内攣して休部内面へラ磨き。休部外面ロクロ砂粒・長石・石英P333

1 土　師　器D　7．9立ち上がる。 ナデ。底部回転へラ削り。内面黒色灰褐色 40％

E　l．3 処理。 普通 床直

2

墾 A［22．6］休部上位から口縁部にかけての破ロ縁部内・外面横ナデ。体部内・外砂粒・石英・長石P586

土　師　器B（6．3）片。休部は直立して立ち上がり，口面ナデ。 にぷい赤褐色 5％

綾部は短く外反する。 普通 床直

第93号住居跡（第190図）

位置　調査2区西部，Lllj9区。

重複関係　第18号土壌，第30号土坑と

重複する。第18号土壌，第30号土坑

が本跡を掘り込んでいるため，本跡

が古い。

規模と平面形　長軸3．24m，短軸2．50

mの長方形である。

主軸方向　N－930－E

壁　壁高は2～6cmで，緩斜して立ち

上がる。東壁の一部が第18号土塀に

よって掘り込まれており，残存して

いない。

床　平坦で，南側がよく踏み固められ

ている。

竃　南東部の床に焼土があり，東壁南

側に竃があったと推定できるが，第

18号土壌に掘り込まれており，残存

していない。

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは長径　第190図　第93号住居跡実測図

－217－
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34cmの楕円形で，深さ22cmである。性格は不明である。P2は径30cmの円形で，深さ28cmである。位置から

主柱穴と考えられる。

覆土　単一層で，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片3点，鉄製品1点が出土している。1の土師器高台付杯と2の土師器坪は覆土中から，3の土

師器の聾が南壁下の覆土中とそのすぐ北の覆土中，及び中央部の床面直上から，4の鉄鉄が西壁下の覆土中

から出土している。

所見　本跡は出土遺物が少なく時期判断が難しいが，主軸方向や竃の位置が周囲の平安時代の住居跡と同じで

あることから，平安時代の遺構と思われる。

＼＼－！⊂♂

第191図　第93号住居跡出土遺物実測図

第93号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第 191図 高台付 杯 A ［13．8 ］ 休 部か ら 口綾部 にか けての破 片。 体 口綾部 か ら休 部に かけて外 面 ロ クロ 砂 粒 ・雲母 ・ス コ P 58 7

1 土　 師　 器 B （5．2 ） 部 は内攣 して 立ち上が り， 口綾部 は ナデ。内面へ ラ磨 き。内面 黒色処 理。 リア， にぷ い褐色 5 ％

短 く外反 す る。 普 通 覆土 中

2

土不 B （3．0 ） 底部 か ら休 部下 位にか けて の破 片。 体 部内 ・外面 ロ クロナデ。 底部 回転 砂 粒 ・雲母 P 588

土　 師　 器 C ［6．8 ］ 底部 平底。 休部 は内轡 して立 ち上 が 糸 切 り。 にぷ い橙色 5 ％

る。 普 通 覆土 中

3

墾 A ［22．0 ］ ロ綾 部．休部破 片。休部 は倒 卵形 で． ロ縁 部 内 ・外 面横ナ デ。 砂粒 ・長石 ・雲 母 ・ P 334

土　 師　 器 B （10．8 ） 最大径 は休 部上位 にあ る。頸部 は わ 石 英 10％

ずか に外 反 し， ロ綾部 はやや 外傾す 暗褐 色 床 直

る。 普通 覆土 中

図版 番号 種　　 別

計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

長　 さ （cm ） 帽 （cm ） 厚　 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 191区14 不明鉄 製品 （14．6 ） 0．3 0．3 14 ．0 M 27　　　 覆土 中
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第94号住居跡（第192図）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿　　；　　　！

第192図　第94号住居跡実測図

」L19．2m

0　　　　　　　　　　　1m
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位置　調査2区西部，L12i2区。

重複関係　第1号方形竪穴状遺構，第42号土坑が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．15m，短軸2．85mの長方形。

主軸方向　N－880－E

壁　壁高は15～22cmで，外傾して立ち上がる。南壁の一部と南東コーナー部が第1号方形竪穴遺構に掘り込ま

れており，残存していない。北東コーナー部の上層から中層にかけて焼土が確認された。

壁溝　幅6～16cm，深さ6～12cmで，断面形はU字形である。北壁下と西壁下，東壁下北部と南壁下西部で確

認されている。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。北部中央で焼土と粘土が確認されている。

竃　東壁中央部に壁外へ72cmほど掘り込み，付設されている。規模は，長さ117cm，幅67cmである。北側の袖

が一部残存しており，砂混じりの灰色粘土で構築されている。火床は6cmほど掘りくぼめられ，楕円形に作

られている。煙道は火床部から45cmほどの位置で傾斜して立ち上がる。

寵土層解説

1灰褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　粘土粒子・ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量

5　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

6　灰褐色　粘土粒子少量

7　褐　　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック微量

8　灰褐色　粘土粒子中量，娩土小ブロック微量

9　褐　　色　ローム粒子多呈

10　黒褐色　ローム小ブロック・粘土小ブロック・粘土粒子少量

11灰褐色　粘土粒子多量

12　黒褐色　ローム小ブロック・粘土小ブロック微量
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竃土層解説

13　黒褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子微量

14　‥黒褐色　焼土粒子・粘土粒子微鼠

15　灰褐色　粘土粒子中量，焼土中ブロック微量

16　暗褐色　粘土粒子少量

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

l　暗褐色　ロームノj、ブロック0ローム中ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック・炭化粒子少量

17　灰褐色　粘土粒子多鼠　粘土小ブロック少鼠　焼土粒子微量

18　暗褐色　粘土粒子少鼠　焼土中ブロック後室

19　暗褐色　ローム粒子・ロームノj、ブロック少鼠　焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量

遺物　土師器片121点，須恵器片20ノ如ヾ出土している。1の土師器の高台付棒と2の土師器の高台付杯が竃内

から，3の須恵器高台付孝が覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は9　遺構の形態や遣物から平安時代と考えられる。

窮摘図　第鍼号佳屠跡出藍遺物実測図

第鍼号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm） 器　形　の　特　徴

＼＼＿三千l

手　法　の　特　徴

0　　　　　　　　　　　10cm

L二二二＿＿二二1二二二‾二「二l二二

胎上・色調・焼成 備　　　　　考

第193図 ！　 隼 i A 「17　つ1
⊥lL⊥l．1ノ」

i底部欠損。休部は内攣して立ち上が I体部内 S外面ロタロナデ。 l砂粒 ！p 335

1 土　 師　 器 B （5．3） り，日録部はわずかに外反する。 にぷい橙色

普通

30％

竃内

2

高台付杯 B （3。5） 目線部，休部上半欠損。平底に「ハ」 休部内面へラ磨き。休部外面ロクロ 砂粒 ・スコリア P 336

土　 師　 器 D ［5。8］ の字状に開く高台が付く。休部は内 ナデ。底部回転へラ削り。 にぷい褐色 20％

E　 O．0 攣して立ち上がる。 普通 電内

3

高台付杯 B　圧 9） 高台部破片。高台部は 「ハ」の字状 高台部内 ・外面ナデ。 砂粒 ・石英∵長石 P 589

須　 恵　 器 D ［3。8］

E　 l言

に開く。 灰色

普通

10％

覆土中

第95号住居跡（第194図）

位置　調査2区西部　LHg区。

重複関係　第封は号住居跡の上に本跡があるため9　本跡が新しい。

規模と平面形　本跡の大半が調査区域外であるため，規模9　平面形とも不明であるが，調査区内では長軸

（3。22）m9　短軸（2。00）mと確認されている。

童軸方向　本跡の大半が調査区域外であるため9　不明である。

壁　壁高は5～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・廃土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子の焼土粒子e粘土粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片176息　須恵器片28息　鉄棒2点が出土している。1の土師器の高台付杯が西側の床面直上か

ら正位で，9の円筒状の土師器が中央部の床面直上から，2と3の土師器の高台付杯がすぐ南西の床面直上

から正位で9　さらに6の土師器の鉢と7の土師器甑と8の土師器の婆がその南西の床面直上から，4の土師
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器の高台付杯と5の土師器の高台什杯が中

央部の床面直上から正位で，それぞれ出土

している。

所見　9の円筒状の土師器は，竃の煙出しに

使われた可能性も考えられるが明確には分

からない。遺構の大半が調査区城外のため

遺構の形態は不明であるが，出土遺物から

本跡の時期は平安時代と思われる。

第95号住居跡出土遺物観察表

2m

⑥
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窮鼠94図　第95号住居跡実測図

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第195図 高台什林 A 15．9 平底に 「ハ」の字状に開 く高台が付 休部外面ロクロナデ。休部外面下端 砂粒 ・長石 ・雲母 P 3 37

1 ‡上　 帥　 器 B　 7．0 く。休部は内攣 して立ち上が り，日 ／＼ラ削り。休部内面へラ磨き。底部 灰褐色 80％

D　 7．4

E　 l．1

綾部は外反する。 回転ハ＼ラ削 り。内面黒色処理。 普通 床直

2

高台付隼 A 13．8 平底に 「ハ」の字状に開 く高台が付 休部内面へラ磨き。休部外面ロクロ 砂粒 P 33 8

土　 師　 器 B （5。5） く。休部は内攣 して立ち上が り， ‖ ナデ。休部外面下端へラ削り。底部 にぷい橙色 80％

E （0．6） 綾部はわずかに外反す る。 回転／＼ラ削 り。内面黒色処理。 普通 床直

3

高台付杯 Å 15．3 平底に 「ハ」の字状に開 く高台が付 休部内面へラ磨き。休部外面ロクロ 砂粒 ・雲母 ・長石・ P 33 9

土　 師　 器 B　 6。0 く。休部は内攣 して立ち上がり， 口 ナデ。内面黒色処理。 石英 70％

D　 7．4

E　 l．0

綾部は外∵反する。 にぷい橙色

普通

床直

4

高台付堵 A 13。3 高台欠損。平底に高台が付 くと推定 休部内面へラ磨 き。休部外面ロクロ 砂粒 ・雲母 P 340

士　 師　 器 B （4．8） される。休部は内攣して立ち上が り ナチや。底部回転へラ削り。内面黒色 にぷい橙色 60％

口綾部はわずかに外反する。 処理。休部内外面に刻書。 普通 床直

5

高台付杯 A ［14．8］ 平底に 「ハ」の字状に開く高台が付 休部内面へ ラ磨 き。休部外面磨滅。 砂粒 ・長有 ・雲母 P 341

土　 師　 器 B　 5．7 く。休部は内攣して立ち上が り，日 底部回転♪＼ラ削り。休部内面に刻苦 灰黄褐色 7 0％

D　 7．3

E　 O．9

綾部はわずかに外反する。 普通 床直

6

鉢 A ［22．2］ 平底。休部は外傾して立ち上がり， 口縁部内 ・外面横ナデ。休部内面へ 砂粒 ・長石 P 342

土　 師　 器 B （14。7） 中位で内攣 し，頸部 と口綾部は直立 ラ磨き。休部外面下位′＼ラ削 り。 にぷい赤褐色 50％

C 14．0 する。 普通 床直

7

甑 A ［14．5］ 底部欠損。休部は内攣して立ち上が 口綾部，頸部内 ・外面横ナデ。休部 砂粒 ・長石 ・石英・ P 343

土　 師　 器 B （12．4） り，中位で最大径 を持つ。頸部は外 外面へラ削 り。休部内面へラナデ。 雲母，灰褐色 40％

反 し， 口綾部は外傾する。 普通 床直

8

窪 A ［22．0］ H 綾部，休部上半破片。休部は内攣 目線部，頸部横ナデ。休部外面へラ 砂粒 ・雲母 ・石英 P 3 44

‡上　帥　 器 B （12．4） して立ち上が り，頸部で強 く外反し 削り。休部内面へラナデ。 にぷい褐色 30％

口綾部は短 く外傾する。 普通 床直

－　221－



第195図　第95号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第195図 円筒形土器 Å 10．3 無慮。体部下半から直線的に立ち上 休部外面へラ削り。体部内 ・外面に 砂粒 ・長石 P 345

9 ！上　 師　 器 B （43．4） がる。口綾部欠損。 輪積痕が残 る。 赤褐色

普通

80％

床直

第97号住居跡（第196図）

位置　調査2区西南部，M12dl区。

重複関係　第3号井戸が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　西側が第3号井戸によって掘り込まれているため規模は不明であるが9　長軸3895m，短軸

［3。70］mの方形と推定される。

主軸方向　N－21J－E

壁　東壁と南壁が残存している。壁高は10～18cmで，外傾して立ち上がる。

壁満　幅7－12cm，深さ2－8cmで，断面形はU字形である。北壁下の一部と東壁下，南壁下東側で確認され

ている。

床　全体的に平坦で，各柱穴の内側から竃にかけて9　よく踏み固められている。

竃　北壁推定ラインのやや東寄りの部分に付設されている。規模は，長さ80cm，幅90cmである。天井部はすで

に崩落しているが，袖部の一部が残存しており，砂混じりの灰色粘土で構築されている。火床は楕円形に8

cmほど掘りくぼめられ，熟を受け9　赤変硬化している。煙道は緩やかに立ち上がる。煙道に長さ26cm，幅20

cm9　厚さ20cmの石が確認されており，竃の補強として使用したと考えられる。右袖部からほ，塚底部が確認

され9　袖部の補強として利用されたと考えられる。

竃土層解説

1　灰褐色　粘土粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　黒褐色　焼土中ブロック・粘土小ブロック少量

2　褐灰色　焼土中ブロック・粘土粒子・粘土小ブロック少量　　5　暗赤褐色　焼土粒子・焼土中ブロック多量，粘土粒子中量
3　灰褐色　粘土粒子・粘土小ブロック少量

ピット　5か所。Pl～Pのま径28－60cmの楕円形で，深さは28－52cmである。位置から，主柱穴と考えられる。

P5ほ径14cmの楕円形で，深さは24cmである。位置から，出入り口ピットと考えられる。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化材微量

3　黒褐色　炭化粒子微鼠　焼土中ブロック・焼土粒子少量，灰微量

遺物　土師器片217点，須恵器片24点9　土師質土器片2点，鉄棒7点である。1の土師器の隼が南壁近くの覆

土中から，7の土師質土器の皿が北東部の覆土中から逆位で，4の土師器の高台付杯が南東コーナー部近く

の床面直上から，6の土師質土器の皿が西壁近くの床面直上から逆位で，5の土師器婆は竃内から，3の土

師器杯は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は9　出土遺物から，平安時代と思われる。

第97号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第1貯図 杯 A ［13 ．9］ 平底 で， 底部 内面 中央 に，厚 み を持 体部 内 ・外面 ロ クロナチや。 底部外 面 砂 粒 ・長石 ・雲 母 ・ P 34 6

1 土　 師　 器 B　 3 ．0 つ。休部 は外 上方 に内攣 気味 に立 ち へ ラ削 り。 石 英 ・ス コ リア 60％

C　 8．0 上 が り， 口綾 部は外 反す る。 橙 色，普 通 覆土 中

2

堵 A ［13．6 ］ 平 底で休 部は 外上方 に 内攣気 味に立 体部 内 ・外 面 ロ クロナデ。底 部 回転 砂粒 ・長 石 P 347

土　 師　 器 B　 3．4

C　 6．1

ち上が り， 目線 部 は外反 す る。 へ ラ削 り。 に ぷい赤 褐色

普通

40％

覆土 中

－223　－



第196図　第97号住居跡実測図
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第197図　第97号住居跡出土遺物実測図
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図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　　考

第197図坪A［14．8］底部からロ綾部にかけての破片。底口綾部から休部にかけて外面ナデ。砂粒・長石P591

3土　師　器B　4．7部平底。休部は内攣して立ち上がり，休部下端手持ちへラ削り。内面へラ灰白色 30％

C［7．6］口綾部に至る。 磨き。黒色処理。底部へラ削り。普通 覆土中

4

高台付坪A［13．6］平底に「ハ」の字状に開く高台が付休部内面へラ磨き。休部外面ロクロ砂粒・雲母・長石・P348

土　師　器B　5．8き，休部は内攣して立ち上がり，ロナデ。底部回転へラ削り。内面黒色スコリア 70％

D　5．4

E　l．0

緑部はわずかに外反する。処理。 橙色

普通

床直

5

聾A［17．8］休部上位から口緑部にかけての破ロ縁部内・外面横ナデ。体部内・外砂粒・石英・長石・P592

土　師　器B（6．6）片。頸部は「く」の字状に折れ，口面ナデ。 雲母，黒褐色5％

縁部は外傾して立ち上がる。 普通 竃内

6

皿A　8．2平底で底部内面中央にやや厚味を持体部内・外面ロタロナデ。底部回転砂粒・雲母・長石・P349

土師質土器B　2．0つ。休部は内攣気味に外上方に大きへラ削り。 石英，橙色100％

C　4．7く開いて立ち上がる。 普通 床直

7

皿A　8．2平底で底部内外面中央にやや厚味を体部内・外面ロタロナデ。底部回転砂粒・長石・雲母P350

土師質土器B　2．1持つ。休部は内攣気味に外上方に大へラ削り。 橙色 100％

C　5．4きく開いて立ち上がる。 普通 覆土中

第98号住居跡（第198図）

位置　調査2区西部，L12f2区。

規模と平面形　長軸3．90m，短軸3．45mの方形である。

主軸方向　N－940－E

壁　北東部と北西部が撹乱により残存していない。壁高は8～20cmで，緩斜して立ち上がる。

壁満　幅10－22cm，深さ4～10cmで，断面形はU字形である。撹乱により詳細は不明だが，北壁，南壁，西壁

の残存部分の壁下から確認されている。

床　南側の一部が撹乱されているが，全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　南東コーナー部に壁外へ130cmほど掘り込み，付設されている。規模は長さ175cm，幅54cmである。両袖部

の一部が残存しており，砂混じりの灰色粘土で構築されている。火床は楕円形に5cmほど掘りくぼめられ，

熱を受けて赤変硬化している。煙道は火床から90cmほど伸び，傾斜して立ち上がる。

竃土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

6　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

7　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

－225－
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第198図　第98号住居跡実測図

寵土居解説

9　褐　　色　ローム粒子・焼土小ブロック多量

10　暗褐色　ローム粒子・焼土ノトブロック多量

11極暗褐色　焼土粒子中量

12　黒褐色　焼土粒子少量

13　暗褐色　焼土粒子微量

14　赤褐色　焼土粒子多量

15　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

16　褐　　色　ローム粒子多量

17　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

18　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土小ブロック少量

19

20

21

22
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27
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暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化物少量

暗赤褐色　炭化物・焼土粒子少量

赤褐色

暗褐色

黒褐色

暗褐色

暗褐色

暗赤褐色

褐　　色

－226－

焼土粒子多呈，炭化物・炭化粒子少量

ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量

ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子少量

焼土粒子・粘土粒子少量

焼土小ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

焼土粒子中量，ローム粒子少量

ローム粒子多量



ピット　3か所。Pl～P2は長径28～33cmの楕円形で，深さ15～26cmである。位置から，主柱穴と考えられる。

P3は長径32cmの楕円形で，深さ21cmである。位置から，出入り口ピットと考えられる。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量　　　　　　　4　極暗褐色　ローム大ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片533点，須恵器片54点，陶器片1点，鉄棒8点である。いずれも細片で擾土中からの出土であ

る。

所見　本跡は，出土遣物は細片が多く，古墳時代から平安時代にわたっているため，時期判断が難しいが，平

安時代の遺物が多いこと，遺構の形態などから時期は平安時代と思われる。

第100号住居跡（第199図）

白l　　　叫　　可
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第199図　第100号住居跡実測図
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位置　調査2区西部，L12g4区。

規模と平面形　長軸3．80m，短軸3．15mの長方形である。

主軸方向　N－860－E

壁　壁高は4～10cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　幅12～20cm，深さ5～8cmで，断面形はU字形である。南壁下中央部から，西壁下にかけて確認されて

いる。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　東壁中央部を壁外へ34cmほど掘り込み，付設されている。規模は長さ69cm，幅85cmである。両袖部とも壁

際の一部しか残存していないが，砂混じりの灰色粘土で構築されている。火床部は円形に5cmほど掘りくぼ

められている。煙道は火床から緩やかに立ち上がり，厚さ10cm程度の方形の石が確認されている。

竃土層解説

1暗褐色　ローム粒子・ロームノトブロック・焼土粒子・焼土小ブロック少量　3　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子・焼土小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　4　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂少量

ピット　4か所。Pl～P3は長径25－60cmの楕円形で，深さ10～28cmである。位置から主柱穴と考えられる。P4

は径26cmの円形で，深さは24cmである。性格は不明である。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

4　極暗褐色　ローム大ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片108点，須恵器片3点である。1の土師器埠は覆土中から，3の土師器の高台付埠が竃近くの

覆土中から，2の高台付埠が中央部の擾土中から，4の高台付坪が南壁近くの下層から，5，6の土師器要

は竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代と考えられる。

第200図　第100号住居跡出土遺物実測図
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第摘号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成

底部からロ綾部にかけての破片。底 口綾部から休部にかけて外面ロクロ 砂粒・スコリア

備　　　　　考

1 土　 師　 器 B　 4．7 部平底。休部は内攣して立ち上がり， ナチや。休部下端手持ちへラ削り。内 にぷい橙色 60％

C　 6誹 口緑部に至る。 面へラ磨き。黒色処理。底部へラ削

り。

普通 覆土中

2

高台付杯 A 14．4 高台部から目線部にかけての破片。 口綾部から休部にかけて外面ロクロ 砂粒・有英・長有・ P 352

土　 師　 器 B　 5．6 高台部は 「ハ」の字状に開く。休部 ナデ。内面／＼ラ磨き。黒色処理。高 雲母 80％

0　 6．8

E　 l．0

は内攣して立ち上がり，口綾部に至

る。

台部内・外面ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土下層

3

高台付隼 A 15．0 平底に高台が付く。休部は外上方に 休部内面へラ磨き。休部外面ロクロ 砂粒 ・石英 ・長石 P 353

土　 師　 器 B （5．0） 直線的に開き，ロ綾部はわずかに外 ナデ。休部外面下半へラ削り。内面 にぷい橙色 80％

E （0．7） 反する。 黒色処理。 普通 覆土中

4

高台付杯 Å 14．1 平底に 「ハ」の字状に開く高台が付 休部内面へラ磨き。休部外面ロクロ 砂粒 ・長石 P 354

土　 師　 器 B　 6．2 く。休部は内攣して立ち上がり，口 ナデ。底部回転へラ削り。休部外面 にぷい褐色 70％

D　 6．8

E　 l．3

綾部はわずかに外反する。 中位に 「大」の刻苦。 普通 覆土下層

5

婆 A －［20．0］ 休部上位から日録部にかけての破 目線部内・外面横ナデ。休部外面ナ 砂粒・有華・長有・ P 594

土　 師　 器 B （7．8） 片。頸部は 「く」の字状に折れ，口 デ。休部内面へラナチや。 雲母，橙色 5％

綾部は外傾して立ち上がる。 普通 竃内

6

婆 A ［12．8］ 休部上位から口綾部にかけての破 目線部内・外面横ナデ。体部内 6外 砂粒 ・雲母 P 595

土　 師　 器 B （5．5） 片。頸部は 「く」の字状に折れ，口 面ナデ。 灰褐色 5％

綾部は外傾して立ち上がる。 普通 竃内

第摘号住居跡（第201図）

位置　調査2区西部，L12e月末。

重複関係　本跡は，第102号住居跡によって掘り込まれ，第27号土坑を掘り込んでいるため，第102号住居跡よ

り古く，第27号土坑より新しい。

規模と平面形　北側が第102号住居跡によって掘り込まれ，規模は不明だが，長軸は18）m，短軸2。95mの方

形と推定される。

主軸方向　N－950－E

壁　壁高は18～22cmで，垂直に立ち上がる。北壁が第102号住居跡によって掘り込まれ，東壁の一部が撹乱に

よって残存していない。

壁満　幅15～20cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形である。酋壁下中央部から，南壁下にかけて確認されて

いる。

床　全体的に平坦で，竃周辺部がよく踏み固められている。

竃　東壁南東コーナー近くを壁外へ80cmほど掘り込み，付設されている。規模は長さ144cm，幅90cmである。

袖部はロームと，砂混じりの灰色粘土で構築されている。火床部は楕円形に3cmほど掘りくぼめれている。

煙道は火床部から緩やかに上昇し，煙出し近くで外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子中鼠　灰小ブロック少量　　　　　　5　黒褐色　粘土ノトブロック中量，焼土中ブロック少鼠　灰小ブロック少量

2　黒褐色　炭化粒子中鼠　灰小ブロック少量　　　　　　6　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・灰小ブロック少量

3　橙　　色　焼土粒子中量，灰小ブロック微量　　　　　　7　暗赤褐色　粘土中ブロック中鼠　ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・灰少量

ピット　4か所。Plは長径27cmの楕円形で，深さは16cmである。性格は不明である。P2ほ長径80cm，短径66

cmの楕円形で，深さ30cmである。住居跡に伴う土坑と思われるがラ　性格は不明である。P3，P4ほ径26cm～

36cmの円形で，深さ32cm～39cmである。煙出しの両側に対に並ぶ形で確認されたが，性格は不明である。
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第201図　第101・102号住居跡実測図
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覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，粘土大プロッタ微量

2　黒褐色　ローム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子中量

遺物　土師器片41点，須恵器片1点が出土している。

1の土師器の高台付杯が南西コーナー壁下の覆土中

から，2の刀子が北東部の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から平安時代と考えら

れる。南西コーナー部近くに土坑を伴っており，す

ぐ北に重複する第102号住居跡も南西コーナー部に

同じような土坑を伴っている。どちらも覆土に焼土

を含むが性格は不明である。

第101号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　5cm

［；」

第202図　第101号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第202図 高台付坪 B （4．1） 平底に 「ハ」の字状に開 く高台が付 休部内面へラ磨 き。底部回転へ ラ削 砂粒 ・雲母 P 355

1 土　 師　 器 D　 7．0 く。休部は内攣 して立ち上がる。 り。休部下位に焼成後に穿孔 した孔 にぷい褐色 30％

E　 O．8 が一つ。内面黒色処理。 普通 覆土中

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第202図 2 刀　　　 子 （9．9） 0．8 0．3 8．0 M 28　　　 鉄製　　　 覆土中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 70％

第102号住居跡（第201・203図）

位置　調査2区西部，L12d4区。

規模と平面形　本跡は，北側が調査区

外であり，東壁が流出しているため，

規模は不明であるが，長軸［3．05］

m，短軸（2．00）mの長方形と推定

される。

主軸方向　N－96。－E

重複関係　本跡は，第101号住居跡を掘

り込んでいるため，本跡が新しい。

壁　壁高は10－20cmで，外傾して立ち

上がる。北側が調査区外であり，東

壁が流出によって残存していない。

床　全体的に平坦で，竃周辺部から中

央部がよく踏み固められている。

竃　東壁推定ライン南東コーナー部に

砂子昆じりの灰色粘土で構築されてい

＼｛

lレ　⑥

第203図　第102号住居跡竃実測図

－231－

0　　　　　　　　　　　　　1m

トー一　　一十一‥・一一一一一一」



る。規模は長さ114cm，幅88cmである。火床部は楕円形に10cmほど掘りくぼめられている。煙道は火床から

緩やかに立ち上がり，煙出し近くで急傾する。

寵土眉解説
1　灰褐色　粘土粒子多量，焼土粒子少量

2　赤褐色　焼土粒子多量

3　黒褐色　粘土小ブロック少量，炭化粒子・焼土中ブロック微量

4　時赤褐色　焼土小ブロック少量

5　灰褐色　粘土粒子多量

6　黄褐色　焼土粒子・粘土粒子少量

7　黒褐色　焼土小ブロック少量，炭化粒子微量

8　灰褐色　粘土粒子多量，焼土小ブロック少量

9　褐灰色　粘土粒子少量，焼土粒子微量
10　貰褐色　粘土粒子多量

11赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子少量
12　暗赤褐色　焼土粒子中量

13　黒褐色　焼土粒子少量

14　黒褐色　焼土粒子微量

15　赤褐色　廃土粒子多量

ピット　長軸30cm，短軸28cmの方形で，深さは48cmである。下層から土師質土器が2枚，横向きに突き刺さる

ように重なって出土しており，焼土ブロックも確認された。第101号住居跡のP2と同じような位置で確認さ

れており，規模や平面形も類似している。住居跡に伴う土坑と思われるが，性格は不明である。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説

5　黒　褐　色　ローム粒子微量 6　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

遺物　土師器片57点，須恵器片4点，土師質土器片3点が出土している。3の土師器の杯が竃右脇の覆土中か

ら，4の土師質土器の皿と，6の土師質土器の皿がPl内から，5の土師質土器の皿が竃左脇の床面直上と

竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や遣物から，平安時代と思われる。

く‡∃＝該
第204図　第102号住居跡出土遺物実測図

第102号住居跡出土遣物観察表
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第204図 杯 A［16．2］平底で底部内面中央に厚味を持つ。体部内・外面ロタロナデ。底部回転砂粒・スコリア P356

3 土　師　器B　3．8 休部は内攣気味に外上方に立ち上がへラ削り。 明赤褐色 40％

C　7．8 l），ロ綾部は外反する。 普通 塩内

4

皿 A　9．7 平底で底部内面中央に厚味を持つ。休部ロクロナデ。底部回転糸切り。砂粒・長石・石英・P357

土師質土器B　l．7 休部は中位にわずかに稜を有し，外休部内面に二重の圏線。 スコリア，にぷい100％

C　5．2 上方に直線的に開く。 橙色，普通 ビット内

5

皿 A　8．2 平底で休部は直線的に大きく開く。体部内・外面ロクロナデ。底部回転砂拉・長石・雲母・スP359

土師質土器B　l．4

C　2．5

糸切り。 コリア，内面灰褐色

外面橙色，普通

95％

竜内　床直

6

皿 A　9．8 平底で底部内面中央に厚味を持つ。休部ロタロナデ。底部回転へラ削り。砂粒・雲母・長石・P358

土師質土器B　2．2 休部は内攣気味に立ち上がり．外上 スコリア，明赤褐100％

C　6．0 方に大きく開く。 色，普通 ピット内

第103号住居跡（第205図）

位置　調査2区北部，L12f7区。
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第205図　第103号住居跡実測図
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規模と平面形　長軸6．20m，短軸3．95mの長方形である。

主軸方向　N－830－E

重複関係　第56号土坑が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

壁　壁高は5～20cmで，外傾して立ち上がる。北西コーナー部め壁が第56号土坑によって掘り込まれており，

残存していない。

床　全体的に平坦で，中央部を中心によく踏み固められている。

竃　東壁南部を壁外へ74cmほど掘り込み，付設されている。規模は長さ95cm，幅84cmである。両袖部とも砂混

じりの灰色粘土で構築されている。火床部は円形に3cmほど掘りくぼめられ，熟を受けて赤変硬化している。

煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。

蜜土層解説

1　黒褐色　焼土小ブロック少量

2　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・焼土小ブロック少量

4　赤褐色　焼土小ブロック中量，粘土中ブロック微量

5　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量
6　褐　　色　ローム粒子多量

7　橙　　色　焼土粒子・粘土粒子多量

8　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
9　暗赤褐色　焼土小ブロック少量

10　暗褐色　ローム粒子少量．焼土粒子微量
11褐　　色　ローム粒子多量

ピット　6か所。Pl，P2，P4，P5は径22～54cmの円形で，深さは20～26cmである。性格は不明である。P3は長

径30cm，短径25cmの楕円形で，位置から出入り口ピットと考えられる。P6は長径60cm，短径50cmの楕円形

で，深さは28cmである。覆土中に，各層とも焼土や炭化物が確認されている。本跡に伴う土坑と思われるが，

性格は不明である。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土居解説

1　灰褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微鼠．焼土粒子微量　　　　　　2　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物　土師器片186点，須恵器片5点，土師質土器片2点，炭化物1点，鉄棒1点，ベンガラ1点が出土してい

る。2の土師器の高台付杯が竃内から，3の土師器の婆が竃内と竃周辺の覆土中から，1の土師器の高台付

隼と，それを挟むように4と5の土師質土器の皿が西壁下の出入り口ピット近くの床面直上から，出土して

いる。

所見　出入り口ピットの手前（西側）に，高台付杯を挟んで土師質土器が2枚，置かれているような形で出土

しており，作為的なものを感じるが，その意味は明確ではない。本跡の時期は出土遺物から，平安時代と考

えられる。
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第103号住居跡出土遣物観察表

⊥ 」一　　期J　有声 上目 ．⊥ ノノしノ閥 ヒユ U U／0

E （0．6） 口綾部 は わずか に外 反す る。 処理 。 普 通 竃内 ・覆 土 中

2

高台付 杯 A 14．2 平底 に 「ハ 」の 字状 に開 いた高 台が 休部 内面 へ ラ磨 き。休 部 内面下位 か 砂粒 ・ス コ リア ・ P 361

土　 師　 器 B （5．0） 付 く。休 部 は内攣 して立 ち上 が り， ら底 部 内面に かけて摺 り跡。 体部外 雲母 ，橙 色 6 0％

E （0．4） 口綾部 はわ ずか に外反 す る。 面 ロ タロナデ。 底部 回転へ ラ削 り。 ．普通 竃 内

3

婆 A ［22 ．6］ 底部，体 部下 半 欠損。休 部 は内攣 し 目線 部内 ・外面横 ナ デ。休部 外面へ 砂粒 ・石 英 ・長石 P 362

土　 師　 器 B （11 ．0） て立 ち上 が り， 口綾部 は外反 す る。 ラ削 り。 にぷ い橙 色

普通

30 ％

竃 内 ・覆 土中

4

皿 A lO．0 平 底で休 部は 外傾 しな が ら立 ち上が 体部 内 ・外 面 ロ クロナ デ。底部 回転 砂粒 ・長石 ・石 英 ・ P 3 63

土 師質 土器 B　 2．9

C　 6．4

り，中位 に弱 い稜 を持つ 。 糸切 り。 内面赤彩 。 ス コ リア， 橙色

普通

95％

床 直

5

皿 A　 9．9 平底 で休部 は 内攣気 味 に大 き く開 き 体 部 内 ・外 面 ロクロナ デ。底部 回転 砂 粒 ・長石 P 36 4

土師 質土器 B　 2．0

C　 4．8

なが ら立 ち上 が る。 糸切 り。 内面 赤彩 。 橙 色

普 通

80％

床直

第五05号住居跡（第207図）

位置　調査2区中央部，M12a5区。

規模と平面形　長軸3。46m，短軸3。18mの方形である。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は7～16cmで，垂直に立ち上がる。

壁満　幅8－18cm，深さ3－12cmで，断面形はU字形である。壁下を全周している。

床　全体的に，平坦でよく踏み固められている。

竃　南東コーナー部を壁外へ53cmほど掘り込み，付設されている。規模は長さ80cm，幅105cmである。天井部，

袖部とも残存せず，火床部も確認できなかった。

竃土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・炭化物・焼土中ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子・炭化物・焼土中ブロック・焼土中ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・粘土小ブロック少量

ピット　28か所。Pl，P2，P3は長径24～42cm，短径19～32cmの楕円形で，深さは17－31cmである。位置から主

柱穴と考えられる。P4～P6は長径25～65cm，短径22～42cmの楕円形で，深さは21～25cmである。P6は覆土

中に木柱の炭化材が確認された。位置から補助柱穴と考えられる。P7は長径30cm，短径25cmの楕円形で，

深さは29cmである。位置から出入り口ピットと考えられる。P8は径60cm前後の円形で，深さは16cmである。

覆土中に，各層とも焼土や炭化物が確認されており，床面が固い。本跡に伴う土坑と思われるが，性格は不

明である。P9は径100cm前後の円形で，深さは25cmである。覆土中から，木柱の炭化材が確認されている。

本跡に伴う土坑と思われるが，性格は不明である。PlO～P28は長径18－60cm，短径16－56cmの楕円形で，

深さは14～48cmである。本跡の周囲をほぼ等間隔に巡っている。補助柱穴と思われる。

覆土　8層からなり，土層2－土層7は，焼土と炭化材を含み，本跡の焼失に伴う堆積物と考えられる。土層

1と8は，本跡焼失後に自然堆積したものと考えられる。

土層解説
1　黒褐色　炭化物・焼土粒子少量，ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　極暗褐色　焼土粒子・炭化材中量，ローム粒子・灰微量

4　黒褐色　焼土／j、ブロック少量・ローム粒子微量

5　極暗褐色　焼土粒子・焼土ノJ、ブロック・炭化材少量

6　極暗褐色　焼土粒子・炭化物少量，焼土中ブロック微量

7　極暗褐色　焼土粒子・炭化材少量，ローム粒子微量
8　暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片192点，須恵器片233点，陶器片1点，炭化材17息　鉄棒1点が出土している。2の土師器の杯
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第208図　第105号住居跡出土遺物実測図
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と6の土師器高台付坪が竃内から，1の土師器の坪と5の土師器の高台付杯が竃手前の覆土中から，4の須

恵器の杯が中央部と南西部の覆土中から，7の須恵器の高台付杯がP13の覆土中から，8の土師器聾が南壁

近くの覆土下層から，3の土師器高台付坪が覆土中から出土している。9は覆土中から出土した須恵器片で，

外面に縦位の平行叩きが施されている。

所見　本跡は，床面から多量の炭化材や焼土が確認されたことから，焼失家屋と考えられ，本跡の時期は，遺

構の形態や出土遺物から平安時代と思われる。

第105号住居跡出土遣物観察表

図 版番 号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第 208回 土不 A ［12 ．6］ 丸 底気 味の平 底。休 部 は内管 して立 体部 内 ・外 面 ロ タロナデ。 体部 下半 砂 粒 ・雲 母 P 365

1 土　 師　 器 B　 4．3

C ［6．0］

ち上が る。 へ ラ削 り。 底部 回転 糸切 り。 褐 色

普 通

4 0％

覆 土 中

2

土不 A ［11．5 ］ 平 底で，休 部 は 内攣 気味 に立 ち上が 体 部 内 ・外 面横 ナデ。 底部 回転糸 切 砂粒 ・長石 P 366

J 二　 師　 器 B　 3．7

C　 6．9

る。 口綾部 は わず かに外 反す る。 り後， へ ラ削 り調整。 に ぷい橙 色

普通

70 ％

竃 内

3

高台 付杯 A 14．4 休 部下 位 か らロ綾 部 にか けて の 破 口綾部 か ら休 部 にかけ て外面 ロクロ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 5 96

十　 師　 器 B　 5．0 片。休 部 は内野 して立 ち上 が り， 口 ナデ。 内面へ ラ磨 き。 灰黄褐 色 30％

綾部 に至 る。 普通 穫土 中

－237－



計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎上・色調・焼成 備　　　　　考

1」

0　　3　　03　　4　　71r
LA

 

B

 

C

平底で休部は外傾して立ち上がる。 休部内外南口クロナデ。体部下半へ

ラ削り調整。底部回転へラ削り。

5

高 台付隼 Å［15．3〕 平底に 「ハ」の字状に開 く高台が付 休部内面へラ磨 き。休部外面ロタロ 砂粒 ・雲母 ・長有 ・ P 367

土　 師　 器 B　 6．1 く。休部は内攣 して立ち上が り，口 ナデ。底部回転へラ削り。内面黒色 石英 ・スコリア 8 0％

D ［7．2］

E　 l．0

綾部はわずかに外反する。 処理。底部内面に刻苦。 にぷい赤褐色

普通

覆土中

6

高台付杯 B　は 6） 高台部から休部下位 にかけての破 休部外面ロクロナデ。内面へ ラ磨き。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 5 97

：上　師　 器 D　 6．6 片。高台部は 「ハ」の字状に開 く。 高台部内 ・外面ナデ。貼付。 にぷい橙色 40％

E　 l．1 休部は内攣して立ち上がる。 普通 竃内

7

高台付稀 B （5．0） 底部破片。平底に 「ハ」の字状に開 底部回転へラ削 り。 砂粒 ・長石・有英・ P 36 9

須　 恵　 器 D ［11誹］

E　 l．2

く高台が付 く。 雲母，灰色

普通

20％

ビット内

8

婆 A ［2 2．0］ 休部から口綾部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 598

土　 師　 器 B （12．4） 部は外傾 して立ち上が り，目線部は ラ削 り。休部内面へラナデ。 雲母，黒褐色 5 ％

外反する。 普通 覆土下層

第柑号住居跡（第209図）

位置　調査2区中央部，M12i8区。

規模と平面形　長軸3．35Ill，短軸2．95111の長方形である。

主軸方向　N－84ローE

壁　壁高は14～22cmで，垂直に立ち上がる。

壁満　幅10－30cm，深さ4－8cmで，断面形はU字形である。壁下を全周している。

床　全体的に，平坦でよく踏み固められている。

竃　東壁南東コーナー近くを壁外へ65cmほど掘り込み，付設されている。規模は長さ105cm，幅68cmである。

天井部は崩落し，袖部も残存していない。火床部は4cmほど掘りくぼめられている。煙道は火床部から緩や

かに上昇し9　煙出し近くで垂直に立ち上がる。

竃土層解説

1　暗褐色　炭化物・粘土粒子・粘土小ブロック少鼠　焼土粒子微量

2　暗赤褐色　ローム粒子。焼土粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量
3　暗褐色

4　黄褐色

5　黄褐色

6　黒褐色

7　黒褐色

8　暗褐　色

9　黄褐色

粘土粒子中量・炭化物・焼土小ブロック微量

粘土粒子多量，粘土小ブロック少量，焼土中ブロック微量

焼土中ブロックさ炭化粒子・粘土粒子少鼠　焼土粒子微量
炭化粒子・粘土中ブロック少量

焼土中ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子少鼠　焼土粒子微量

粘土粒子多鼠　焼土中ブロック微量

11黄褐色　ローム粒子中風　砂少巌

12　灰黄褐色　粘土小ブロック・粘土粒子少量

13　暗赤褐色　焼土粒子多量

14　黒褐色　粘土小ブロック・粘土粒子少量

15　黒褐色　焼土中ブロック・焼土粒子微量

16　黒褐色　焼土中ブロック・粘土小ブロック少量

17　窯褐色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

18　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

19　褐　　色　ローム粒子多量
10　暗赤褐色　焼土粒子多量

ピッ紅　径60cm前後の円形で，深さは35cmである。覆土は3層からなり，各層にローム粒子やローム小ブロッ

クが確認され，自然堆積である。本跡に伴う土坑と思われるが9　性格は不明である。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・粘土小ブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子多量

5　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片73鳥　須恵器片3点が出土している。1の土師器の埠が竃内とその手前の床面直上から，2の

土師器の高台付杯が竃前の床面直上から，3の土師器の婆が北東部と中央部の床面直上から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代と思われる。
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第210回　第106号住居跡出土遺物尖測図

第106号住居跡出土遣物観察表

10cm

！　　斗＿＿＿…　　＝∃

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第210図 杯 A［15．2］平底で底部内面中央に厚味を持つ。体部内・外面ロクロナデ。休部外面砂粒・雲母・スコP371

1 土　師　器B　3．3 休部は内攣気味に立ち上がり，口縁下半へラ削り。底部へラ削り。 リア，にぷい橙色50％

C　7．6 部はわずかに外反する。 普通 竃内・床直

2

高台付杯 B （3．9）底部，体部下半破片。丸底気味の平休部内面へラ磨き。休部外面ロクロ砂粒・長石・雲母・P372

土　師　器 底で高台が欠損。休部は内攣して立ナデ。底部回転へラ削り。 ノヾミス 30％

ち上がる。 にぷい黄褐色

普通

床直

3

婆 A［26．4］底部欠損。休部はやや長胴で上位に口緑部内・外面横ナデ。休部外面下砂粒・長石・石英P373

土　師　器B（29．8）貴大径を持つ。頸部から口綾部にか位へラ削り。 黒褐色 40％

けて外反する。 普通 床直

第且07一風号住居跡（第211e212図）

位置　調査2区南部，M12d5区。

重複関係　本跡を拡張して第107－B号住居跡が作られたと思われ，壁は第107－B号住居跡を作る時に破壊さ

れたと考えられる。また，土層断面から，第108号住居跡が第107－B号住居跡を掘り込んでいる。さらに，

第83号土坑と第85号土坑が本跡を掘り込んでいる。従って本跡が最も古いと思われる。

規模と平面形　長軸2。95m，短軸［2。59］mの長方形と推定できる。

主軸方向　N－960－E

壁　第107－B号住居跡を作る時に破壊されたと思われ，残存していない。

壁満　幅12～25cm，深さ4－10cmで，断面形はU字形である。東側と，北側の一部を除き，確認されている。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。
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竃　東壁推定ラインを壁外へ掘り込み，付設されている。規模は長さ87C叫幅53cmで，天井部は崩落している。

右袖部は壁近くしか残存していないが，左袖部が良好に残存し，砂混じりの灰色粘土で構築されている。火

床部は円形に2cmほど掘りくぼめられ，火熟を受け赤変している。煙道は火床部先のくぼみから緩やかに立

ち上がる。

竃土層解説

1　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量　　5　極暗褐色　砂中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　砂少量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　6　赤褐色　焼土粒子多量，砂中量
3　灰褐色　砂中量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　7　暗赤褐色　焼土粒子中量，砂少量

4　黒褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化物少量　　　　8　暗赤褐色　ローム粒子・炭化物・灰小ブロック少量，焼土粒子微量

覆土　第107－B号住居跡を作る時に破壊されており，存在しない。

遺物　本跡に伴うと考えられる遣物は出土していない。

所見　本跡は，出土遺物がなく時期判断が難しいが，遺構の形態から第107－B号住居跡とさほど時代が離れ

ていないと考えられるので，平安時代と思われる。

第五07－B号住居跡（第211・212図）

位置　調査2区南部，M12d5区。

重複関係　本跡は第107－A号住居跡を拡張して作られたと思われ，第107－A号住居跡の壁を破壊している。

また，土層断面から，第108号住居跡に掘り込まれている。さらに，第83号土坑と第85号土坑が本跡を掘り

込んでいる。従って本跡は，第107－A号住居跡より新しく，第108号住居跡，第83号土坑，第85号土坑より

古い。

規模と平面形　長軸4。30m，短軸3。70mの長方形である。

主軸方向　N－970－E

－242－



壁　壁高は7－11cmで，外傾して立ち上がる。北壁が108号住居跡によって掘り込まれ，東壁の一部が撹乱に

よって残存していない。

壁溝　幅10～35cm，深さ2－10cmで，断面形はU字形である。東壁の一部を除き，壁下に確認されている。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

竃　第107－A号住居跡竃の南側に隣接し，東壁を壁外へ65cmほど掘り込み，付設されている。規模は長さ62cm，

幅80cmで，天井部は崩落している。両袖部とも，ロームと砂混じりの灰色粘土で構築されているが，残存状

況はあまりよくない。左袖部は第107－A号住居跡竃の右袖部をそのまま利用したと思われる。火床部は平

坦で，火熟を受け赤変している。煙道は火床部から，緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　黄褐色　焼土中ブロック中鼠ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子・砂少量　　　3　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量

2　赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中鼠　ローム粒子・砂小ブロック少量

覆土　単一層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

遺物　土師器片購点　須恵器片7点，鉄製品1点9　鉄棒1点が出土している。2の土師器の高台付埠が南西

部の覆土中から，6の土師器の甑が西部の覆土中から，7の刀子が西部の床面直上から，4の土師器婆は東

壁近くの覆土下層から，1，3の土師器高台付埠と5の土師器鉢は覆土中から出土している。

所見　本跡は，第107－A号住居跡の竃が残存していること，第107－A号住居跡が本跡の中から確認され9　主

軸方向が本跡と同じであることから，第107－A号住居跡を拡張して作られたと思われる。時期は9　遺構の

形態や出土遣物から平安時代と思われる。

第107－B号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第213図 高台付隼 A ［14．8］ 休部から口綾部にかけての破片。体 口綾部から休部にかけて外面 ロクロ 砂粒 ・石英 ・長石・ P 5 99

1 土　 師　 器 B （4．5） 部は内攣 して立ち上が り， 目線部は ナデ。内面へ ラ磨 き。 雲母，にぷい橙色 10％

短 く外反す る。 普通 覆土中

2

高台付杯 B （2．2） 休部上半欠損。平底に 「ハ」の字状 休部内面へラ磨き。内面黒色処理。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 3 74

土　 師　 器 D　 5．4 に開 く短い高台が付 く。休部は内攣 底部内面に 「十」字状の刻文。 にぷい橙色 10％

E　 O．5 して立ち上がる。 普通 覆土中

3

高台付隼 B （2．3） 高台部か ら休部下位 にかけての破 休部外面ロタロナデ。休部内面へラ 砂粒 ・雲母 P 60 0

土　 師　 器 D　 6．3 片。高台部は 「ハ」の字状に短 く開 磨き。底部回転糸切 り後ナデ。高台 明赤褐色 30％

E　 O．7 く。休部は内攣 して立ち上がる。 部内 ・外面ナデ。 普通 覆土中

4

婆 A ［27．3］ 休部上位 から口綾部にかけての破 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石 P 602

土　 師　 器 B （10．3） 片。頸部は 「く」の字状に折れ，日 ラ削り。休部内面ナデ。 にぷい赤褐色 5 ％

綾部は外傾して立ち上がる。 普通 覆土下層

5

鉢 A ［22．0］ 休部上位 から口綾部にかけての破 目線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・スコリア P 60 1

土　 師　 器 B （7．0） 片。休部は直立し， 目線部は外反す 面ナデ。 橙色 5 ％

る。 普通 覆土中

6

甑 B （10．3） 休部上半欠損。平底に五個の孔を持 休部外面へラ削 り。 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 375

土　 師　 器 C ［牲 4］ つ と推定される。休部は外傾 して立 石英・小礫・パ ミス 10％

ち上がる。 にぷい黄褐色

普通

覆土中

図版番号 種　　 別

計　　　　　　　 測　　　　　　　 値
備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm ） 重 畳 （g ）

第213図 7 鉄　　　 鉱 （7．7） 2．0 0．3－0．5 14．0 M 29　　　 床直　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 70％
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第108号住居跡（第211・212図）

位置　調査2区南部，M12d5区。

重複関係　本跡は第107－A号住居跡，第107－B号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．21m，短軸2．64mの方形である。

主軸方向　N－930－E

壁　壁高は3～10cmで，緩斜して立ち上がる0東壁と南壁がそれぞれ一部，撹乱によって残存していない。

壁満　幅15～30cm，深さ2～6cmで，断面形はU字形である。南東コーナー部壁下から，北壁下，西壁下にか

けて確認されている。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

竃　東壁中央部を壁外へ50cmほど掘り込み，付設されている。規模は長さ90cm，幅［57］。mで，天井部は崩落

している0左袖部が残存し，ロームと砂混じりの灰色粘土で構築されている。火床部は平坦で，火熟を受け，

‾部が赤変している。煙道は火床部から平坦なまま伸び，煙出し近くで垂直に立ち上がる。
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範士層解説

1黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

3　明赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量

4　赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

ピット　2か所。Pl，P2は長径24～30cm，短径20～26cmの楕円形で，深さは9～10cmである。位置から，主柱

穴と考えられる。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　焼土小ブロック・粘土小ブロック少量，ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子微量

遺物　土師器片95点，須恵器片8点，土師質土器片3点，鉄製品1点，鉄棒3点が出土している。10の土師器

の高台付杯が北東部の床面直上から，8の土師器の坪と12の土師質土器の皿が南西部の床面直上から，9の

土師器の高台付杯と13の土師質土器の皿が竃前左手の床面直上から，11の土師質土器の皿が竃前右手の床面

直上から，14の鉄製留金具が竃近くの床面直上から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代と思われる。

第214図　第108号住居跡出土遺物実測図

第108号住居跡出土遣物観察表

二二⊇；

l二千二二
0　　　　　　　　　　　　10cm

「　　l　　一一」

図版番号器　　種計測値（m） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第214図 隼 A14．8平底で休部は内攣気味に立ち上がり体部内・外面ロクロナデ。底部回転砂粒・雲母・パミP376

8 土　師　器B　4．6

C　7．8

ロ綾部はわずかに外反する。 へラ削り。 ス，にぷい橙色

普通

80％

床直

9

高台付杯A［16．4］平底に「ハ」の字状に開く高台が付休部内面へラ磨き。休部外面ロクロ砂粒・スコリア・P377

土　師　器B　7．3 く。休部は内攣して立ち上がり，口ナデ。内面黒色処理。 石英 70％

D　7．3

E　l．0

綾部はわずかに外反する。 にぷい橙色

普通

床直

10

高台付坪A［14．3］平底に「ハ」の字状に開く高台が付休部内面へラ磨き。休部外面ロタロ砂粒・雲母・石英・P378

土　師　器B　6．0 く。休部は内攣して立ち上がり，口ナデ。底部回転へラ削り。内面黒色長石 10％

D　6．3

E　O．9

縁部はわずかに外反する。 処理。 にぷい橙色

普通

床直

11

」皿 A　8．4平底で底部内面中央にやや厚味を持体部内・外面ロクロナデ。底部回転砂粒・長石・雲母P379

土師質土器B　l．5

C　5．0

つ。休部は外傾して大きく開く。糸切り。 にぷい褐色

普通

100％

床直

－245－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第214図 皿 A ［9．0］ 平底で底部内 ・外面中央にやや厚味 体部内 ・外面ロタロナデ。底部回転 砂粒 P 380

12 土師質土器 B　 l．6 を持つ。休部は外傾 して大 きく開き へラ削り。 鈍い褐色 80％

C　 5．0 内攣気味に立ち上がる。 普通 床直

13

皿 A　 9．5 平底で休部は外傾して大きく開き， 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 砂粒 ・スコリア ・ P 38 1

土師質土器 B　 l．8

C　 5．4

内攣気味に立ち上がる。 へ ラ削 り。 雲母，橙色

普通

70％

床直

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！　 備　　　　 考

長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第214図14 不明鉄製品 （2．7） 2．8 0．3 4．0 M 30　　　 床直

第柑号住居跡（第216図）

位置　調査2区南部，M12d7区。

重複関係　本跡は，第110号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　第110号住居跡に掘り込まれており9規模は不明であるが，長軸［3言3］m，短軸3湖mの方

形と推定される。

主軸方向　N－870－E

壁　壁高は20～23cmで，垂直に立ち上がる。東壁と南壁の一部が撹乱によって残存していない。

壁満　幅15～30cm，深さ2～6cmで，断面形はU字形で，南東コーナー部壁下から9北壁下，西壁下にかけて

確認されている。

床　全体的に平坦で，中央部を中心によく踏み固められている。

竃　東壁中央部近くに，長さ115cm，幅30cmの範囲で焼土と粘もおよび灰が確認されており，ここに竃が存

在したと思われるが，袖部，煙道，天井部とも存在していない。

ピット　2か所。Plは径23cmの円形で9深さは54cmである。性格は不明である。P2は長径76cm，短径68cm，

の楕円形で，深さは26cmである。覆土は3層からなり，1層は黒褐色で，炭化粒子e焼土中ブロック。粘土

粒子少量である。2層は暗褐色で，炭化物e焼土中ブロック少亀粘土粒子中島灰粒子少量である。3層

は暗褐色で，ローム粒子e焼土粒子少量である。自然堆積か人為堆積かは不明である。竃と推定した範囲の

下から確認されており，本跡の竃に関係する土坑かどうかは不明である。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

3　極暗褐色　ローーム中ブロック・焼土粒子微呈

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片397息　須恵器片75息　灰粕陶器片1息　鉄製品1息　鉄

棒1点が出土している。1の刀子が東部覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代と思われる。
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第109号住居跡出土遣物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i　 備　　　　 考

長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g）

第215図1 刀　　　 子 （10．4） 1．2 0．4 11．0 M 31　　 鉄製　　　 獲土中　　　　　　　　　　　　　　　　　 80％

第漫柑号住居跡（第216図）

位置　調査2区南部，M12d8区。

重複関係　本跡は第109号住居跡を掘り込み，第2号土坑に掘り込まれており，第109号住居跡より新しく，第

2号土坑より古い。

規模と平面形　長軸4。08m9　短軸3⑳33mの長方形である。

主軸方向　N－87J－E

壁　壁高は16～18cmで，緩斜して立ち上がる。酋壁が撹乱によって残存していない。

壁満　幅13～30cm，深さ10～12cmで，断面形はU字形である。南東コーナー部壁下から，南壁下と，北壁下か

ら酋壁下中央部にかけて確認されている。

床　全体的に平坦で，中央部を中心によく踏み固められている。

竃　東壁南部を壁外へ60cmほど掘り込み9付設されている。規模は長さ105。m9幅115。mである。天井部は崩落

し残存していないが，両袖部は良好に残存しており9砂混じりの白色粘土で構築されている。火床部は円形

に10C料ほど掘りくぼめられている。煙道は火床から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗褐色　ローム粒子e焼土中ブロックの炭化粒子も粘土粒子少量　　9　黒褐色　炭化粒子多鼠焼土粒子少量
2　暗褐色

3　暗褐色

4　′ホ　褐　色

5　褐灰色

6　灰褐色

7　赤褐色

8　暗褐色

ローム粒子・焼土粒子・焼土中ブロック・粘土粒子少量

粘土粒子中鼠　ローム粒子・焼土中ブロック少量

焼土粒子多鼠　炭化粒子少量

灰粒子多鼠　炭化粒子・焼土粒子少量

ローム粒子中鼠　炭化粒子微量

焼土粒子多量，炭化粒子少量

ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子微量

10　暗赤褐色

11暗赤褐色

12　赤褐色

13　黒褐色

14　暗褐色

15　暗褐色

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

焼土粒子中島　炭化粒子少量

砂中巌，炭化粒子少鼠　焼土中ブロック微量

ローム粒子・焼土中ブロック・粘土中ブロック少量

ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

ピット　2か所。Pl，P2は径20～30cmの円形で，深さは56～60cmである。位置から，主柱穴と考えられる。

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説

6　極暗褐色　ローム粒子。焼土粒子・粘土粒子微量　　　　　　　　　　9　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微巌

7　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量　　　　　　　　　10　‥黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

8　極暗褐色　焼土中ブロック少鼠　ローム粒子・炭化粒子。粘土粒子微量　11黒褐色　炭化粒子・焼土粒子微量

遺物　土師器片376息須恵器片18息土師質土器片2点が出土している。19の土師質土器の皿が覆土中から，

2の土師器の杯が北西部の覆土中から，3の土師質の埠が南部の覆土中から，4の土師器の隼が南東部の覆

土中から，7の土師器の高台付杯が東部と西部の覆土中から，9の土師器の高台付杯が北西部の覆土中か

ら，8の土師器の高台付杯が東壁下の覆土中から，10の土師器高台付杯が南東部と北東部の覆土中から，14

の土師質土器の皿が北西部の覆土中から，15の土師質土器の皿が南東コーナー部壁下の覆土中から出土して

いる。また，6の土師器杯と13の土師器婆が竃内から，18の土師質土器の皿と16，17の土師質土器の皿が重

なって竃左袖部の左手の床面直上から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遣物から平安時代と思われる。
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第217図　第110号住居跡出土遺物実測図（1）
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第218図　第110号住居跡出土遺物実測図（2）

第110号住居跡出土遺物観察表

20

S・－12

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　　 考

第217図 」不 A 13．8 平底 で休 部 は内攣 気味に 立 ち上 が り 体 部 内 ・外 面 ロ タロナ デ。底部 内面 砂粒 P 3 82

2 土　 師　 器 B　 4 ．4

C　 6 ．5

口綾部 はわ ずか に外 反す る。 へ ラ削 り。 底部 回転糸切 り。 にぷ い橙 色

普通

80 ％

覆土 中

3

杯 A ［14 ．0］ 平 底 で休 部 は内攣気 味に立 ち上 が り 体 部 内 ・外 面 ロクロナ デ。 底部 回転 砂 粒 ・長石 P 383

土　 師　 器 B　 4．4

C　 6．9

口綾部 はわず かに外 反す る。 へ ラ糸切 り。 灰 褐 色

普 通

70％

覆土 中

4

坪 A ［14．5 ］ 平 底で休 部は 内野 して立 ち上 が り， 体 部内 ・外面 ロタロナデ。 底部 回転 砂 粒 ・長石 P 384

土　 師　 器 B　 4．4

C　 7．2

口緑 部 は外反 す る。 へ ラ糸切 り。 にぷ い橙色

普 通

50％

覆土 中

5

量不 A 13．8 底部 は丸 底気味 の平底 。休部 は 内轡 体部 内 ・外面 ロ タロナデ。 底部 内面 砂 粒 ・雲母 ・ス コ P 392

土　 師　 器 B　 4．6

C　 7．4

して立 ち上 が り，口綾部 は外 反す る。 へ ラナ デ。底部 回転 へ ラ削 り。 リア ・長石，橙 色

普 通

80％

覆土 中

6

坪 A　 14．1 平底 で休部 は 内増 して立ち上 が り、 体部 内 ・外面 ロ クロナデ。底 部 回転 砂粒 ・雲 母 P 393

土　 師　 器 B　 4．6

C　 7．5

口綾部 は外 反す る。 糸切 り。 橙 色

普通

80 ％

竃内

7

高 台付坪 A 16．8 丸底 に 「ハ 」の字状 に 開 く短 い高台 休部 内面へ ラ磨 き。休 部外面 ロ タロ 砂塞立・長石 ・パ ミス P 385

土　 師　 器 B　 6 ．9 が付 く。休部 は 内攣 して立 ち上 が り ナデ。 休部 外面 下半へ ラ削 り。 底部 橙色 80 ％

D　 7．7

E　 O ．6

口綾部 は外 反す る。 回転へ ラ削 り。 内面黒 色処理。 底部

内面 に 「十 」字状 の刻 書。

普通 覆 土中

8

高 台付 坪 B （3 ．4） 休 部上半 欠軌　 平底 に 「ハ」の 字状 休 部 内面へ ラ磨 き。底部 回転へ ラ削 砂 粒 ・長石 P 387

土　 師　 器 D　 6．8 に開 く短 い高 台が付 く。休 部は 内攣 リ。内面 黒色処 理。休部 内面 に「大」 にぷ い赤褐 色 30 ％

E　 O．4 して立 ち上が る。 字 状の刻 書。 普 通 覆 土中
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第217図 高台付塚 A ［16．0］ 平底に 「ハ」の字状に開 く短い高台 休部内面へラ磨 き。休部外面 ロクロ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 386

9 土　 師　 器 B　 5．9 が付 く。休部は内攣して立ち上が り ナデ。底部回転へラ削り。内面黒色 にぷい黄橙色 40％

D　 6。7 口綾部は外反する。 処理。 普通 覆土中

E　 O．5

10

高台付 杯 A 16．0 平 底に 「ハ」 の字状 に 開 く足 高高 台 体部 内 ・外 面 ロ クロナ デ。 砂 粒 ・ス コ リア ・ P 3 94

土　 師　 器 B　 6．1 が付 く。休 部 は 内攣 気味 に開 いて立 長石 ・雲 母， 橙色 95％

D　 8．6 ち上 が り， 口綾 部 は外反 す る。 普 通 覆土 中

11

高 台付堵 A 15．6 平底 に 「ハ 」 の字状 に開 く高台 が付 体 部 内 ・外面 ロクロナデ。 底部 内面 砂 粒 ・長石 ・雲 母 ・ P 395

土　 師　 器 B （3．5 ） くと推定 され る。休部 は 内轡気味 に へ ラナ テい。底 部 回転 へ ラ削 り。 ノヾ ミス 70％

開 きなが ら立 ち上が り， 口綾部 は強

く外 反す る。

橙 色

普 通

竃内

12

婆 A ［24 ．2］ 底部 ・体 部下 半 欠損。休 部 は内攣 し 目線 部 内外面横 ナ デ。休部 外面へ ラ 砂粒 ・石 英 ・長 石 P 389

土　 師　 器 B （20 ．3） て立 ち上が り， 頸部 は 「く」 の字状 磨 き。 暗赤 褐色 ・赤黒 色 3 0％

に外反 す る。 口唇 部 はわずか に摘 み

上 げ られ る。

普通 覆 土 中

13

婆 A ［15．0 ］ 休 部は球 形 で上位 に最大径 を持 つ。 口線部 内 ・外面横 ナ デ。休部外 面へ 砂粒 ・長石 ・石 英 P 3 88

土　 師　 器 B （12．0 ） 頸 部は外 反 して立 ち上が る。 ラ削 り。 赤褐色

普通

30％

覆土 中

第218図 皿 A　 8．7 平底 で突 出気 味。休 部は 内攣気 味に 水 挽 き成形。 底部 回転糸 切 り。 砂 粒 ・ス コ リア P 390

14 土師 質土器 B　 l．8

C　 4．6

外 に大 き く開 き，口綾 部 は外反す る。 橙 色

普 通

70％

覆土 中

15

皿 A　 8．6 平底 で底部 内面 中央 にやや厚 味 を持 水 挽 き成 形。 底部 回転糸切 り。 砂 粒 ・長 石 P 391

土師質 土器 B　 2．0 つ。休 部 は内攣 気味 に外に 開 き， 口 橙 色 70％

C　 4．4 綾部 は外反 す る。 普 通 覆 土 中

16

皿 A　 9 ．3 平 底 で休 部 は内攣 しなが ら大 きく開 水挽 き成 形。底 部 回転 糸切 り。 砂粒 ・長 石 ・ス コ P 396

土 師質 土器 B　 le4 ．いて立 ち上 が り，口綾部 は外 反す る。 リア， にぷい橙 色 ．10 0％16 I土 師質 土器 l B　 le4

C　 4．7

！いて立 ち上 が り，口綾部 は外 反す る。l I リア， にぷい橙 色

普通

I l0 0％

床 直

17

皿 A　 9．3 平 底で休 部 は内攣 気味 に大 き く開 い 水挽 き成形 。底 部回転 糸切 り。 砂粒 ・長石 ・パ ミ P 3 97

土 師質土 器 B　 2．0

C　 5．1

て立 ち上 が り， 日綾 部 は外反す る。 ス， にぷ い橙色

普通

100 ％

床 直

18

皿 A　 9．3 平底 で底部 内 面 中央 にやや 厚味 を持 水 挽 き成形。 底部 回転糸 切 り。 砂 粒 ・長石 ・ス ．コ リ P 398

土師 質土器 B　 l。9 つ。休 部 は内攣 気味 に大 き く開 いて ア ・パ ミス ・石 英 100 ％

C　 5．5 立 ち上 が り， 口綾部 は外反 す る。 にぷ い橙 色， 普通 床 直

19

皿 A　 9．3 平底 で休部 は 内攣気 味に大 きく開 き 水 挽 き成 形。 底部 回転へ ラ削 り。 砂 粒 ・長石 ・ス コ P 399

土師質 土器 B　 l。5 なが ら立 ち上 が り， 口綾部 に稜 を持 リア ・雲 母 80％

C　 5．8 ち， わずか に外 反す る。 明暗赤褐 色， 普通 覆土 中

図版番号 種　　 別

計　　　　　　　　　 測　　　　　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第218図20 剥　　　 片 6．6 5．1 4．4 134．0 黒　 曜　 石 覆土下層 Q 23

図版番号 種　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （郡） 重 量 （g ）

第218図21 鉄　　　 釘 （12．6） 0．8 0．7 31．0 M 3 2　　　 覆土中層

第五五3号住居跡（第219図）

位置　調査2区南部，M12C3区。

規模と平薗形　長軸4。34m，短軸3。37mの長方形である。

主軸方向　N－20－E

重複関係　第45号土坑が本跡を掘り込んでおり，本跡は第76号土坑を掘り込んでいるため，本跡は第76号土坑

より新しく，第45号土坑より古い。

壁　壁高は8～20cmで，外傾して立ち上がる。北西コーナー部の壁が第76号土坑によって，東壁の一部が第45
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号土坑によって掘り込まれており9　残存していない。

床　全体的に平坦でゥ　竃周辺部から中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁南東コーナー部近くに壁外へ30cmほど掘り込み9　付設されている。規模は長さ70cm9　幅70cmである。

右袖部は良好に残存するが，左袖部は壁際の一部しか残存していない。両袖部とも砂混じりの灰色粘土で構

築されている。火床部は円形に5cmほど掘りくぼめられている。煙道は火床から緩やかに立ち上がり9　煙出

し近くで急傾する。

竃土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒子中量，焼土小ブロック微量　　7　極暗褐色

2　黄褐色　ローム粒子・炭化粒子。焼土粒子少鼠　砂多量　　　　　8　黄褐色

3　赤褐色　ローム粒子。炭化粒子少亀　焼土粒子中鼠　砂多量　　　9　暗褐色

4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，砂中量　　　　　　　　　10　暗赤褐色
5　暗褐色　ロレルーム粒子少量，炭化粒子中島　焼土小ブロック微量　11暗赤褐色

6　赤褐色　ローム粒子・炭化粒子少鼠　焼土粒子多巌

だッ睦　2か所。Pl～P2は長径30～36cm，短径25－27cmの楕円形で，

格は不明である。

炭化粒子の焼土小ブロック・焼土粒子少鼠　砂中壷

焼土粒子少量，粘土粒子中鼠　砂中義

炭化粒子中鼠　砂少量

ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・砂少量

ロ㌧…ム粒子少鼠　焼土中ブロック中鼠　砂少量

深さは17～38cmである。Pl～P2とも性

覆藍　4層からなりヲ　各層ともロームブロックが混じっているが9　覆土が薄ら　然堆積か人為堆積かは不明

である。

土層解説

1　黒褐色　ローム中ブロック中鼠　ローム粒子少量，炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子・粘土粒子少巌

3　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子中量

遺物　土師器片176点，須恵器片22点が出土している。1の土師器の高台付塚
0　　　　　　　5cm

』二二土＝∃

が北西コーナー部壁下の床面直上と中央部北寄りの床面直上から普出土して　第22の図　第Ⅲ3号住居跡

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出藍遺物実測図

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代と考えられる。

第113号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測凰 cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第220図 高台付杯 A lO。6 平底に 「ハ」の字状に開 く高台が付 口綾部，体部内 ・外面横ナデ。底部 砂粒 ・長石 ・スコ P 405

1 土　 師　 器 B　 3．9 く。休部は内攣 して立ち上が り，日 回転へ ラ削り。 リア 70％

D　 6．9

E　 O．6

綾部は外反する。 にぷい橙色

普通

床直

第鼠摘号住居跡（第221図）

位置　調査2区南部，L12d8区。

規模と平面形　本跡の北側が調査区城外のため規模は不明だが，長軸4。43m，短軸（1。31）mの長方形と推定

される。

主軸方向　N－90〇一E

壁　壁高は4－8cmで，緩斜して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，よく踏み固められている。

竃　東壁を壁外へ80cmほど掘り込み，付設されている。天井部は崩落して残存せず，砂混じりの灰色粘土で構

築された左袖部の一部が確認された。火床部は楕円形に4cmほど掘りくぼめられ，火熟を受け，赤愛してい

る。
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第221図　第114号住居跡実測図

寵土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　粘土粒子少量，焼土粒子微量

3　黒褐色　焼土粒子・粘土粒子微量

4　暗褐色　粘土粒子少量

5　黒褐色　ローム小ブロック・粘土粒子少量

6　極暗褐色　焼土粒子微量

7　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子中量

9　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子微量

10　黒褐色　粘土粒子中量，焼土粒子微量

11黒褐色　粘土粒子少量，焼土粒子微量

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l－一一十－1」

暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

黒褐色　粘土粒子微量

極暗褐色　焼土粒子・粘土粒子微量

黒褐色　焼土粒子・粘土粒子微量

黒褐色　焼土粒子微量，粘土粒子少量

黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量，粘土粒子微量

極暗褐色　焼土粒子少量，粘土粒子微量

極暗褐色　粘土中ブロック少量，ローム′トブロック・焼土ノトブロック微量

暗褐色　ローム粒子中量

褐色　ローム粒子・焼土小ブロック微量

ピット　3か所。Plは径22cmの円形で，深さは21cmである。P2は長径75cm，短径50cmの楕円形で，深さは28

cmである。両者とも，位置から主柱穴と考えられる。P3は上端の部分が崩落して広がっているが，本来は

径40cmほどの楕円形と推定される。深さは35cmで，位置から出入り口ビットと考えられる。

覆土12層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土中ブロック微量

4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子・炭化物少量，炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
7　褐　色　ローム粒子中量

8　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量

9　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
10　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

11褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
12　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子多量

遺物　土師器片79点，須恵器片2点，炭化材

1点が出土している。2の土師器の聾が覆

土中から，1の土師器の高台付杯がP2内

二二∠・、ざ

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第222図　第114号住居跡出土遺物実測図
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の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代と思われる。

第は号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第222図 高台付杯 A ［14．2］ 平底に 「ハ」＿の字状に開く高台が付 休部内面へラ磨き。休部外面ロクロ 砂粒 ・ぺコリア・ P406

1 土　 師　 器 B　 5．7 く。休部は内攣して立ち上がり，口 ナデ。休部外面下半へラ削り。内面 パミス・雲母 40％

D　 6．6

E　 O．9

綾部はわずかに外反する。 黒色処理。底部内面に刻苦。 明赤褐色

普通

ピット内

2

婆 B　は 6） 底部破片。平底で休部は外傾して立 休部外面下半へラ削り。底部回転糸 砂粒・小礫 ・パミ P407

土　 師　 器 C　 5．6 ち上がる。 切り。 ス・石英，橙色

普通

5％

覆土中

第m5鮨風号住居跡（第14図）

位置　調査2区南部，M13a7区。

重複関係　第115－B号住居跡が本跡を掘l）込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4。90m，短軸［4。00］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－290－W

壁　壁高は27－38cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

竃　北西壁推定ライン北部に，径40cmの範囲で円形に焼土と粘土が確認されており9　ここに竃が付設されてい

たと考えられるが，天井部，袖部9　火床部とも残存していない。

覆土　2層からなるが，自然堆積か人為堆積かは不明である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子eローム小ブロック少量，焼土粒子微量　　　　2　暗褐色　ローム粒子中鼠　焼土粒子微量

遺物　土師器片66点，須恵器片6点が出土している。ほとんどが細片である。

所見　本跡の大半を第115－B号住居跡によって掘り込まれているため，遺構の形態が明瞭ではないが9　出土

遣物から時期は平安時代と思われる。

第且且5】院号住居跡（第14図）

位置　調査2区南部，M13a7区。

重複関係　本跡は第115－C号住屠跡と第115－A号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が最も新しい。

規模と平面形　本跡は第115－A号住居跡と重複しているため規模は不明であるが9長軸［4。53］m，短軸4。48m

の方形と推定される。

主軸方向　N－OC

壁　壁高は20－29cmで，外傾して立ち上がる。重複や撹乱により，北壁と東壁，酋壁がそれぞれ一部残存する

だけである。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

竃　北壁付近に，長径40C叫　短径30cmの楕円形に粘土が確認され，長径100cm，短径40cmの楕円形に焼土が確

認されている。ここに竃が付設されていたと考えられるが，天井部，袖部，火床部とも残存していない。
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ピット　2か所。Plは長径50cm，短径45cmの楕円形で，深さは17cmである。位置から主柱穴と考えられる。P2

は長径70cm，短径63cmの楕円形で，深さは39cmである。位置から出入り口ピットと考えられる。

覆土10層からなり，自然堆積である。

土層解説

3　黒褐色　ローム粒子微塁

4　黒褐色　ローム小ブロック少畳，ローム粒子微呈

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

7　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子微量

9　極暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

10　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

11暗褐色　ローム中ブロック中量

12　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物　土肺器片507点，須恵器片47点，灰粕陶器片1点，土師質土器片1点が出土している。1の土師器の高

台付坪が南部の床面直上から，2の土師器の高台付杯がPlの覆土中から，3の土師器の高台付杯が北部の

第223図　第115－B号住居跡出土遺物実測図
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擾土中から9　5と7の土師器と須恵器の婆が竃付近の床面直上から，8の土師貿土器の皿が南西部の床面直

上から出土している。9，10は覆土中から出土した土師器片で9　外商に刷毛目整形が施されている。11は覆

土中から出土した須恵器片で，外面に平行叩きが施されている。

所見　本跡は撹乱が激しく9　第115…A号住居跡や第115－C住居跡と重複しているため9　遺構の形態が明瞭で

はないが，床面から出土した遣物から，平安時代の遺構と思われる。

第115－B号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 ノの　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第223図 高台付杯 A ［13．6］ 平底に 「ハ」の字状に開 く高台が付 休部内面へ ラ磨 き。休部外面ロクロ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 408

1 土　 師　 器 B　 6「l く。休部は内攣して立ち上が り，口 ナデ。休部外面下半へ ラ削 り。底部 雲母 40％

D　 5。2

E　 O．8

綾部はわずかに外反する。 河転へ ラ削り。内 ・外面黒色処理。 にぷい黄橙色

普通

床直

2

高台付塚 A ［14．8］ 平底に 「ハ」の字状に開 く高台が付 休部内面へ ラ磨 き。休部外面ロクロ 砂粒 ・長石 P 409

土　 師　 器 B　 5．8 く。休部は内攣 して立ち上が り，中 ナデ。休部外面下半へラ削 り。底部 灰黄褐色 50％

D 「6．0 1

E　 O。8

位に沈線が巡る。日綾部はわずかに

外反する。

回転へ ラ削り。内面黒色処理。 普通 ピット内

3

高台什序 A ［14．6］ 平底に 「ハ」の字状に開 く高台が付 休部内面へラ磨 き。休部外面ロクロ 砂粒 ・ス コリア P 410

土　 師　 器 B　 5．9 き，休部は内攣 して立ち上が り， 口 ナデ。底部回転へラ磨 き。内面黒色 にぷい橙色 30％

D　 6．3

E　 O．7

綾部はわずかに外反する。 処理。 普通 覆土中

4

高台付杯 B （4．2） 高台部か ら休部下位 にか けての破 休部外面ロクロナデ。休部内面へラ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 603

上　 師　 器 D　 6．5 片。高台部は 「ハ」の字状に短 く開 磨 き。高台部 内 ・外面ナデ。 にぷい橙色 40％

E　 O。8 く。休部は内攣 して立ち上がる 普通 擾土中

5

婆 A ［19．0］ 底部欠損。休部は内攣 して立ち上が 口綾部，頸部 内外面横ナデ。体部外 砂粒 ・長石 ・石英・ P 412

土　 師　 器 B （18．3） り，中位に貴大径 を持 ち，頸部は「く」 面♪＼ラ削り。 スコリア 35％

の字に外反する。口綾部は稜を持ち，

端部は外反気味に摘み上が る。

にぷい橙色

普通

床直

6

婆 A ［21．8］ 休部からロ綾部にかけての破片。頸 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英・長石・ P 6 04

土　 師　 器 B （1仇4） 部は 「く」の字状に折れ，口綾部は ラ削 り。休部内面ナデ。 雲母，にぷい赤褐 5 ％

外傾して立ち上がる。 色，普通 覆土下層

7

窪 B （17．3） 底部，体部下半破片。平底で休部は 休部外商叩き。休部外面下半へ ラ削 砂粒 ・雲母 ・長有 P 4 13

須　 恵　 器 C 16．5 内攣気味に立ち上がる。 り。 にぷい橙色

普通

40％

床直

8

皿 A　 8．1 平底で底部内面中央に厚味を持つ。 水挽き成形。底部回転へラ削 り。 砂粒 ・雲母 P 4 14

土師質土器 B　 l．5

C　 5．4

休部は外傾 しながら立ち上がる。 浅黄橙色

普通

80％

床直

第m6号住居跡（第224図）

位置　調査2区東部，L14d3区。

規模と平面形　本跡は南東部が調査区外であり，北西壁と南西壁が撹乱により残存せず言規模は不明であるが，

長軸［2。36］m，短軸［2。08］mの方形と推定される。

童軸方向　N－340－W

壁　壁高は13cmで，緩斜して立ち上がる。北西壁と南西壁が撹乱によって残存していない。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

竃　南東部に，長さ65cm，幅20cmに焼土と粘土が確認されており，ここに竃が存在したと思われるが，袖乳

煙道，天井部とも残存していない。

覆土　単一層で，自然堆積である。
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第224回　第116号住居跡実測図

0　　　　　　　5cm
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第225図　第116号住居跡出土遺物実測図

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片23点，須恵器片2点，灰軸陶器片1点が出土している。1の土師器の高台付杯が北部コーナー

の覆土中から出土している。

所見　本跡は撹乱が激しく遺構の形態が明瞭ではないが，時期は出土遺物から平安時代と考えられる。

第116号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第225図 高台付杯 A ［16．8］ 平底に 「ハ」の字に開く短い高台が 休部内面へラ磨き。休部外面ロタロ 砂粒 ・スコリア ・ P 4 15

1 土　 師　 器 B　 5．9 付 く。休部は内攣気味に立ち上が り ナデ。休部外面下半へラ削 り。内面 雲母 ・長石 40％

D ［6．4］

E　 O．9

口綾部はわずかに外反する。 黒色処理。 橙色

普通

覆土中

第117号住居跡（第226図）

位置　調査2区南部，M12e5区。

重複関係　本跡は第93号土坑，第127号土坑，第128号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　本跡の大半が調査区外にあるため規模は不明であるが，長軸3．88m，短軸（2．44）mの長方形

と推定される。

主軸方向　N－830－W

壁　壁高は3～5cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　幅12－25cm，深さ5－10cmで，断面形はU字形である。南側が調査区外で不明であるが，壁下を全周し

ていたと推定される。

床　全体的に平坦で，よく踏み固められている。

竃　東壁の調査区境界近くに，壁外へ60cmほど掘り込み，付設されている。右袖部が調査区外のため規模は不
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第226図　第117号住居跡実測図
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明だが，長さ115cm，幅［100］cmである。天井部は崩落して残存せず，砂混じりの白色粘土で構築された左

袖部の一部が確認されている。火床部は楕円形に2cmほど掘りくぼめられ，火熟を受けて赤変している。煙

道は火床部から外傾して立ち上がる。

寵土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子多量

2　暗褐色　焼土粒子・粘土粒子少量

3　黒褐色　焼土粒子・粘土粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

5　赤褐色　粘土粒子中量，炭化粒子・灰少量，焼土粒子微量

6　灰黄色　粘土粒子中量

7　灰褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量

8　黒褐色　焼土粒子・焼土小ブロック微量

9　暗赤褐色　炭化粒子・焼土粒子少量

10　極赤褐色　焼土粒子微量

11黒褐色　焼土粒子微量

ピット　4か所。Plは径25cmの円形で，深さは8cmである。位置から主柱穴と考えられる。P2は径25cmの円

形で，深さはで21cmある。位置から出入り口ピットと考えられる。P3，P4は長径30－40cm，短径25～33cmの

楕円形で，深さは30－34cmである。性格は不明である。

覆土　7層からなり，人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　炭化粒子・粘土粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粘土ノトブロック少量，焼土粒子微量

3　黒褐色　焼土粒子・炭化物・粘土粒子少量

4　暗褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量

5　極暗褐色　粘土小ブロック少量，焼土小プロッタ微量

6　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片114点，須恵器片13点，灰粕陶器片1点，土師質土器片1点が出土している。4の土師器の婆
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が西壁下の覆土中から，5の土師質土器の皿がそこから南へ約40cm下った床面直上から，2の土師器の高台

付杯が北壁下の床面直上から，1の須恵器の杯がPlのすぐ東の床面直上から，3の土師器高台付坪が竃内

から出土している。

所見　本跡は遺構の大半が調査区域外のため遺構の形態は不明であるが，時期は出土遺物から平安時代と思わ

れる。

第227図　第117号住居跡出土遺物実測図

第117号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm

L　　；一一一］

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第227図 1不 A ［13．2］平底で休部は内攣気味に立ち上が 体部内・外面ロタロナデ。休部外面 砂粒・雲母・長石・ P 419

1 須　 恵　 器 B　 4．3

C　 6．6

り，口綾部はわずかに外傾する。 下半へラ削り。底部へラ削り。 石英

灰色

普通

40％

床直

2

高台付杯 B （1．5）底部破片。平底に 「ハ」の字状に開 底部内面へラ磨き。底部回転へラ削 砂粒・雲母・ノヾミス P 416

土　 師　 器 D　 7．1 く短い高台が付く。 り。内面黒色処理。底部内面に「大」にぷい橙色 20％

E　 O．6 の字状の刻文。 普通 床直

3

高台付隼 B （3．1） 高台部から休部にかけての破片。高 休部外面ロクロナデ。休部内面へラ 砂粒・長石・雲母 P 605

土　 師　 器 D ［7．2］ 台部は「ハ」の字状に短く開く。体 磨き。内面黒色処理。高台部内・外 明赤褐色 30％

E　 O．7 部は内攣して立ち上がる。 面ナデ。 普通 竃内

4

要 A ［19．2］ 口綾部，休部上半破片。休部は内野 頸部内・外面横ナデ。体普β内面へラ 砂粒・ノト礫・雲母・ P 417

土　 師　 器 B （6．0） して立ち上がり，頸部は外反する。 ナデ。 スコリア・石英 10％

口緑部は短く外傾する。 橙色，普通 覆土中

5

皿 A　 9．1 平底で底部内面中央にやや厚味を持 水挽き成形。底部回転へラ削り。 砂粒・スコリア・ P 418

土師質土器 B　 l．5 つ。休部は外傾して立ち上がり，口 長石，橙色 100％

C　 6，0 縁部はわずかに外反する。 普通 床直

第118号住居跡（第76図）

位置　調査4区中央部，IlOco区。

重複関係　本跡は，第127号住居跡，第128号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．63m，短軸3．32mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は4－20cmで，外傾して立ち上がる。北壁と西壁の一部が，撹乱によって残存していない。

床　全体的に平坦で，よく踏み固められている。

竃　北壁中央部に，壁外へ50cmほど掘り込み，付設されている。規模は長さ125cm，幅135cmである。天井部は

残存せず，砂混じりの白色粘土で構築された袖部が一部残存するのみである。煙道，火床部とも明確には確
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認できなかった。

竃土眉解説

1　暗褐色　焼土小ブロック少量，粘土小ブロック微量

2　褐灰色　粘土粒子中量，焼土小ブロック少量

3　暗褐色　焼土小ブロック・粘土粒子少量

4　赤褐色　煉土小ブロック中呈，粘土粒子少量

7　黒褐色　ローム中ブロック・焼土小ブロック少量

8　褐　　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量

9　褐　　色　ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子少量

10　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

5　時赤褐色　焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子多量，粘土粒子微量　11暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子中量

ピット　3か所。Plは長径70cm，短径55cmの楕円形で，深さは25cmである。位置から主柱穴と考えられる。P2

は径28cmの円形で，深さは60cmである。位置から出入り口ピットと考えられる。P3は長径68cm，短径61cm

の楕円形で，深さは15cmである。竃の脇にあり，覆土から炭化物と焼土ブロックが確認されていることから，

灰出穴と考えられる。

覆土　1層からなり，自然堆積である。

土層解説

5　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器片515点，須恵器片88点，陶器片4点が出土している。1の紡錘車が覆土中層から，2の剥片が

竃付近の覆土中層から，3の刀子が南東コーナー付近の覆土中から出土している。

所見　本跡は撹乱を受けており，出土遣物が古墳時代後期から近世にわたり，時期判断が難しいが，竃周辺か

ら出土した遺物などから，時期は平安時代と思われる。

⊂⊃＝［＝ユー　∠＝＞

第228図　第118号住居跡出土遺物実測図

第118号住居跡出土遣物観察表

2

S＝牙．5

図 版 番 号 種　　 別

計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長　 さ （c m ） 幅 （c m ） 厚　 さ （cm ） 孔 径 （c m ） 垂 違 （g ）

第 228 図 1 紡　 錘　 車 3 ．6 3 ．6 0 ．9 0 ．7 1 7 ．0 緑 泥 片 岩 覆 土 中 層 Q 2 8　　　　　　 1 0 0 ％

2 剥　　　 片 3 ．3 3 ．3 1 ．2 1 0 ．0 黒　 曜　 石 覆 土 中 層 Q 2 9

図 版 番 号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

長　 さ （c m ） 幅 （c m） 厚　 さ （c m ） 重 量 （g ）

第 2 28図 3 刀　　　 子 （6．7） 0．8 0．4 9．0 M 3 6　 鉄 製　　 覆 土 中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 0％
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第120号住居跡（第229図）

位置　調査2区東部，L14cl区。

重複関係　本跡は第10号溝に掘り込まれており，本

跡が古い。

規模と平面形　撹乱や流出により，壁の大半が残存

せず規模は不明であるが，確認された床面やピッ

トの位置から，長軸［3．55］m，短軸［3．00］m

の長方形と推定される。

主軸方向　N－19。－W

＼亨II

＼．′I

、－71′

／
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生：喝：（該′′′
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J
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壁　壁高は15cmで，緩斜して立ち上がる。

床全体的に平坦で，北東コーナー部がよく踏み固　A18．6m

められている。

竃　北東コーナー部に，長さ60cm，幅50cmに粘土と

焼土が確認され，ここに竃が付設されていたと考

えられるが，天井部，袖部，火床部，煙道とも残

存していない。

、一一一一一一一一

Z

2m

」　　＿＿＿ト　　　：

第229図　第120号住居跡実測図

ピット　2か所。Pl，P2は長径43～55cm，短径40～

45cmの楕円形で，深さは23～39cmである。位置から主柱穴と考

えられる。

覆土　撹乱や流出により覆土は存在せず，自然堆積か人為堆積か

は不明である。

遺物　土師器片79点，須恵器片5点が出土している。1の土師器

の高台付埠が東壁下の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から平安時代と思われる。

第120号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　5cm

l．；」

第230図　第120号住居跡出土遺物実測図

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　　 考

第 230図 高 台 付 坪 A ［16．8 ］ 平 底 に 高 台 が 付 く。 休 部 は 内 管 して 休 部 内 面 へ ラ磨 き。 休 部 外 面 ロ タ ロ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 42 2

1 土　 師　 器 B （6．3 ） 立 ち上 が り， 口 綾 部 は わ ず か に 外 反 ナ デ 。 底 部 回転 へ ラ 削 り。 内 面 黒 色 パ ミ ス ・雲 母 60％

す る。 処 理 。 明 黄 褐 色 ， 普 通 覆 土 中

第121号住居跡（第231図）

位置　調査2区東部，L13h7区。

重複関係　第75号土坑，第103号土坑，第113号土坑が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．13m，短軸3．01mの方形である。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高は13cm～32cmで，外傾して立ち上がる。北壁の一部が第75号土坑によって掘り込まれ，残存していない。

壁溝　幅10～30cm，深さ4－7cmで，断面形はU字形である。北壁下を除き，各壁下から確認されている。

床　全体的に平坦で，中央部を中心によく踏み固められている。

－262　－



0　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿…＿＿…＿　一一一一一を－∴一一　ニ＿ニ＿＿＿ニ＿＿＿ここ＝＿ニ＝＝j

第231回　第121号住居跡実測図

竃　北壁中央部に焼土と粘土が確認されており，ここに竃が存在したと思われるが，第75号土坑によって掘り

込まれており，残存していない。

ピット　2か所。Plは径20cmの円形で，深さは21cmである。P2は長径45cm，短径30cmの楕円形で，深さは18

cmである。両者とも位置から主柱穴と考えられる。

覆土17層からなり，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　3　4　5　6　7　00　9

極暗褐色

黒褐色

極暗褐色

暗褐色

黒褐色

黒褐色

ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子・焼土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・焼土粒子・焼土中ブロック微量

黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック少量

10　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

11黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

12　黒褐色　ロームノj、ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量

13　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

14　灰褐色　粘土粒子・粘土中ブロック多量

15　黒褐色　焼土粒子・焼土中ブロック少量

16　褐　　色　ローム粒子多量

17　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　土師器片89点，須恵器片3点が出土している。どれも細片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代と思われる。
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第鼠26一風号住居跡（第232図）

位置　調査3区中央部，Klla6区。

重複関係　第126－B号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　壁がほとんど残存しておらず，規模も平面形も不明であるが，わずかに残存している壁や竃の

位置から，長軸［4。00］m，短軸［2。27］mの長方形と推定した。

童軸方向　N－580－W

壁　南西壁の一部と南東壁の一部がわずかに残存し，壁高は18cmで垂直に立ち上がる。

床　全体的に，平坦で，よく踏み固められている。

竃　北西壁推定ラインに付設されている。規模は，長さ100cm，幅78cmである。天井部は崩落し，残存してい

ないが，両袖部が良好に残り，砂混じりの灰色粘土で構築されている。火床部は楕円形に7cmほど掘りくぼ

められ，火熟を受けて赤変している。煙道は火床から緩やかに立ち上がっている。

竃土層解説

1　黒褐色

2　褐灰色

3　褐灰色

4　黒褐色

5　黒褐色

6　黒褐色

焼土粒子・焼土中ブロック・粘土粒子少量

粘土粒子多量

粘土粒子少量

焼土粒子・粘土粒子少量

粘土粒子・焼土粒子微量

焼土中ブロック中量，粘土小ブロック微量

7
　
8
　
9
　
1
0
　
n
　
1
2

黒
灰
窯

褐色　粘土小ブロック中量，焼土中ブロック少量

褐色　粘土粒子多量，焼土中ブロック微量

褐色　粘土粒子・焼土中ブロック微量

灰褐色　粘土粒子・粘土小ブロック中量，焼土中ブロック少量

褐灰色　粘土粒子多量，焼土中ブロック少量

黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少鼠ローム中ブロック・焼土中ブロック微量　　4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック微量

2　黒褐色　ローム小ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　6　黒褐色　焼土中ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量

遺物　土師器片80息　須恵器片4点が出土している。3の土師器の杯と，4の土師器の高台付埠が竃の右側の

覆土中から，1の土師器の杯が南西壁下の覆土中と床から，2の土師器杯が南西壁下の覆土中から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，出土遣物から平安時代と思われる。

第126－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第233図 土不 B （4．1） 口綾部欠損。突出気味の平底で，体 休部内面へ ラ磨き。休部外面ロクロ 砂粒 ・雲母 ・スコ P 445

1 土　 師　 器 C　 6．8 部は内攣 して立ち上がる。 ナデ。底部回転糸切 り。内面黒色処 リア，にぷい黄橙 30％

理。 色，普通 床直 ・覆土

2

土不 A ［18．2］ 底部欠損。休部は内攣気味に立ち上 日綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 P 446

土　 師　 器 B （5．7） が r），口綾部でわずかに外反する。 にぷい橙色

普通

20％

覆土中

3

土不 A ［12．2］ 口綾部，休部上半破片。休部は内攣 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 47

土　 師　 器 B （3．3） して立ち上がり， 目線部 との境に突 ラ削り。休部内面へラ磨き。 褐色 5 ％

出した稜がある。 口綾部はわずかに

内傾する。

普通 覆土中

4

高台付隼 A ［14．3］ 平底に 「ハ」の字状に開 く高台が付 休部内面へラ磨 き。休部外面へラ削 砂粒 ・長石 ・雲母 P 450

土　 師　 器 B　 7．0 く。休部は内攣して立ち上が り，日 り。底部回転糸切 り。内面黒色処理。 灰褐色 60％

D　 6．9

E　 l。4

綾部はわずかに外反する。 普通 覆土中
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